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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








１「あるエルフの独り言」









「ああ、今日もいい天気だ」

　空は抜ぬけるように青く高く、雲一つない晴天だ。

　強い日差しの割には湿しつ度どが低いので、日ひ陰かげがあれば驚おどろく程に涼すずしい。風が吹ふけばそれなりに心地ここち良よいのだが、生あい憎にくと今は無風状態だ。

「まあ、ありがたい話だけれどな」

　風は細かな土つち埃ぼこりを巻き上げ、俺の大事な物を傷いためる大敵だ。

　ぼんやりと見つめる遠くには陽かげ炎ろうが揺ゆらめき、ほぼ出っ張る物は何もない地平線が強烈な太陽の熱で歪ゆがんでいる。

　強きよう烈れつな太陽光と熱、さらに地面からの反射光で昼間に活動する動物などはいない……っと、訂てい正せい。

「陽炎に揺らめきながらゾロゾロと走る影かげが見えるな」

　この炎えん天てん下か、大きなかけ声を出して走っているのは、ここで二番目の金食い虫。そして俺の大事な大事な芸術品を台無しにしやがる不良部品共だ。

「雨でも降って、あいつ等ら綺き麗れいに掃そう除じしてくれないかな？」

　まあ雨などは滅めつ多たに降らない土地だが、一度降るとけっこうな土砂降りとなる。荒こう涼りようとした大地には保水力は無く、低い土地に集まった水は、時には洪こう水ずいも起こるほど一気にかさを増すのだ。

「そうすれば奴やつ等らもろとも……クックック」

　その後、水が退ひけば緑が芽め吹ぶき、素す晴ばらしい緑の大地となる。もちろん奴等も肥料となって大地に戻もどるから一石二鳥だ。

「ああ、でもそうなると……」

　そこには一つの欠点が在る。

　緑が芽吹いた光景はまるで天国のようだが、それも保もって数週間。あっという間に元の涸かれた大地に戻ってしまう。そしてたまに魔ま樹じゆと呼ばれる厄やつ介かいで巨きよ大だいな雑草が生える事があるのだ。

　魔樹は凄すさまじく繁はん殖しよく力が高く、放ほうっておくと数年で密林化する事もある。乾かん燥そうした大地の緑化には良い事のように思えるが、この密林が曲くせ者もので、小さな動物が爆ばく発はつ的に増え、特にそれが農業地帯だと、作物にかなりの被ひ害がいを与あたえる。

　更さらに魔樹の密林は魔ま素そと呼ばれる謎なぞの物質を大量に発生させ、それが濃こくなると動物の凶きよう暴ぼう化と同時に特とく殊しゆな能力を発現させ、人を襲おそう事もあるのだ。そしてその魔素は俺の大事な物をダメにしてしまう事もある。だから直すぐさま伐ばつ採さいして焼き払はらわなければならない。

　そしてその魔素は人にも影えい響きようを与え、特殊能力を発現させるが、発はつ症しようは子供のみだ。もっとも発症しても、人の場合は凶暴化はしないが、身体からだに魔素を溜ため込む為ための器官が出来てしまうのだ。一応俺の中にもそれはあるが、忌いま々いましい事に、それが必要だったりするから複雑な気分だ。

「だがこんな何も無い所なんて、密林化してしまってもいいかな？　考えてみれば、魔素より不良部品共の方が俺の大事な物を壊こわす頻ひん度どは高いんだからな。うん！　まずはあの目め障ざわりな部品共を魔ま獣じゆうのエサにして、俺の目の前からいなくなった後に魔樹を焼き払えばいいのか、アハハハ」

「藍あい蓮れん・カリューク・花か櫻おう天尉殿どの……仮にも花の一族の姫ひめ君ぎみがそのようなはしたない格好で、危険な愚ぐ痴ちを男言葉で呟つぶやくのはお止やめ下さい」

　俺の楽しい妄もう想そうを、実に冷ややかな口調で邪じや魔まをしてくれたのは、技術整備士官のナガト水尉だ。

「姫といっても、実権など何もない王族だがな」

「実権はなくても、名家としての名は高く、中央社交界への出席が許されているのですから、花櫻元首並の影響力は未だに……」

　何やらグチグチと文句を言い始めたが、いつもの事なので無視だ。ちなみに俺が居るここは、惑わく星せい『アバリュム』にある唯ゆい一いつの宇宙軍兼けん宇宙港である、アバド基地の機き甲こう騎き格納庫だ。特殊な白いセラミック構造体で造られた建物は実に地味で味気なく、商業宇宙港の華はなやかさも賑にぎやかさも全く無い。周囲は荒涼とした風景の広がる不毛の大地で、一番近くの町までは五百キロ程ほど離はなれていて、人の行き来などは殆ほとんど無い状態だ。

　何しろアバリュムは辺境にある定期航路から外れた惑星だ。だからこそ民間の使う宇宙港などはなく、この基地がその役割を兼けん務むしている。そして外からの便などは無きに等しく、一ひと月つきに一度の定期便と半年に一度大型貨物が外の物資を運んでくる程度で、ほぼ惑星内で地産地消の生活をしている状態だ。だから必然としてここに用事のある人間はほぼ軍関係者のみという事になる。

　まあド辺境といってもそこは一つの惑星だ。そこそこ繁はん栄えいはしているし、意外と人口は多い。だが大多数の者達はここでの生活に満足し、宇宙港に用などないので、ここと関わらなくても何の問題もない。ただそれでも、外の世界に憧あこがれる若者バカは居る。

　だがここで問題になってくるのは経済格差と流通の少なさだ。ここで生活するのならば問題はないが、やはり他の星へ移住となると、まとまったお金と伝つ手て、そしてやはり交通手段がいる。政治と経済の殆どはこの惑星内で完結しているが、一いつ般ぱんの人間が外との接点を持とうとすれば、やはり一番の近道は軍である。

　ここで出世をすれば、外との伝手も出来るし、転属という形で他の星に、あるいは中央に行く可能性も生まれる。

（だからこそ部品共の供給は無くならないのだが……）

　俺は格納庫を見回して溜ため息いきを吐つく。

「藍蓮天尉殿、聞いてらっしゃるのですか？」

「ん？」

　さていつの間にやら長々とした説明を終え、目の前で仁に王おう立だちしている彼女、薄うす茶ちや色いろの髪かみをボブカットにして、切れ長の目は眼光鋭するどく、いかにも軍人といった感じの容姿。キッチリと整備士の軍服を着込み、引き締しまった肢し体たいと薄うすい胸で、パッと見は中性的な男性、といった感じだ。

「……いいな。その薄い胸」

　と、つい口にしてしまう。

「藍蓮天尉殿。喧けん嘩かなら買いますよ」

「羨うらやましいと思ってるんだぞ？　でかい胸なんて整備の時に邪魔なだけだ」

　俺は制服の上をはだけ、アンダー状態になっている胸を無造作に摑つかんだ。

「やめて下さい！　ここには若い兵士が大勢居るんですから」

　ふと気付くと外を走っている部品共が、こちらをチラチラと見ている視線に気付く。何やらちょっと前まえ屈かがみな体勢の者達もいるがいつもの事だ。

「若いっていいよな。こんなので興奮出来るんだから。もしかして俺、今晩のオカズになるのかな？」

「何度も申し上げていますが、いい加減にエンシェントエルフである、ご自分の容姿がどういうものか自覚して下さい！　だいたい未み婚こんの姫君の仰おつしやるセリフではありませんよ」

　俺自身、そこまでとは思わないのだが、花櫻でも一、二を争う美び姫きといわれている。だが花櫻は特に亜あ人じんと呼ばれる他種族がいるせいか、美び醜しゆうの基準がいまいち曖あい昧まいだ。

　そもそもエンシェントエルフ族は胸が控ひかえめが美しいとされている。だから胸の大きな俺は少々その基準から外れている。それに未婚の姫と言われても、俺は今年で１１８歳。成長に時間のかかるエンシェントエルフであろうと、普ふ通つうならとっくに結けつ婚こんのひとつでもしているような年ねん齢れいだ。しかし俺はいまだに嫁とつぎ先が決まらない。まあその原因はもちろん自じ業ごう自得な面が大きい！　自じ慢まんじゃないが胸同様大きい！

「フン！　結婚なんてまっぴらごめんだ。上の吐き気のするような有象無象共に股またを開くぐらいなら、一生独身でいるさ」

　俺は起き上がって胡座あぐらを組み、ナガト水尉を睨にらんだ。

「そのセリフ……もしかして『無む双そう軽騎バンド』ですか？」

「おっ知ってるのか？……って言っても当たり前か。貴様もこんな所で機甲騎の整備をしているのだからな」

『無双軽騎バンド』というのは古い番組のタイトルだ。

　簾れん座ざ連合では大型小型の差はあれ、人型機甲騎が花形武器だ。もちろん俺達だって、それが兵器として非効率なのは重々承知だ。しかしそこには非効率を凌りよう駕がする、高こう揚ようと畏い怖ふをもたらす何かがあるのだ。様式美があり、俺達はそれをこよなく愛している。

　それにそういった非効率な兵器を、ド辺境の惑星で運用するだけの科学力があるのだから、非効率という理由だけで使わないという選せん択たく肢しはない。

　そして当然、そのような土ど壌じようがあるからこそ、娯ご楽らくの創作にもその人型機甲騎を主人公とした老ろう若にやく男なん女によ向けドラマは多い。そして『無双軽騎バンド』はちょっとしたムーブメントを起こした作品なのである。

　まあ、かなりド下品なセリフで、世のお母様、保護者方には不評だったのだが、えてして娯楽という物は、毒がある方が面おも白しろいものだ。

「藍蓮天尉殿の口くち汚ぎたなさが婚こん期きを遅おくらせているのはどうでもいい事ですし、自業自得だと考えますが、ここは軍の基地であり、我々は任務中なのですから、もう少しちゃんとなさって下さらないと、下の者に示しがつきません」

「任務ぅ？　お前達が俺の仕事を取り上げたせいで暇ひまなのだから仕方ないだろう？　こんな格納庫の片かた隅すみで不良部品共に、今夜のオカズを提供する羽目になっているのは誰だれのせいだァ？　文句があるのなら俺の可愛かわいい軽騎達を返せ、戻せ！」

　軽騎とは八メートルほどの、汎はん用よう人型機甲騎の事だ。機甲騎の中では一番下位の、雑ぞう兵ひようといったところではあるが、全すべての人型機甲騎乗りが最初にお世話になる騎体だから、これを好み、カスタマイズしてまであえて使うベテランも多い。

（いや！　この軽騎で上位機甲騎に勝つことこそがカッコイイのだ！）

　最終決戦機甲騎、天騎クラスに乗る資格者は、本来、それが出来る強つわ者ものであるべきなのだ。騎体性能で勝つなんて野や暮ぼの極きわみだ。

「ご指導されるのであればいくらでも歓かん迎げいですが、全て取り上げてご自分でやってしまわれると、新兵達の訓練が出来なくなります。しかも手作業などして……」

　そしてナガト水尉は俺の胸を、まるで親の敵かたきのように睨み付け、

「だから胸が邪魔なんて、ぬかすんでございますよ！」

　と、吐き捨てるように言った。まあ手作業となると力仕事になるし、狭せまい場所にも潜もぐり込む必要がある。でかい胸は邪魔だ。

「そんなに睨まれてもなぁ……」

　大昔の、初期段階の文明ならいざ知らず、今の医い療りよう技術であれば機能をそのままに大きさを変えるなど簡単だ。だがその手の整形は時代によっても考え方が多少変わるが、大たい抵ていは歓迎されない。

　人の求める美とは、その多くが、大多数の人間が美しいと考える姿だ。もちろん個人差はあるが、やはりそれらは似通ってくる。しかも現代の最新医療技術は、遺伝子構造から変える事が出来るので、多様性という観点から外れた行こう為いとなる。だから基本的にその行為はタブーとして認にん識しきされているのだ。

　まあ他にも遺伝子改造には特許があり、例えば有名な女優の姿形を模も倣ほうするのは禁止されている事もある。もちろんそれが生まれつきならば問題はない。結局は美しいと思われる形には、ほとんど特許制限がかけられているのである。

　もっともそれ以前に、生まれたままの自然がいいとされる思想は根強く、少なくとも花櫻王国においては、男女の区別なく、整形がばれるのは死ぬほど恥はずかしい事なのだ。

　つまりそういう事情で、大きな胸に憧れるナガト水尉は俺の胸を敵視しているのだ。

「そもそも俺だって小さくは出来ないんだぞ。だからお互たがい様だ」

「……藍蓮天尉殿、私の方が一方的にメッタ打ちを喰らっているように感じるのは気のせいでしょうかね？」

「価値観の相そう違いというヤツだな。俺は君の微び乳にゆうが羨ましい」

「クッ……とにかく！　いくら地方の田舎いなか惑星の宇宙軍でも、メンテナンスマシンもありますし、メディカルタンクだってあるんですからね」

　確かに今時、手作業で機甲騎を修理する者などは数少ない。全部機械でユニットごと交こう換かん、生体部品などはナノマシンで修復する。だが、それでも手作業でメンテナンスをするベテランは多い。かなり簡素化されたとはいえ、軽騎は人を模した物だ。かなり複雑な部分も多く可動部品も多い。だからこそ熟練した職人技わざこそが、軽騎をただの雑兵でないものとするのだ。

「へっ！　補給が滞とどこおるわ予算削さく減げんだわで、メンテナンスユニットが機能低下しがちな状態なんだ。手作業を入れないと満足な性能なんて出せないぞ」

　特にメンテナンス機材の不足する最前線では、ベテランの手作業が威い力りよくを発揮する事も多い。まあ野戦病院みたいなものだ。

「確かにこういうド辺境基地では藍蓮天尉殿どののような人材は重宝しますがね、それが蟄ちつ居きよみたいな形でここに送られて、あの伝説の神騎を見み損そこねた原因でもある事をお忘れなく」

「がっ!?」

　俺は思わぬ痛つう烈れつなカウンター口こう撃げきを喰らって、ガックリと前へと突つっ伏ぷした。

　我が友人だった火か泉せん王国第一王子第三息女、翅し焰えん・煉れん極ごく・火泉様が、火か煉れんという名で銀河連盟に乗り込み、皇家の樹きの奪だつ取しゆの代わりにあちらの大海かい賊ぞくを壊かい滅めつさせた男とその船、さらにはその男がマスターとなった、簾座で伝説となっていた至高の騎体、全ての始まりの双そう神しん、その一柱である『ＺＩＮＶジンブ』様を持ち帰って来られたのだ。

「見たかったよぉ……見たかったよぉ……見たかった……」

　悔くやしい。本当に悔しい。間近で見て、触ふれてみたかった。なのに俺はそこに行けなかったのだ。それどころか本当であれば、俺もその銀河連盟へ行く筈はずだったのだ。

　俺のその姿を見て、溜りゆう飲いんが下がったのかナガト水尉は表情を元に戻もどした。

「真なる伝説ですか……しかし本物だったのでしょうか？」

「あちらでの戦せん闘とう映像は見せただろ！　間ま違ちがいなく本物だ！　絶対だ！」

「ええ、確かに尋じん常じようではありませんが……、それでもこちらに来て早々に……」

　ナガト水尉がそこまで言った時、部下の一人が駆かけ足で近付いて来て、会話に割り込んだ。

「失礼します！　ナガト水尉殿。軽騎メンテナンスを終しゆう了りよう、各数値に問題なしです！」

「受験兵は？」

「もう集合しております。試験官担当のチームも待機中です」

「藍蓮天尉殿、お待ちかねのお仕事ですよ」

　ナガト水尉はにこやかに微笑ほほえみを浮うかべてそう言った。だが俺はその甘かん言げんの裏にどれほどの陰いん謀ぼうが隠かくれているかを知っている。報告に来た部下も、大事な事を言っていない。

「ナガト水尉は新人の育成がしたいのだろう？　なら最後までそちらでイかせてやればいいではないか？　ん？　そちらの手でじっくりとな」

　ちょいと卑ひ猥わいな手つきで嫌いやみを言う。だがナガト水尉は不敵にも表情を崩くずさない。

「一週間後のアルトス・アルグルス水佐殿の授爵パーティーの件ですが……」

「はあ？　あの童どう貞てい野や郎ろう、まだ決定もしてない人事でパーティーだとぉ!?」

　俺の眉み間けんに皺しわが寄る。俺のイライラストレスの元げん凶きよう野郎だ。

「声が大きいですよ。私が申し上げたいのはパーティーの件ではありません。そのパーティーの為ための物資を運んでくる貨物船の話です」

「……おい！　もしかしてそいつには護衛機甲騎が!?」

　ハッキリ言ってフニャチン野郎のパーティーなどどうでもいいが、重要な物資の輸送には護衛が付く。そして俺の予想通りであれば……。

「新型地騎『飛ひ栄えい』が二騎き、こちらでメンテナンスをする事になっていますが、藍蓮天尉殿がそこまで仰るのでしたら、新人にはよい経験となるでしょうねぇ」

「さあ行くぞ！　やはり最後のアジャスト作業は新人には荷が重い。もちろんその新型地騎もだぞ」

　まあここは新型機甲騎に免めんじて、貧ひん乳にゆうナガト水尉の策略に乗ってやるとしよう。ちなみに上位機甲騎のランクは軽騎、地騎、水騎、天騎の順だ。

　俺は駆け足で部品共の待つハンガーへと向かった。そしてそこでは童貞水佐が新人の部品共を丸め込む、聞けば耳が腐くさりそうな、顔面パンチを入れたくなるような自画自賛の訓示を垂れていた。まあ要約すれば、この牢ろう獄ごくのような惑わく星せいから出たければ、自分に逆らうな、言う事を聞けという内容だ。

「おお！　藍蓮天尉！」

　偉えらそうに訓示を垂れていた童貞野郎がこちらに気付き、満面の笑みで駆け寄って来やがった。訓示は途と中ちゆうで打ち切られたが、どうせどうでもいい自慢話をしていただけなので、それから解放された部品共がホッとした顔をしているのがちょっとムカつくが、気持ちは良く分かるので我が慢まんする。

「アルトス・アルグルス水佐殿、ご苦労様です」

　まあ一応は上官なので敬礼をしておく。ああ、もちろん制服はちゃんとするが、これは上官だからではなく、俺のたわわをクソッタレの蕁じん麻ま疹しんの出そうな視線から隠す為だ。

「丁度良かった。君に招待状を渡わたそうと思っていてね」

　俺は良くない！

「一週間後、私の栄転と授爵を祝う大々的なパーティーが開かれるのだ。だからぜひとも藍蓮・カリューク・花櫻様にも参加していただきたいのだよ」

　つまり藍蓮天尉ではなく、花櫻王族の姫ひめとして出席して欲しいという事だ。

「授爵の決定が出るのは半年後ではなかったのですか？」

「いえいえ、王宮執しつ務む院のさるお方から、近々内示されるとの事前通知をいただきましてね。まあ少し早いとは思ったのですが、周りからも慶けい事じはすぐに祝うべきだろうと。何しろここは娯ご楽らくの少ないところですから、上に立つ者としては、少しでもそういった機会を設けるべきかと思いましてな」

「なんとそれは素す晴ばらしい……しかし困りましたね。てっきり私は半年後に行うものだと思いまして、今のうちにと、正装をメンテナンスに出してしまったのですよ」
















「なんと!?」

　スケベ面づらの顔が歪ゆがむ。

　何しろヤツが欲しいのは正装した俺、花櫻王家の姫としての立場だ。ただ出席するなら軍の制服でも構わないが、それでは部下の立場として出席する事になる。つまり俺が着る服で、俺がこの童貞野郎をどう思っているかが分かり、この童貞野郎の格が変わってくるのである。

　まあこれは王族が体てい良く断るための方便『着ていく服がない』だ。もちろん予備はあるし、急がせれば間に合わない事もないが、特急料金を使ってまでこのフニャチン野郎のリサイタルに出席する価値も意味もない。

　そもそも花櫻での実権が無くなったとは言え、社交界に経済界と、王族としての付き合いは多い。それが正装して出席する行事スケジュールとなれば、最短でも半年前には決まっているものだ。それをこれ程ほどに急な割り込みをかけるには、かなり重要か親しい相手でなければ許されない。

　そもそも機甲騎部隊司令とはいえ水佐如ごときが、軍制服での出席依い頼らいならばともかく、正装しての出席を求めるにはあまりにも分不相応、本来であれば招待状を出す事すら遠えん慮りよして然しかるべき行為なのだ。

（まあ、その原因は俺にあるのだがな）

　つまりなかなか嫁よめの貰もらい手がない、こんな所に蟄居させられている不良姫だと見下しているのだ。とはいえ『腐っても姫』……一いつ般ぱん人が王族を招待するメリットは計り知れない。

「半年後の正式通知の際に、もう一度お誘さそい下さい」

　当然、その時には別の理由で正装は俺のもとに到とう着ちやくしない事となるだろう。ただ一応、上官の転属パーティーなのだから、軍服でなら出席もするし、お祝いの一言もやぶさかではない。

（もちろん顔見せしてさっさと帰るがな……ん？）

　ふと後ろを見ると、二人の女性士官が俺を睨にらんでいる。

（そんなに睨まなくとも盗とりはしないよ。それと厚あつ化げ粧しようなんだからヒビが入るぞ）

　二人はこの基地でも有名な美び貌ぼうの持ち主、それを買われて広報担当士官となっている女性達だ。まあ童貞野郎に腰こしを振ふり、股またを開いて擦すり寄り、あわよくば貴族となった童貞野郎と一いつ緒しよに中央へと行こうとしているのだろう。嫁とつかずの不良姫などには敬意を払はらうつもりもないらしい。もちろん俺もその自覚は充じゆう分ぶんあるし、あの尻しり軽がる共もいわば童貞野郎の被ひ害がい者なので、この程度の事で目くじらを立てる気は無い。

「新規受験兵は急ぎ搭とう乗じようせよ！　時間を無む駄だにするな！　走れ！」

　俺は童貞野郎にサッと敬礼をすると、部品共のケツを蹴け飛とばした。いつまでも汚お物ぶつの戯たわ言ごとと厚化粧にヒビが入るさまを見るよりは、不良部品共の相手をした方がマシだ。

「……ん？」

　その時俺は、その部品共の中に少し異質な者が居る事に気付いた。

　軽騎操者に選ばれる事は出世の第一歩だ。気負い、恐おそれ、ましてや初めての機甲騎搭乗となれば、ガチガチに緊きん張ちようしているものだ。もちろん実戦ともなれば、どんなベテランでも緊張はある。

　だがその中で一人、まるで平然と駆け足で軽騎に向かうそいつは、明らかにまだ若い新兵だ。しかしその後ろ姿は指導員のベテラン操者と見み紛まがうかの、いや、それこそ王宮に居た頃ころに見た天騎に乗る騎士にすら似た雰ふん囲い気きを感じたのだ。

（バカな……気のせいだ）

　今時は珍めずらしい坊ぼう主ず頭あたまの、まだあどけなさの残る青年の姿を見て、俺はその考えを追い出すよう頭を振った。




　アジャストは騎体と搭乗者とをリンクさせる作業だ。といっても言う程に単純な作業ではなく、完全思考操縦から手動操作までリンクレベルをカスタマイズする事が可能だ。それだけに騎体を手足のように使いこなすまでには長い訓練と調整、補助ＡＩの育成作業が必要となる。もちろん訓練生がここに来るまでの間に、シミュレーションによってある程度のカスタマイズはされているはずだが、やはり実際の騎体を使っての調整訓練や、実戦を経験してデータを蓄ちく積せき修正する必要がある。

「いいか！　お前達の現データはあくまでシミュレーションによるものだ。実際の騎体にはそれぞれ癖くせがあり、操縦中にもその状態は刻々と変わる。そしてお前達の体調も精神状態もそれに含ふくまれる！　ましてや実戦時にはそれが顕けん著ちよに表れる。もちろんその微び調ちよう整せいはコンピューターと補助ＡＩが行ってはくれるが、過信はするな！」

　俺はそれぞれの騎体と部品共のアジャスト状態を確かく認にんしながら、それぞれに指示を出して行く。

「戦闘になればそのコンピューターがやられる場合もある。それに各コンピューターにも癖のようなものがある。もちろんそれは普ふ段だんは無いに等しい誤差だ。だが戦闘時にはそれがわずかなラグとなって現れ、そしてそのわずかなラグの積み重ねが生死の分かれ目にもなる。だから最後は自分達で完全に騎体をコントロール出来るようになるまで訓練を怠おこたるな！」

　人と同じ形をした人型兵器であればこその、一体感というものがある。それは数値では表せない、実に曖あい昧まいな、オカルトとでも表現すべき非科学的なものだ。しかしそれこそが非効率な人型兵器が、通常兵器を凌りよう駕がする要因でもある。

　完全なアジャストが出来れば、軽騎は操者の身体からだそのものとなり、まさに超ちよう人じんと化す事が出来る。攻こう撃げき、回かい避ひ、防ぼう御ぎよ、あらゆる行動において、どんな兵器をもはるかに超こえた、桁けた違ちがいの精度と動きを可能とするのだ。

　もちろんそれには操者自身の鍛たん錬れんとアジャスト訓練の両方が必要だ。それが出来る人間は一ひと握にぎり、単純な戦闘でいえば、通常の兵器の方がはるかに効率がいい。しかしある一定のレベルを超えると、機甲騎はまさに一いつ騎き当とう千せん、はるかに高い汎はん用よう性を持った万ばん能のうの超兵器と化すのである。

「ん？」

　その時、私はアジャストに手間取っているオペレーターに気付いた。

「どうした？」

「申し訳ありません。０１３のリンクが安定しなくて」

「……操者のバイタルは安定しているな」

　新人とは思えない、というよりベテランのような安定ぶりに、コクピットの様子を一いち瞥べつすると、それは先程見かけた青年だった。

「しかし０１３軽騎もメンテナンス時のチェックに問題はなかったのですが……」

「目の前の現実が全すべてだ！　再チェック急げ！」

「りょ、了りよう解かい！」

　軽騎、パイロットの状態をチェックするプログラムを再起動させ、問題がないかを確認し、直すぐさまチェックを開始する。ほんの数秒で数万回のチェックが行われ、軽騎、パイロット共に異常なしという表示がされる。

　だが依然としてリンクは不安定なままだ。

「天尉殿どの……」

　不安げに見上げるオペレーターに嘆たん息そくしつつ、彼のプロフィールを表示する。

「０１３軽騎搭乗者、セイナ水騎兵。出身は『遊園地』……となると魔ま素そ器官持ちか」

　惑星アバリュムにある最大の大陸は魔樹の樹海に完全侵しん食しよくされている。他にも大小様々な島や他大陸の一部地域と、それは全地表面の約七割にも及およんでいる。そして魔樹の排はい出しゆつする魔素を変へん換かんすることで生じる現象を使って生活をしている者達が大勢居る。科学文明を拒きよ否ひして魔素と共に、魔樹や変異した魔動物を資源とし、まさに初期文明さながらのスローライフを送っている者達だ。

　外の者達から見れば一種道楽的な生活をしているところから、その魔樹の大陸を遊園地と呼んでいるのだが、そこに住む者達は全員、魔素を溜ため込む器官を持っている。

「しかしシミュレーションの段階では問題は出ていませんでしたが？」

「魔素器官を持つ者は魔素によって程度の差はあれ、生体を強化された状態になる。だがこちらに来て、魔素の不足状態を起こすと代謝機能が落ちる」

「それらもデータに入れられている筈はずなのですが……」

　簾座には、特に花櫻には多くの魔素器官持ちが居るので、それなりのデータはある。オペレーターは不満げに俺の方を見ている。

「魔素器官のデータをあまり信用するな。再スキャンしてこちらに回してくれ」

　魔素器官と科学技術は相あい性しようがあまりよくない。蓄積されたデータはあくまで、何とか動かせる程度のもので、それを保証するものではない。俺はオペレーターにそう命ずると、０１３軽騎の方に駆かけ寄り、コクピットに上半身を突つっ込こんだ。

「うっ!?」

「セイナ水騎兵、貴様魔素器官持ちだな？　ランクは？」

　いきなり上半身を突っ込んで来た俺に少し戸と惑まどった感じの青年に、俺は通信をオフにして、小声で話しかけた。遊園地では魔素器官の蓄積量は秘ひ匿とくするのが常識だからだ。

「あの……」

　セイナ水騎兵は俺から視線を逸そらしている。

「レベルを秘匿する事は俺も承知しているが、貴様はここへ来た。魔素のないここではそれを隠かくす意味もあるまい？　それで支障が出ているのだからさっさと吐はけ。それが嫌いやなら軽騎を降りろ」

「あの……」

「……ん？」

　俺から視線を逸らし口籠ごもるセイナ水騎兵の様子は、質問を拒否するというより、何か別の事に困こん惑わくしているようだ。そしてよく見ると頰ほおを赤らめている。

「……ん？」

　もしかして？　と、私は自分の胸元に目をやった。

「おう、なるほどな」

　狭せまい開口部に上半身を突っ込んでいるせいで、私のタップリとした無駄に量感のある双そう丘きゆうが開口部下部に押し付けられ、まあなんというか、部下の男共がこっそり持っているグラビアのアイドルのような、まあ扇せん情じよう的といえる状態となっていたのだ。しかもタンクトップが引ひっ掛かかり、胸ポロ寸前だ。

　もちろん朴ぼく念ねん仁じんの俺でも、狭いコクピットにそういう状態の女が目の前にいる事で、若い男性がどう感じるかは分かっている。

（さっきペッタン水尉に注意されたばかりだからな）

　だが俺はその立場上、衆しゆう人じん環かん視しは日常茶飯事だ。パーティーに出れば胸むな元もとの開いた扇情的な姿を、脂あぶらぎったスケベ共の視線に晒さらす事も多い。いまさら目の前の青年に至近距きよ離りでガン見されようと恥はずかしい気持ちなどはない。それどころか、あまりに落ち着いていたこの青年の、年相応な部分を見て安あん堵どしたくらいだ。

「……こちらに来る前の、最終計測段階ですが、ランク19・２でした」

「19・２!?」

　ようやくセイナ水騎兵が口にした、そのあまりにも馬ば鹿かげた数値を聞いて俺は一いつ瞬しゆん言葉を失った。その俺の意識を戻もどしたのがオペレーターからの通信だった。

『藍蓮天尉殿、再スキャンでは前回のデータとの相そう違いは見られません』

「……相違がない？　だがそれ以外にはリンク不良の原因は……」

　ハッと我に返った俺は表示されたデータをチェック、精査をする過程である違い和わ感に気付いた。おそらくこれは長い経験を積まねば気付かないものだ。

「……確率に偏かたよりのあるタイプか」

　それも負の方向への変位だろう。セイナ水騎兵の少し驚おどろくと共に気まずそうな様子に、俺の予想が当たっている事を確信した。

「シミュレーションの時はどうしていたんだ？　その時にも影えい響きようは出ていた筈だが？」

「……出来る部分は手動コントロールで操作をしていました」

「何ィ!?」

　観念したように答えた言葉に、俺は慌あわててセイナ水尉の成績表を凝ぎよう視しした。

　データを精査しなければ何とも言えないが、俺の経験から推測すれば、彼の確率の偏りはかなり深刻な筈だ。急いでシミュレーション時のセイナ水騎兵のカスタマイズデータを起動させると、ほぼ完全な手動操作となっていたのだった。

「おいおい……」

　その事実に俺は少なからず驚きを覚えたが、それ以上に問題なのは、セイナ水騎兵の成績レベルが、選せん抜ばつ合格ラインを超えた辺りで計ったように維い持じされている事だ。もちろん普ふ通つうのオペレーターでは、一見しただけではその異常に気付かないが、他のデータと総合する限り間ま違ちがいなさそうだ。

（どういうつもりだ？）

　俺はセイナ水騎兵の意図を測るかのように、彼の顔をチラッと見る。

　どんなシミュレーション状じよう況きようでも、一定値の成績を維持するのは難しい。どうしても数値にばらつきが見られるものなのだ。もしこれがセイナ水騎兵が意図した結果であれば、その実力はベテランの域まで達していると言わざるを得ない。どちらにしろこれから試験を受けようとする訓練兵にそんな芸当は不可能だ。

「まあいい」

　今は青年の意図など推測している時間はない。俺はリンクを一度全解除し、細かな調整を始めた。

「……ランク19・２ならあちらで良い生活が出来る筈だが、あそこの生活は嫌か？」

「そういう訳ではありませんが、他の世界が見てみたくて……です」

　その口調から訳ありだと感じた俺は、それ以上の追つい及きゆうは止やめ、作業に集中する。

「……思ったよりも厄やつ介かいだな」

　リンク操作は身に着けた特とく殊しゆなスーツと軽騎のコントロールを一体化する方法だ。操者の身体の動き、動かそうとする生体反応や思考を拾い、騎体の各種オペレート作業を行うのである。それこそまさに軽騎を操者の身体とするのだ。

「シミュレーションデータからの推測でしかないが、貴様の確率の偏りはかなり異常じゃないか？　日常生活にも支障があった筈だが？」

「生まれた時からなので、慣れました」

「……あっさりとそう言えるレベルではない筈なのだがな」

　この青年のどこか達観した雰ふん囲い気きはそのせいかもしれない。

（もっとも、女性に対する反応はまだウブなようだがな……クックック）

　正直、このように狭い空間で異性と一対一で対面し、俺の肉体的なものに対する反応を間近で詳しよう細さいに見る事など初めてだ。嫁とつげない歴が年ねん齢れいとイコールの、女としての自信が皆かい無むとなっていた俺にとって、目の前の青年の反応はなかなかに自尊心を刺し激げきして楽しい経験だ。と同時に青年の達観した表情を崩くずすのが結構、楽しいのだ。

　とはいえ、今は任務中。リンクを何とかしなければ青年の命にも関わるし、何より俺の大事な軽騎にも傷が付く。

「手間をかけさせてくれるな」

「申し訳ありません」

　すまなそうに俯うつむく姿は、実家で飼っていた犬の子のようだ。俺はニヤ顔を抑おさえるのに少々苦労しつつ、意識を調整へと集中させる。

　リンク障害があるのなら、一番良い方法は完全手動だ。両手部分にあるコントロール球のみで、筋電と一部思考だけで操作する昔からある技術だが、その分、確実性は高く確率の偏りにさほど影響はされない。動きはかなり限定される上、それなりの技術を要求されるが、どんな騎体であろうと細かな調整無しで出しゆつ撃げき出来る利点はある。

（もう一つの手は時間がかかるしな）

　細かなリンク以外にもそれに匹ひつ敵てきする力を得る事は可能だ。それは専用に育てた補助ＡＩに挙動補助をさせる方法だ。それがあれば完全手動でもリンク操作に引けを取らない挙動が可能で、ベテランの中にはそちらの方法を選ぶ者も多く、そのＡＩに名前を付けて女性のように扱あつかう者へんたいも居る。もちろんその構築には長い実働調整期間が必要だから、今の段階では無理だ。

「とにかく動くようにはした。殆ほとんど手動状態に近いが、いつもそうしてるのだろうから何とかしろ。出来なきゃ失格するだけだ」

　何とか操縦可能な状態へと持っていったが、俺にとってはとうてい満足の行くものではない。少しでもリンク率を上げようと微び調ちよう整せいをしてはみたが、微び々びたるものだ。もっともそうまでしてこの青年を機き甲こう騎き乗りにしなければならない義務は俺にはない。大事な機甲騎を壊こわされる位なら失格してくれた方がマシだ。

「了りよう解かいです」

「ほう、自信満々だなぁ貴様」

　目の前の青年の笑顔にちょっとムッとした俺は、ついでに練習生全員に聞こえるように通信をＯＮにした。

「いいか粗そ悪あく部品共！　これから実働試験を行うが、中で粗そ相そうをしたヤツには自分で清せい掃そうさせる！　それこそコクピットを食器代わりにしてメシが食えるくらいにな！」

　マジ？　とばかりに、一いつ斉せいに受験兵から戸惑いの声が漏もれるが、もちろん大マジだ。

「そして俺の大事な軽騎を破損させたマヌケは、基地外周を地上戦フル装備でマラソン十周だ。もちろんその間の食事は緊きん急きゆうレーションのみだからな！」

　と、今度は一斉に悲鳴が上がった。それは通信を通してではなく、居並ぶ軽騎のコクピットから聞こえて来る程の大きさだ。

『藍蓮天尉殿どの……基地外周は五百キロ程ほどありますが』

　それが誰だれの言葉かは分からないが、恐おそる恐るの上申に、俺の加か虐ぎやく心が一気に爆ばく発はつする。多分目の前の青年のせいだ。

「だからなんだ？　貴様等らが何も考えずにポンポン壊す軽騎を、我々は徹てつ夜やの作業で直すのだぞ。メシ抜ぬきで緊急レーションで凌しのぎつつ、修理に整備にと追われる事態も珍めずらしくはないのだぞ！」

　基地の食堂は時間が決められており、それを逃のがすと食事が出来ない。何しろ軍は金食い虫で、しかも辺境惑わく星せいの軍など警察と大差ない。外部委い託たくできる部分は民間に任せて経費を節約しているのだ。

　だから出前は不可。特別な待機任務の場合は兵へい站たん部隊が出前をするが、整備部は対象外だ。基地内に売店はあるが、売っているのは嗜し好こう品の類たぐいだから弁当や腹にたまる物などは無い。一番近い都市へ食事に出る事は可能だが、どちらにしろそちらにも営業時間がある。出前も可能ではあるが、転送ゲートは軍事基地の性格上、事前申しん請せいが必要な上、チェックに時間がかかるので料理は冷めてしまう。時間凍とう結けつ庫も使えるが、当然そうなると割増料金、あるいは百単位の注文をする必要がある。

　インスタントは割高だから、自じ炊すいも考えたが、そうなると材料も器材も自腹だし、そもそも調理する場所が問題だ。整備班の給料は安く、そんな状態がほぼ毎日となるとエンゲル係数は悲しい数値となる。

「貴様等が壊したのに、部品の取り替かえが多いと整備の仕方が悪いのではないかと疑われるのだぞ！　貴様等なら作戦待機中という名目があるから出前はして貰もらえるのに、我々は通常勤務扱いだからそれも無しだ！　結局、無制限に支給可能な、クソまずい緊急レーションを使う事になるのだぞ！」

　交替での食事も状況次し第だいでは可能だが、基本、任務は実働部隊が優先で、整備関係はその尻しり拭ぬぐいだ。実働部隊がローテーションを食事時間に合わせているのに対し、整備はその事前事後の任務となるので、食事時間を逃す事が多い。戦せん闘とう配備状態ともなれば、整備は急を要し、食事の時間など無いも同然だ。

　以前、それを上申したら、緊急レーションは好きなだけ食べていいから、と言われたのだ。だがその緊急レーションは受験兵達の反応から分かるように、マジまずい。元げん凶きようである外部委託を提案した奴やつが、あの童どう貞てい野や郎ろうと知って、尚なお更さら奴やつが嫌きらいになった。業者と結けつ託たくしてマージンを受け取っているのは容易に想像できる。何度、緊急レーションのタンクに沈しずめてやろうかと思ったか分からない位だ。

「いいか！　我々はいつも罰ばつゲーム状態なのだぞ！」

『し、しかし十周回ともなると……』

「生体強化無し、ノーマルでの記録は六十日と五時間三十六分三十秒だな」

『てっ天尉殿、いくら軍といえどそれは少し……横暴なのでは？』

　誰かは知らないが、震ふるえ声ながらも俺に意見をしてくる。この事からもいかに緊急レーションが嫌われているかが分かるというものだ。

「壊さなければいいだけだ。簡単な事だろう？」

『…………』

　俺の正論に部品共は沈ちん黙もくした。だが目の前の青年は困こん惑わく気味にだが、俺の愚ぐ痴ちに同情するかのように微笑ほほえんでいる。

「フン！」

　俺は再び胸をグイッと押し付けて、青年からしっかりと見えるよう、近付けていた顔を退いた。

「！」

　サッと視線を外し、少し頰ほおを赤らめる青年に少しだけ溜りゆう飲いんを下げ、

「ではお手並み拝見といこうか」

　青年を睨にらみ付け上半身を引き抜いた俺は軽騎から飛び降りた。

「よし、整備各員は待たい避ひ！　全騎起動！」

　俺は少し離はなれたところで状況を確認するために立ち止まった。実はここからが軽騎操者としての最初のハードルとなる。

『藍蓮天尉殿、全騎起動を確認！』

　五十騎が立ち上がり整然と並ぶ勇ましい姿を見るのは良いものだ。先程の憤ふん懣まんも、このカッコイイ光景を見れば吹ふき飛ぶ。

「よし！　全騎所定の位置へと順次移動！」

　そして俺の号令一下、部品共が最初の一歩を踏ふみ出す。

　ガイィン！　重々しい音と共に第一歩が踏み出され、殆どの訓練生は歩き始めの赤ちゃんのようによろめく。

『01、横転。03もです』

　よろけつつも歩き始めた騎体はそのままに、完全に横転した騎体はそのままで待機させる。初めての実騎訓練で部品共は、リンクした騎体と自身の身体からだに感じる衝しよう撃げきの二つに晒さらされ、軽いショック状態に陥おちいる。

　もちろん現在の技術ならシミュレーション段階でそれを経験させる事は可能だが、実騎での戦闘ではどんな事態に陥るかは予測が難しい。そういったトラブルにどれほどの耐たい性せいがあるのかを見る、これも適性試験の一つだ。

「所定位置に到とう達たつした軽騎は第二段階へ移行！」

　歩きの次は走行テストだが、ここでも数騎が脱だつ落らくする。だがそれでも三十名ほどが何とか軽騎を操あやつり、その内の十名ほどは初めてとは思えないほど動作が安定している。

「フン！　気に入らんな」

　今日初めて軽騎に乗った筈はずなのに、明らかに経験のある動き。

「童貞野郎の塾じゆく生せい、手下候補か」

　あのアルグルス水佐のお眼鏡にかなう事が出世の第一歩だ。

　童貞野郎は新規訓練生候補からこれと思うものを選せん抜ばつ、『塾じゆく』と呼ばれる操者が自主的に行っている勉強会へと誘さそう。そこでは公然秘的に、実働衝撃データの入ったシミュレーションを事前に優先的に経験出来る上、退役したベテランが講師として指導をする。しかも童貞野郎と塾生ＯＢが伝つ手てを使い、本来手に入れられない最さい新しん鋭えいの育成器材を導入、訓練に使うのである。さらにふざけた話、その予算は軍のものを流用しているという噂うわさもある。

　もちろんそれが絶対的な悪ではない。一人でも多くの精せい鋭えいを育成する事はこの星の将来の為ためになる事だ。

（それが私的事情でなければな）

　だが塾生は結局、童貞野郎の私兵。いわば童貞野郎の派は閥ばつだ。

　そもそもがド田舎惑星にそれほど多くの戦力を保持する意味も予算もない。惑星内の治安維い持じ程度では軽騎すら使う必要はなく、あるとすれば航路維持の為の海かい賊ぞく対策と、せいぜい町中に襲しゆう来らいする、人が対処不能な魔ま獣じゆう対策だ。だから惑星全土で軍の機甲騎は千にも満たない。騎兵は予備役を含ふくめて四千名ほど、中央への配はい置ち換がえや損そん耗もう、退役を含め年間で補ほ充じゆうされる騎兵は二十名程度だ。だがその分、それに選ばれる者は多くの可能性を手に出来る。

　高い能力と武ぶ勲くんをあげた騎兵は、花櫻中央星機甲騎部隊への推すい薦せん転属の可能性も出て来る。そして突とつ出しゆつした武勲をあげた騎兵は将校として叙爵を受ける事もあり、地方惑星の国家元首を超こえる地位を得る事すら可能なのだ。

　童どう貞てい水佐が狙ねらっているのは『無敗』、そのために選んだ方法が無戦、戦わない事だ。つまり一いつ切さい、最終戦闘決着、決けつ闘とうをしないし受けないのだ。もちろん普ふ通つうであればそんな事は不可能だ。決闘を受けなければ負けが決定するが、童貞野郎が守備しているのは惑星そのものだ。惑星を敵勢力によって完全に支配されてしまえば負けだが、どれだけ被ひ害がいが出ようとも、よほどの事がない限り負けなどないのだ。しかも戦略的重要度の無い惑星であれば尚なおのことだ。海賊が地上の町を襲おそい、少々被害が出ようとも、奴やつ等らはある程度満足すれば撤てつ退たいする。町を占せん拠きよして居座る事はしない。

　問題はそれを他の者達が是ぜとするかだ。だから子飼いの精鋭を増やし、内部からの造反を抑おさえる。機甲騎部隊は軍の花形であり、軍内部での発言権は絶対だ。つまり基地司令や政府の意見すら抑え込むのも可能なのである。だが過程はどうであれ、記録上は無敗と記されるのだ。

「童貞野郎に首輪付きにされた部品共か……」

　遠くを走る軽騎達にはそういう童貞野郎に買収された、まさにウィルス汚お染せんされた、ちょっと性能の良い部品共が乗っているのだ。騎兵という国を守護する精鋭が、あの童貞野郎の私兵に成り下がっているのを思うと、焼しよう却きやく殺さつ菌きんしたくなる。

（多少性能が良かろうと、あいつ等は高貴なる軽騎に巣くう汚お物ぶつだ！）

　汚物は燃やしてしまいたい！

　もちろん童貞野郎の塾で予習をした者達ばかりではない。前を並んで走る者達から後おくれつつ、何とか付いて行っている者達は違ちがう。そしてあの０１３もその一人のようだ。

「フ[image: ～][image: ～]ン……予想通りか」

　挙動が不安定で未熟な一団に交じってはいるが、０１３軽騎の自然な挙動は他の軽騎の比ではない。一見、まだ拙つたない操縦技術による危なっかしい動きに見えるが、軽騎をよく知る俺の目は誤ご魔ま化かせない。その音から、軽騎に負担をかけない滑なめらかさが分かる。つまり０１３はあくまで意図的に拙く見えるよう動かしているだけなのだ。しかもほぼ手動操作だという事を考えれば、驚おどろくべき技能だ。

「何をたくらんでいるかは知らないが、俺の大事な軽騎に負担をかけないようにしているのなら見み逃のがしてやっても……ん、躓つまずいた？」

　いきなり０１３軽騎が何も無いフラットな場所で躓いた。急いで拡大映像を表示すると何やら小動物が逃にげていくのが見える。

「あれを避さけたのか？　それにしてもこの基地内に小動物が入り込んで、それが軽騎の傍そばを横切るなんて珍しいな……」

　まあ運の悪い……そう言いそうになった俺は、あの青年の特性を思い出した。

「クックック、なるほど、確率の偏かたよりか」

　俺は何やら可笑おかしくなって笑ってしまった。

「ふむ……スピードを上げたか」

　まるで少し操作に慣れたといった感じで０１３の走るスピードが上がり、徐じよ々じよに長く伸のびた列の上位へと移動して行く。恐おそらく次の段階へ移行出来るよう、規定時間内に目標地点へ到とう着ちやくする為だろう。

「……だが何故なぜあのようなまわりくどい真似まねをするんだ？」

　まるで自身の力を隠かくすような振ふる舞まいだ。だとすれば答えは一つ。

「童貞野郎に目を付けられたくないからなのか？」

　実際、あの水佐を嫌う者は少なくない。とはいえ、それは現段階において出世を諦あきらめるのと同意だ。最悪、最前線へと追いやられ、子飼いの盾たて代わりにされるので、大たい抵ていはそれを表には出さずに、無難に任務をこなす者が多い。もちろん面と向かって逆らう反骨精神溢あふれる者も稀まれにいるが、結局、童貞野郎に閑かん職しよくに追いやられるだけの事だ。

『よし！　時間内に目標地点に到達した二十六騎は、これから俺の指揮下に移行、飛行訓練に移る！』

　試験官のベテラン騎兵がこちらに合図を送ってくる。

　俺の仕事はここまでだ。後は脱落した者達の面めん倒どうを見る事となる。

「よし、脱落組を回収後、再調整だ！」

　俺は声を上げて、走行テストに脱落した軽騎を一度回収させる。

　ちょっとひっくり返った位で軽騎が壊こわれる事はないが、軽くメンテナンスチェックを行い、リンク調整を再度行って第一段階から訓練をさせる。どこにでもスロースターターなヤツはいるものだから、その救済措そ置ちだ。

『全騎調整終しゆう了りようしました！』

「では順次歩行から再開！」

　シミュレーション段階では最低限の宇宙戦せん闘とう訓練も行っているので、遅おそくても一ひと月つき後にはそこまでの実働経験を課し、その上で合否と配属を決める。だが最初の段階で目標地点に到達した者達が軽騎の操者となる可能性が一番高く、後続組はよほど高い成績を上げないと生き残れない。少し高いくらいでは、塾生が通ってしまうのだ。

「諦めるな！　戦場では諦めたヤツから死んで行く！」

　スロースターターなヤツは評価としてあまり高くないものの、諦めなければ追いつき追い抜ぬく可能性はある。毎回ではないが、そうやって合格まで行くヤツはいる。

　若じやつ干かん悲観ムードの部品共のケツを叩たたきつつ、俺は空へ飛び立つ軽騎達を見送った。







　翌日、ヨチヨチ歩きだった部品共も何とか飛行訓練に移行したものの、採用試験最終日までに三十五名が失格となった。けったクソ悪い予想通りに童どう貞てい水佐の手下は全員トップと上位を独どく占せんし、あの青年はギリギリ通過といったところだ。

　だが最終過程、宇宙戦闘試験の時に事件は起こったのである。

『衛星軌き道どう上、28・２２９に重じゆう量りよう震しん感かん知ち！　所属不ふ明めい艦かん超ちよう空間ジャンプを確認！』

『質量比、重量震紋もんから海賊大型艦、３３５と確認！』

　けたたましい警報と共に、中央コントロールのオペレーターが叫さけんだ。

「チッ！　つまみ食い共め」

　基地内放送が流れた瞬しゆん間かん、俺は顔を顰しかめた。それが定期的にやって来るハゲタカ共だったからだ。

「だが運が悪かったな。28付近なら、あの童貞野や郎ろうでもさすがに……」

『第三種スクランブル！　第三種スクランブル！』

「バカな！　あの付近には受験兵達が居るのだぞ!?」

　発令された第三種スクランブルに俺は顔を顰めた。海かい賊ぞく艦の出現地点と惑わく星せい突とつ入にゆう予測地点の中間には、受験生達が衛星軌道上での戦闘模も擬ぎ試験を受けていた。ならば迎げい撃げきの為の第二種スクランブルがかかってもおかしくない状じよう況きようなのだ。

「何があった!?」

　俺は急いで中央コントロールでオペレーターをしている、友人兼けん情報提供者に秘話通信を繫つないだ。

「……バカな!?」

　情報提供者からの報告は耳を疑うものだった。

「ここは任せる！」

　ナガト水尉にそう告げると、俺は急いで整備ドックの奥にある緊きん急きゆうゲートに飛び込んだが、中央コントロールへのゲートは閉じられていた。もちろん俺のパスでさえ弾はじかれている。

「藍蓮天尉！　どこへ行かれようとしているのです」

「中央コントロールだ！　あのクソッたれをぶん殴なぐる！」

「バカな事を言わないで下さい、スクランブル中ですよ！　それに中央へのゲートは閉じられています」

　ナガト水尉と、数名の整備員が俺の腕うでを摑つかんで拘こう束そくする。まあ当然の対応なので、暴れる事はしない。

「だが直通通信まで遮しや断だんされているのは何故だ？」

「それは……」

　俺の腕にしがみついているナガト水尉も違い和わ感を覚えているようで、一瞬俺から視線を逸そらす。

「しかし、作戦指揮への上申は越えつ権けん行こう為いです！　たとえ藍蓮天尉でも、処しよ罰ばつ対象となりますよ！」

「ふざけるな！　間違いなく、あのクソ野郎が手て前めえの子飼いを逃がす為に、他の受験生を[image: 囮]おとりにしているんだぞ！」

「その子飼いの中に誰だれが居るかご存じでしょう！」

「そんな事は分かってる！」

　童貞野郎の子飼い、塾じゆく生せいには成績優ゆう秀しゆう者の他に軍幹部や財ざい閥ばつなど、権力者の子し弟ていも交じっている。その連中を逃がす為ために、試験官のベテラン操者に護衛をさせ、そして成績下位の受験生をしんがりとして捨て駒ごまにしたのだ。

「だったら……」

「あのクソッたれが決闘をすれば済む話だ！」

「海賊達がつまみ食い目的なら、受験兵が[image: 囮]にされたからといって攻こう撃げきを受ける可能性は低い筈はずです！」

　海賊達が略りやく奪だつをする対象地域は、いつも遊園地だ。

　そこには地方自治政府があり、中央政府との繫がりは薄うすい。税金は払はらっているが、自治政府である為に、出撃は依い頼らいという形での要よう請せいだ。もちろん緊急時の防衛協定はあるものの、軍も本気で討とう伐ばつしようとはしない、というより童貞野郎の『無敗』目的の犠ぎ牲せいとなっているのが真相だ。

　海賊達もそれを知ってか、ある程度の収しゆう穫かくを得た後、軍が重い腰を上げやって来る前に切り上げてさっさと撤てつ退たいをする。だから『つまみ食い』なのである。

　だが今回の場合、海賊達にとって有力者の子弟達の身みの代しろ金きんの方が割がいいと考える可能性はある。何だかんだ言っても敵は海賊だし、こちらは不戦（笑）の童貞野郎が仕切っているのだ。

「状況を見れば、連中が本気になる可能性はある」

　受験兵達の軽騎を見れば、それが正式の装備ではない事は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。そして護衛を付けられた軽騎を見れば、勘かんのいい奴やつならすぐに気付く。

　もちろんいつも通り、遊園地でのつまみ食いを選せん択たくする可能性はあるが、どちらにしろ海賊達を牽けん制せいする受験兵達の危険度は高い。ましてや迎撃を命令された受験兵達は、それに従い、拙い技術で応戦するだろう。そして海賊達の攻撃を受け全ぜん滅めつすれば、童貞野郎の派は閥ばつに入る重要性も上がるという訳だ。

「クソッタレがっ！　そもそもあの童貞野郎がちゃんと決闘をして撃げき退たいしていれば、ここまで舐なめられる事もなかった筈だ！」

　結構な頻ひん度どで、しかも海賊としてはそこそこ大規模で襲しゆう来らいし、被ひ害がい額がくも累るい積せきすれば、かなりの額だ。辺境惑わく星せいは海賊の被害が多い所だが、それでも多過ぎだ。中には童貞野郎を庇かばい、定期的に来ている海賊が、自身の縄なわ張ばりを他の海賊に主張しているので、結果的には被害が少ないのだ、と臆おく面めんもなく吐ぬかすバカもいる。

「いまさらそれを言っても仕方ないでしょう？　それに最近の海賊は、時折とんでもなく高性能の機甲騎を持っている事があります。噂うわさでは天騎クラスも目撃されているのですから、あまり相手を本気にさせないのも重要です」

「正気とは思えんな」

「辺境惑星はどこもそんなものですよ。中央はこちらにまで手が回りませんからね」

　ただその噂が本当であれば、童貞野郎の機甲騎がこの星最高の物であっても、後おくれをとる可能性はある。とはいえそんな海賊がそうそういる筈も無く、最高でも水騎クラスがせいぜいである。

　そして負ければ即そく、惑星を支配されるかと言えばそんな事はあり得ない。そもそも海賊側がそれをする為には総力戦となり、そうなればいくら辺境惑星であろうとも戦力比では圧あつ倒とう的にこちらが有利だ。

　だから決闘をする利は、奇き襲しゆうで発生するであろう被害の回かい避ひと、海賊の逮たい捕ほ。海賊側からすると、この奇襲で得たであろう予想利益分が無傷で手に入る事だ。まあ負ければ童貞野郎の名めい誉よがちょっと損なわれる程度で、受験兵達は無事帰き還かん出来る。

「ここに居るのは何だ？　そのための軍だろう！」

「たとえ藍蓮天尉殿どのがあのクソったれ野郎をぶん殴っても、事態を変える力にはなりませんよ。ただの貴女あなたの自己満足に過ぎません」

「!!」

　俺はナガト水尉を睨にらみ付けたが、悔くやしい事に彼女の言う通りだ。

「それに敵の意識が受験兵達に向かえば、その分、時間を取られ地上の被害が減るかも知れません」

「受験兵達を人柱にしてか!?」

「彼等も、軍人です」

「だからといって動けるベテランが居て、新兵を使い捨てにするのか？　恥はずかしいとは思わないのか!?」

「上の命令は絶対です！」

　地上戦での略りやく奪だつ被害は民間人だ。一人でもその被害が減れば、たとえ殿にされた受験兵達が全滅しようとも、言い訳には十分だ。どちらにしろ指揮権はあの童貞野郎が握にぎっているのだ。

「それから、貴女が犠牲にと思ってらっしゃるのであれば、無む駄だな事です」

　童貞野郎が俺を利用して箔はくを付けたがっているとはいえ、それはあくまでもオマケのようなものだ。何しろ叙爵の一番の必要条件は『無敗』だ。たとえ姑こ息そくな手段で得たものであろうとも、それが結果である事は間違いない。

「……クソッ！」

　俺の脳のう裏りに、何故なぜかあの青年の姿が浮うかんだ。

　直に接した受験兵が彼だけだったせいか、あるいは特異な存在だったからか、かなり印象的だった。そして俺の肢し体たいを見て年相応に恥ずかしそうにしていた姿に、まだ幼さを感じた俺は更さらなる強い憤いきどおりを覚えた。

　と、その横を凄すさまじい勢いでスクランブル騎が順次発進して行く。

「……タイムとしてはなかなかだな」

「そうですね」

　いつもより迅じん速そくな発進は、避ひ難なんして来る一部受験兵を守る為だろうが、この短時間での出撃はまずまずだ。これが本来の実力なのだとすれば、軍としての機能を持っている証しよう拠こでもあり、日々の弛たゆまぬ訓練の証あかしだ。その目標があまりにも愚ぐ劣れつなだけだ。

「整備班の長としては誇ほこらしい事実だな。各チーフには差し入れをしてやってくれ」

「分かりました」

「さて……」

　スクランブル騎が発進してしまえば、整備班の戦せん闘とう配備は一段階引き下げられる。俺を摑んだナガト水尉達の手も緩ゆるむ。

「やっぱりあのクソったれをぶん殴ってくる」

「……了りよう解かい、ご武運を」

　スクランブル発進が終しゆう了りようすれば、その後の追撃部隊の出撃はもう少し先だ。俺が持ち場を小用で離はなれても命令違い反はん、懲ちよう罰ばつ対象とはならないので、ナガト水尉はあっさりとそう言った。

　　　　×　×　×

「どういう事だ？」

　直通ゲートが封ふう鎖さ状態だったので、かなり遠回りで中央コントロールに向かった。予想した制止もされず、少し拍ひよう子し抜ぬけな感じで入室した俺が見たものは、戦せん況きようを映し出すモニターを啞あ然ぜんと見つめる五十名程ほどの職員、オペレーター達と、さらに普ふ段だん以上に間ま抜ぬけな顔を晒さらしている童どう貞てい野郎だった。

「戦闘……いや、決闘をしているのか？」

　だがモニターを見た俺も、周りの者達同様にその光景に一気に引きつけられた。

　そこでは一いつ騎きの軽騎が、海賊の上位機甲騎と互ご角かく、いや、それ以上の戦闘を繰くり広げていたのである。しかもその上位機種には見覚えがある。

「あれは『ウズシオ』……水騎」

　どこで手に入れたのか、火泉中央軍仕様のノーマルタイプに宇宙戦用パーツを装備した水騎クラスの機甲騎だ。もちろん海賊が持っていていいような物ではない。

　操者の腕は正統な武術訓練を受けたものではないが、かなりのやり手である事は間違いない。なのにそれを相手にたかが軽騎が圧倒しているのだ。

「！　何が起こっている？」

　俺はハッと我に返り、手近にいた顔見知りのオペレーターにソッと近付いた。

「そ、それが……０１３受験兵が」

　そのオペレーターはモニターを凝ぎよう視ししたまま、あの童貞クソバカ野郎が一部受験兵を殿しんがりにした後の状じよう況きよう映像を早回しで見せてくれた。

「…………」

　それはまさに圧巻。全員が声もなく見つめるのも納なつ得とく出来るものだった。

　状況としてはこうだ。

　まず殿として残された受験兵達を纏まとめ、何かを指示した０１３軽騎が単独で飛び出し、衛星軌き道どう上に回収されないまま、放置されているデブリを使った攪かく乱らんで敵の軽騎の機動力を奪うばう。そして他の受験兵が後方から砲ほう撃げきし、その中の一発が、過去、撃げき沈ちんされた戦闘艦かんに残っていたらしい機き雷らいにでも当たったか、激しい誘ゆう爆ばくを繰り返し始めた。敵が右往左往する中、０１３軽騎がデブリの障害を回避しつつ、惚ほれ惚ぼれするような見事な操縦で敵を各個撃破して行っているのだ。

「マジか……あいつ、これ程まで……」

　あの青年、セイナ水騎兵が実力を隠かくしていたのは予想していた事だが、それでもこれはあまりにも異常だ。

　何しろ海賊は宇宙での戦闘経験が豊富だ。つまり正規軍よりも場慣れ、喧けん嘩か慣れしている者が多い。そんな連中を稚ち拙せつな友軍の援えん護ご射撃だけで、それこそドラマでも見ているかのような無む双そう状態なのだ。

「……マジ濡ぬれそう」

　俺は思わずそう呟つぶやいていた。実際、俺は酷ひどく興奮し、ちょっとだけ言葉そのままの状態となっていたりするのは内ない緒しよだ。だが、それまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのような爽そう快かいな戦闘を見せられた俺が燃えない訳がない。

　そして敵の軽騎が全騎沈ちん黙もく状態となった勢いで、セイナ水騎兵は敵戦艦に向かって、決闘のシグナルを発したのだ。

「ハハッ、そりゃあちらさんも受けるだろうな。受けなきゃ舐められる」

　たった一騎の軽騎にここまでやられたのなら、それ以上の戦力投入はみっともないだけだ。というより海賊側も０１３軽騎の姿に興奮したのだろう、二つ返事で決闘を了りよう承しようして嬉き々きとして飛び出して来たのが分かる。

「……それでこの流れに繫つながるのか」

「実は０１３軽騎が決闘のコールをした時に、アルグルス水佐が慌あわてて撤退命令を出そうとしたのですが……」

「正気か？　この流れに水を差すなんてあのバカ、童貞ではなく玉ナシか？　それとも掘ほられでもしたか」

「さすがにここに居た全員に睨まれてあんな感じです」

　まあこの状況で水を差すような人間が簾座に存在するとすれば、よほどその状況が都合が悪く、かつ空気を読めない愚おろか者だけだ。たとえ童貞野や郎ろうの権力を恐おそれ、或あるいは多大な利益供きよう与よを受けた者であろうとも、この状況に水を差す童貞野郎に否いなを突つき付けたのがその証拠だ。

「ククッ……なるほど。それで茹ゆでられたように真っ赤になっているのか」

　もの凄すごく不満げにモニターを睨み付けている童貞クソバカ野郎を一いち瞥べつ、さっさとモニターに視線を戻もどす。もう一発殴なぐろうなどという気はすっかり失うせた。というよりそんな下らない事などどうでもよくなったのだ。

「だが、さすがに水騎相手では分が悪過ぎるか……」

　二ランク上の騎体では防ぼう御ぎよ力も火力も段だん違ちがいだ。現段階では軽量故ゆえのスピードによる回避と見事な射撃で何とかしている感じだ。

「それにしてもあいつ、ずいぶん戦闘慣れ……いや回避慣れしている感じだな」

　軽騎の操縦技術も素す晴ばらしいが、やはり手動操作故の粗あらはある。しょせん地方配備の軽騎、しかも受験兵用のかなり古いタイプの練習騎では限界性能は低い。それを帳消しにしているのが戦闘の組み立ての巧たくみさと、何より危機回避の桁けた外はずれとも言える能力だ。

　もちろん俺が調整し、メンテナンスしている以上は、充じゆう分ぶん戦闘に堪たえるものだが、やはり数世代前の騎体となると、上位機き甲こう騎き相手では性能の差はいかんともしがたい。しかるにその相手と互角以上に渡わたり合っているのだから、セイナ水騎兵の技量の高さが分かろうというものだ。

（……まさか、あいつ魔ま法ほうを？）

　機甲騎操縦にはひとつの裏うら技わざがある。それは簾座の一部王族のみが知るリンク強化系技術だが、それを一受験兵が知るはずもない。とはいえ。セイナ水騎兵の操縦技術はあまりに異常だ。しかも彼の魔素保有量は異常に高い。

「デブリの中に誘ゆう導どうしていますね」

「……ああ」

　戦闘に意識を戻し、オペレーターの呟きに小さく肯うなずく。

　障害物のある中では敵水騎の機動力は目に見えて落ち、攻こう撃げきも障害物に当たって拡散している。しかもセイナ水騎兵の機甲騎は水を得た魚のように、障害物の中でこそ生き生きとした動きを見せている。結果、軽騎と水騎の圧あつ倒とう的な騎体の性能差が縮まっている。

　とはいえ軽騎の攻撃力と敵の防御力との差はいかんともしがたく、何発攻撃を当てようとも、敵の水騎を行動不能にするには至らない。

「……ああ、目的はあれか」

　俺は０１３軽騎の持つ武器がいつの間にか替わっている事に気付いた。それは敵の軽騎が持っていた、高出力の大型ライフルだ。つまりデブリの中で倒たおした敵軽騎の武器回収が目的だったのだ。

「或いはこの状況を読んで、ここに放置していたか？」

　敵の水騎がそれに気付いた時には勝負は決していた。その高出力大型ライフルの射撃で破損した敵の水騎は、ついに降参のシグナルを発したのである。

「やっ……何ッ!?」

　中央コントロールに歓かん声せいが上がったが、戦いはまだ終わっていなかった。

　海かい賊ぞくの中には時として決闘に不満を持ち、その後も戦闘を続ける者達が居るのだ。特に銀河連盟側から流れて来た海賊達にその傾けい向こうが強い。そして最近、連盟の巨きよ大だいギルドの壊かい滅めつにより、あちらから流れて来る海賊の数が増えている。

「無ぶ粋すいなっ！」

「スクランブル隊、０１３の援えん護ごに！」

　俺が怒ど鳴なったと同時に、戦術担当オペレーターがスクランブル発進し、避難していた受験兵を保護しようとした部隊へ、現場に急行するよう指令を出した。だがそれを遮さえぎったのは童貞クソバカ野郎だった。

「待て！　避難している受験兵保護が最優先だ。０１３が[image: 囮]おとりとなっている間に現場支し援えんをしている受験兵にも撤てつ退たい命令を出せ！」

「ふざけるなっ！」

「藍蓮天尉、あれを！」

　童貞クソバカ野郎に駆かけ寄ろうとした俺を止めたのはオペレーターの声だ。ハッとなってモニターの方を向いた俺が見たものは、攻撃する海賊戦艦に向かって突とつ撃げきする０１３軽騎だった。

「無茶だ！」

　だが０１３軽騎はその雨のような弾だん幕まくをかいくぐり、軽騎の能力を明らかに上回るスピードで海賊戦艦へと近付いて行く。

「……あれは!?」

　その姿を見て０１３軽騎のバックパックが替わっていた事に俺はようやく気付いた。

「敵、水騎が０１３に渡したようです」

「ほお、水騎の操者は騎人だった訳だ」

　間違いなく水騎の操者が、自身の決闘を汚けがされて怒おこったのだろう。

「そう来なくてはな！」

　０１３軽騎は一いつ切さいの反撃をしないまま、回かい避ひに専念し敵の弾幕をかいくぐりつつ、ついに海賊戦艦の射角死角ポイントへ入り込んだ。そしてメインブリッジに大型ライフルを突き付けたのだった。

「ハハ……アハハハッ！」

　その時俺の高こう揚ようは最高潮に達した。もちろんその場にいた童貞クソバカ野郎以外、全員が同じ気持ちだっただろう。あの二人の愛人広報士官達でさえ、頰ほおを染め、うっとりとした目つきでモニターを見ていた。

（還かえって来たら俺をファックしていいぞ）

　心の中で俺はそう言った。さすがにこの場でそれを口にしないだけの分別はあるし、嫁よめの貰もらい手のない自分に自信が無い分、ちょっと恥はずかしいという気き後おくれもあったのだ。

　とはいえ客観的に考えれば、嫁とつかずの不良姫ひめであるが、一応は王族で処女だ。

（そこそこの価値はあるだろう、と思う）

　ただこればかりはよく分からないのが本音だ。傍そばにナガト水尉が居れば即そく座ざに尋たずねていた事だろう。というよりも俺はあの青年にどうしようもなく惹ひかれてしまったのだ。

「敵、降こう伏ふくのシグナルを受信！」

　海賊戦艦は直すぐさま降伏のシグナルを送ってきた。まあブリッジにライフルを突き付けられればチェックメイト。戦せん闘とうを続行させた海賊の頭も諦あきらめたのか、或いは部下達が造反したか、まあそのまま海賊がセイナ水騎兵に最大級の賞賛のコールと共に投降信号を送ってきた所を見ると、造反パターンだろう。

　その後、海賊戦艦は後続部隊によって拿だ捕ほされ、基地へと誘導されて来た。そしてそれと共に新たな英えい雄ゆうも帰き還かんしたのであった。




「凄いな」

　基地にいる手空きの殆ほとんどの者達が英雄の帰還を称たたえ、集まって来ている。皆みなの顔は明るく高揚し、あの童貞野郎の姑こ息そくさに、どれほどの者達が不満を持っていたかが分かる熱ねつ狂きようぶりだ。

　中央管かん制せい塔とう近くのメイン誘ゆう導どう路ろに降り立った０１３軽騎は一いつ斉せいに敬礼で迎むかえられた。そして青年、セイナ水騎兵が顔を見せた途と端たん、周囲からは歓声と拍はく手しゆが巻き起こった。

「フン」

　だが童どう貞ていフニャチン野郎は一人、それを冷ややかな表情で見つめていた。

（いろいろと小さい男だ）

　口にしないが俺を含ふくめ、周囲の人間は同じ感想を持ったに違いない。とはいえ英雄の帰還の熱狂に水を差す程ほどではない。童貞野郎の心情に遠えん慮りよする人間はこの場には来ず、面めん倒どうを避さけて基地に籠こもっているようだ。

「いい気になっているようだが、お前のした事は私の命令を逸いつ脱だつしている。査問と軍事裁判は覚かく悟ごしていろ」

　周囲の者達が冷ややかにその行こう為いを見ている中、腕うで組ぐみをして精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張った姿は哀あわれですらある。それこそいきがったチンピラといった感じだ。

「アルグルス水佐」

「言い訳なら査問で聞いてやる。さっさと連れて行け！」

　直立不動だが、逆にセイナ水兵には余よ裕ゆうがある。その雰ふん囲い気きに苛いら立だったかのように童貞野郎はこめかみに青筋を浮うかべヒステリックに叫さけんだ。

「自分はあなたに決闘を申し込みます」

　セイナ水兵がそう宣言した瞬しゆん間かん、俺は……いや、私は彼に恋こいをしたのである。








２「簾れん座ざ・レセプシーでの退たい屈くつな日々」









「何故なぜにこんな事に……」

　西せい南なは用意された異常に豪ごう華かな、それこそ地球のパリ、ベルサイユ宮きゆう殿でんもかくやという感じの、ハッキリ言って場ば違ちがいな事この上ない、実に落ち着かない装そう飾しよくだらけの客室の居間で、何の変化もない宇宙を呆ほうけたように眺ながめていた。

　確かに宇宙は美しく、多くの星々が砂すな粒つぶをばらまいた程も見えるさまは、地上では決して見られない光景だ。初めてであれば、いつまで見ていても飽あきないだろうが、さすがに二年以上も宇宙生活をした身では少々、飽きが来ようというものだ。至近に惑わく星せいとかでもあればまた別なのだろうが、生あい憎にくと何も無い宇宙空間では変化が無さ過ぎだ。

　結けつ婚こん式の途と中ちゆうで珀はく蓮れん達に拉ら致ちされ、レセプシーに入った瞬間、超ちよう空間航行。ジャンプアウトした所は何と簾座連合宙域だった。西南を追いかけて来た守かみ蛇だ怪けや霧きり恋こ達も同じレセプシーに居るものの、彼女達との接せつ触しよくも出来ないままだ。

「まあ、福ふくが大人しくしてくれてるのが不幸中の幸いだけれど……」

　生まれたばかりの頃ころの福なら、それこそ西南を恋しがって大暴れしていたかもしれないが、幼い子にはハードな経験もいろいろと積み、霧恋達や福と同じ肉体を持った美み希き達も付いていてくれる。アチャも心配だが、福とはかなり仲良く、姉し妹まいのような関係となっているので、二人ペアなら不安も少ない。地球の天てん地ちの家でも、砂さ沙さ美みと魎りよう皇おう鬼きが大人の中で暮らすには良い関係だと聞いた。

「どちらかというと心配なのは俺の方だよな……それにしても、珀蓮さん達も用事があるってどこかに行ったままだし……適当に遊んでいてと言われてもなぁ」

　どう考えてもそんな気分になれる筈はずもない西南は、結局、身体を鍛きたえて勉強して過ごしていた。

　と、チャイムの音と共にモニターが起動した。映っているのはレセプシーの舞まい姫ひめである舞ま八やだ。

『西南様、銀河アカデミー、柾まさ木きアイリ様との通信が繫つながりましたが、いかがいたしましょう？』

「ああっ！　すくに繫いで下さい！」

　待ち焦こがれていた通信が繫がり、西南は間かん髪はつを容いれずに答えた。と、直すぐさまアイリがモニターに映し出される。

『ヤッホォ[image: ～][image: ～]！　元気そうね西南君』

　何が楽しいのか、らしいと言うべきか、間違いなく西南の状じよう況きようを面おも白しろがっているのであろう、アイリは満面の笑えみだ。いくら西南でもちょっとムッとする。

「アイリさん、遅おそいですよ！　何故もっと早く通信に出てくれなかったんです？」

『ごめんね。後処理とかいろいろとあったのよ。どちらにしろ西南君が簾座宙域に行く事は珀蓮達の言動で分かっていたし、レセプシーに逃にげ込まれた段階で救出も手出しも出来ないんだからさぁ』

「そ、それはそうですが……」

　まあ現実に救出が難しい事は分かっているので反論は出来ない。それでも精神を安定させる為ために、ちょっと愚ぐ痴ちるぐらいは許されるだろう。

『霧恋ちゃんや守蛇怪まで行っちゃったでしょう？　その後処理だっていろいろと面倒だったんだから』

　考えてみれば、霧恋達は銀河連盟でもかなりのＶＩＰだ。そして守蛇怪は存在自体がトップシークレット的技術の塊かたまり、最さい新しん鋭えいの白はく眉び鷲羽わしゆう作の戦せん闘とう艦かんだ。それが正式な交流すらしていない連合国家の宙域へ不法侵しん入にゆう状態なのだから、かなり問題だ。もちろんレセプシーの中であれば治外法権、そこから出ない限り問題はないが、逆を言えば簾座宙域にいる限り、そこから一歩も出られないし、救助も出来ないという事だ。

『簾座と交こう渉しようするにしても、国交がないから時間がかかるし、そもそも下手な事をするとやぶ蛇だしね。まあ守蛇怪と霧恋ちゃん達も暫しばらくはレセプシーで大人しくしているしかないでしょうね』

「俺はどうなるのですか？」

『それは珀蓮ちゃん達次し第だいでしょう？　間違いなく簾座の海かい賊ぞく退治目的なんだから、付き合ってあげたら？』

「付き合ってあげたらって……」

　相変わらずの適当な物言いに、西南もさすがに呆あきれ顔だ。つまりこのまま放置状態、成り行き任せという意味だ。

『ホホホ、大変でしたね』

　と、アイリを押し退のけるようにして現れたのは、ＧＰ最高司令長官となった九く羅ら密みつ美み守かみだ。やっと頼たよりになる人が現れ、西南はホッとしたと同時にサッと敬礼をする。

『いろいろと戸と惑まどっている事でしょうけど、ＧＰとしては、今回の件については特とく殊しゆ任務扱あつかいとする事にしました』

「と、特殊任務、ですか？」

　そう聞くと背筋が伸のびる。だらけた精神に活が入る。

『西南君の身み柄がらを奪だつ還かんする事は、現段階では不可能です。とはいえ貴方あなたが攫さらわれたという事実をそのまま放置する事は、ＧＰ……ひいては銀河連盟の威い信しんを失しつ墜ついさせる事。さらには簾座への敵対意識も生じさせかねません』

　銀河連盟ＶＩＰとなった西南を誘ゆう拐かいされたまま大人しく引き下がるなど、銀河連盟の面子メンツに関わる。ましてや樹じゆ雷らい皇族と深い縁えん故このある西南の事となれば、樹雷としても黙だまっている訳にはいかない。まあつまりそのままではいろいろと政治的にまずいという事だ。

「それは、分かります」

『そこで西南君の状況を任務扱いにするよう、関係各所との調整に時間がかかったという訳です。正式な辞令は後日、この件が落ち着いてからになりますが、西南君の所属は私、九羅密美守直属の特殊実験任務部隊となります。そして現在の任務は、ＧＰアカデミー柾木アイリ、白眉鷲羽様、樹雷柾木家当主、船ふな穂ほ様の依い頼らいによる派は遣けん任務扱いとなっています』

「つまり……簾座への出張扱いになるのですね？」

　アイリの『珀蓮達に付き合ってあげたら？』はこういう意味だ。つまり西南が攫われたのは、あくまでも簾座潜せん入にゆうの為の偽ぎ装そうという事となる。

『正式な任務ですから、活動資金はレセプシーを通して振ふり込まれます。必要があればそちらで簾座の通貨と交こう換かんもして貰もらえますので、安心して任務に励はげむように。まあいろいろと迷めい惑わく料も込みですから、さすがに豪ごう遊ゆうはさせてあげられないけれど、しばらくそちらで遊んでいなさいな、ホホホ』

「りょ、了りよう解かいしました」

　とりあえず西南は銀河連盟公こう認にんで簾座にいる事になったのである。

「俺はいいとして、守蛇怪と霧恋さん達はどうなるのでしょう？」

『ああ、それはね』

　次に登場したのは、少し疲つかれた感じの瀬せ戸とだ。恐おそらくオリジナルの方だろう。鏡かがみ・瀬戸の存在を知らされた時から、西南には何となく二人の区別がつくようになっていた。

『あの娘達は西南殿どの以上に、招かれざる客だから大人しくしていて貰うわ。下手に動かれると国際問題だし、あちらとしては喉のどから手が出るほど欲しい機密技術と情報の塊だしね。まあ珀蓮達共々、特殊任務で出張扱いよ』

「えっ？　珀蓮さん達も……ですか？」

　普ふ通つうに考えれば珀蓮達の行為は簾座のスパイと認定される。普通なら霧恋達共々、になる訳がない。

『ホホホ、瀬戸様の女官さん達にとっては、上司の無茶ブリに苦労させられてきた仲間ですからね。それに彼女達も面白そうだと思ったのでしょうね』

「ああ、なるほど」

　上司が上司なら部下も部下だ。瀬戸の後ろで美守がシレッと答える内容に、西南は深く頷うなずいた。

『チッ！　林りん檎ごちゃんが過か剰じよう勤務を理由に、珀蓮達の有給休きゆう暇かを二年分かき集めて来たのよ。ついでに女官達に、一いつ斉せいに半日有給取られてストライキよ！　私がいろいろ事務手続きしたのよ！』

　珀蓮達の特務扱いは、あくまで対外的な方便だ。万が一にでも、銀河連盟関係者に拘こう束そくでもされようものなら、反逆者、或あるいはスパイ容疑で処しよ刑けいも有り得る。つまり珀蓮達には二年間の猶ゆう予よが与あたえられているのだ。この期間であれば、樹雷以外の情報関係者も珀蓮達に手は出せない事になる。

「それは……ご苦労様です」

　もちろん自じ業ごう自得なので西南に気の毒という感情は無い。あくまでいろいろと調整に大変だった労を労っただけだ。

『あの分量を半日分とはいえ、お一人で処理出来るのですから、昔取った杵きね柄づか、ですね。ホホホ』

『フンッだ！　てな訳で、詳くわしくは逃げ出した裏切り者に聞いてちょうだい！』

　ブチッと機き嫌げんの悪そうな表情で瀬戸は通信を切った。その後ろで満面の笑みのアイリと美守が手を振っていたのは、見なかった事にする。瀬戸がやり込められる珍めずらしいパターンではあるが、その揺ゆり戻もどしに巻き込まれたくはない。

「……だけど裏切り者に聞けって……誰だれの事だ？」

「酷ひどいわよねぇ、裏切り者呼ばわりなんて」

「！！？」

　まったく気配のない状態でいきなり後ろから声をかけられ、西南は距きよ離りを取りつつ振り向むいた。

「フフッ。来ちゃった♡」

「クッ！　クイス・パンタ……様？　なっ、何でここに」

　可愛かわいらしいポーズと上うわ目め遣づかいでそう言ったクイスは、スッと西南に近寄って腕うでを絡からませて来た。もちろん、そういう仕草が似合うタイプでもお年でもないが、突つっ込こむのは危険とお口にチャックだ。

（キジも鳴かずば撃うたれまい、口は禍わざわいの元）

　瀬戸やアイリと付き合いだして学んだ鉄則だ。

　そもそも変身能力のある彼女がその気になれば、そのセリフに似つかわしい姿にもなれるので、余計な突っ込みはやぶ蛇になるだけだ。それよりも心細い状況で知り合いに会えて安あん堵どしたのも確かなので、邪じや険けんにするのは躊躇ためらわれた。

「とにかく立ち話も何だから、座りましょう」

「と言いつつそっちは寝しん室しつですが？」

「クスッ」

　いつものように何やらロクでもない冗じよう談だんを考えているようだが、さっと平静を装よそおいつつ居間のソファーに移動する。クイスも素す直なおに付いて来るので安堵しつつ、西南は一人用のソファーに座ろうとするが、

「こっち♡」

　クイスに引っ張られて対面にある、長なが椅い子すの方に移動する。

「……分かりました」

　まあこれ位ならベッドよりはまだマシと、西南は文句も言わずにクイスとピッタリと隣となり合うように座り、給仕プローブが用意したお茶を一口飲んで心を落ち着ける。

「さすがの西南殿も心細かったようね。でも貴方が最初に宇宙に上がった時も、これと似たような状況だったと思うけれど？」
















　まるで親が子供を落ち着かせるような感じだ。もちろん年ねん齢れい的な事を言えばそれ以上に年の差はあるが、それはこの宇宙ではさほど意味のない事だ。それよりも隣となりに座り、その肌はだから感じる温ぬくもりは、意外にも西南の心を落ち着かせてくれている。

「いきなり知らない世界に放ほうり込まれた、という点では同じかも知れませんが、あの時は行けないと思っていた……空想の世界でしかなかった宇宙に上がって、かなり浮うかれていましたから」

「じゃあ、またこの状況を楽しめばいいわ。銀河連盟と簾座の世界を両方見られる人なんか数少ないのよ。西南殿がダ・ルマーギルドとタラント・シャンク、その他、多くの海賊達を捕ほ縛ばくした事で間の障害はかなり減ったわ。それでも国交を結んで、一いつ般ぱんの人が旅行に仕事にとこちらに来るには時間がかかるわ。レセプシーで来るとしても、ここから外を眺ながめるだけですもの。テレビで番組を観みるのと同じよ」

「……確かに、あの頃ころの宇宙は俺にとってそういう場所でしたね」

　とはいえ、宇宙が当たり前に住む場所となった西南にとって、国境という概がい念ねんは地上以上に曖あい昧まいだ。よほどの監かん視し網もうを敷しいていなければ、十光分の距離でさえ、宇宙船の探知は難しいのだ。

「それと、珀蓮ちゃん達をあまり責めないであげて。こちらでちょっとばかり焚たき付けちゃったのも事実だし、ある意味そういう強ごう引いんな教育をしたのも確かだしね」

　まあ実に有能な生徒だったに違ちがいない。

「実に説得力のあるお言葉ですね。……まあ瀬戸様のようなノリにはなかなか慣れませんし、正直、戸惑いはありますが、それこそいつもの事ですから」

「クックック……そうね。私が言うのも何だけれど、あの人と付き合うのは大変よね。ただ今回の事は私からの、いいえ、私達からの試験でもあるわ」

「試験？」

「西南殿はこの世界にとって途と轍てつもなく貴重で重要な存在よ。そして私達が予想したより遥はるかに影えい響きよう力が大きくなってしまったわ。もちろん私個人にとってもね♡」

　クイスはその身を西南にすり寄せて来る。

「！」

　容姿は地味ながら、クイスから醸かもし出される雰ふん囲い気きは格の違い、成熟した大人の色いろ香かを感じさせる。彼女に比べれば、玉ぎよく蓮れんも霧恋もまだ小こ娘むすめといった感じだ。もちろんそこは青い果実を好む向きもあり、趣しゆ味みの問題も絡むので人それぞれではあるが、少なくとも深みにおいてはまだまだ及およばないのは確かだ。

「でもその大き過ぎる価値に対して、西南殿自身はまだ未熟。その価値を欲ほつする者達から身を守るにはまだまだ経験不足だわ。西南殿の力は貴方の年齢からすれば、途轍もなく高いレベルにあるし、単純な武力で言えば、個人が持つには充じゆう分ぶん強力だけれど、人と繫つながりを持って生きるのであれば、その力だけではダメな事は分かるでしょう？」

「だから霧恋さんは俺に地球に戻るように言ってたんですよね？」

「そうね。西南殿の成長を待ってあげられる状じよう況きようを作れればよかったのだけれど、私達ですら想像出来なかった程に、あなたの存在は世界の流れを速めてしまった……そういう意味では運が悪いわね」

「ハハ……それこそ本当に、いつもの事ですね」

「銀河連盟圏けん内ないでなら樹雷が、アカデミーが貴方のフォローを早い段階で出来るわ。でも簾座ではそれが不可能よ」

「それが……試験、なんですか？」

「ええ、そうよ。西南殿にここで何が出来るかを見せてちょうだい。私達の庇ひ護ごのない所で何が出来るか見せて欲しいの。ここで何かが形に出来れば、本当の意味で『卒業』よ。自身の知識と能力を使ってがんばって」

「俺の知識と能力、ですか……」

　まず西南が簾座で頼たよれるものがあるとすればＺＩＮＶジンブ。そして目の前のクイスとレセプシーに珀蓮達だ。

「そういえば珀蓮さん達が有給休きゆう暇か扱あつかいだと聞きましたが……」

「私達は珀蓮達の目的を知っていたし、皇族達も些さ細さいな事は気にしないけれど、それでも瀬戸の立場としては、直属の部下のしでかした事なんだから見過ごす事は出来ないわ。下の者達への示しもあるし、何より対外的な問題も大きいしね」

　珀蓮達が派手にやらかしたせいで、西南の事件は多くの人間の知るところとなった。西南を攫さらう行こう為いは、樹雷、ひいては銀河連盟への背信、裏切り行為だ。

「だから部下の造反という形で、瀬戸にいろいろと押し付けちゃったの。彼女がやり込められて、有給休暇という明確な理由もあれば、樹雷内部はそれで納なつ得とくするし、対外的には出張、極ごく秘ひ任務扱あつかいにすれば説得はし易やすいしね」

　西南誘ゆう拐かいの真相が、瀬戸が画策した茶番であれば皆みなも納得するし、その結果、部下達にやり込められて右往左往している姿を見れば溜りゆう飲いんの下がる者が多いという事だ。

「ああ、それで裏切り者と」

「あら。私の方が動きが早かったというだけよ。でなければ今いま頃ごろここにはあちらが居た筈はずだもの」

　まあ、つまりどっちもどっちという訳だ。

「何しろ向こうで事後処理するよりこちらの方が面おも白しろそうだもの。残った方が負けって事ね。でも普ふ通つうは部下の後始末ならオリジナルが残るべきよね？」

「……まあ、そうですね」

　鏡武者の性質上、どちらが残っても同じだし、危険という意味ではこちらの方が大きいが、瀬戸の不満げな表情を考えると、危険より面白い方が重要なのだろう。

「とにかく助かりました。俺一人じゃ、どうしていいのか……」

「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん……このまま西南殿どのと、しっぽりと洒落しやれ込みたいところなのだけれど、私もいろいろと用事があるのよ」

「ここに居るという事は、クイスさんは手伝ってくれるんじゃないんですか？」

　もちろん聞いたのはダメ元だ。少なくともアドバイスでもあればありがたいと考えての事だ。

「残念ながら私もやる事があるから別行動。もちろん霧恋ちゃん達とも暫しばらくは別になるでしょうね。まあこれは西南殿と同時に彼女達の試験でもあるのよ」

　いきなりクイスが西南にしな垂れ掛かかる。それはまるで猫ねこが親愛の情を示す時のようだ。

「そっ、そう、ですか」

「フフ。そうそう、ちょっとしたアドバイス。これから先の状況は複雑よ。私を含ふくめて味方と敵の境界はとても曖昧になるでしょうね。だから信用しつつ疑いなさい。利用しつつ利用されなさい。全すべては生きていればこそ。まずは己おのれの身を守りなさい。時として遠回りになるでしょう。飲み込めない程ほど苦い思いをするかもしれないけど、それでも前に進みなさい。そして、誰かの為ためではなく、自身の目的をハッキリと持ちなさい……たまには顔を見に来るわ。じゃあね」

　クイスはゆっくりと西南から離はなれて立ち上がる。何やら表情が艶つや々つやした感じからして、西南の体温を充分満まん喫きつしたのだろう。

「クイスさんもお気を付けて」

　西南はニッコリと微笑ほほえみ、ソファーに座ったまま見送る。

「楽しんでね」

　クイスはソッと観葉植物の向こうに消え、その瞬しゆん間かん、気配も消えたのだった。

『お話は終わりましたか？』

「ウワッ！」

　まるで見ていたかのようなタイミングで、舞八のモニターが起動した。もちろん来客があるかどうかの判別など簡単だから、意図的である事は間違いないが、クイスといい、その間合いにあざとさを感じるのだ。

（周囲を振ふり回す人達って、こういうのが共通の芸なのか？）

『今後について大事なお話がございますので、申し訳ありませんがご足労願えませんでしょうか？』

「……そう、ですか。分かりました」

　問うだけ無む駄だと、西南は勢い良く立ち上がった。







「クソッ！　あのクソババア[image: ～][image: ～]！」

　西南に負けず劣おとらずの豪ごう華かな部屋で、雨あま音ねは忌いま々いましげにそう呟つぶやいた。

　もちろんそれはそこに居る、結けつ婚こん途と中ちゆうで新しん郎ろうを連れ去られた新婦第一弾だん＆美希、キルシェも同じ感想だ。ただアチャと福ちゃんズ筆頭、福は出されたお菓か子しを食べながらご満まん悦えつの様子で、レセプシーの子供向け舞ぶ台たいの中ちゆう継けいを食い入るように観ている。そして残るＤはレセプシーのカレーメニュー制せい覇はに忙いそがしいようだ。

　彼女達が居るのはレセプシー屈くつ指しの、最高ランクホテルの特級貴き賓ひん邸ていであった。もちろん西南とは隔かく離りされ、お互たがいの距きよ離りはほぼ惑わく星せい半周分程もある。

　そこは東京ドームほどの空間にある和風庭園付き洋館風二階建ての邸てい宅たくで、室内の家具調度品も華か美びではないものの、最高の品が備えられている。地球の一庶しよ民みん的西南と違うのは、彼女達がそこに居ても何ら違い和わ感がない事だ。とはいえそれは体ていの良い軟なん禁きんでもある。

「何が『しばらくそちらで遊んでらっしゃい[image: ～][image: ～]♡』だ！　あのクソババア、絶対、端はなっから企たくらんでたに違いないわ！」

　雨音は鎮ちん静せい効果のあるハーブ茶を一気に飲み干したが、なかなか怒いかりが収まらない。

　何しろ珀蓮達を追いかけてレセプシーに飛び込み、守蛇怪から飛び出すや否いなや、可愛かわいらしい踊おどり子達に拘こう束そくされ、暴れる訳にもいかないまま有う耶や無む耶やの内にここに放り込まれたっきりだからだ。西南と違い、移動手段はあったものの、レセプシーの外が簾座宙域では出るに出られず、ようやく瀬戸に連れん絡らくが付いたものの、西南以上に我関せず的な事を言われたのだから雨音の怒りも当然だ。

「少なくとも、珀蓮達の正体を知っていたのは間違いないでしょうね。彼女達がこのタイミングで西南ちゃんを誘拐するかは、確証があった訳ではないみたいだけれど」

「西南様の護衛に付けていた以上、早いか遅おそいかの差ですよ」

「とにかくここまで来ちゃった以上、レセプシーがあちらに帰らない限り、私達はここから一歩も出られないわ。もっとも西南お兄ちゃんのＺＩＮＶは別なんでしょうけれど」

　そもそも山やま田だ西南は巨きよ大だい海かい賊ぞくギルド『ダ・ルマー』を滅ほろぼし、簾座連合で伝説となっている双ふたつの始祖の一つ『ＺＩＮＶ』のマスターなのだから、簾座連合にとっては正に、鴨かもが葱ねぎを背負ってやって来たようなものだ。もちろん西南が葱でＺＩＮＶが鴨だが。

「ＺＩＮＶは以前から、簾座より非公式に引き渡わたし要よう請せいが来ていたようですからね」

「ったく！　あの後ジャンプアウトした先が簾座領じゃなかったら、守蛇怪で一暴れして脱だつ出しゆつも出来たのに」

　美希も悔くやしそうにハーブ茶をがぶ飲みしている。もちろん今の美希達の身体からだは福と同レベルの生体防ぼう御ぎよ機能がある為、薬効はほぼ期待出来ないが、その馥ふく郁いんたる香かおりと味だけでも気持ちを落ち着かせる効果はある。まあ美希の場合『タダなんだから飲まなきゃ損』といった気持ちの方が強い。

「レセプシーの中で暴れる事自体が問題なのだけれどね」

　霧恋は静かにそう言ったが、彼女もこれでハーブ茶は五杯はい目だ。

「それって樹雷皇族としての判断？　西南君と引き離されたまま、ずっとここでお茶していろって言うの？」

「今はね」

「美希さんだってＧＰアカデミーの卒業生なんだから、こういう時の対処は心得ているでしょ？」

　珀蓮達は西南を攫うという強行に出はしたが、それでも今後の活動をする上で、西南の協力は必要不可欠だ。同じレセプシー内に霧恋達が居る以上、何らかの接せつ触しよくがある筈なのだ。

「珀蓮達を信用しろっていう事？　雨音先生だって怒おこっていたじゃありませんか」

「それはクソババアに対してよ。どちらにしろ西南の居所を探さぐろうにも、かなり強固なシールド妨ぼう害がいをされていて、守蛇怪でも位置特定は出来ないんでしょ？　珀蓮達だって、西南に協力を求める以上、こちらを蔑ないがしろにはしないでしょうしさ」

「簡単に西南ちゃんを返すつもりはないでしょうけれど、何らかの行動を起こす時にはそれなりの説明をして来る筈だから、交こう渉しようはその時ね」

「それまで待機って事ですか？」

「こういう時は忍にん耐たい勝負よ。福ちゃんやＤのようにしろというつもりはないけれど、せっかくの娯ご楽らく惑わく星せいなのだから、少しの贅ぜい沢たくは許されるわよ」

　もちろんそれは瀬戸やアイリのお金で、という意味だ。

「ああああああっ……だけど嫌いやがらせに贅沢はしたいけれど、贅沢に慣れるのが怖こわい！」

　美希は父親の研究資金の為、霧恋達は西南の確率の偏かたよりの保険に、あまり散財しない癖くせが付いていた。たとえそれが他人のお金であろうとも浪ろう費ひ癖ぐせが付く事自体が危険なのだ。

「それは確かに……意外な落とし穴だわね」

「いっそ新婚旅行という事でレセプシー観光を楽しもうにも、肝かん心じんの旦だん那な様がいないのでは……」

「クッ！　当分初夜もお預けだなんて……許すまじ、クソババア女官共！」

　雨音が今までで一番、という怒り顔で拳こぶしを握にぎりしめる。

「信用して待つのではなかったんですか？」

「信用するポイントが違ちがうんだっ！」

　西南の身は安全でも、貞てい操そう関係は保証の限りではないのだ。

「ちょっと雨音……西南ちゃんが十八になるまでは許さないと言ったわよね？」

　途と端たんに霧恋から凄すさまじい殺気が漏もれ、広いリビングが一気に急速冷れい凍とうといった雰ふん囲い気きに包まれた。だが雨音はケロッとした顔だ。

「珀蓮達が強行に出ないという保証は無いッショ？」

「というか、既すでに充じゆう分ぶん強引ですがね。この上横入りをされては、私達もいい面つらの皮ですよ」

「いっいいっ一応、西南ちゃんとは隔離されてはいるみたいよ」

　雨音とリョーコのダブル口こう撃げきに、霧恋の冷静さという仮面が剝はがれつつある。何だかんだ言いつつ、この状じよう況きように一番怒って焦あせっているのは霧恋だ。西南絡がらみだと霧恋は怒りの沸ふつ点てんが低い。

「でもあちらはいつでも会えるのだし、西南お兄ちゃんに言う事を聞いて貰もらうには、情に訴うつたえかけるのが一番ですものねぇ……」

　ドンッ！　ついに臨界に達した霧恋から暗いオーラが噴ふき出した。

「ええ、そうね。そうよね……もちろんその時には、遠えん慮りよはしないわ」

「うわ……」

　腹立ち半分面おも白しろ半分に煽あおってやぶ蛇となったようだ。恐おそらく『その時』こそがレセプシー最後の日となるだろう。霧恋の静か[image: ～][image: ～]な口調に、全員が恐きよう怖ふを感じた。

　ちなみにアチャと福はお菓子、Ｄはカレーに夢中なので気が付かない様子だ。図太いのか慣れたのか、あるいは霧恋の殺意を脳が意識しないよう遮しや断だんしているのか、どちらにしろこちらに殺意を向けていない以上、気にするだけ損とばかりに、娯楽映像とお菓子とお茶とカレーライスに夢中だ。まあ実に賢かしこい選せん択たくである。

　だが雨音達とて何も無意味に霧恋を突つついた訳ではない。

　コンコン。

　その時、重じゆう厚こう感のあるドアがノックされ、メイドがあからさまに安あん堵どした様子でドアを開くと、舞ま貴き妃ひが一礼して入って来た。

「ご機き嫌げんいかが？　とお聞きするのも何ですわね。こちらの使用人は各国のＶＩＰをお迎むかえするよう教育されていますが、その者達が緊きん張ちようするほどの殺気を振りまかれては、困りますわ。何しろここは娯楽の殿でん堂どう、それは一番相応ふさわしくない感情ですから」

　舞貴妃は平然としていたが、控ひかえているメイドは小さく震ふるえている。

「ハッハッハ！　思い知ったか、我らの怒り！　この魑ち魅み魍もう魎りようの伏ふく魔ま殿でんに巣くうボスキャラめが」

　つまりレセプシー側への警告兼けん嫌がらせだ。自身も巻き込まれる恐れがあるので半分自じ爆ばく攻こう撃げきに近いが、舞貴妃が来た事からも、効果はあったようだ。

「全すべてを笑みの仮面の下に隠かくす、それがレセプシーという場所ですわ」

「分かり易い殺気を表に出すのは無ぶ粋すいだと？」

「フッ……これは一種、霧恋の芸だがな」

　雨音は勝ち誇ほこったようにニンマリと笑った。

「芸じゃない！」

「……まあ、舞台の演者であれば、それも役割ではありますが」

　つまり西南を連れてレセプシーに逃にげ込んだ珀蓮達共々、霧恋達もレセプシーに居る賓ひん客きやく達の興味の対象、一種の見世物となるつもりならそれも良し、という事だ。

「芸じゃありませんからっ！」

「クスッ……すでに、そちらはそのつもりなんでしょう？」

　よく分からない方向に脱だつ線せんをしている霧恋を遮さえぎるようにネージュが前に出る。さすがにこの場で一番の年上であり、経験豊富な彼女は落ち着いていた。

「皆みな様さま方は目立ちますし、話題性は充分ですから」

「やれやれ。周りの野や次じ馬うまさん達にとっては私達の状況は舞台と同じ、娯楽って訳ね」

「脚きやく本ほんを書いているヤツをぶん殴なぐりたいけれどね」

「筋書きのないドラマに脚本はありませんよ。あえて申し上げるとすれば、山田様の『確率の偏り』が演出というところでしょうか？」

　舞貴妃の言葉に、霧恋は諦あきらめたように大きな溜ため息いきを吐ついてガックリと肩かたを落とした。

　結局はその一言に尽つきるのだ。今までも西南の『確率の偏り』に振り回され、だからこそ出会い縁えんが結ばれた。恐らく今後もそれに振り回され続けるであろう事は想像に難かたくないのである。

「……状況の説明をしていただけるのでしょうね？」

「もちろんでございます」

　少し冷静になった霧恋に、舞貴妃は内心ホッとしていた。何しろ西南絡みとなると霧恋の威い圧あつは瀬戸レベルに、一気にクラスチェンジするからだ。

　　　　×　×　×

　その場のゴタゴタをリセットするかのように、百人が宴えん会かいを開けそうな広大なベランダへと話の場が移され、大きなテーブルとイスが運ばれて場が整えられた。その様子は先さき程ほどとは打って変わって、優ゆう雅がな貴族のお茶会のようだ。外の庭園も美しく、霧恋達のささくれた気持ちを落ち着けてくれる。もちろん今後の話の内容次し第だいでは、その効果もあまり長続きはしないだろう。

「そもそも珀蓮達は何者なのですか？」

　それは霧恋がずっと感じていた疑問だ。もちろんある程度の予想はついていたが、それでも腑ふに落ちない点がいくつかあるのだ。

「銀河連盟と簾座連合との行き来にレセプシーを使ったとしても、簾座に帰ったのなら、すぐにでも出航すれば、私達は追いかけられないわ」

「霧恋がそのまま指をくわえて見ているとは思えないけど……」

　雨音はつい茶化してしまうが、霧恋に睨にらまれて口を噤つぐんだ。雨音にとっても知りたい情報である以上、余計な脱線は時間の無む駄だだし、他の女性達からも不評を買う。

「……でも彼女達はここに留とどまったままだわ。簾座の領域に来てからそれなりの時間が経たっているのに、まだ何の動きもないというのはおかしいでしょう？」

「霧恋様のご推察通り、あの方達はただの簾座工作員ではありません」

「ただの、という事はそれなりの立場にある人達という事ですか？」

「はい。簾座連合は大きく五つに分かれています。珀蓮様の所属する騎き珀はく、火か煉れん様の火か泉せん、翠すい簾れん様の翠すい霊れい、玉蓮様の磨ま玉ぎよく、そしてもう一つ花か櫻おうを主要五家と呼び、それぞれの王家と連れん邦ぽう国が簾座に存在する各国を束ね盟主国となっています」

「たった五つの国が？　ずいぶんとまた……」

「銀河連盟も樹雷と世せ二に我わ、銀河アカデミーとＧＰが大きな力を持っています。それと同じですよ」

「という事はもしかして彼女達は……」

「珀蓮様は騎珀王国第一王女第一息女、本名は白しろ花はな・蓮れん音ね・騎珀様と申します」

「おっ王族!?　それも直系という事なんですか？」

　驚おどろいた霧恋達の顔を見み渡わたし、舞貴妃は小さく肯うなずいた。彼女達の物もの腰ごしから、ある程度高貴の出身だろう事は想像していたが、その想像を超こえていた。

「火煉様は火泉王国第一王子第三息女、翅し焰えん・煉れん極ごく・火泉様。翠簾様は翠霊王国国王第五王女、光み梛な面も・簾れん颯そう・翠霊様。そして玉蓮様は磨玉王国王女」

「まさか!?　玉蓮は直系どころか、現女王という意味ですか？」

「正確には国王の第十三王女でいらっしゃいます」

「長子継けい承しようではないのですか？」

「あの国は少々特とく殊しゆな継承制度がありまして……」

　舞貴妃は少し言葉を濁にごし、霧恋達はそこに何かおどろおどろしいものを感じた。時折火煉達との会話に、それらしい内容があるので大方の予想はつく。

「特殊、ねえ……まあそれは聞かない方がよさそうだな」

　それが以前見た、玉蓮の西南への攻撃衝しよう動どうの要因となった事なのだろう。雨音の言葉に霧恋達も頷うなずいた。

「現段階では、まだ戴たい冠かんはされていませんが、継承される事は決定しているようです。もっともご本人は銀河連盟に向かう際、継承放ほう棄きをされたのですが」

「今回のお手て柄がらが原因ね？」

「そうだと思います。本名は心しん珠じゆ・蓮れん鎖さ・磨玉様。戴冠されれば磨ま水すいの名を受け継つがれます」

「まあいろいろな意味で普ふ通つうじゃないと思ってたけれど……まさか次期女王とはね」

「あんな質たちの悪いのを女王にしようなんて、国としてはどうなんだ？」

「クスッ……その点に関してはノーコメントとさせていただきますわ」

　質が悪いという意味では、樹雷の瀬戸とかアカデミーのアイリなども、かなりの曲くせ者ものだからだ。

「それにしても盟主国の姫ひめ君ぎみと次期女王が、自ら銀河連盟に乗り込んで来てたなんて、何とも勇ましい話ね。まあ銀河連盟も似たようなのが居るけどさ」

　雨音はチラッと霧恋を見た。特に樹雷は瀬戸を筆頭に、皇族が現場に出で張ばってくる事が多く、それは美守を始めとした世二我も似たり寄ったりだ。

「雛ひな壇だんに飾かざられている人形ではないって事ね。それとも人柱の方かしら？」

「銀河連盟への潜せん入にゆうは、あくまでも珀蓮様達ご自身の意志で行動された事ですから、国の思おも惑わく外です」

「ご自身の意志、ねえ……という事は、彼女達もいろいろと面めん倒どうな立場だって事？」

「命令違い反はん、無断出国なのは間ま違ちがいないですね」

「出国の片棒を担いでおいて、まるで他人ひと事ごとみたいだよな」

「クスッ。私共はあくまで長期滞たい在ざいのお客様としてお迎えしただけですから。途と中ちゆうであの方達が何をなさっていたかまでは関知いたしません。私共レセプシーは紳しん士し淑しゆく女じよの皆様の社交の場でございます故ゆえ」

　つまりたまたま珀蓮達が滞在期間中に、レセプシーが銀河連盟へ公演に向かい、いつの間にか抜ぬけ出されていたという事だ。

「じゃあ私達が何をしようとも構わないって事にならない？」

「もちろん自己責任において、霧恋様達がレセプシーからお出になろうとも私達は一いつ切さい関知いたしません。ですがレセプシー内での騒そう動どうは困ります」

　と、大型スクリーンが起動し、レセプシーの周りに凄すさまじい数の宇宙船が併へい走そうしている光景が映し出された。

「現在、レセプシーには主要五家並びに多くの有力貴族、大だい企き業ぎよう、その他諸もろ々もろの艦かん船せんが来訪されています」

「……こりゃ迂う闊かつな真似まねはできないわな。守蛇怪なんて特殊な形状してるもんなぁ」

　一歩外に出た途と端たん、領宙侵しん犯ぱんをした事がバレるのは間違いないし、これだけの目があると、隠いん蔽ぺいなども無理だ。エネルギー質量比から普通の船ではない事はバレバレだ。

「珀蓮達のお迎え……それとも逮たい捕ほ、家いえ出で娘むすめの保護かな？」

「いいえ。あくまで遊びにいらっしゃっているだけです。レセプシーは治外法権、先さき程ほども申し上げたように、ここでのトラブルは一切認められませんから」

「つまり凱がい旋せんした姫君への、ご機き嫌げん伺うかがいって事ですか？」

「あくまで一部の勢力ですが」

「……なんか面めん倒どう臭くさそうな話ね。そもそも珀蓮達は何が目的で、密入国までして銀河連盟に来たの？　西南を攫さらった以上、海かい賊ぞく対策が目的なのでしょうけれど、それ以前に樹雷に来た理由は何？」

「皆様の予想通りですわ」

「皇家の樹きか……そりゃまた大だい胆たんというか、無む謀ぼうというか……」

　皇家の樹はその名の通り、皇族にしかパートナーとなる権限がない。たとえ簾座の姫君であろうと、逆にだからこそ皇家の樹を手に入れる事など不可能だ。身分を隠して一個人として潜入したとしても、皇家の樹は樹雷の最高軍事機密。そこへの道は遥はるか彼方かなただ。

「そもそも珀蓮達が護衛もお付きもなしで、単身銀河連盟に乗り込んでくる程、こちらの状じよう況きようは憂ゆう慮りよするべきものなのでしょうか？」

「主要五家それぞれを中心とした軍組織があり、それぞれに協力態勢はとっていますが、ＧＰのような全域をカバー出来るような、上位広域組織が無いのが現状です」

「つまり縄なわ張ばり争いと主導権争いで、実質、広域に散らばる海賊には役立たずだと？」

「ええ。そう……なのですが、実は海賊対策に関しては、問題ではありますが、それ程には急を要する状態ではなかったのです」

「ど、どういう事です？」

　舞貴妃の肩かた透すかしのような言葉に、霧恋達の表情も緩ゆるんだ。

「珀蓮様達としては、もう少し長期の計画だったのです。雨音様の仰おつしやる通り、そもそも皇家の樹が目的である以上、そう簡単に手に入れられる物ではありません」

「そうね……身分を隠かくし、一市民から始めて、皇族にまでならなければならないんですもの。不可能とは言わないけれど、ゼロに限りなく近い確率なのは確かね」

「まあノイケやマシスって例もあるから、瀬戸様の所に潜もぐり込んだのは正解だよな」

「それでも実績を積み上げてうまく行ったとしても、樹雷に根付いて数百年単位を覚かく悟ごしなければ……ああ、そういう事！」

　霧恋は舞貴妃をジッと睨み、舞貴妃はそれに応こたえるようニコリと微笑ほほえむ。つまり珀蓮達の素す性じようを瀬戸にリーク、或あるいは仲ちゆう介かいだったのか、それをしたのは舞貴妃なのだ。恐おそらく珀蓮達がレセプシーに来た段階で、彼女達の目的も全すべて瀬戸に筒つつ抜ぬけだったのだ。もちろん珀蓮達本人はその事を知らなかった可能性が高い。

「……瀬戸様にとって彼女達は『奇き貨か』だったという訳ね」

「やれやれ。珀蓮達に能力があったのも確かだろうけど、全部、あのクソババアの掌てのひらの上ってのが腹が立つ！」

「瀬戸様ももう少し時間をかけるおつもりでしたが、状況が早まった一番の要因は西南様の異能です。結果、珀蓮様達の計画が驚く程短期に、しかも予想以上の成果を上げてしまいましたから」

　外と様ざまが手に入れられる皇家の樹は、第三世代が上限だ。それが第一世代の樹を持ち帰れたのだから僥ぎよう倖こうと言える。

「幸か不幸か……簾座にまだ余よ裕ゆうがある状態だからこそ、主導権争い、争そう奪だつ戦が起こるという事ね」

「ククッ。もっとも滅めつ亡ぼうギリギリの状態でも、それをやらかすのが権力者って奴やつだけれどね」

　一度手にした権力、或いは生まれ持っていた既き得とく権益を簡単に手放せる人間は滅めつ多たにいない。自身の命を失う瞬しゆん間かんまでそれに固こ執しゆうし、手にしているのが当たり前と考えるものだ。

「それでも珀蓮様達が予想された数百年後には、簾座の状況は間違いなく深刻化する筈はずですので、あの方達の行動も無駄ではありません。それよりも銀河連盟の海賊勢力の衰すい退たいがあまりにも急激で、簾座の海賊達もかなり危機感を抱いだいているようです。最近特に海賊の統合と、ギルド化が進み、武装強化もされ先せん鋭えい化しているようです。しかもどこから調達しているのか、かなり上位の天騎クラスの大型人型兵器まで持つに至る海賊もいます」

「天騎クラス？」

「人型兵器のランク名です。体高や出力でランクが変わりますが、軽騎、地騎、水騎、天騎と、大まかに四ランクに分けられています。西南様のＺＩＮＶはサイズ的には天騎クラスですが、総合力では最上位の上、神騎と呼ばれています」

「簾座ではＺＩＮＶのような大型人型兵器が主力と、噂うわさでは聞いていましたが、簾座とは国交がありませんでしたので、詳くわしくは知らないのが現状です」

「そうですね。私が以前いた、海賊側からのルートでも、あまり情報は入って来ていませんでしたし、そもそも銀河連盟側の海賊達は人型兵器に興味はありませんでしたし」

「そもそも、そんな非効率な兵器が主力ってのがよく分からないのよねぇ……これに関しては地球人である霧恋の方が理解出来るんじゃない？」

　雨音の言っているのは、西南の里帰りに付き合った時に観みた、ＴＶ番組の事だ。

「地球で一ひと括くくりにされても……あくまであれは一部地域、しかも創作の物だもの。それが巨きよ大だいな連合組織全体で、そういう思想を持つ事自体が不思議なのには変わりはないわ」

「簾座では人型兵器、特に巨大人型兵器が象しよう徴ちよう的存在として扱あつかわれ、人型機動歩兵は『機き甲こう騎き』と呼ばれています」

「象徴的存在かあ……。確かに人型の兵器を使う事自体、不自然だけれど、象徴的存在というのなら少しは納得出来るわね」

　例えば衣い装しようなどは機能よりも見た目を重視する物も多く、儀ぎ礼れい用の衣装などはその最たるものだ。その形はとても実用性があるとは言えない物が多い。

「信しん仰こうに近いものなのかしら？」

「そうですね。そもそも簾座の人型兵器信仰は、かの大先史文明が源流だったという説が有力でした。ＺＩＮＶ様とＤ様の発見で、それが証明されましたが、現在の簾座で絶対的な信仰のようになったのは約三万年前、大先史文明の遺い跡せきが広い宙域に亘わたって見つかった事が要因なのです。そこからは多くの人型兵器が発はつ掘くつされ、ついに『原初の五聖騎』と呼ばれた巨大人型兵器と、封ふう印いんされた同数の皇家の樹の種が発見されたのです」

「皇家の樹の種ですって!?」

「ＺＩＮＶが存在する以上、不思議ではないけれど……もしかして主要五家って、そういう事なのですか？」

「はい。その五つの第三世代の樹のマスターとなり『原初の五聖騎』を操あやつった者達が、簾座の基き礎そを造った五ご英えい雄ゆうと呼ばれた各王家の始祖王達です。そもそも神騎の名は、その原初の五聖騎の事を指します。しかし現在では、その第三世代の樹は次世代の樹を生み出す母体として、各王家の首都に居られます」

「こちらは最上位で第三世代なのか……それでも兵器として使われるのであれば、破格の力を持つといえるわね」

　そもそも樹雷の皇家の船は抑よく止し力であり、過去、海賊ギルドが優勢を極めた頃ころならいざ知らず、現在でも実戦を行っているのは水み鏡かがみくらいだ。

「でもそれなら何故なぜ、珀蓮達は銀河連盟に？　皇家の樹がこちらにあるのなら、危険を冒おかしてまで来る理由はない筈でしょ？」

「天騎クラスの機甲騎を持つ海賊がいる事はお話ししましたね？」

「つまり皇家の樹が海賊側にも流れているから、ですか？」

「それ以上に、海賊に皇家の樹が流れている状況を作り出している存在がある、という事実です」

　超ちよう兵器の拡散は怖ろしい。核かく兵器ならば自身の環かん境きようも破は壊かいし、自じ滅めつさせてしまう可能性が高いが、皇家の樹はそれが無い。使用に躊ちゆう躇ちよはしない上に、ＺＩＮＶと同じ『処理』がされているのであれば、戦いによるデメリットも少ない。

「確かに厄やつ介かいだな。それが皇家の樹ともなれば、こちらのタラントと繫つながってた連中よりももっと質たちが悪いわよね。でも皇家の樹って、繁はん殖しよく力はそれほど高くないんじゃなかった？　それなら誰だれがそういう事をしているか分かりそうなものだけど？」

「皇家の樹の発芽率は、世代によるけれど下に行く程増えるのは間違いないわ。そこのところ、簾座はどうなっているのです？」

「現在稼か働どうしている最上位は第四世代ですが、公表されている数はそう多くありません。ですから第四世代の木々も、基本的には次世代を生み出す親木として使われている事が多いと聞きます」

「主戦力となっているのは第五世代以降という事ですか……確かに第五世代であれば小規模恒こう星せい規模の戦せん艦かんを、常時戦せん闘とう状態に出来る程の力はありますからね」

「霧恋さん、どれくらいの世代までなら戦闘用として使えるのですか？」

「ＺＩＮＶクラスなら、多分、第八……第九世代辺りまでなら有効だと思うわ。それ以下の世代となると、技術レベルの問題はあるけれど、通常の動どう力りよく炉ろの方が使い勝手はいいでしょうね」

「そこまで行くとそれなりに数はありそうな感じだな」

「それでも最上位機甲騎である皇家の樹が搭とう載さいされた天騎は、簾座全域で登録数が三百に満たない数です。それが海賊に流れるルートがあるというのは怖ろしい話なのです」

「銀河連盟の規模と比べるのはなんだけど、そりゃ確かに数としては少ないよな。ＧＰでいえば総本部に各本部……そこの旗艦といった所かな？　でもそんな高度な機密を海かい賊ぞくに流すルートが見つからないって事があるのか？」

「どこかの国家レベルが関かん与よしているかだけれど……それ以前に原初の五騎に搭載された皇家の樹は、遺跡で発見されたのよね？」

「その可能性も考えられていますね」

「海賊が別の皇家の樹を見つけていた可能性か……そんな厄介な状態になっているなら、珀蓮達がＺＩＮＶのマスターになった西南を欲ほしがるのも当然か」

「第一世代は始祖津つ名な魅み様に次いで人がパートナーとし得る最上位格。しかも簾座の樹達の始祖と対ついを成す一柱であるＺＩＮＶが発見され、そのマスターが目の前に居るのですから、気持ちは分かりますね。それに西南様を連れて行けば、自動的に守蛇怪も付いて来る可能性も高いですし」

　天騎の主力が第五世代以降であれば、単純なパワー勝負であれば圧あつ倒とう的だ。守蛇怪とリンクをすれば、無む双そう状態も可能である。

「しかも海賊退治に効果的となれば、尚なお更さらだな。海賊が強力な天騎を持っていたとしても勝てるとなると、な」

「どちらにしろＺＩＮＶは強力な抑止力にもなるわね。或いは……もっと違ちがう事を考えているのかもしれないけど……」

　何か深刻な考えがあるのか、霧恋の表情が曇くもる。

「違う事？」

「いえ、多分考え過ぎね。とにかく珀蓮達の正体と動機は分かりましたけれど、樹雷から持ち出された皇家の樹きの種は二つ。一柱がＺＩＮＶで、簾座の機甲騎の始祖に皇家の樹が使われているのであれば、それらはもう一柱の子供達という事になるのですが、そちらの事については、簾座では把は握あくされているのですか？　特に珀蓮達がこちらに戻もどってきた時点で入手された最新情報などがあれば、お聞かせいただきたいのですが？」

　とにかく皇家の樹が絡からむのであれば、樹雷皇族の端はしくれとして、少しでも情報を収集しておきたいと考えたのだ。

「実は簾座では始祖の五騎が発見されて以降、その先祖の捜そう索さくがされています。中には世代を重ねて熱ねつ狂きよう的な方々もいらっしゃって、その探査記録はそれなりに人気番組になっています。しかも今回、Ｄ様のおかげで大先史文明初期までのかなり詳しい記録と、特に簾座の機甲騎の祖の詳しい事が分かったので、ブームが過熱気味のようですわ。しかしそこから原初の五騎までの間の詳しい情報はまだ……」

「もう一柱、ＡＨＲＡあひら……か。次世代の母と呼ばれ、早い段階で第二世代の母体とされたんだったわね？」

　さすがにお腹なかがいっぱいになったのか、食休みにウロウロしているＤに霧恋は視線を向けた。

「はい。しかしその後、私達が大先史文明の祖となる文明を構築する過程でも、その行方ゆくえは分かりませんでした。その後も捜索は続けられたようですが、私とＺＩＮＶは大先史文明の初期には既すでに眠ねむりについていましたから、その後の事は分かりません」

「簾座で発見された原初の五聖騎の全すべては、種子状態で時間凍とう結けつ封ふう印いんをされていたそうですから、ＡＨＲＡ様はおろか、他の第二世代の方々の記き憶おくも残っていないそうです。遺跡群からもそのような記録は残っていなかったそうです。何しろ原初の五聖騎やその後発見された機甲騎は経年劣れつ化かも激しく、戦闘はおろか動かす事も出来なかったそうですから、データも記録媒ばい体たいの劣化で所々欠けた状態だったようです。それにそもそもが戦闘用の機甲騎ですから、歴史についてのデータは入っていませんでした」

「まあ、そうだろうなぁ……。こっちだって戦艦にそんな一いつ般ぱん教養みたいなデータまでは載っけてないモンな。皇家の船とか、特に守蛇怪が異常なだけで」

　以前、ネージュが探していた数百部の個人発行の書しよ籍せきデータまであるライブラリーなどは、普ふ通つうの船どころか、国家レベルのデータバンクにすら無い。

「そもそも大先史文明の機甲騎の歴史なんて、超専門分野もいいところですよ。それに大先史文明は銀河連盟史上最大広域の文明ですから、主だった歴史だけでも凄すごい量だったでしょうね。それらが残っているとすれば国家レベルの図書収集施し設せつ……それらが発掘でもされなければ分かりませんよ」

「リョーコ、アカデミーでも分からなかったのか？」

「アイリ様権限で、いろいろなデータを閲えつ覧らんしましたが、大型人型兵器に関する遺跡記録は、殆ほとんどありませんでした。それらしい記述があっても、四メートル位までの、真空中や極地での作業用宇宙服の多機能版といった感じでしたね。その情報もＺＩＮＶが発見されたからこそ、注目を浴びて掘ほり起こされた、未整理発掘品からの情報ですから」

「私の知りうる時代までであっても、大型人型兵器が主力という事はありませんでした。そもそもＺＩＮＶが人型兵器となったのは、初期文明惑わく星せいへ移住する際、そこに居た現地の人達に我々を神聖視させ、受け入れさせる為ためのものでしたから。つまり神としての威い厳げん付けと威い圧あつ目的です」

「ええっ!?」

　とんでもないカミングアウトに、その場にいた全員の視線がＤに集中する。

「おいおい……初期文明に接せつ触しよくをしたのかよ」

「我々の時代は、それを禁止する法はありませんでしたから。生物というものは見知らぬ他者に対して敵意や恐おそれを抱いだくものです。ましてやその地を占せん拠きよし、生活を始めようとする者達をそう簡単には受け入れません。それを受け入れさせる為には、超ちよう越えつ者、神の意志であると認にん識しきさせ、畏い敬けいの念を植え付ける事が手っ取り早いですし、不必要な戦いを避さけるのにも有効です」

「その為の巨大な人型なのね。まあ逆にそういう理由なら、納なつ得とくは出来るわね。これも一種の抑止力、威圧外交だわ」

「初期文明では、巨大な像や自然物なんかも、信仰の対象になりやすいものね。そこに入植するなら、いい手かもしれないわ」

「つまり入植者達は、先住者を絶ぜつ滅めつさせる方向に行かずに、共存を選んだのね」

「はい。我々の数は少なく、相手も共存するに充じゆう分ぶんな進化をしていましたから」

　もっともその後、その惑星で同じ入植者同士で、二つに分かれて争った事をＤは口にしなかった。

「なるほど。意外なところで巨きよ大だい人型兵器のルーツが分かったけれど……でもＤ、本当に皇家の樹の方は全く見つからなかったの？　原初の五聖騎が残っていたからには、全く痕こん跡せきがなかったというのも異常よね？」

「なあ霧恋……そもそも皇家の樹って、どれくらい生きるんだ？」

「自身の再生種を生み出せるから、事故とかがなければ、ほぼ永遠という話よ。でもそこのところはどうなの、Ｄ？　ああ、でも瀬戸様に口止めされているのなら、無理にとは言わないわ」

　ＺＩＮＶの記録では、すぐに公表出来ない事実も多くあり、それは皇家の樹に関する事も含ふくまれている。

「第二世代のマスターである霧恋さんとその関係者であれば問題はありません。そもそも私達が初期文明の惑星に移住しようとしたのは、大きな権力闘とう争そうによる戦いが起こり、そこから逃にげ出した事が発ほつ端たんです。その戦い自体、どう決着したかは分かりませんが、少なくともその文明は衰すい退たい、その後、私達が再度宇宙に進出した時には皇家の樹は発見されませんでした。恐らくＡＨＲＡ同様、その戦乱に巻き込まれたのでしょう」

「つまり戦死、って事ね。再生種は残っていないのかしら？」

　霧恋の問いにＤは首を傾かしげた。

「敵同士、お互たがいがそれを知ってりゃ、徹てつ底てい破は壊かいをするだろうさ。そもそも皇家の樹の破壊力を考えれば、再生種を安全に逃がすのは難しいんじゃない？」

「姉妹同士で殺し合いをさせるなんて……」

　霧恋は自身の船、瑞みず輝きの事を考えるともの凄い嫌けん悪お感を覚えた。そもそも皇家の樹の特性を考えると、お互いを戦わせる為に皇家の樹にどういう手が加えられたのか、それを想像するのも嫌いやなのだ。

（ＺＩＮＶが幼生固定され、さらによく分からない処理をされている事を考えると、樹雷が強ごう引いんにでも皇家の樹を独どく占せんするのも当然だわ。そもそも何故なぜ、始祖樹津名魅様は種を二つ渡わたしたのかしら？）

　それこそ神とも言える津名魅の考えなど、人の身である霧恋に想像などつかない。さっさと思考を切り替かえて顔を上げた。

「先さき程ほども言いましたが、再度、私達が宇宙に進出した時にはＡＨＲＡはおろか、他の皇家の樹も行方知れずでした。ただ第三世代の種が残っていたとなると、どこかの段階で発見されたか、私達の目を逃のがれていたかでしょう」

「そう……ありがとう」

　お腹が落ち着いたのか、再びカレーを求めて部屋に戻るＤの後ろ姿を、霧恋達は苦く笑しよう気味に見送った。

「とにかく西南ちゃんもですが、ＺＩＮＶをどう扱あつかうかが心配ですね。珀蓮さん達はそこのところをどう考えているのでしょう？　そもそも一つの連合組織とはいえ、それぞれの代表関係者ともなれば、立場の相そう違いもあるでしょうし」

　銀河連盟では瀬戸や美守といったトップの主導的立場の人間が後ろ盾だてについていたし、ＧＰや銀河アカデミーというリベラル過ぎる組織に所属していた事も大きい。

「簾座連合という集まりの中で、珀蓮達が主導的な立場を取れるかどうかが鍵ね。そこのところはどうなのですか？　現段階で私達が手出しをするのがいろいろとまずいのは分かりますが、それはあくまで西南ちゃんとＺＩＮＶが無事であるという保証があればこそですからね？」

　守蛇怪と第二世代皇家の樹、個人として持つには巨大な、無制限にその力を解放すれば一国すら叩たたき潰つぶせる力があれば、西南とＺＩＮＶの強ごう奪だつは可能だ。ただしそれはある意味最後の手段で、使えば後がなくなる。最悪、簾座と全面戦争だ。

　人脈も伝つ手ても情報システムも、全て切り離はなされた簾座では、彼女達の力はあまりにも小さいく脆ぜい弱じやくだ。だからこれは子供の駄だ々だ、脅おどしとしては下策だ。

「珀蓮様にはお考えがあるようですわ」

　と、舞貴妃は巨大モニターに一つの星を映し出した。

「これは？」

「簾座連合宙域のほぼ中央に位置する太陽系、そこにある惑星『ＴＥＲＡ』です」

「テラ？」

「ここには、大先史文明の中央政権の中ちゆう枢すうがあったとされています。大先史文明発はつ祥しようの地との説もありましたが、ＺＩＮＶ様の発見で発祥地説は否定されました。しかしこここそ先程お話しした『原初の五聖騎』が発見された星なのです」

「なるほどそれでいろいろと神聖化されたって訳だ」

「とはいえ第三世代が封ふう印いんされていた場所ともなれば、確かにそのような説が生まれてもおかしくありませんね」

「はい。『原初の五聖騎』のマスターとなり、五王家の祖となった王達は、ここを聖地と定めて不ふ可か侵しんの地として簾座連合の盟主会議場を置きました。そして時代を経るに従い規模が拡大され、教育と研究施設、多た国こく籍せき軍ぐんによる治安維い持じと、いわば銀河アカデミーと似たような性質を持つ場所となりました」

　惑星ＴＥＲＡの周りには五つの大型人工惑星があり、そこからさらに巨大な施設が伸のびて、まるで雪の結けつ晶しようを五角形にしたような様相を呈ていしていた。

「とはいえ銀河アカデミーのように、各国からの影えい響きようを完全に排はい除じよした組織ではありませんが……」

「この場所でＺＩＮＶがどう扱われるか、トップ会談が行われているという訳ですね」

「ええ。その結論次し第だいでは、霧恋様方にも珀蓮様方よりご相談がある筈はずです」

「もしかして……一度、結果如何いかんでは西南ちゃんを銀河連盟に戻もどすつもり？」

「さあ、そこまでは……しかし今日中には結論が出るはずです」

　霧恋の問いに答えず、舞貴妃はジッと映像を見つめていた。








３「大いなる茶番の舞ぶ台たい」









　地球に似た惑星ＴＥＲＡは聖地とされて以降、人が住む事を禁止され、全すべてが惑星周囲の人工物で理想的にコントロールされたその自然環かん境きようは、まさに聖地とされるだけの美しさがあった。

　ここにある唯ゆい一いつの人工建築物といえば一番小さな大陸にある、簾れん座ざ連合盟主の集まる大会議場だけである。しかもその施設は地上からは見えない地下に築かれていた。

　ここには施設管理の職員が常じよう駐ちゆうしているのみで、職員達も外へ出る事は出来ない。そして各国代表の評議員と付き添そいの職員達は外周衛星から転送ゲートでやって来るのだ。

　転送ゲートは大きく分けて五つあり、評議員や職員はそれぞれが属する連れん邦ぽう指定のゲートを使って行き来する。そして彼かれ等らはまるで巡じゆん礼れい者の如ごとく、五家それぞれの色に染められたローブを身につけ、無言で思い詰つめたような表情で、贅ぜいを凝こらした通路を通って、中央にある太陽光が降り注ぐ巨大な円えん筒とう形の大会議場へと向かう。

　各国代表の評議員は総勢五万人。座席はそれぞれに十二畳じよう程度の執しつ務むスペースが、蜂はちの巣状のブロックで分けられている。そしてそれぞれが短たん距きよ離りの転送ゲートから現れ、付き人が資料や飲み物を用意して、暫しばし会議の準備、或あるいはこの時にしか会えない者同士で挨あい拶さつと雑談を交かわしていた。

「この忙いそがしい最中、いちいち呼び出されて茶番劇を見せられるのはうんざりだな」

　果実酒を炭酸水で割った飲み物を呷あおり、そう愚ぐ痴ちっているのは翠すい霊れい王国皇太子第三王子の三み翠すい・ナムワロール・翠霊だ。

『これも評議員の務めというヤツだよ。ここに集つどえるのは栄えい誉よというヤツだからさ』

　三翠の目の前には二つのモニターが起動していて、その一つに映る一人の青年、火か泉せん王国皇太子第六王子、六ろつ火か・緋あけ乃の・火泉が真ま面じ目めそうな表情で窘たしなめた。

『とはいえ、既すでに結論が出ているのだから、三翠の気持ちも分かるよ』

　もう一方のモニターに映る青年は騎き珀はく王国皇太子第十王子、十じつ騎き・煉れん・騎珀だ。それぞれがその国の特とく徴ちよう的な容よう貌ぼうをしている、まだ少しあどけなさの残る青年達だ。

「この上、脳筋兄者達に八つ当たりをされれば、愚痴の一つも言いたくなるのも当然だ。神騎の一柱を何としても手に入れろ、などと……既にマスターが存在するのに、普ふ通つうの天騎レベルで考えているのだから救いようがないよ」

『まあ神騎を手に入れられれば、次期当主も五家筆頭も、夢じゃないからね。もちろんその上を目指す事も可能だ』

『こちらは珀はく蓮れん姉様を排除して、他の姫ひめ姉し妹まいをあてがおうとしているよ。やだやだ』

「あの厄やつ介かいで麗うるわしき魔ま女じよ王が黙だまって見ているとでも思ってるのかね？　どちらにしろ姉上達がレセプシーにいて、神騎にはマスターがいる。兄者達はたかが子供だと侮あなどっているようだが、戦績を見れば普通じゃない事くらい分かりそうなものだがね」

『君が言ったんだよ、脳筋兄者ってさ。さすがに実際に対たい峙じしてみれば理解出来るのだろうけどさ』

『決けつ闘とうの弊へい害がい』

「全くだ。最終的には『決闘』で勝てばいいんだから、戦略もクソもない」

　どんなに負けていようとも、決闘で逆転勝利を勝ち取ればいいのだ。極きよく端たんな話、柔じゆう道どうの団体戦で先せん鋒ぽうから副将までストレート負けでも、大将戦で勝てばチームが勝つ、そんな感じだ。だから決闘を行う将が強ければ、弱軍でも何とかなるところがある。当然、将は指揮よりも機き甲こう騎きの操縦技術に優すぐれた『脳筋』タイプが増えるのだ。もちろん指揮には優ゆう秀しゆうな参さん謀ぼうと副将が当たる事が多い。

『こちらの仕事が増えるのは面めん倒どうだけれど、あの脳筋兄者達が慌あわてている様を見るのは面おも白しろいね』
















　悪戯いたずらっぽい行動が目立つ十騎は楽しそうだ。

『脳筋兄者で思い出したけれど、レセプシーの巣に寄生していた連中、全員追い出されたんだってね、ククッ』

「ああ叔父おじ上うえ達やらその取り巻き連中か。維持管理の名目で、いまだに親の金で遊んでる穀ごく潰つぶし連中にはいい薬だ」

『いっそ殺虫剤ざいでもよかったんじゃない？　どうせ引き籠こもりのニートなんて、こっちに帰って来ても邪じや魔まなだけなんだからさ』

『将来的にはそうなる』

『そういう意味では神騎のマスターには感謝だね』

　と、チリーン、チリーンという鈴すずに似た音が聞こえた。

『そろそろ御おん大たい将しよう殿どの達のお出ましだな』

　それぞれの評議員達の後方には、五つの巨きよ大だいな台座と少し小さな二つの副座があり、その副座に頭までスッポリと覆おおった派手なローブと装そう飾しよくを纏まとった十名の巨大な人の映像が現れた。彼等は現段階での次期国王候補筆頭と次席、つまり評議長候補でもある。

「さて、茶番劇の始まりだ」

　三翠を始め、そこに居た評議員達は一いつ斉せいに立ち上がり、それぞれの台座に向かい、姿勢を正した。するとドォオオン！　今度は和わ太だい鼓このような音が鳴り響ひびき、全員が台座に向かって深々と一礼をした。

　それは映像であって実体ではないが、まるでオリンポスの神々でも降臨したかのような威い厳げんを纏い現れた。中央に現れた映像は、両りよう脇わきに控ひかえる映像よりもさらに大きく、二百メートルはあろうかという巨人だ。

（修正しすぎだぁ）

　巨人はもちろん実物の巨大映像だが、見み栄ばえが良いように少々修正がされている。それを見た十騎が噴ふき出しそうになるのを必死で堪こらえていた。

「「「「「簾座連合大評議会の開会を、筆頭評議五名の名において宣言する」」」」」

　五人の評議長達はゆっくりと、巨大な会場に響く声で同時にそう宣言した。そして台座に座ると、片手を上げて全員を着席させた。

「さて……今回の議題だが」

　口火を切ったのは緑の髪かみをした巌いわおのような初老の男、翠霊王国国王、翠すい天てん・氷ひよう牙が・翠霊だ。

「どうせ他に選せん択たく肢しなどはないのだ。当方に異論はない」

　翠天の発言に被かぶせるように発言したのは花か櫻おう代表、蘭らん香が・バルウェムル・颯そう花かだ。彼女は他の盟主達とは少々異質な、髪は紅葉した木の葉、耳や爪つま先さきは小枝のような、それこそ半樹半人の妖よう精せいのような容姿だ。

「いつものんびりと言を左右にする蘭香殿どのにしては珍めずらしい。もっとも花櫻にとっては渡わたりに船といったところだからな」

　嘲ちよう笑しよう気味に言ったのは青い髪の細ほそ面おもてだが眼光鋭するどい、軍人といった感じの騎珀王国国王、珀はく天てん・磨ま白しろ・騎珀だ。

「まさに、といったところですな。始まりの双そう神しん、神騎ＺＩＮＶジンブ様とそのマスター発見の功績に乗り遅おくれた形なのですからな……」

　五人の中では大人しめの、しかし目の光に凶きよう気きを感じさせる男。磨ま地ち・化か抄しよう・奇き玉ぎよくだ。彼は正式には評議長代理だ。他の評議長からはランクの落ちる男が強気に発言した理由は、玉ぎよく蓮れんが次期評議長に決定していたからだ。つまり珀蓮達の中でも一位の階級にある事が強気の理由だ。

「とはいえ継けい承しよう権の放ほう棄き申しん請せいはそちらの次期評議長からも出ておるようだが？」

　あからさまに楽しげな表情で言ったのは、真っ赤な髪に褐かつ色しよくの肌はだ、精せい悍かんな肉にく食しよく獣じゆうのような短たん髪ぱつの男だ。彼の名は火泉王国、炎えん天てん・真しん朱しゆ・火泉だ。

「まあ俺としては、あの美び貌ぼうの魔女王が次期玉天になってくれた方が楽しいがな。貴公の顔をどアップで見せられる評議員達が可か哀わい相そうだ、アハハハハ！」

「その呼び名、たとえ火泉国王とて失敬ではありませんか？」

「褒ほめ言葉のつもりだぞ。何しろあの次期玉天殿が、ようも大人しく皆みなとやっていると驚おどろいているのだからなぁアハハハ！」

　睨にらみ付ける磨地に炎天は実にあっけらかんとした笑えみで答えた。磨地も毒気を抜ぬかれたように表情を落ち着かせた。

「ともあれ小こ賢ざかしいものよ。だが事は双神に関かかわる事、暫しはあの者達の思おも惑わくに乗るのも一興。釣つり上げた魚を逃にがされては元も子もあるまい？」

　翠天の問いに、他の四人が頷うなずいた。

「よろしい。では神騎を中心とした討とう伐ばつ部隊の結成は承しよう認にんされた。艦かんは花櫻、乗員はレセプシーより供きよう与よを受ける。五国からの乗員はそれぞれ二名までとする」

　翠天の宣言に、評議員全員から承認の大きな拍はく手しゆが起こった。

（まさに茶番だな）

　拍手をする三翠の表情はどこか冷ややかだった。結局、上の方で既に結論は出ているのだ。ただ決定した当主達の茶飲み話にも似た内容を聞かせる為ために、数万人からの評議員達を招集するのだから大いなる時間の無む駄だだ。

『さて……暫しばらくはお手並み拝見といくかな』

『高みの見物が出来れば楽なんだけれどなぁ。特に次期総そう帥すいの地位が危なくなっている兄上達の命令とかで、さ』

　十騎は飄ひよう々ひようとした感じだが、明らかにウンザリとした表情だ。

「お家いえ騒そう動どうはどこも同じだ。レースに参加するつもりが無いのであれば、適当に父上達の顔色を窺うかがいながらゆっくりやればいい」

　三翠が自国の評議長の座る台座を一いち瞥べつすると、翠天達は退席を始めていた。これは重要な議題が終わった事を意味する。

『それよりもさっさと逃げないと、兄上達に捕つかまって面倒な仕事を押し付けられるよ』

　十騎はそう言うと急いで転送ゲートへと向かい、他の二人もそれに倣ならった。彼等のお付きの者達がその行方ゆくえを尋たずねられたのはその数分後であった。







「ようこそ山やま田だ西せい南な様」

　それまで見て来たレセプシーの豪ごう華かな建物に慣れた西南にとって、そこはかなり狭せまい場所に見えた。ここまでの通路も飾かざり気が無く、舞ぶ台たいの裏方といった感じの造りだ。

　質素だが重じゆう厚こうな造りの机から立ち上がった、プロレスラーとも見み紛まがうばかりの巨きよ軀くの男が、部屋の狭さをさらに感じさせる要因でもある。最低限執務室としての体ていは成していたが、裏方の控え室という印象は拭ぬぐえない。もちろん人の観覧する舞台は必要以上に派手なものであり、その裏は最低限の機能さえあればいい。つまり生活の場とは、予算をかける割合が極端に違ちがうだけだ。

「西南様、こちらは私の父でレセプシーの総合支配人です」

「エクシト・レ・セプシーでございます。以後お見知りおきを」

「は、はじめまして。山田西南です」

　差し出された右手とそれを握にぎる西南の手とは、大人と子供位の差があり、それこそ野球のグローブと握あく手しゆをしているような感じだ。柔やわらかく握られているが、その握あく力りよくからはかなりのポテンシャルを感じる。

「さあ、おかけになって下さい」

　二段程ほど低くなっている場所にはエクシトの体格に合わせているのか、かなり大きめのソファーがあった。それ以外には目立った調度品はなく、かなり地味な印象だ。壁かべ全体がモニターになっているようで、そこに映し出された風景のおかげでさほど圧迫感はないものの、六畳じよう二間より一回り広い程度で、そこが惑わく星せい規模歓かん楽らく地の総支配人の部屋とはとても思えない。

「狭い所で申し訳ありません」

「あっ、いえ。これ位の方が落ち着きます」

　これは正直な気持ちだ。ただエクシトの圧あつ迫ぱく感がなければ、の話だが。

「では私はこれで。お話が終わりましたらお迎むかえに参ります」

　舞ま八やはお茶を二人の前に置くと、一礼して退室した。

「西南様にお越こしいただいたのは、ご挨あい拶さつと……少々お話がしたかったのです」

「は、はあ……」

　西南は客分扱あつかいとはいえ、惑星規模施し設せつの総支配人がわざわざ時間を割く理由がよく分からない。そもそも珀蓮達に拉ら致ちされて来ただけで、ちゃんとお金を払はらって遊びに来た訳でもないので尚なお更さら、居い心地ごこちが悪い。

　それよりも舞八に父と紹しよう介かいされた情報の方が気になる。

「舞八とはもう関係は持たれましたか？」

「ブッ！　ゲハッ、ゴホッ！」

　いきなりの切り込みに、西南は飲みかけたお茶を噴き出しそうになった。

「ふむ。その様子ですとまだのようですね。舞まい姫ひめとなったものの、あの子もまだまだ修行が足りないという事でしょうか？　まあ後あと腐くされはありませんから、気楽に相手をしてやって下さい」

「……俺、結けつ婚こんしたばかりなんですが」

「既すでに四人の女性を娶めとられ、さらに次の候補もいらっしゃる……確か西南様の故郷の地球は、一夫一婦が基本だとはお聞きしましたが、貴方あなた様の立場は既に大きく変わっておられます」

「そうだとしても、後腐れ無しとかそういう関係は……。失礼ながら父親の言葉としてはちょっとどうかと……」

「なるほど。確かにそう思われるのももっともな話ですが、私共の使命の一つに文化遺産の収集管理というものがございます」

「収集管理、ですか？」

「瀬せ戸と様を通じ、地球の文化情報も入って来ております。他の星と同様に、権力の維い持じに政略結婚というのは地球でも行われているようですね」

「それは……そうですが、かなり特とく殊しゆですよ」

「だとしても、西南様がその特殊なお立場にいらっしゃる事は間違いありません。そしてそれを自覚なさるべきだと思います」

「……はあ」

「権力構造の強化。私共の場合は、能力の高い、或あるいは異能を持つ舞手を生み出す……ああお断りしておきますが、強制は一いつ切さいしておりませんよ。舞姫となる者達は全すべて、それを承知で、というよりそれを承知し覚かく悟ごした者達が舞姫となります。技の伝承と後こう継けいの育成は、舞姫の義務ですから」

「たとえそうだとしても、俺はちょっと……それに、どう考えても俺に芸術的才能があるとは思えないんですが……」

「生存が絶望視される程の確率の偏かたよりでありながら、健全な精神を持つというのは、素す晴ばらしい資質でございますよ。舞八がお気に召めさないのであれば、他の姉、或いは舞ま貴き妃ひでも構いませんが？」

「ブッ！　ななななっ何を!?　舞貴妃さんは貴方の奥さんですよね？」

「舞貴妃には九人の子がおりますが、私との間に生まれたのは二人だけです」

「……えっ？」

　その時西南の脳のう裏りに浮うかんだのは競走馬だ。西南も宇宙に上がって数年、ここでの倫りん理り観は地球とは違う事は分かっていたが、ここまで極きよく端たんな例はあまり聞いた事がない。そもそもそういう人達は最初から結婚という形をとらないと聞く。

「私と舞貴妃は夫ふう婦ふというよりも同志、共同経営者と表現する方が分かり易やすいかと思います。更さらに言えば親友でもあります」

「俺にはなかなかそこまで達観するのは難しいです」

「西南様の生おい立ちを考えればそうなのでしょうが、いつまでもそれを避さけて通る事が出来るでしょうか？」

「えっ？」

「今回私の申し上げたいお話とは、西南様の立場に大いに関係する、感謝と愚ぐ痴ちでございます」

「感謝と、愚痴……ですか？」

「ええ。そもそも文化とは、高度な知性を持つ存在のみが創つくり出す事の出来る、特別なものでございます。ですがそれは、ある意味『無駄の結けつ晶しよう』でもあります。人の主な欲求、食欲、性欲……この二つをとってみても、そこにはありとあらゆる多種多様な文化がございます」

「そう、ですね」

　それこそ星の数程もある食材、調味料に調理法。性の解消の種類も凄すさまじい数がある。だが食欲は自身の生存、性欲は種の維持とその結果のみを求めるのであれば、そこまで多種多様の行程を作り出す必要はない。近場ではケネスとラジャウ、そして海かいのこだわりは尋じん常じようではない。

「確かに、無駄、なんでしょうね」

　生存と種の維持という観点からすれば、まさに時間と資源の無駄だ。

「ですから権力者と呼ばれる、或いは権けん威いというものから、時に弾だん圧あつを受け、時に利用されて参りました。今回、西南様のおかげで地球という、かなり珍めずらしい初期文化情報を手に入れられた反面、多くの文化基き盤ばんを破は壊かいされてしまいました」

「文化基盤の破壊？……もしかして海かい賊ぞくの、ですか？」

「ダ・ルマー、タラント・シャンクも然しかり」

「タラント!?　でもあれが文化と言えるのですか？」

　珍しく西南の語気が強くなるが、エクシトはにこやかな表情を崩くずさない。

「表現に貴賤はありません。私の個人的な嗜し好こうからは外れますが、それを好み、受け入れる人が居るのは確かです。一番の理解者がタラント自身というだけでね」

「それが原因で犠ぎ牲せいになる人がいても、なのですか？」

「文化、表現が無駄の結晶である以上、受け入れられるものであると同時に、拒きよ否ひされるものでもあります。生きるのに最低限必要なものを拒否すればそれは死を意味します。ですからそれを拒否する事は出来ません。しかし無駄な物、贅ぜい沢たくな物は無くても構わない。それ故ゆえ、文化に対する人の考え方は多種多様で、自由なのです。そこに生まれる文化を尊重し、その場を維持するのが私達の使命である以上、どんなものであれ否定はいたしません」

「それでも……俺はタラントを捕とらえた事も、ダ・ルマーを潰つぶした事も後こう悔かいはしていません」

「それもまた西南様の選せん択たくであれば、その考えを否定はしません。ただそれは本当に貴方様の選択だったと言えるのでしょうか？」

「え？」

「そもそも海賊との戦いは、西南様の意志で始められた事ではないでしょう？　神かみ木き・瀬戸・樹じゆ雷らい様が貴方様を見み出いだされ、柾まさ木きアイリ様、九く羅ら密みつ美み守かみ様……彼女達の思おも惑わくによって投入された、言わば貴方様は装置のようなものです。いえ……厳密には船の航路設定をする為ためだけの部品、[image: 囮]おとりでございましょう？　貴方様がなさったのは、それを良しとするか否いなとするかの二択たくです。はたしてそれを意志と呼べるのでしょうか？」

「……言われてみれば確かにそうですが、俺にとってそれですら広がった可能性だったんです。それまでの俺がとれる選せん択たく肢しは殆ほとんど無いも同然でしたから」

　雨あま音ねと会う前まではほぼ一本道、それも途と中ちゆうでバッドエンドになる可能性を多分に含ふくんだ道だったのだ。

「だからこそ厄やつ介かいなのです。貴方様ご自身のお力、ＺＩＮＶ、守かみ蛇だ怪け、周りにいらっしゃるご婦人方と、その影えい響きよう力はあまりにも強く大きい。個人で持つには異常な程です。しかし反面、現時点においては、他者の思惑に誘ゆう導どうされやすいのも事実です」

　個々の場面では西南の意志は反映されているが、大きな流れにおいては、西南の意志も考えも無い。そもそもこの場にいる事も珀蓮達の思惑なのだ。

「もちろん当初は力もなく、選択肢は少なかったのでしょう。しかし今は違います」

「それはそうなのでしょうけれど……」

　それはクイス達にも言われた事だ。だが正直西南はまだ考えが纏まとまってはいない。

「すぐにどうこうできなくとも、もう、その事を考えてもいい頃ころだと思いますよ。特に簾座は銀河連盟以上に、各勢力が混こん沌とんとしていますので、珀蓮様達の思惑が大戦を引き起こす事になるかもしれません」

「しかし、俺にはそれを判断する情報がありません」

「それもこれからの課題でしょうね。いかに情報を集め、自身で判断を下すか。それは時として銀河連盟をも敵に回さねばならない事もあるやもしれません」

「エクシトさんは、俺に何をさせたいのですか？」

「やれやれ……これはもうＧＰという組織の弊へい害がいと言うべきでしょうね」

「弊害？」

「ＧＰというのは起こった事件に対処する、受け身の組織です。もちろん防犯という積極的な面もありますが、それも対犯罪に特化したものですから、汎はん用よう性がありません。今後西南様に求められるのは政治的、大局的判断となるでしょう。ですからまずはご自身で判断し、目的意識を持つ事を覚えるべきかと……それと私は文化を収集する一族ですから、その多様性を守りたいと思っておりますが、相あい容いれない部分があると仰おつしやったのは西南様でございますよ」

　エクシトはタラントの生み出す文化を護りたいと思い、西南はそれを拒否した。ならばエクシトが何をさせたいかなどと、安易に聞くべきではないのだ。

「そう……でしたね」

「フフフッ。若い方は純じゆん粋すいで、悪く言えば単純です。意見の相そう違いは誰だれにでもある事ですから、一つ違ちがえば即そく敵、などと考えるのは早計です。もう少し柔じゆう軟なんに、話し合い、時には清せい濁だく併あわせ吞のむ事も重要なのです」

「……ちょっと、時間はかかりそうですが」

「西南様の場合、その時間がない事が多いのが問題ですね。ああ、そうそう。今すぐ出来る事が一つありますよ」

「それは？」

「舞八と同どう衾きんしていただきたい」

「…………」

　一気に内容が砕くだけたのはいい。これがケネス達との馬ば鹿か話なら付き合うのもいいが、エクシトの場合はリアルだ。西南が望めばそれが実現してしまうのが問題なのだ。

「他の娘むすめでも舞貴妃でも。しかし初めてとなると舞貴妃がお薦すすめですよ。未経験同士の初めてというものは、いろいろと失敗も多いですから。私も初体験はある舞姫でしてね……それはそれは手取り足取り、実に親身に優やさしく教えてもらいましたよ」

　何やら頰ほおを染めて懐なつかしそうに遠くを見るエクシトは、それこそ少年のような目をしているが、なにぶんそのでかいガタイが災わざわいして、まるで赤あか鬼おにのようである。

「いえ、それでも結けつ婚こんした身で、他の人と関係を持つのは……」

「地球に『据すえ膳ぜん喰くわぬは男の恥はじ』という言葉があるそうですが、なんでしたら、こちらで奥様方に交こう渉しようしても構いませんよ。お遊びが過ぎた紳しん士し淑しゆく女じよのご家族と、言い訳裁判交こう渉しよう偽ぎ装そう工作を専門とする部門もありますから、ハハハハ！」

「そ、そんな部門が……」

　さすがは娯ご楽らくの殿でん堂どうレセプシー、余計なものまで至いたれり尽つくせりだ。

「せっかくですが、また……次の機会に」

　西南はそう言うだけで精せい一いつ杯ぱいだった。







　霧きり恋こ達のところに会議の結果が伝えられたのは三時間後の事だ。

　一度、休きゆう憩けいを入れ再度テラスに集まり舞貴妃の話を聞いている最中、福ふくとアチャは相変わらず居間でお勉強とお遊び。Ｄはテラスでカレーの試食だが、さすがに量は抑おさえて小皿で種類を食べる作戦らしい。漂ただようカレーの匂においがお茶の雰ふん囲い気きを台無しにしているのは、まあご愛敬というヤツだ。

「西南ちゃんを組み込んだ海かい賊ぞく討とう伐ばつ部隊、ですか？」

「引っ張った挙げ句、意外でもなんでもない結論だな。ＧＰでやってた事と同じだ」

　如何いかにもな結論に、霧恋達は少し肩かたすかしを食らったが、変な任務を言いつけられなかった事に安あん堵どしたのも事実だ。

「皆みな様さまからすれば当たり前でも、簾座からすれば常識破り、というより半信半疑というのが正直なところです。もちろん実証、実績はあるとしても、交流のない銀河連盟での話。それも西南様の異能が頼たよりですから、システムとしてはあまりにも不確実なものです」

「確かに……言われてみればそうですね」

　西南の登用はそもそもアイリの実験部隊という、特殊わがままな状態から始まったものだ。それはアイリ達、哲てつ学がく士であればこその即そく断だんがあったからだ。

「そして残念ながら、そこまであの方達のお立場はお強くありません。ですから小規模の実験部隊という形で運用を始めるのです。ＺＩＮＶ様発見の功績から外れた花櫻の焦あせりもありましたが」

　装備類の供きよう与よが花櫻担当なのはそういう事だ。

「論より証しよう拠こ、ですね。確かにダ・ルマーを壊かい滅めつさせたといっても、目の前で見た訳ではありませんし、簾座で実績を積む方が近道かもしれませんね」

「それもなかなか難しそうよ」

　外の景色を映したモニターをジッと見ていたネージュが独り言のように呟つぶやく。

「ネージュ様？」

「レセプシーの周囲を併へい走そうする艦かん隊たい、それぞれに相手を牽けん制せいする位置取りをしているわ。どう見ても仲良く珀蓮詣もうでに来ただけのようには見えないわね。そもそも彼女達がレセプシーから出ないのもそのせいなんでしょう？」

　さすがに面めん倒どうな立場だったネージュはいろいろと裏事情を察したようだ。

「場合によっては戦せん闘とうも辞さないという事か……なるほど彼女達の功績を良く思わない者達もいるって事ね。あるいは取り上げたいのかしら。海賊討伐実験もスムーズに行くかどうか分からないわね」

「珀蓮様方もその対処に苦労してらっしゃるようですわ」

　舞貴妃の苦く笑しよう顔から、それがどれほど大変かは想像に難かたくない。そもそも銀河連盟では瀬戸とアイリ、美守という暴力的ともいえる後ろ盾だてがあり、アカデミーとＧＰという城じよう壁へきに守られていた。だがこちらでは神騎ＺＩＮＶのいろいろな恩おん恵けいに与あずかろうとする有象無象が大挙して押し寄せ、その事務手続きだけで右往左往しているのだ。

「珀蓮達も、成果を持って帰って来たはいいけれど、ＺＩＮＶのネームバリューが、あまりにもでかすぎて迂う闊かつに動けないって事か」

「いいザマよ。西南君を攫さらったんだからそれくらいの苦労はして欲しいわ」

　美み希きは不服そうに口をへの字にして愚ぐ痴ちった。それとそっくり同じ顔で霧恋が小さく頷うなずいたのを見た雨音は噴ふき出しそうになるのを堪こらえた。

「クスッ。西南お兄ちゃんをレセプシーに預けたのは、連中対策もあったのね」

「耳みみ聡ざとい方々は、ＺＩＮＶのマスターである西南様を、私共でお預かりしているのを知って、こちら経由で、西南様への直接面会要よう請せいも来ています。もちろん全すべて丁てい重ちようにお断りしておりますが、その対応だけでも……」

「閉め出すか、無視しちゃえばいいじゃない」

「その方々全てがお客様なのですから、無下には出来ませんわ」

　目当てが西南とＺＩＮＶであろうとも、レセプシーに来れば、宿しゆく泊はくや食事等、それなりのお金を落とすお客となるのだ。

「ふむ……商売とこちらへの配はい慮りよも兼かねて一石二鳥、といったところね」

「レセプシーを窓口にする以上、相手も配慮し、積極的にレセプシーの施し設せつを使うだろうしね」

「フン！　西南君を看板代わりにして、商売繁はん盛じようで何よりだわね。まあ珀蓮さん達と一いつ緒しよでないだけ、マシと考えるべきかしら？」

「それなりの効果もあるようだしな」

　西南を隔かく離りしたのは、特に厄介で声のでかい、霧恋と美希対策でもある。

「この状じよう況きようで霧恋様達を敵に回しても利はありませんから」

　対海賊を考えるのであれば、将来的には銀河連盟との交流、共同戦線は不可欠だ。その時の窓口になるのは間違いなく霧恋達である。

「あら、私はただの一いつ般ぱん市民よ。霧恋さんみたいにレセプシーを吹ふき飛ばす力なんか無いもの」

「にも拘かかわらず、同等に厄介だと思わせるところが、ね」

　雨音の言葉に同感なのか、ほぼ全員が生温かい笑えみを浮うかべている。実際、タラントを手玉に取り、福ちゃんズの一員となった美希は、現段階では守蛇怪を動かす主導的立場になる事も可能だ。もちろん機能的主導権は福にあるが、精神的なものは美希が上だ。

「つまり、状況は不安定で流動的……レセプシーとしては、そこのところが安定するまでは私達も含めて、西南お兄ちゃんや珀蓮さん達と接せつ触しよくするのを認めたくないのね？」

「私共はあくまで中立的な立場を貫つらぬく必要があります。どのようなお立場の方も受け入れますし、分け隔へだてはいたしません」

　娯ご楽らく惑わく星せいレセプシーには多くの客や公演者が出入りする場ば所しよ柄がら、第三者の目がどこにでもある状態だ。軍事施設ならいざ知らず、ここで秘密を守るのは難しいし、そもそもレセプシーにとって、珀蓮達と霧恋達の問題に深く関かかわる事はタブーなのだ。今こうしてお互たがいの連れん絡らく役となっているのも、あくまで舞貴妃個人の行動である。

「西南ちゃんの身の安全が保証されているのであれば、こちらとしても大人しくしてるのはやぶさかではありませんが……」

「もちろん西南様には、ご不自由のないよう世話係を付けておりますのでご安心を」

「世話係？　もしかして舞八って娘こを、ですか？」

「ホホホホ」

　舞貴妃はにこやかに笑っているが、明らかに腹に一いち物もつ持っている笑みだ。

「クッ！」

「うわ……意外な所に落とし穴だ、いや獣けものの巣穴があったよ……」

　舞貴妃に無言で詰つめ寄ろうとした霧恋と美希を、雨音達が一いつ斉せいに押さえ付けた。

「やれやれ……娯楽惑星レセプシーは現在、いつ爆ばく発はつしてもおかしくない火薬庫みたいな状態よね」

「その火気厳禁の所で、ここのお偉えらいさんが火付けの真似まね事ごとをしてるんだからなぁ……」

　霧恋を全力で押さえつつ、雨音は半分呆あきれ顔で舞貴妃を見つめる。だが舞貴妃はどこ吹く風だ。

「ここにはいろいろな国からのお客様がいらっしゃいますから、よくある事ですわ」

「よくある、ねぇ……でも無責任な野や次じ馬うま共を喜ばせるのも癪しやくよね。だから霧恋と美希さんは自重してね」

「「分かってるわよ！」」

　よく似た二人は、解放された途と端たん、衣服についた埃ほこりを叩はたきつつ、まったく同じポーズと表情で恨うらめしそうに雨音達を見た。

（マジ、姉し妹まいって感じだよなぁ）

　特に西南絡がらみのトラブルへの対応となるとよく似ている。雨音達は再び噴き出しそうになるのを堪えた。ここで笑うとまた意固地になりそうなので必死だ。

「クスッ……それでも西南様との同衾に関しては、真ま面じ目めに許可していただきたいと思っております」

　しかしそんな雨音達の努力に水を差す、いや収まりかけた火事にガソリンを投入するような発言を舞貴妃がしたのだ。

「西南ちゃんは種馬じゃありません！」

「政略結婚も同じ事ですよ。よろしければ私がお相手をして、いろいろと教えて差し上げるのもいいと思いますが？　瀬戸様からそういうお話はありませんでしたか？」

「うっ!?」

「ちょっと霧恋さん！　それ本当？」

　言葉につまった霧恋を見て、美希が摑つかみかからんばかりに顔を近付ける。

「西南ちゃんがそういう立場になってしまった、という意味合いで仰おつしやった事よ」

「どちらにしろ、順番からすると霧恋が一番なんだから、美希ちゃんが気にする事じゃないんじゃないの？」

「部外者のおばさんに喰くわれちゃうのが許せないのよっ！　それなら月つき湖こさんにお願いした方が遥はるかにマシよ！」

「ちょっと！　何故そこで母の名が出て来るのよ？」

「まあ確かに、それなら私もＯＫだわ」

「雨音っ！」

「美希様、おばさんという呼こ称しようは酷ひどいですわ」

「じゃあ妖よう怪かいおばさん」

　美希の表現がツボに入ったのか、全員が笑いを必死に堪え、舞貴妃も自覚があるのか、『ホホホ』と上品な笑い声をあげたが目は笑っていない。

「やれやれ……どちらにしろ、この状態が長引くのは危険だな」

　霧恋＆美希と舞貴妃の暗あん闘とうに、雨音はちょっとウンザリとした顔で天を仰あおいだ。

「あら、私達より福ちゃんの方が問題だと思うけど？」

「それでしたら雨音様、福様とアチャ様であれば、直接面会をする事は可能ですよ」

「あっ、そりゃありがたいッスね。福も多少の分別がついて来たとはいえ、あまり長い事西南に会えなきゃ、それこそ危険だ」

　状況が長期化すれば、さすがに福も西南と通信するだけでは収まりがつかなくなるおそれがある。時折でもいいから、思いっ切り甘えさせて適度にガス抜ぬきをしておくべきだろう。

「お二方なら監かん視しの目も緩ゆるいですし、銀河連盟側との接触と警けい戒かいされる危険も少ないですからね」

「ああっ！　それなら私達も変身して会えばいいって事じゃない！」

「クッ！」

　名案とばかりに破顔する美希を霧恋が恨めしそうに睨にらんだ。

「残念ですが、現在、美希様、キルシェ様、Ｄ様は変身出来ないようになっている筈はずですが？」

　美希の嬉き々きとした言葉に、舞貴妃はシレッとした表情で冷や水を浴びせるように言った。いい仕返しが出来たとばかり、目は笑っている。いつもならちゃんと自制が出来るのだが、或あるいは意図的なのかも知れないが、己おのれの心情を隠かくそうとはしないようだ。

「えっ？　マジ？」

　美希は何かをしようとしたものの、一いつ瞬しゆん、眉み間けんに皺しわを寄せただけに終わった。

「あっ、変身できない!?　ちょっと、キルシェはどう？」

「私も変身出来ません」

「Ｄは……まあいいわ。私達が無理ならあの娘こも同じでしょう」

　幸せそうにカレーを頰ほお張ばるＤを見て美希はさっさと顔を背そむけた。美希とキルシェがダメなら他も推して知るべし、である。

「でも一体どうやって!?」

「クスッ、鷲羽わしゆう様から阻そ害がいコードを」

「ちょっと！　そんな大事な事を気安くこんな妖怪おばさんに教えていい訳？」

「ご安心を、阻害コードはレセプシーにいる時、限定での事ですから。それ以外の場所ではこちらの発信には反応いたしません。ああ、でももちろんここに皆みな様さまがいらっしゃる間は、絶対に解除しませんが」

「クッ！」

　勝ち誇ほこったような舞貴妃に美希は顔を歪ゆがめた。何やら舞貴妃の精神年ねん齢れいが、美希達に近付いているようだ。或いは彼女もアイリや瀬戸の類友なのだろう。

「ああ、もちろん解除を対価に、西南様との関係を強要する気はありませんから、どうぞご安心を」

「ああ、そりゃ助かるわ」

　雨音達第一陣じんは舞貴妃の言葉に安あん堵どし、大きく頷いた。

「等価交こう換かんにすらなってないわよ！　私だってその妖怪おばさんより霧恋さんの方がいいと思ってるわよ！……ったく」

　嬉うれしそうにアチャと子供番組を観ている福の楽しげな様子を見つつ、美希は早期段階での解決を諦あきらめた。どちらにしろ鷲羽に文句を言っても糠ぬかに釘くぎ、蛙かえるの面つらに何とか、というやつだ。まあ猫ねこウサギの姿はいろいろと楽しいので、それだけが残念だった。

「でも……福ちゃんに関しては万が一があるわ。いっそ鷲羽様の方で守蛇怪の機能をロックして貰もらえないかしら？」

　何と言ってもまだ福は幼い。西南を恋こいしがり、衝しよう動どう的に船体を動かす可能性が無いとは言えない。福の幼さ、未熟な精神に対し、あまりに破は壊かい力、影えい響きよう力が大きいから厄やつ介かいだ。これは西南以上に頭の痛い問題だ。

「ねえ美希さん、キルシェさん、貴女あなた達で船を止められる？　阻害コードの影響は？」

「ん[image: ～][image: ～]。……そちらの方は何とかなると思うわ」

「福ちゃんはまだ幼いですから、三人でなら阻そ止し出来るかと思います」

「そう……万が一、その時はお願いね」

　キルシェの答えに、霧恋はホッとしたように舞貴妃を見み据すえる。

「それと……念の為ために言っておきますが、貴女と西南ちゃんとの関係を、私達が承しよう認にんする事は出来ません。ただ……」

　霧恋は一度言葉を切り、雨音達の方を一いち瞥べつして話を続けた。

「舞八さんとの事に関しては、西南ちゃんに任せます」

　その一瞬で雨音達と言葉を交かわした訳ではないが、雨音達からも異論は出なかった。

「承知いたしました。舞八との事は私も急ぐつもりはありませんし、それを強要もいたしません。それこそ、無ぶ粋すいですからね」

「そうですか」

　霧恋はホッとしたように息を吐はくと、外の景色が映し出されたモニターを見た。その凄すさまじい数が、ＺＩＮＶという存在が簾座にとって特別だという事を改めて強く感じさせる。これからも西南に対して女性をあてがう事態は増えるだろう。もちろん霧恋達はそれを受け入れている。西南もそこの自制心はかなり強い方で、勢いに負ける事はないだろう。だからこそその相手は、霧恋達自身で見み極きわめたいと話し合っていたのだ。

「……それで、珀蓮達の実験部隊はいつ頃ごろ稼か働どう予定なのですか？　レセプシーが中立地帯である以上、実験とはいえ海かい賊ぞく討とう伐ばつを始めるのであれば、活動のベースを移す必要があるのではありませんか？」

　霧恋はレセプシーが中立を維い持じするなら、海賊討伐部隊をここに置いておく事は出来ないと考えた。そして討伐部隊がレセプシーから離はなれるとなると、西南は完全に霧恋達の手の届かない場所に行く事になる。もちろん永遠の別れという訳ではないが、何かあった時に駆かけつける事は不可能となる。

「そこはご安心を。ベースはレセプシーに置かれる事が決定しています」

「えっ？　でもここは……」

「レセプシー内と一定規模の宙域内での戦せん闘とう及およびそれに類する行こう為いは禁止ですが、ここをベースにする事に問題はありません。そもそもここには敵対する組織や国の方々が大勢いらっしゃいますし、ホテルの一室を事務所として使っている場合も珍めずらしくはありません。過去、海かい賊ぞくの方がベースにしてらした事もありますので」

「それは私達がここで、政治的な活動をする事も可能という事ですか？」

「禁則事じ項こうに抵てい触しよくしない限りは。もちろん貸し出されるスペースは限定されますし、賃料もかなり割高ですので、国家単位でなければ基地ベースとして使うのは難しいですね」

　どちらにしろ使えるとすれば情報収集程度、実際の戦せん闘とう活動は抗こう争そうの規模が大きくなれば禁則事項に抵触する可能性も高くなる。西南の能力がいかんなく発揮される事態となり活動が本格化、そして大規模化すれば、さすがにベースをレセプシーから移動させなければならないだろうし、ここに置く理由もなくなる。

「どちらにしろ時間はあまりなさそうね」

「あの……私達がここに宿しゆく泊はくするのはいつまで可能なのでしょうか？　瀬戸様はしばらく遊んでいるように仰いましたが、さすがにいつまでもというのは……」

「ああ、そうね」

　キルシェの一言に、霧恋は頷うなずいた。予算に関しては瀬戸持ちで構わないだろうが、こんな贅ぜい沢たくな場所にいつまでも居て、経済観念を狂くるわせるのは躊躇ためらわれる。

「もう少しランクを落としてもいいわね。場合によっては拠きよ点てんもいくつか欲ほしいし、その場合の費用も概がい算さんでいいので早めに欲しいわ」

　霧恋は樹雷皇族となった段階で一級開発状態の惑わく星せい一つが領地となり、そこからの税収の一部が収益となっている。もちろんそれをそのまま使える訳ではないが、それでも個人的な交際活動費は地球の大国の国家予算並に使える。そして雨音やリョーコ、ネージュも十分な予算を持っているが、それでも無む駄だ遣づかいは敵である。

「守蛇怪に住めばいいじゃない。あそこならもっと広いし、タダよ」

　一番の締しまり屋である美希が嬉々として答える。

「それだって船せん舶ぱくの停てい泊はく費用は必要よ。それに今後の活動内容を考えると、やはりレセプシーの中に活動拠点を複数箇か所しよ、欲しいわ」

　守蛇怪はそれそのものがトップシークレットだ。もし誰だれかと会談を行う場合など、気軽に他者を招き入れる事は出来ない。

「この場所は瀬戸様が永久宿泊権をお持ちですから、ご心配なく」

「それは食費込み？」

「速そつ攻こうで聞く事がそれ？」

「もちろんです。日用品も備え付けの物はご自由に。衣い装しようなどもレンタルであれば予算内に入っております。それに護衛等の事も考えますと、こちらを活動の拠点にしていただく方が、こちらとしてもありがたいのですね」

「こんな場所を使えるのは嬉しいけど、いまいち釈しやく然ぜんとしないんだよなぁ。慰い謝しや料りようと考えてもいいけれど、クソババアの掌てのひらの上ってのがなぁ……」

「リョーコさんの言葉じゃないけれど、愛いとしい旦だん那な様と別居状態じゃあ、贅沢も虚むなしいだけよね」

「ああネージュ様。その件についてなのですが、瀬戸様からご伝言で『式が途と中ちゆう止めだから、まだ夫ふう婦ふじゃないわよ』だそうで」

「「「「えぇっっっ!?　ああっ！」」」」

　その場にいた全員が驚おどろきに目を見開き、更さらにそれが事実である事に気付いた。

「そ、そうだった……」

　結けつ婚こん式内での宣せん誓せいと式法官の承認がなされて初めて夫婦として正式に認められる。もちろんこの世界ではそこまで夫婦という形が絶対的ではないし、法律上でも結婚していようと内ない縁えんであろうと、権利関係の差はない。ただやはり霧恋達は立場上、正式に結婚した方が世間に聞こえがいい。

　そしてそれ以上に、重要人物となってしまった西南に余計な虫が集たからないように牽けん制せいする意味もあるので、正式な婚こん姻いん関係があるという事実は重要だ。

「……という事は、福ちゃんズである私達の方が立場としては上だと」

　それまで我関せず、といった感じでカレーを食べていたＤが、いつにも増してしっかりとした口調で言った。

「「「「…………」」」」

「ああ、なるほど。福ちゃんとその補助的役割の私達は、そもそもが西南君の持ち船、パートナーだものね」

「「「「…………」」」」

「Ｄさん、美希さん……それはさすがに」

　啞あ然ぜん無言となった霧恋達に、さすがにキルシェは困こん惑わく顔だ。少し離れたフカフカのソファーの上で、子供向けコメディーの舞ぶ台たい中ちゆう継けいを観みながら、キャッキャと喜んでいる福とアチャの声がやけにその場の空気をもの悲しくしている。

（まるで離り婚こんが決まった夫婦の横で、何も知らずにはしゃいでいる子供の図、といった感じかしら？）

　舞貴妃はそう思ったものの、さすがにそれを言葉にも表情にも出す事はなかった。

「それに現段階では珀蓮さん達にアドバンテージがあるのは変わりませんよ。実験部隊が稼か働どう状態になれば間ま違ちがいなく、そこに西南さんと珀蓮さん達が合流するのですから。それに対して私達は何も出来ません」

　その場の空気を何とかしようと、キルシェは必死だ。美希とＤが半分冗じよう談だんでからかっているのは分かるが、万が一にも霧恋達対福ちゃんズの対立構造を生む訳にはいかない。ただでさえ不安な中、冗談が本気の喧けん嘩かにならないとも限らないし、そんな事にでもなれば彼女の神経が保もちそうにない。

「しまった！　それを忘れていたわ」

「やれやれ……あのクソババアもよくよく面めん倒どう事ごとを起こしてくれるわ」

「そうなると、やはり私達も簾座にちゃんとした活動基き盤ばんが欲しいわね」

　キルシェの切なる願いは見事成功し、霧恋達は無む駄だな言い合いを止めて対策を練り始めた。

「守蛇怪が簾座宙域を動けるのが理想だけれど、霧恋さんの瑞みず輝きを偽ぎ装そうしてベースとする事も考えるべきね。確か守蛇怪に載のせているのよね？」

　霧恋の瑞輝はまだちゃんとした外装が無い。どちらにしろ守蛇怪とリンクをする際には外装が邪じや魔まになるので、まだ製作案の段階だ。故に、守蛇怪に搭とう載さいされたままだ。

「ああっ！　もういろいろと面倒っ！」

　美希は苛いら立だったように髪を搔かき毟むしる。

「そんな遠回りをしないでも、そこで涼すずしい顔をしている妖よう怪かいおばさんが囲ってる西南君を、さっさとこちらに渡わたしてくれれば、すぐに帰れるじゃない。守蛇怪は小型艦かんなんだから、大型の輸送艦に載せて公海宙域まで出れば、簾座にだって知られずに済むわ」

「…………」

　珍しく舞貴妃が無言のまま美希の言葉を無視している。と、それをジッと見ていたネージュは何かに気付いて苦く笑しようしたのだった。

「クスッ」

「何がおかしいのよ？」

「性格的にはよく似ているけれど、やはりここが経験と立場の差というものね」

「悪かったわね。どうせまだケツの青いガキですよ」

「そう怒おこらないで。言ったでしょう？　『経験と立場の差』だって」

　ネージュは笑えみを浮うかべつつ美希の隣となりに座った。雰ふん囲い気きとしては孫をあやすお祖母ばあちゃんといった感じだが、外見的には姉と妹だ。

「解決策としては美希さんの提案が一番単純で手っ取り早いのは確かだわ。美希さんの立場なら、それが最善に近い案よね。そしてレセプシーとしても、それを否いなとは言えないのでしょう？」

「……私個人としてはいろいろな思おも惑わくもありますので、ハイとは言えませんが、レセプシーとしては、その要よう請せいを拒きよ否ひは出来ないでしょうね」

　ネージュの問いに、舞貴妃はシレッと答えた。

「「「「ええええええええっ!?」」」」

　そのあまりの内容に、ネージュを除く全員が、驚いて舞貴妃を見つめた。

「私は役員の一人であってレセプシーの全権を握にぎっている訳ではありません。西南様がその意志に反して連れて来られたのは分かっておりますので、霧恋様からの正式な返へん還かん要よう請せいがあれば、それに対応しなければなりません」

「クッ！　わざと黙だまってたわね」

　情報は聞けば全すべて開示されるとは限らない。相手方の都合の良いよう取捨選せん択たくされる事もあるのだ。そしてそれが噓うそである事も珍しくはない。

「舞貴妃殿どのもクソババアの同類って訳ね」

「とはいえ、『本当にそれでいい』のですか？」

　舞貴妃は悪びれもせずニッコリと微笑ほほえんだ。

「ああ、そういう事」

　霧恋達もその意図に気付き、自身の未熟さを感じて天を見上げた。

「つまり瀬戸様がしばらくこちらで遊んでいるようにと仰おつしやった以上、私達はここで何が出来るか考えないといけないのでしょうね」

「何の為ためによ？」

「西南ちゃんと一いつ緒しよに居る為よ。純じゆん粋すいな地球人である西南ちゃんが、天文学的確率で宇宙に上がって、これまでに遭そう遇ぐうした事を考えれば、今回の事だって成るべくして成った、起こるべくして起こった事と言えるわ。それをいつも回かい避ひ出来る訳じゃないわ」

「つまり西南君を支える以上、私達だけで何が出来るか試ためされているという事？」

「瀬戸様と付き合うという事はそういう事なのよ。私も混乱していたから、人に偉えらそうに言えないのだけれどね」

　霧恋は苦笑しながら、今回のカラクリに気付いたネージュを見た。

　自身も瀬戸との付き合いはそれなりにあり、経験も積んできたつもりだが、それでもまだまだネージュに比べればケツの青い小こ娘むすめだ。

「私も気付いたのはついさっきよ。それだけ西南お兄ちゃんとの結婚が、幸せな出来事だったって事ね。それより、そろそろ結論を出しましょう」

　と、ネージュは視線を、一番簡単でかつ具体的な解決法を言い出した美希に向けた。

「さっきの意見は撤てつ回かいするわ。ここは経験豊富な第一陣じんのお姉様方にお任せしたいのだけれど……」

　美希はそう言いつつキルシェに意見を求めるよう視線を向けた。キルシェは直すぐさま小さく肯うなずき、いまだカレーを頰ほお張ばるＤは一いつ瞬しゆん手を止め、美希の方を一いち瞥べつして直ぐさま食事を再開した。

「……という感じかしら？」

「私もここは霧恋に任せるよ。リョーコは？」

「私もです。どちらにしろ結論は同じでしょうから」

　雨音とリョーコも霧恋に従う意志を見せた。もちろんネージュもだ。

「了りよう解かい」

　霧恋は頷うなずくと少し間をおいて舞貴妃に顔を向けた。

「西南ちゃんの場合、最悪を予想するべきでしょうね……となると、西南ちゃんとＺＩＮＶをこのまま連れ帰れば、簾座連合そのものが、最悪、反銀河連盟となる可能性があるという事ですよね？」

「海かい賊ぞく支配が強固になれば、その可能性はあるでしょうね。少なくとも珀蓮様達のお立場はかなり危あやういものとなるでしょう」

「……それはさすがに寝ね覚ざめが悪いですね。こういう事態を引き起こした張本人達とはいえど、彼女達も苦しい戦いを共にくぐり抜ぬけてきた仲間ですから」

「一発、ひっぱたいてやりたいけれどね」

「クスッ、そうね」

　全員がにこやかに深く頷いた事で、霧恋側の意見の統一がなされた。

「それなりに結論が出たようですから、私はこれでお暇いとまさせていただきます。こちらへの転送キーコードを発行いたしますので、守蛇怪とこの場所の行き来にお使い下さい」

　優ゆう雅がに一礼し、出て行く舞貴妃の後ろ姿を見ながら霧恋達は脱だつ力りよくしたように大きな溜ため息いきを吐ついた。

「小娘共に説教しに来たお節せつ介かいおばさん、といったところね」

「いろいろ経験を積んで、覚かく悟ごもしていたつもりだったんですけど……」

「軽くお尻しりを叩たたかれちゃったようですね」

「なによ、やっぱり妖怪おばさんじゃない」

　美希だけはまだ釈しやく然ぜんとしないようだが、何だかんだで霧恋達の中で、福とアチャに次いで年ねん齢れいが若い彼女は、まだまだ少女なのだ。

「……紆う余よ曲きよく折せつはあったけれど、一応の合格点は貰もらったという事ね。まあ少し頭を冷やして活動開始よ」

　霧恋達は苦笑しつつ、メイドにお茶のおかわりを頼たのんだのである。








４「稼か働どう・新たなる出会い」









　珀はく蓮れん達はレセプシーの中でも、最大規模のレンタルスペースに築かれた簾れん座ざ王族専用の宿しゆく泊はく施し設せつ、大だい宮きゆう殿でん『天てん遊ゆう苑えん』の敷しき地ち内にある五つの小さな離り宮きゆうの一つ、『蕾らい櫻おう』に住んでいた。

　離はなれた場所に見える本宮殿とは対照的に、質素な造りで、ヨーロッパの田舎いなかの邸てい宅たくといった感じだが、珀蓮達四人と十名ほどの使用人が暮らすには十二分な広さがある。

「そう……ありがとう」

　中央に大きめの囲い炉ろ裏りのある居間で、珀蓮はこの家常じよう駐ちゆうの執しつ事じから報しらせを受け取り、安あん堵どしたように頷いた。執事はそのまま退室し、居間には四人のみが残された。

「私達の要請が大評議会で仮かり承しよう認にんされたわ。本宮殿の運営人員もこちらの選別した人がレセプシー経由で派は遣けんされて来るそうよ」

「これで西せい南な様とＺＩＮＶジンブ様の、簾座宙域内での活動が許可された事になるわね」

　居間の窓からは木々で何も見えないが、そちらの方向に大宮殿はある。

　そこは過去、簾座の始祖王達が特別に造らせた宮殿で、贅ぜいを凝こらした造りは霧きり恋こ達の居る場所など及およびもつかない豪ごう華かさだ。しかも各種アトラクションや公演を行う事の出来る大だい舞ぶ台たいに執しつ務む室や会議場までもがあり、二万人ほどの人間が暮らせるような広さがある。だから珀蓮達が活動のベースにするには打って付けの場所なのだ。

「これであの方達を黙らせられますね」

　火か煉れんはホッとしたように言った。

　この場所は本来ならば、主要五家の当主、次期当主と確定した王子でなければなかなか使用許可が下りないのだが、今回は、神騎マスター宿泊という名目で長期使用が許されている。そもそも大宮殿は滅めつ多たに使われる事はなく、数年に一度くらいのペースで離宮が使われる程度だ。そしてその間は管理者という名の、一部王族が占せん拠きよしている状態ったのだ。

「金食い虫のヒキニートの掃そう除じに使われたのは釈然としないけれど、おかげでこの場所が使えるのだからいいとしましょう」

　現当主の兄弟やいろいろと問題のある王族が、政治に口を出さない代わりに、ここで優雅に暮らしていたのだ。そして今回の事を口実にその邪魔な有象無象共は、その連中を好ましく思わない次期当主候補達に追い出されたという訳だ。

「次期政権の為の掃除に利用されたのだから、せいぜい利用させて貰えばいいのよ」

「その中に貴女あなたも入るのだけれどね、次期磨ま水すい様」

　火煉の突つっ込こみに玉ぎよく蓮れんは少し肩かたを竦すくめただけだ。

「天遊苑に西南様をお迎むかえする為に、大おお掃そう除じをしただけよ。データベースへのアクセスコードが届き次し第だい、準備に入るわ。いつまでも些さ事じにかまけている暇ひまはないわよ！」

「忙いそがしくなりそうね。こうなると霧恋様達に手伝っていただけたら、って思うわ。こうやって離れてみて痛感するけれど、本当にあの方達は得え難がたい才能よね」

「それに加えて守かみ蛇だ怪けと瑞みず輝き様でしょう……けれど銀河連盟でもトップクラスの超ちよう技術の塊かたまりを……ハイエナ連中の手の届く所にちらつかせるのはさすがにね」

　ただでさえＺＩＮＶという、簾座の上層部やその他有象無象が目の色を変えて欲ほしがっている存在があるのに、その上、守蛇怪と第二世代の皇家の樹きともなれば、どんな手を使ってでもその技術を手に入れようとする者達が、今以上に、更さらに過激な手を使って群がって来るのは明白だ。

「そうね。レセプシーから少しでも出た途と端たん、領宙侵しん犯ぱんと不法入国で拘こう束そくするくらいはやるでしょうし、そうさせるようにもっと過激な手も使うでしょうね」

「霧恋様なら、連中の手に容易には引ひっ掛かからないでしょう？」

「レセプシーの方も、中に潜ひそんでいる銀河連盟関係者達も、そこら辺の所は目を光らせている筈はずでしょうしね」

　霧恋達が簾座に拘束でもされたら、さすがに銀河連盟も黙っては居ない、というより樹じゆ雷らいが危険だ。とにかく霧恋は樹雷でも人気が高い皇族だ。瀬せ戸との部下として有能であり、西南の妻筆頭。第二世代のマスターと、樹雷の皇族の中でも貴重な存在だ。

「もし連中が迂う闊かつに手を出したらと思うと、頭が痛いわ。もちろん霧恋様は自重して下さるでしょうけれど……守蛇怪、福ふくちゃんが……」

　やはり珀蓮達の不安も福だ。

「下手に魎りよう皇おう鬼きちゃんまでやって来たらと思うと、ゾッとするわね」

　少なくとも二艦かんの、第一世代クラスの戦せん闘とう艦が大暴れする可能性がある。

「警けい戒かいは必要だけれど、もしもの事よりも今後の事を考えましょう」

「今後……私、西南様をさっさと色いろ仕じ掛かけで籠ろう絡らくして、翠すい霊れいに連れて来いと言われています。でなければ他の姉姫ひめ、妹姫を派遣すると……」

　翠すい簾れんがポツリとそう言った途端、全員が思わず苦く笑しようした。

「上位世代の皇家の樹、その意味を知らない連中も多いのよね。これからその対策もしなければならないかと思うと頭が痛いわ」

「クスッ……これほど、あの番犬様が頼もしいと思った事はないわね」

　おそらくどこかで霧恋がクシャミでもしているだろう。

「女官の秘話通信がロックされていなければ、ご相談くらい出来るのですが……」

「自分達でどうにかしろって事でしょう？　それに瀬戸様としても、霧恋様達がどう動くかを見たいのでしょうしね」

「相変わらず厳しい方ね。とにかくこちらはこれで西南様に堂々とお会い出来るから、早速お迎えして準備を始めた方がいいわね」

「ええ。ここでのんびりする生活も悪くはないのでしょうけれど、動きましょう」

　珀蓮の言葉に全員が頷き、立ち上がった。







　珀蓮達が動き出したのと同時に、霧恋達にも動きがあった。

「皆みな様さま、御ご要よう望ぼうにございました拠きよ点てんの用意が出来ました。つきましては今後は彼女が、皆様の事務的代行を行う執事代表となります」

　舞ま貴き妃ひと共にやって来たのは、執事服を着た糸目でいかにも事務職といった容よう貌ぼうの、三十代の女性だ。ただその立ち居振ふる舞まいは精せい悍かんで、かなり鍛きたえられた感じだ。

「皆様の事務関係の執事を務める事となりました。マーシ・ディプロスと申します。どうぞお見知りおき下さい」
















「彼女の所属はレセプシーですが、本ほん籍せきは簾座連合にありますので、レセプシー外への出張も可能となります」

「じゃあ？」

「はい。珀蓮様達の計画が簾座連合評議会で仮承認され、実質稼か働どう状態に移されました。この時点で皆様のレセプシー内での行動は解禁となりますが、個人的な場所以外での行動は警護の問題もありますのでマーシを通していただきます。それと申し訳ありませんが、やはり珀蓮様方や西南様との面会、接せつ触しよくは控ひかえて下さるようお願いいたします」

「仕方がないわね。一朝一夕には無理なのは分かります」

「ありがとうございます。それと皆様の資産口座がレセプシー内に出来ました。これ以降レセプシー内と簾座宙域でも無制限使用が可能となっております」

「簾座でも使えるのですか？　それはありがたい話ですが……当然、私達は外に出る事は出来ないのでしょう？」

「ええ、それは無理ですが、活動の幅はばは広がったと思いますよ。では皆様、ごゆっくりと娯ご楽らく惑わく星せいレセプシーをお楽しみ下さい」

　舞貴妃はマーシを残して退席した。どちらにしろ舞貴妃には舞ぶ台たいもあり、霧恋達に長々と関かかわる時間はない。

「ねえ霧恋さん。あの妖よう怪かいおばさんの紹しよう介かいした人なんて、信用出来るの？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。この人は元瀬戸様の部下で私も知っている人だから」

　霧恋の溜息交じりの言葉に全員がマーシの顔を凝ぎよう視しする。ネージュですら少し呆あきれた感じだ。

「お久しぶりね、霧恋さん。まさか皇族所縁ゆかりの方だとは思いませんでしたわ」

「こちらこそ、まさか簾座関係の方とは、思いませんでした。でも私達と行動をするとなるとせっかく伏ふせていた立場が表に出る事になりますが、よろしいので？」

「私の使命は終わりましたから、これからは堂々と表で活動出来ますのでご心配なく。正直、私もこうも早くお役から解放されるとは思いませんでしたが、これも西南様のおかげでございます」

「そう……ですか」

　マーシが簾座のスパイなのか二重スパイなのかは分からないが、恐おそらくこれも瀬戸が手配したのは間ま違ちがいない。どちらにしろ表に出たスパイにさほどの価値はない。もちろん瀬戸の部下としての能力と、いろいろな伝つ手てをフル活用してくれる筈なので、全く知らない人間を付けられるよりは安心だ。

「ではマーシ先せん輩ぱい……」

「これよりはマーシとお呼び下さい、霧恋様」

　マーシは姿勢を正し、深々と一礼をした。ここから主人と使用人の関係になるのだ。規模はまだまだ小さいが、霧恋達に手足となって動いてくれる部下が出来たのは大きな前進といえる。

「ではマーシさん。早さつ速そく仕事の話なのだけれど……この案内用のパンフレットには、来客者主しゆ催さいのプログラムも多いようですね？」

「はい。フリー参加のパーティーなども連日催もよおされていますし、皆様の事を知った方達からもご招待したいとの打だ診しんが多く寄せられています」

「……そう、悪くない状じよう況きようね」

「結局、そっから始めるしかないか」

　雨あま音ねとリョーコ、ネージュは驚おどろきから立ち直り、既すでにいくつかチェックの入ったパンフレットを覗のぞき込んでいる。

「マーシさん、そこのところの情報は貰もらえるのかしら？」

「はい。既にこちらでも簾座のＶＩＰに詳くわしい者数名と、ピックアップをしたデータを作成しております」

　と、霧恋の前にリストが表示される。

「……なるほど。それとフリーの情報屋も紹介して貰えるかしら？」

「そちらのリストも添てん付ぷしております」

「……さすがに用意がいいわね。助かるわ」

「ダテにあのクソババアの部下をしていた訳じゃないって事か。最初はどうなるかと思ったけれど、そこまで意地悪でもなかったか」

「これも霧恋様方が答えを出したからでございますよ。でなければ私の出番はなかったでしょう。……ああ、そうですわ！　舞貴妃様より、興味がお有りでしたら、演者側になる事も出来ますよ、との事です」

「演者側に、ねえ」

　舞貴妃が面と向かって言わなかったのは、いろいろと勘かんぐられるからだ。特に美み希きは同どう衾きんネタのせいか、舞貴妃を目の敵かたきにしている感が多々ある。

「公開オーディションをしている所も多く、フリーのプロ俳優以外にも応おう募ぼする素人しろうとのお客様も多くいらっしゃいます。皆様であれば、どこででも歓かん迎げいされる筈ですよ」

「そんな素人芸をレセプシーで上演出来るの？」

「そういうプログラムも多いですよ。それに中にはプロ顔負けの方もいらっしゃいます。そういった玉ぎよく石せき混こん淆こうも文化の一つだそうですよ」

「とはいえ、いきなりそういう形で名を売るのは勘かん弁べん願いたいわね。だけどいろいろなパーティーに積極的に参加するのは決まりね」

　霧恋はマーシから簾座の有力者、あるいは商人、協力者などの情報を得、招待の来ているものと、自由参加、そして舞貴妃達の伝手で参加可能なものを再度ピックアップして行く。

「結局、伝手作りを一から始めるしかないのね。まあみんなそれなりにネームバリューがあるから助かるけれど」

「とにかく簾座での活動基き盤ばんを構築するには人脈ですものね。霧恋様は樹雷皇族、雨音さんは元トップモデルでカウナックのご令れい嬢じよう……」

「リョーコさんは元海かい賊ぞくのバルタ国姫」

「リョーコ様は海賊ギルド『バルタ』元総そう帥すいのお孫さんと紹介された方が通りはいいと思います」

　マーシはエルマの姿でチェックしているリョーコに苦笑した。

「でも招待打診を見ると、バルタ国王女様宛あても多いわよ」

「レセプシーにいるからこその情報の早さね。ネージュ様はメルマスのカリスマ巫女みこ様だから当然として、Ｄさんへの招待が一番多いのは驚きね」

「何といってもＺＩＮＶ様とご一いつ緒しよに目覚めた、大先史文明時代の生き証人ですから、特に簾座では注目を集めていらっしゃいます」

「カレーパーティーなら参加したい」

「……そ、そうね」

　まあ実にＤらしい選せん択たく条件だ。

「あのねＤ、さすがにそんなパーティーは……」

「美希さま。簾座にはカレーやそれに似た料理が多いのですよ。バイキング形式のパーティー料理には、かならず付いている定番料理なんです」

「マジ？」

「何とそれは素す晴ばらしいです！」

　まさに食い付かんばかりに身を乗り出したＤは参加する気満々だ。いつもは無表情な瞳ひとみがキラキラ、いやギラギラと輝かがやいている。

「巨きよ大だい人型兵器の事といい、簾座連合って大先史文明からの流れが色いろ濃こく残っている感じよね」

「カレーは正義です！　大先史文明初期でも人気の料理でした。私とＺＩＮＶが眠ねむっている間に、銀河を席巻した料理になっていたに違いありません！」

　ダンッと、Ｄはイスの上に立ち、力説を始めた。

「……まあ、参加する気になってくれたのはいいけれど、食べる方が目的で人脈作りをする気が無さそうってのは問題かもね」

　パーティーで料理に執しゆう着ちやくするという事は『壁かべの花』同様に、一種の引き籠こもりだ。

「さすがに一通り食べて、お腹なかがいっぱいになれば、話くらいは……」

「もうここに用はないとばかりに、さっさと帰っちゃうと思うわよ」

「美希さん、失礼ですね。ちゃんと『ごちそうさま』くらいは言います」

　霧恋と美希のひそひそ話にＤは胸を張って自信満々で答えた。

「どう思うよ？　あれ」

「複数で参加する場合はいいでしょうけど、効率よく多くのパーティーに参加するなら一人一人分かれた方がいいのだけれど……」

「その時には私が付き添そいをすればいいのでしょう？　キルシェだって名指し招待がある中で、私だけ一通もないものね」

「美希さんの素す性じようを知れば、興味を持つ方は多いと思いますよ」

「別に気にしていないし、面めん倒どうなだけだから私はＤのオマケでいいとして、福ちゃんとアチャはどうするの？　ここには大勢職員がいるし、あの子達は人見知りはしないからまだマシだけれど、それでも知らない所に二人っきりというのは可か哀わい相そうじゃない？」

「最初は全員参加で行こうと思っているから、その後は臨機応変でいいと思うわ。それにあの二人はまだ小さいから、あまりあちこちのパーティーに付き合わせるのは逆に可哀相よ。夜のものも多いし……あと、アチャは学校もあるわ」

「あれ、こちらで通信教育が可能なの？」

「レセプシーには家族連れで長期滞たい在ざいする方も多いですから、託たく児じ施し設せつや教育環かん境きようも整えられております」

「なるほど……マーシさんに聞くのはなんだけれど、そちらのスタッフ、警備関係は信しん頼らい出来そうなの？」

　特にアチャは学校に行くのなら、また別の心配がある。

「舞貴妃様の直属の使用人ですので、身元は確かでございますよ。瀬戸様やアイリ様の防犯システムと比べるのはさすがに酷こくですが、Ｂプラスといったところです」

「それなら守蛇怪と瑞輝ちゃんに、それぞれのパーソナル登録はしているから、そこで常時モニターして、警報を私達とマーシさんの所で共有すればＡランクになるわ」

　瀬戸の部下同士で通じるものがあるらしく、マーシと霧恋の会話はスムーズだ。

「これなら間違いなくレセプシーの外に出る前に解決出来るわ。言い方は悪いけれど、相手が行動を起こした後の初動と、早期解決出来るかが重要よ。アカデミーですら福ちゃんは攫さらわれた事を考えると、完全防衛するには守蛇怪の中に籠もるしかないわね」

「……了りよう解かい。ここでそこまで贅ぜい沢たくを言ってちゃ、何も出来ないわね」

　美希が頷うなずいたところで霧恋はパンパンッと手を叩たたき、全員を注目させた。

「とにかく、遠回りのように見えるけれど重大な人脈作りよ。各自の能力を最大限に発揮しつつ連れん携けいも密にして行動しましょう。簾座側にいいように使われないよう、集まった情報は全員で共有して対策を立てるように。ここは相手側のフィールドだから、分散させられて孤こ立りつするような状況は回かい避ひしたいわ。だから突とつ出しゆつした行動は厳禁よ。特にＤはカレーに釣つられないでね」

　その言葉に全員から笑いが起こり、そしてそれぞれが深く頷いたのだった。







　そこは大きな舞ぶ台たいとイスが数脚きやくのみのホールだった。

「…………」

　西南はその中央のイスに座り、大きな舞台から目を離はなす事が出来ない。ホールの照明は全すべて消され、薄うす暗ぐらい中、舞ま八やのバックにある縦五メートル、横十五メートル程ほどの巨大な窓から見える庭の景色が、まるでスクリーンに映し出された映像のようにポッカリと浮うかんでいるように見えた。それが唯ゆい一いつの光源である為ため、舞八の姿は殆ほとんどシルエット状態だが、問題は彼女が明らかに全ぜん裸らである事だ。

　もちろん見えるのは輪りん郭かくの僅わずかな部分。十八禁の危ない部分は漆しつ黒こくに潰つぶされて見えないものの、彼女の肢し体たいのラインはクッキリと見えているので、それだけでも若い男性にとっては酷ひどく艶なまめかしく扇せん情じよう的で刺し激げき的な姿だ。

　西南も最初は視線を逸そらしていたが、いつしか舞八の舞に魅みせられ、いつしか彼女が全裸だという事すら忘れて見入っていた。

「ふぁうっ！」

　唐とう突とつにホールに西南の大きな呼吸音が響ひびく。

　その見事な舞と雰ふん囲い気きに、それこそ息をするのも忘れ、それでも肉体が生命の危機を感じて強制的に呼吸をしたのだ。だが西南はそれに驚く事も取り乱す事もなく舞台を見つめたままだ。

　舞八は美少女ではあるが雨音や玉蓮に比べれば平へい凡ぼんだ。身体はダンサーとして鍛きたえられている為、女性としての丸みはなく、どこか中性的だったが、そこに舞まうという動作が加わった途と端たん、雨音や玉蓮に匹ひつ敵てきする異常な美を発揮するのだ。そしてそれは舞台上で最大限の魅み力りよくを発揮する。

「…………」

　静かに舞まいが止やみ、舞八がゆっくりと西南に向かって手を差し伸のべ、西南はそれに呼応するかのようにゆっくりと立ち上がった。だが、西南はその場に立ち上がったまま微び動どうだにしない。

「……おかしいですね？」

　舞八は不思議そうに首を傾かしげ、サッと手を上げた。

「うわっ！」

　突とつ然ぜん、照明が点つき、舞八が全裸だと思い出した西南は慌あわてて身体からだごと後ろを向いたものの、イスに脛すねをしたたかに打ち付けてうずくまった。

「あ、あの……早く服を着て下さい」

「本当でしたら、今いま頃ごろ、押し倒たおされて欲望の滾たぎりをぶつけられている筈はずなのですが」

　不思議そうな舞八だったが、西南は異能といえる程に危機を関知する能力が高い。その為、危あやういところで無意識に、本能的に立ち止まったという訳だ。最後のイスの件くだりは運の悪さ故ゆえのいつもの結末である。

「そっ、そんな事できませんよ！　それより早く服を着て下さい」

　普ふ通つうであればさっさと逃にげ出したい所だが、この場所は体育館二つ分の広さがある舞八個人の練習場で、出入り口が見当たらない。もちろんここに連れて来られた以上、どこかにゲートがあるはずだが、西南には見つけられないので逃げ出せない。

「我が家に代々伝わる秘演えん舞ぶ『求愛の舞』だったのですが……」

「求愛って……」

　そう言われて西南はそれまでの自分の状態に得心がいった。したたかに打ち付けた脛の激痛で収まったものの、先程まで西南のあそこは人には言えない状態だったからだ。

「西南様の理性が強きよう[image: 靭]じんなのか、それとも私の舞が未熟なのか……でも、失敗した以上は私が未熟なのでしょうね」

「そんな事は……舞は本当に素晴らしかったですよ。でも二人っきりの場所でそういう舞は止めて欲しいのですが……」

「二人きりの場所だからですよ？　さすがに私も公衆の面前では……」

「いやいや！　そんな当たり前のように言われても……そもそも求愛といわれても、俺、結けつ婚こんしたばかりなんですが……」

「だからこそ燃え上がる恋こいというものもあるのですよ。一夜の逢おう瀬せ、後あと腐くされなしのスッキリ、ですから」

「何ですか、その怪あやしげな客引きみたいなセリフは？　もしかして俺の感性がおかしいのかな？」

　舞八もそうだが舞貴妃も言動の端はし々ばしに、ちょっとオッサン臭くささが絡からむ。ただ雨音やアイリよりはかなりソフトな分、親近感を覚えさせる手段なのかも知れない。

「ここではお客様と舞まい姫ひめの一夜の夢などよくある事です」

「俺はそういうのはちょっと……男として無責任ですし……」

「もちろん責任をとっていただけるのなら……嬉うれしいです」

「だから結婚したばかりで浮うわ気きなんか出来……いやいや！　したばかりじゃなくても浮気はダメです！」

　たとえ言動に少々オッサン味が混じろうと、術中に嵌はまりそうになってるのも事実だ。

「でも、聞くところによりますと、結婚式前に珀蓮様達に拉ら致ちされたので、まだ婚こん姻いんは未成立だそうですよ？」

「ええっ!?」

「地球ではどういう形なのかは存じ上げませんが、銀河連盟では、結婚の意思確かく認にんと宣せん誓せいによって正式に結婚が成立するのですから、現段階で西南様は独身です」

「いやいやいや、成立してないかもしれませんが、婚約はしてる訳ですから……っというか、そもそも今後についてのお話があると聞いてるんですが？」

「これもそのお話の一つですよ」

「俺の常識では、話のカテゴリーに、怪しげな肉体言語系は入りませんから」

「そうですか……姉様やお母様に叱しかられてしまいそうですが、私もまだまだ修行が足りないという事で、今回は諦あきらめましょう」

　舞八は大きく溜ため息いきを吐つくと、どこから取り出したのかローブを纏まとった。衣きぬ擦ずれの音が途と絶だえたのを確認し、西南はソッと舞八がちゃんと服を着ているのを確認した。

「お話というのは、珀蓮様達の計画が正式に簾座連合から承認を受け、準備段階に入る事が決定した件です」

「こちらの海かい賊ぞく討とう伐ばつの助力が欲ほしいとは、聞いていましたが？」

　レセプシーに連れて来られ、すぐさま珀蓮達と引き離されて隔かく離りされたが、それなりに連れて来られた理由は聞いていたし、アイリと美み守かみに瀬戸、そしてクイスにも駄だ目め押おしをされている。当然、あちらからの救助は期待出来ない。

「まだ試験稼か働どうではありますが、簾座からＺＩＮＶ様の移動ベースとなる、機動舞台戦せん艦かんと人員が派は遣けんされて来ます。本ほん拠きよはこのレセプシーとなり、西南様には簾座領宙での滞在許可と身分証明のＩＤが発行されましたので、これでレセプシー外でも問題なく活動が可能となります」

「霧恋さん達はどうなるのですか？」

　舞八の説明に少し気になる文言があったような気がしたが、西南にとっては霧恋達の事が優先事じ項こうだ。

「福様とアチャ様とはいつでも直接面会が可能です。ですが申し訳ありませんが、政治的理由により、霧恋様達との接せつ触しよくは出来ません。暫しばらくはこちらで余よ暇かを楽しんでいただく事になります」

「そうですか……分かりました、それで、いつまでその状態が続くのですか？」

「現段階で珀蓮様達の隊は実験部隊ですから、その有用性が証明されれば、簾座連合多た国こく籍せき軍ぐん、評議長連直下の最高位、天てん意い聖衛隊となる予定です。そうなれば珀蓮様達の発言権も強まり、霧恋様達と守蛇怪にも活動許可が下りる可能性はあります」

「天意聖衛隊？　ずいぶん物々しい感じですね」

「天意聖衛は五人の評議長の総意がない限り、行動の制限を受けません。次期女王である玉蓮様がいらっしゃる以上、誰だれも西南様達に何かを強要する命令は出せません。つまり霧恋様達を部隊に入れる事も、守蛇怪の技術供きよう与よを強制される事もないという事です」

「……何だか道のりは長そうですね」

「残念ながらこちらでは樹雷と違ちがい、皇家の樹は兵器扱あつかいですし、そもそも意志のない下位世代の樹が主戦力、そして一国での独どく占せんコントロールが出来ない以上、開発競争に巻き込まれる事は致いたし方ありません。樹雷のような知識があれば、ＺＩＮＶ様とそのマスターである西南様に余計なちょっかいをかけようとは思わないのでしょうが……」

「それ以前に、俺が何の力もない若造なのは事実ですし……」

　そもそも西南は簾座での地位も権利もない異い邦ほう人じんだ。それが金銀財宝を持ってうろついているのであれば、それを取り上げようとする者達が出るのは当然だ。

「でも出来れば、ＺＩＮＶに姉し妹まいと戦わせたくはないなぁ……」

　もちろん西南にはそれをはね除のける力はある。だがそれをむやみに使う事は銀河連盟と簾座連合との戦争に繫つながりかねないし、何よりＺＩＮＶに姉妹殺しをさせてしまう事になるかもしれないのだ。何しろＺＩＮＶ自体に何かの処理がされているらしく、皇家の樹きの弱点である死の断だん末まつ魔まに対する感応は殆ど無い上、西南が望めば姉妹殺しも躊ちゆう躇ちよしないだろう。それが痛々しいし、怖ろしい。

「それにはこちらで、確固たる立場を築き力を付けるしかありません」

「そうですね。それに珀蓮さん達の力になりたい気持ちもありますから」

『感謝いたします西南様』

　その時、舞台後ろの巨きよ大だい窓だった場所に玉蓮とＶサインを出している翠簾が映った。と同時に、舞八は目を閉じて観念するように手を上げた。

　まあ西南が察するに、まずいところを見つかった、といったところだ。本来であればここは舞八の秘密の場所であり、誰にも知られず咎とがめられる事もなく、いろいろ出来る場所に踏ふみ込まれては観念するしかない。

『舞八さんが花はな嫁よめレースに参加されるのは構いませんが、順番を守っていただけないと、私達が後で霧恋様に頭を握にぎり潰されますので』

『うん。うん。うん。うん。うん。うん』

　玉蓮の言葉に同意したのか、翠簾も必死に、それこそキツツキのように激しく頷うなずいている。よほど霧恋が怖こわいのだろう。

『舞八さんもここで、霧恋様のジェノサイドダンスを見たくはないでしょう？』

　瀬戸直じき伝でんのジェノサイドダンス───当然、霧恋が瑞輝を使う事はないだろうが、皇家の樹のバックアップを受ければ、その肉体のみでそれが可能だ。

「話のネタに一度くらいは、とも思いますが、同じ舞ぶ台たい上でというのはご勘かん弁べんいただきたいですね」

　ニコニコと凄せい惨さんな笑えみを浮うかべる玉蓮と、顔が青くなっている舞八を見て、西南は霧恋の自分を虐しいたげる者に対する苛か烈れつさを思い出し、ゾッとした。

（……ああ、今度はそれが俺にも向けられるんだろうな）

　マッチ一本火事の元。ちょっとした火遊びが取り返しのつかない事になるのだ。特に運の悪い西南の場合、とんでもない類るい焼しようを招き、大惨さん事じになる可能性が極きわめて高い。

　結婚が成立していないとはいえ、婚約中である事に変わりはない。気をしっかり持とうと、西南は再度、肝きもに銘めいじたのである。







　西南と舞八はそれからすぐに転送ゲートで移動を始めた。

「水に浮いているみたいだ」

　舞八と共に向かった天遊苑は、宮きゆう殿でんの周囲が幅はば五百メートルに亘わたって、お堀ほりに取り囲まれていた。水位が地面とほぼ同じ高さであり、かつ水面にさざ波もなく鏡のようなので、浮いた感じに見えるのだ。遠景はもちろん映像だろうが、恐おそらく直径で二十キロ位の広さがあると思われる。

「ここがこれから西南様と珀蓮様達の活動のベースとなる場所、天遊苑です」

「ここが基地になるんですか？　まるで宮殿ですね」

　純白の大理石と金で形づくられた巨大な建物は、西洋とイスラムが混じったような様式の、まさに宮殿としか言えない建物だった。

　まあどういう場所を与あたえられようとも、西南の個人スペースとしては雨音の家同様、六畳じようくらいの範はん囲いに家具を置いて生活する事だろう。さすがにいろいろと慣れたせいか、いまさら広さと豪ごう華かさに戸と惑まどう事は少なくなった。

（こう言っては何だけれど、建築物はどんなに大きくても常識の範はん疇ちゆうだものな）

　それよりも樹雷の天樹のように、自然物で巨大な物は、かなりインパクトが強きよう烈れつだ。そもそも銀河アカデミーには最大規模のリング構築物があり、それを超こえる物でもない限り、そうそう驚おどろきはしない。

　周囲を取り囲む堀は、どちらかというとプールといった感じで、水は澄すみ、魚や水草といったものは見当たらない。水深はまちまちで、一メートル程度からかなり深いところまであり、それがモザイク画のようにある意図を持って構築されているのが分かる。その美しい碧みどりに吸い込まれそうになるが、堀の周囲には雑草はおろか苔こけむした部分もないので余計それが際きわだっている。

「こちらは水すい棲せい人族の人達の居住スペースにもなっているんですよ」

「水棲人族？」

「地球の文ぶん献けんでいえば、マーメイドやマーマンが一番分かり易やすいと思います」

「えっ!?　でもそれは想像上の生き物ですよ？」

　建物以上に舞八の言葉に驚いた。

　宇宙には色々な知的生物がいる。銀河アカデミーでも、多種族がいるが、やはり圧あつ倒とう的に多いのは地球人タイプとワウタイプだ。中には自身を生体改造して人の身を持つ者もいるし、地球型の大気中では生きにくいので、アンドロイドの中に乗っている者もいる。ただ西南もそれ程宇宙生活が長いという訳ではないし、アカデミーで出歩いた場所はほんの一部分だ。マーマンやマーメイドの人も居ないとは限らないが、一部分が人間の身体からだそのものという、キメラ的な肉体を持つ宇宙人種はいないとの事だ。

「花か櫻おうには簾座連合の中でもあまり聞かない、少し特とく殊しゆな種族が多くいらっしゃいます。彼かれ等らは不思議な事に初期文明段階以前の星に、文献や伝承で伝えられている、伝説上の生き物とよく似ているのです」

「伝説上の……」

「それは珀蓮様方にお聞き下さい」

　舞八が指し示す先、宮殿への水上通路の向こうに見える入り口には、百人近い護衛達と女官達が通路の両りよう端たんに整列している。そしてその奥には着き飾かざり、いつもとは違う衣い装しようを纏った珀蓮達が立っていた。

「ああ、そうか。珀蓮さん達って王女様でしたね」

　そもそも瀬戸の女官として立ち居振ふる舞まいには気品があったが、今はそれにちょっと近寄りがたい威い厳げんが加わっている。多少簡素ではあるが、装そう飾しよく品にもそれらしい華はなやかさがあった。

「私がお送り出来るのはここまでですので、これで失礼いたします」

　舞八は西南に一礼し、珀蓮達の方にも一礼するとサッともと来た道を去って行った。その姿は優ゆう雅がであるが、どこか逃にげるようでもあった。まあ求愛の舞まいをしていた場所を突つき止められた気まずさもあるのだろうが、問題はそれが西南にも当て嵌はまる事だ。

「あ、ありがとうございます」

　西南は珀蓮達からのプレッシャーを背に浴び、置いていかれる子供のような心細さを感じつつ舞八に手を振ふった。そして西南が再び振り向いて珀蓮達の方を見た時には、その嫌いやなプレッシャーは霧む散さんし、いつもの彼女達に戻もどっていたのを見て、ホッと安あん堵どの溜息を吐いたのである。

　　　　×　×　×

　再会の挨あい拶さつもそこそこに、西南は宮殿内を案内されていた。

「ここは簾座連合の基き礎そを造り、主要五家の創始者ともなった方々が築いたものです」

　内部は外観とは一転、多種多様な石とタイル、漆しつ喰くいと煉れん瓦がを組み合わせた古代の神しん殿でんといった感じだ。ヨーロッパの宮殿ほど華か美びではないが、それでも凝こった造りで、吹ふき抜ぬけ構造で開放感もあるが、巨大なジャングルジムとか、テナント工事をする前の巨大ショッピングモールにも見える。ただ樹雷や鷲羽わしゆうが造った守蛇怪のような樹のみやクリスタルの結けつ晶しようのみのような、かなり特殊な物とは違い、地球や宇宙などで見たデザインと共通の物がある。それ以前に銀河アカデミーは多種族の坩堝るつぼであり、そこには銀河連盟中のありとあらゆる生活様式が見られた為ため、荘そう厳ごんさは感じるが目新しいものではない。

（でも居い心地ごこちが悪いのは確かだな）

　慣れたとはいえ、それでも積極的に好んで住みたいとは思わない豪華さだ。西南はさっさと六畳間の結界を築いて籠こもりたい衝しよう動どうに駆かられていた。

「それにしても、レセプシーの中にこんな場所があるなんて」

「レセプシーには多くの来客がありますから、建造物の半分は生活の場です。ここもそうですが、守蛇怪の居住区に比べれば小規模ですわ。もちろん私達の活動拠きよ点てんとしては十分な広さがありますが」

「でもレセプシーの中に、個人的な宮殿を持っているのが凄すごいと思いますが……」

　喩たとえるならラスベガスに個人の大邸てい宅たくを持っている、東京ディズニーランドのホテルワンフロアを永代で借りて、その中を改装して住居としている、といった感じだ。

「ここは隠かくれて色々とするにはいい場所ですから」

「なるほど、確かにそうかも」

　木を隠すには森の中。アカデミーに似たお祭り騒さわぎの喧けん噪そうに満ちた場所なら、悪わる巧だくみをするには打って付けだ。とはいえ惑わく星せい規模艦かんの中にこれだけの規模の面積を確保し、宮殿を建てるのはさすがに簾座連合の創始者達だと感心するしかない。賃料がいかほどの物かは怖ろしくて聞けない。

「……あの珀蓮、様？」

「西南様は神騎ＺＩＮＶのマスターであらせられますので、どうぞいつも通り珀蓮と」

「……じゃあ珀蓮さん。海かい賊ぞく討とう伐ばつをするのは聞きましたが、具体的に俺はどうすればいいのですか？」

「銀河連盟で行っていた形と基本的には変わりません。ただ現段階では守蛇怪は使えませんから、単艦の遊ゆう撃げき隊としての活動は危険です。それにこちらの戦せん闘とうスタイルというものもあります」

「ではもしかして艦隊規模での遊撃となるのですか？」

「さすがにいきなりダイ・ダ・ルマーと遭そう遇ぐうして勝てるほどの小型艦は、簾座にはありませんから。西南様のＺＩＮＶ様であれば可能なのでしょうけれど、それでは長期の活動は出来ませんので」

「こちらにもそういった規模の海賊が居るのですか？」

　もし居るのなら、いきなり遭遇などという事態を引き起こしても不思議ではない。そもそも最初に宇宙に出て、小型の輸送艦で海賊艦の大軍に襲おそわれた経験もある以上は、警けい戒かいするのが当然だ。あの時も、瀬戸の水み鏡かがみが居なければ確実に助からなかっただろう。

「ダ・ルマーギルドほどに大規模ではありませんが、かなり厄やつ介かいな海賊が数多く存在します……さあ、この先が司令室です」

　と、いきなり開けた室内空間には、宮殿外観と同じように巨大なプールの中央に、幅・高さ共に百メートル近い大きさの、タージマハルに似た感じの建物が建っていた。

　中央の通路を珀蓮達に伴ともなわれて向かい、開放型の入り口を抜けると、そこは、舞台がやや中央寄りにあり、周囲を取り囲むように客席のあるコンサートホールのような場所だ。もちろん客席部分にはオペレーターが使えるように机のあるボックス席が設置されている。だが何より驚かされたのは、いくつもの巨きよ大だいなケースに入った植物群である。

「熱帯植物園？　それに……妖よう精せい!?」

　よく見ると小さな三十センチ位の、羽の生えた妖精としか表現しようのない、二足歩行する猫ねこといった感じの生命体があちらこちらに居たのだ。しかも他を見回すと、水すい槽そうのようなものの中に、まさしく人魚といった感じの影かげや、ちょっとよく分からない人っぽいものが泳いでいるのが見える。そしてオペレーター席にもワウとは違ちがう、ネコミミ獣じゆう人じんぽい人や二メートルを優に超える巨きよ人じん、頭に角や[image: 鱗]うろこの生えた者達など、まさにファンタジーワールドの住人がそこに居たのである。

「やはり驚かれたようですね」

「……本物、なんですか？　コスプレとかそういった物とかじゃないんですか？　俺をからかおうとか、そういう？」

「詳くわしい説明には時間がかかりますが、一言で申しますと、魔ま素そという物質がそういう進化を促うながしたのです。魔素のある惑星では似たような進化をしますので、もしかすると西南様の地球にも魔素が存在した可能性がありますね」

「はあ……なるほど。でも……全員、同じデザインの制服っぽいのを着ているのが、何とも違い和わ感が……」

　唯ゆい一いつ残念な部分がそれだ。固定された印象の差さ違い、とでも言おうか。極きよく端たんな例で言えば丁ちよん髷まげをした人間がスーツを着ているような感じだ。

「あなたが双そう神しんＺＩＮＶ様のマスター殿どのか？」

　その声に反射的に横を見ると、そこには二メートル近い、頭に鬼おにのような角を持つ精せい悍かんな美女と、三メートル程ほどのバオバブの幹をもっと太くした感じの木が、植うえ木き鉢ばちに乗り浮ういていた。

「西南様、ご紹しよう介かいします。こちらオグル族のカグヤ・ラヴェル天佐。これから移動ベースとなる瞬しゆん櫻おう艦隊機き甲こう騎き部隊の隊長です」

「細っこい身体だな。もう少し鍛きたえないとダメだが……フム。なかなか面つら構がまえはいい」

　カグヤは西南の顔を覗のぞき込み、満足したように頷うなずくと右手を差し出した。

「よろしく西南殿。双神の神騎ＺＩＮＶ様と共に戦えるのを楽しみにしている」

「や、山やま田だ西南です。こちらこそよろしくお願いします」

　握にぎられた手は体たい軀くの割には細く、女性といった感はあるが、そこから感じられる握あく力りよくのポテンシャルはレセプシーの総支配人エクシトよりも上だ。そしてそれ以上に問題なのは西南の目線の高さにある、豊満な胸だ。

「そしてこちらが艦隊旗艦『瞬櫻』の艦長であるドリアード種バオブ族の砂さ樹じゆ・ジュメド殿だ」

「……っ！」

　珀蓮の紹介に、視線を逸そらす口実が出来た事を心の中で喜んだものの、いきなりその幹の表皮が割れ中から人の手がニュッと、モーフィング的に出て来たのには、トラブル慣れした西南ですら、思わず声を上げそうになった。

「ククッ、驚おどろいたかの？」

　鈴すずの音のような声と共に、さらにそこから艶なまめかしい女性の上半身が迫せり出して来た。幸い胸と股こ間かん部分は樹木の表皮状の物で隠れていたが、それでもその肢し体たいは直視するのを躊躇ためらうほど艶つやがある。何よりも彼女から漂ただよう、甘い匂においに気づいた途と端たん、心臓の鼓こ動どうが速くなった。

「悪あく趣しゆ味みだぞ」

　カグヤの苦言も意に介かいさず、砂樹は西南の手を取って身体に触ふれんさせんばかりに近寄ってきた。

「普ふ通つうの人間は樹木が艦長と聞いた段階で驚くのじゃがの。まあちょっと悔くやしいから少し悪戯いたずらをしたのじゃよ。ちなみに全ぜん裸ら、という案もあったのじゃが……」

「燃やしますよ」

　玉蓮の邪じや悪あくな笑えみに、砂樹はガックリと肩かたを落とす。

「このお方は本当にやりかねんからのう……怖こわい怖い」

　途端に匂いが薄うすれ、鼓動の高鳴りも収まってきた。

「すまないな。驚いただろう？　こいつはこういう悪戯が好きでな」

　カグヤの表情が緩ゆるみ、どこか人ひと懐なつこい笑みを浮かべた。先程の威い圧あつ感は薄れ、女性らしい柔やわらかさが滲にじみ出ている。ここら辺は樹雷の女性に共通するものがあり、心安らげるのと同時に頼たよれる感じがある。

「皇家の樹きに知り合いがいますから、艦長と聞いても不思議には思いませんが……さすがに中から人が出て来るとは思いもしませんでした」

「ふむ。よく我らは皇家の樹の類るい縁えんと思われておるが、まったく違う種より派生した故、あの方達ほどの超ちよう能のう力りよくはない。じゃが……」

　砂樹の身体は完全に木の幹から分ぶん離りして、床ゆかに降り立った。

「こうして完全分離が可能な上、人との目ま合ぐわいも可能だ。せっかく知り合えたのじゃ、よかったらさっそく今夜にでも……」

　まさしく人間離ばなれした雰ふん囲い気きは不思議な色いろ香かを感じる。今度は何やら心惹ひかれる、森林の中にいるような匂いを発散し始めていた。

「西南様、早さつ速そくですが、実験部隊結成のお祝いにバーベキューでもいかがでしょう？」

「……と、まあ、興味があればいつでもお相手をする故、遠えん慮りよのう声をかけてくれ」

　玉蓮の一言に、砂樹はサッと木の中に逃にげ込み、スタコラサッサといった感じでその場を離はなれた。

「やれやれ……ドリアードの性さがですから、仕方ないとはいえ……」

　怖ろしげだった表情は緩み、玉蓮は苦く笑しよう顔でそれを見送っている。

「ドリアードの性？」

「あれはもともと人や動物の精を吸う魔物の類たぐいですから……」

「人との目合いは食事でもあるのさ。興味があるのなら止めないが……中には死に至らしめる下等な種も存在するから気を付けるこった。一応あいつは上位種だし、欲望のままやり過ぎる事はないが、足あし腰こし立たなくされるのは間違いないぞ」

「……はあ」

　その手の話題は少々食傷気味だ。霧恋も怖いが、玉蓮も何やら嫌いやな気を発している。

「充じゆう分ぶんな魔素があれば人の精を吸う必要はないんだが、ヤツに言わせると、人の精の方がいろいろと楽しめるんだそうだ」

「クスッ。そこら辺のスケベジジイのでも吸えばいいのよ。物好きな金持ちがレセプシーには大勢居るんだから、無料食べ放題よ」

「アハハハハ！　魔女王殿も随ずい分ぶん丸くなられたものだ。まあ、あれも花櫻のお偉えら方がたから、あわよくば神騎のマスターを取り込めと言い含ふくめられているそうだから、少し大目に見てやってくれ」

「あら、もしかしてカグヤ殿もそう？」

「ん[image: ～][image: ～]、世の中、変わり者も居るだろう、とな」

　カグヤはそう卑ひ下げしたように顔を顰しかめるが、身長がかなり高い以外は精悍で見み目め麗うるわしい美女だ。筋肉は発達しているがマッチョというわけでもない。赤銅色の肌はだに金目、灰色の髪かみは絹糸のように艶があり銀ぎん髪ぱつにも見え、肩の少し上の長さだ。角は磨みがいたように真っ黒で意外と長い。どちらかというと精悍でカッコイイお姉様といった感じだ。

「まあ私は神騎が見られるので命令を受けたようなものだからな。魔女王様と競きそおうなどという命知らずではないよ」

「魔女王？」

「ああ！　西南様、もう一方ご紹介したい人が居るのですが……」

　慌あわてて西南とカグヤの間に割って入った珀蓮は小さく指を鳴らした。

「ご用ですかニャ？　白しろ花はな様[image: ～][image: ～]ぁ」

　と、それを合図に数匹ひきの猫妖精が群がるように飛んで来た。

（ああ、語ご尾びはニャ、なんだ）

　何だか、らしくて可愛かわいい感じに西南の頰ほおが思わず緩んだ。しかし羽ばたきで空を飛べるような羽ではなく、かなり小さいので魔法的な方法で飛んでいると思われる。

「司令官はどこにいらっしゃるのですか？」

「しれい？」

「しれい？」

「ああ、知ってるニャ！　徹てつ夜やで無理してたニャ」

「そうだそうだ！　眠らせたんだったニャ！　ミャーたちで」

「そうそう！」

「そうだったニャ！」

　珀蓮の問いに、そこに集まった数匹全員が一いつ斉せいに話に加わり始めた。

「それでどこにいらっしゃるのかしら？」

「どこニャ？」

「どこだったかニャ？」

「ああ！　私思い出したニャ、知ってるニャ！」

「ど、どこニャ？」

「どこにいるニャ？……ってニャニャ!?」

　埒らちが明かないと思ったのか、いきなり火煉が一匹を残し、他の妖精を捕つかまえてその場から引き離した。

「どこにいらっしゃるの？」

　珀蓮は安あん堵どしたように、残った一匹に顔を近付ける。

「えっとニャ、え[image: ～][image: ～]っとニャ。思い出したニャ！　私が空間収納しているニャ！」

「では出していただけますか？」

「了りよう解かいニャ！」

　その妖精はビシッと敬礼をして何やらブツブツ言い始めた。

「知っている子だけが話をしてくれればいいのですが、そこに居る全員が話に絡からんでくるので、数が揃そろうとなかなか先に進まなくて」

「そう、みたいですね」

　捕まった他の猫妖精達はというと、火煉にアゴを指先で撫なでられてご満まん悦えつの様子だ。西南もソッと手を出して撫でるが、猫っ毛ではなく少し柔らかでさわり心地ここちが良い。

「ニャ！　ニャんだこれは。気持ちよすぎるニャ。妖精殺しニャ。昇しよう天てんするニャ[image: ～][image: ～]」

　西南が撫でている猫妖精が身体を痙けい攣れんさせ、ウットリとした表情となる。

「さすがですね」

「ハハ……福で慣れていますから」

　福と戯たわむれ、彼女の毛け繕づくろいや、撫でてやる事が日課だったせいで、この手の動物の弱点は熟知してる。

「まさか、妖精にまで効くとは思いませんで……した!?」

　司令官を知っていると言った猫妖精がサッと手を振ふると、魔ま法ほう陣じんのような物が現れ、それが上下に分かれて、その間から人が現れた。

「……エルフだ」

　猫妖精を撫でていた西南は、思わず撫でる手を止め、溜ため息いき交じりにそう呟つぶやいたまま固まった。

　明るい金きん髪ぱつに白い肌。特とく徴ちよう的な長い耳。背が高くスレンダーな肢体。玉蓮にも負けない、息を吞のむ程に見目麗しい容姿をした、まさに物語に出て来るエルフのイメージそのものズバリ、いや、それ以上に美しい姿がそこにあった。

「ちなみに男の方」

「ええっ!?」

　翠簾にソッと耳打ちされ我に返った西南は、あらためてその男性（？）エルフを凝ぎよう視しした。辛かろうじて喉のど仏ぼとけが張っている感じと、胸がない体形が男性と言えなくもないが、それを教えられてすら男女か迷う程だ。あとはもうどこをどう見ても、見目麗しい超美女としか見えない。

　男の娘ことかニューハーフとか、いろいろと女性偽ぎ装そうした驚く程綺き麗れいな男性はいるものだが、それでもどこか違い和わ感があるものだ。しかし目の前の男性エルフにはそれが全く無い。皆かい無む。翠簾がからかっているとしか思えない。

「……んん？」

　と、男性（？）エルフの長いまつげがゆっくりと動き、その隙すき間まから森林の中に湧わき出す聖なる泉のような、澄すんだマリンブルーの瞳ひとみが現れた。それはそれはもう溜息しか出ない美しさだ。

「……あれ？　あああああああああああああああああああっ！」

　寝ね惚ぼけた感じはほんの一いつ瞬しゆんだ。あっという間に覚かく醒せいして状じよう況きようを理解したその男性（？）エルフは慌てて珀蓮に敬礼をした。

「申し訳ありません！　いつの間にか……ああっ！　君っ！」

　元げん凶きようの妖精に気付いたのだろう、目を見開いて何かを言おうとして、直すぐさま諦あきらめたようにガクリとうな垂れた。

「……そうですね。ちょっと無理をしていたのは事実ですしね。ありがとう。でももう少し早く起こしてくれると嬉うれしかったですねぇ……」

「忘れてたニャ。私達も忙いそがしかったニャ」

　その妖精は男性（？）エルフから逃げるように、元居た場所へ飛んで行った。西南が撫でていた猫妖精は少し躊躇ためらいがちだったがその後に続いた。

「無理をさせてごめんなさいね。でも今の私達の状況では、他に信しん頼らいして任せられる人がいないの」

「いえ、声をかけていただき光栄です。あの娘こがいればもう少しまともに機能させられるのですが……困った妹で」

　男性（？）エルフの声は気持ちハスキーだが、ほぼソプラノだ。声を聞けばさすがにとも思ったが、その愁うれいを帯びた様子は、中性的というのがやっとなくらい儚はかなげだ。

「彼女の事は、こちらの態勢が整ってからでも何とかなります。カリューク殿どのが来て下さっただけでも大きな力となります」

「光栄です。ではもしかしてそちらのお方が？」

「はい」

　西南の方を向いて眩まぶしいばかりの微笑ほほえみを向けた彼（？）に、珀蓮は深く頷うなずいた。

「西南様、この方が我が部隊の司令長官となる、蒼そう蓮れん・カリューク・花櫻殿です」

「山田西南です。色々とご迷めい惑わくをおかけすると思いますが、よろしくお願いします」

「これはこれはご丁てい寧ねいに。こちらこそ銀河連盟最大の海かい賊ぞくギルドを倒たおした西南様の事は聞き及およんでおります。珀蓮様達より詳くわしい資料をいただきましたが、素す晴ばらしい精神の持ち主だと感服しています。共に戦える事を光栄に思います」

「ありがとうございます」

　西南は男性（？）エルフが自分の事を、ＺＩＮＶのマスターでなく、ちゃんと山田西南として見てくれている感じて嬉しかった。それは瀬戸と出会った時に感じたものと同じ感動だ。玉蓮や雨音とも違ちがう、儚げな美を持つ蒼蓮に、正直、彼が男性だと知りつつも、頰が赤くなるのを抑おさえる事が出来なかった。

（でも仕方がないよね！）

　ファンタジー世界においてエルフといえば、ドワーフと並んで二大巨きよ頭とうともいえる存在だ。しかもそれが目の前に、伝説に違わぬ美び貌ぼうを──男だが──見せつけているのだから興奮するなという方が無理だ。

「それにしても……まるでおとぎの世界に来たみたいです。確か魔素が関係しているって言ってましたよね？」

　宇宙に上がった時も興奮したが、まさか宇宙でファンタジーの世界と遭そう遇ぐうする事になるとは思いもしなかった西南は、その時と同じ高こう揚ようを感じていた。

「ええ。しかしその話は長くなるのでまた別の機会にでもお話ししましょう。それよりもカグヤ、砂樹殿が見えないようだけど、まだ紹しよう介かいは済んでいないのですか？」

「いつものヤツをやらかして、逃とう走そう中だ」

　カグヤはチラッと玉蓮の方を見る。

「ああ、なるほど……上の方達が出来る事といえば、酒色いろ仕じ掛かけですからね……」

「司令官殿もそう言われたのかい？」

　カグヤはマジでそう尋たずねた。

「あのですね……私は男です」

　蒼蓮は顔を赤らめて憤ふん慨がいするが、その姿にはカケラも説得力がない。

　ナヨッとしている訳ではないが、物もの腰ごしの柔やわらかさと線の細さ、何よりその美貌が男らしさを全くもって感じさせないのだ。

「ククッ。司令官殿が言っても説得力がないんだよねぇ。……女性職員の敵。初見、新兵殺しの名はダテじゃないよねぇ、西南殿？」

　カグヤはニヤニヤしながら西南をチラッと横目で見た。

「それに男でもいいって言うヤツはいっぱい居ただろ？」

「本当にやめて下さい。西南様が呆あきれているじゃありませんか」

（……いいえ。男性でもいいって言う人がいるのも分かります！）

　西南は心の中でキッパリと断言した。それを実際に言葉にしなかったのは奇き跡せきだ。

　雨音や玉蓮といった超ちよう絶ぜつ美女や霧恋達、瀬戸のような高貴で存在感のある女性達と多く接して来た西南ですらそう思ってしまうのだから、目の前のファンタジーの住人である、男性（？）エルフの存在はまさに奇跡すら超ちよう越えつしている。

「それよりも早速ですが、瞬櫻での説明と訓練を始めましょう。西南様はこちらの戦いの作法を知らないのですから。それに一度ちゃんとお話をしておきたい事もありますし」

「そうだった。珀蓮様達のオペレート能力も把は握あくしておきたいしな」

　と、カグヤは一人でさっさと転送ゲートの方へと向かった。蒼蓮は彼女の対応に慣れているのか、

「では西南様、珀蓮様達も参りましょう。後はお願いしますね」

　そうオペレーター達に告げると、サッと西南の腕うでを取り転送ゲートへと歩き出した。

「分かったニャ。ここは任せるニャ」

　あの猫妖精が代表で手を振るのに見送られ、転送ゲートに向かうが、西南は蒼蓮の腕の感かん触しよくにドギマギしていた。

　背せ丈たけは西南よりもあるが、漂ただよってくる彼のフローラルな香かおりと雰ふん囲い気き、そして感じる腕の細さは接せつ触しよくしていても尚なお、女性のそれにしか思えない。雨音や玉蓮の生々しい存在感とは対極、幻げん想そう的とも言える雰囲気に心奪うばわれそうになる。

（男の人男の人！　っというか、そもそも腕を取る必要って無いよね）

　魅み入いられそうになる誘惑に、西南は慌あわてて頭を振り自身に言い聞かせ続けていた。








５「簾れん座ざの真実」









「こいつが艦かん隊たい旗艦、舞ぶ台たい戦艦『瞬しゆん櫻おう』だ」

　転送先の専用大型ドックには二百メートルクラスの、航空母艦といった形状の戦艦が停てい泊はくしていた。カグヤはその解説をしつつ嬉き々きとして見ていた。

「どうだ、立派な花道だろう？　何しろ伝説の神騎の出しゆつ撃げきだからな。色々な映像演出の専門家もいる」

「……花道？」

　この状況下では、凄すごく違和感のある言葉だ。西せい南なは思わず聞き返した。

「戦いの最終決着を一いつ騎き打うちで行う機き甲こう騎きの出しゆつ陣じん式しきをするのです。地球でいえば、戦国武将が派手な鎧よろいを着けて、戦う前の名乗りをするようなものです」

　蒼そう蓮れんの説明に珀はく蓮れん以下、全員が満面の笑えみだ。何故なぜ？　と聞く事を躊躇わせる、それがさも当然、常識だといった感じである。

「……それを俺が、ですか？」

「決けつ闘とうは戦いの華、誉ほまれですから。しかもそれが伝説の神騎なのですから、花道からの登場は当然です」

「いや、しかし……」

「郷に入いっては郷に従え」

　ポツリと翠すい簾れんが言った言葉に、西南はそれ以上何も言えなくなった。

「まあ、西南様はあちらからおいでになった方ですから、戸と惑まどわれるのも無理はありませんよ」

「そうかぁ？　そのわりには神騎の戦せん闘とう映像を見た感じじゃ、けっこうノリノリのように見えたぞ。だいたい初めて大型人型に乗ると、普ふ通つう戸と惑まどうものだが、それとも神騎の力なのか？」

「フフフ……蒼蓮殿どの、カグヤ殿。なんと！　西南様の故郷である地球には、人型兵器を使った物語が多くあるのです」

「何ッ!?　地球って初期文明だと聞いたが、人型兵器があるのか？」

「だから創作、空想の物語なのです。フィクションです。タップリと収集していますから今度お見せしましょう」

「おお！　そりゃ面おも白しろそうだ。ぜひに！」

　何やら火か煉れんとカグヤが意気投合している。格かく闘とう戦が得意そうな外見といい、姉し妹まいといった感じもある。

（地球ではそんな素そ振ぶりはなかったけれど……）

　その様子はまるで隠かくれオタクが、同好の士と出会った時のような感じだ。

（というか……海かいに似てるな）

　もちろんそれは口には出さなかったが、火煉の意外な面にかなり驚おどろいたのは確かだ。

「それはまた不思議な話ですね」

　蒼蓮は西南と腕を組んだままジッと西南の顔を覗のぞき込んだ。

「…………」

　そろそろ腕組みを解いて欲しいのだが、彼のにこやかな顔を見るとなかなか言い出せない。しかもそこに居る誰だれもその事を突つっ込こまないのもまた不思議である。

「しかしそれでしたら、盛せい大だいに出陣を盛り上げましょう」

「ああっ！　いえいえ！　確かに巨きよ大だい人型ロボットは男のロマンですが、花道で送り出されるのはちょっと違う感じなんですが……」

「では西南様の地球では、どういう形で盛り上げるのです？」

「パターンとしてはやはり発進シークエンスとかでしょうか？　敵が現れ街を攻こう撃げきしている。そしてそれを迎むかえ撃うつべく、パイロットが巨大人型に乗り込んで登場する、その戦いの一場面、そのものが盛り上がる要素なので、決闘というのとはちょっと……」

「ふむ。なるほど」

　考え込む蒼蓮から目を逸そらすような感じで、西南は再び瞬櫻に目を向けた。

　大きな滑かつ走そう路ろのような甲かん板ぱん以外は普ふ通つうの戦艦だ。というより航空母艦との中間といった感じだ。もちろんエスニック風のデザインは銀河連盟で見かけたものとは多少毛色は違うものの、樹じゆ雷らいの船や守かみ蛇だ怪け、魎りよう皇おう鬼きと比べれば普通の船ともいえる。

「カグヤ隊長、他にはどんな船があるのですか？」

「ん？　ああ、すまない。思わず夢中になってしまったよ。創作とはいえ、人型兵器の物語が多いなんて、地球というのは良い星だな」

「俺の国、というか地方限定ですけどね」

「だからこそ神騎ＺＩＮＶジンブ様も西南殿どのをマスターと認めたのかもしれないな。さて話の腰こしを折って悪かったな。続きは艦橋に上がってからにしよう。逃にげ出した砂さ樹じゆ艦長もそこに居るはずだからな」

　　　　×　×　×

　艦橋は細かな形こそ違ちがえ、普通の形状だ。ただここにも熱帯植物園のような大型ケースが設置され、水すい棲せい人種のオペレーター用の水すい槽そうもある。そこは他のブリッジとは全く違う部分ではあるが、皇家の船や守蛇怪を見て来た西南にとって、さほどの違い和わ感はなかった。ただ逆に戦闘艦という感じはなく、客船のラウンジのようである。

「うむ、ご苦労じゃったの♡」

　砂樹は艦長席にどっかと腰を下ろし、入って来たカグヤに顔を向けた。先さき程ほどの騒さわぎはどこ吹ふく風、さすがに制服は着ていたが、胸むな元もとを開けてラフな格好だ。分体か本体かは分からないが、あの樹きは後方にある大型ケースの中でよく分からない熱帯植物達に交じり、苔こけのような培ばい地ちに、ずっとそこに根付いていたかのように植わっている。

「……さっきは鉢はち植うえに植わっていませんでした？」

「ああ、砂樹の分体は根っこで歩くんだよ」

「クスッ」

　砂樹の樹はズボッと根を地中から抜ぬくと、蜘蛛くもの様にザワザワと歩き始めた。

「クスクス。地上の移動も水中を泳ぐ事も可能じゃ。さすがにそのままでは空は飛べぬがの」

「……そ、そうですか。器用ですね」

　とりあえずファンタジーの住人に突っ込みは無む駄だのようだ。そういうものだと思って受け入れてしまう方がよさそうだし、ちょっと楽しい。そもそもこのような戦艦の艦橋で見るから違和感があるのだ。

（まあ皇家の樹なんか、宇宙を飛んで超ちよう空間航行までしちゃうんだったな）

　もっと非常識な例が身近にある事を思い出した西南は、さっさと頭を切り換かえた。

「じゃあ砂樹さん」

　蒼蓮の合図でブリッジの窓がスッと不ふ透とう明めいになり、照明の色が一いつ瞬しゆん変化した。

「!?」

「結界を張っただけですから、ご安心を」

　蒼蓮は警けい戒かいする西南を安心させるように身体からだを寄せてきた。だが西南にとってはそれは逆効果だ。

「蒼蓮司令、そろそろ西南様から離はなれたらどうじゃ？」

　砂樹は赤くなって汗あせを流している西南を見かね、そう声をかけた。

「はいっ？　ああ、そうですね。失礼」

　蒼蓮はにこやかに西南から身体を離したが、砂樹の言った本当の意味は理解していないようだ。蒼蓮にとって西南はやはり子供に近い感覚なのだろう。

「ここに皆みな様さまをお呼びしたのは、司令室ではあまり込み入ったお話は出来ないからです。この実験部隊は花か櫻おうが主導とはいえ、他からも監かん査さが入り込んでいますから、あまり情報を拡散したくありません。それと……」
















　蒼蓮は今までにない真しん剣けんな眼まな差ざしで西南を見つめた。その潤うるんだ眼差しは色いろ恋こい沙ざ汰たに疎うとい西南をして、愛の告白でもされるかのように思わせるものだった。もちろん蒼蓮にそんな気持ちはないのは確かだが、天然の人誑たらしなのは間違いない。

　まあ見事にそれに引っかかり、どこか期待するかのように西南の鼓こ動どうが高鳴る。

（…………ああっ、いけない！　相手は男の人なんだぞ）

　幸いな事に西南の類たぐい希な精神力と、相手が男という決定的な事実によって危機は回かい避ひされたが、そもそも舞ま八やの件で浮うわ気きはいけない、と肝きもに銘めいじた事をすっかり忘れているのだから、蒼蓮の破は壊かい力は凄すさまじい。だがどこか浮うかれた気分は次の瞬間吹ふき飛んだ。

「えっ？」

　西南は目の前の光景に啞あ然ぜんとなった。蒼蓮、カグヤ、砂樹、そして珀蓮達までもが西南の目の前に跪ひざまずき深々と頭こうべを垂れていたのだ。

「まずはこの場に無理矢理お連れした事に対し、西南様に心よりの謝罪を」

「ええっ!?　あの……」

「お腹立ちではありましょうが、全すべてが終わった暁あかつきには、この身をいかようにされようとも構いません。しかしそれまでの間はどうか、西南様のお力をお貸しいただきたい」

（ああ、そうか）

　いつもの西南と珀蓮達の間であれば、ここまで畏かしこまる必要はない。もちろん『親しき仲にも礼れい儀ぎあり』だし、結けつ婚こん式を邪じや魔まされたのも事実だ。だがそんなトラブルも、それこそ『いつもの事』である。とはいえここまでの公的組織として動く以上、一度明確な謝罪をして、わだかまりを解いておく必要があるのだろう。

「分かりました。その謝罪を受け入れましょう。それと俺はＧＰの一員です。事件は待ってはくれませんから、緊きん急きゆう事態と考えますのでお気き遣づかい無く」

「感謝いたします。それともう一つ……これは恥はずかしながら、蒼蓮司令に指し摘てきされるまで気付かなかったことなのですが……」

「蒼蓮司令に？」

「はい。実は簾座の考え方の問題なのです。もしかすると、西南様がこの戦いにご参加いただけない可能性もあるのではないかと……」

「それはまた……穏おだやかではありませんね」

「蒼蓮司令に指摘されるまで、私達も気付かなかった……いいえ、本来であれば私達こそ気付くべきであったのでしょう。実は……」

「ああ！　とにかくそのままでは話がしにくいので、立って下さい」

　珀蓮達に頭を下げられたまま更さらに謝罪を受けるのでは、西南側の罪悪感が半はん端ぱではない。

　　　　×　×　×

　西南達は巨大な植物ケースの周囲にある、簡単な談話スペースへと移動した。瞬櫻が旗き艦かんだからこれだけの広さがあるのか、他の艦と比べてどう違うのかは不明だが、戦艦のブリッジという場所にも拘かかわらず、かなりのスペースが取られている。

「それで一体、何が問題なのですか？」

「皇家の樹に対するものです」

「ぶっちゃけ、皇家の樹とか、姉し妹まいというのは簾座の大部分の者には分からない感情なんだよ」

　カグヤは少し困こん惑わくしたように頭を搔かいている。

「分からない、とはどういう事なんです？」

「言い訳になりますが、こちらの樹達は下位世代ばかりで、そもそも明確な意志は存在しません。そのせいもあり、皇家の樹というものが高度な知性体だという事を知らない人間も多いのです。始祖となられた五騎きに関かかわる者達であれば、それなりに敬う気持ちはありますが、それでも機甲騎、天騎のユニットとして考えられているのです」

「こちらでは兵器として扱あつかわれると、舞八さんからも聞きましたが……」

「天騎という存在は確かに憧あこがれであり畏い怖ふの対象ですが、それは操者が乗り込む事で完成します。それもあって、意志のない皇家の樹という存在は、天騎のパーツの一つと考えられがちになるのです」

「現在主流となっているのは第六世代以降だからな。このランクとなると本当に部品扱いになる」

「部品……」

　ＺＩＮＶが何らかの処理をされている事は知っているし、似たような事をされているという予測はあった。だが面と向かってそう聞かされるとやはりショックだ。

「お恥はずかしい話、私達も樹雷で瀬せ戸と様の女官となり、実際に水み鏡かがみ様やその他の皇家の樹の方々にお会いして、ようやくその存在と意志を明確に認識出来たのです。それ以前は、どちらかといえば五家の創始者からの知識でしか認にん識しきしていませんでした。銀河連盟で皇家の樹を手に入れようと安易に考えたのも、そのせいかもしれません」

「……なるほど、確かにそう言われてみれば、銀河連盟でも皇家の船は、強力な戦艦という認識が強いですからね。魎皇鬼や守蛇怪もそうですし」

　樹雷において皇家の樹は皇族のパートナーという立ち位置が先に来る。だがそれ以外の者達にとっては皇家の船という認識だ。そしてそれは守蛇怪と福について、霧きり恋こ達ですら陥おちいった考えだ。兵器としてあまりにも強力であり、かつ生物としては人とあまりにも違う異形である事も要因だろう。

「つまりここで皆みなさんが確認したいのは、皇家の樹の扱い方の差さ違いに対して、俺がどう考えるか、ですね」

「はい。恐おそらくそれが一番の障害になるであろうと、蒼蓮司令が……」

　珀蓮達の視線が蒼蓮に向けられ、彼は小さく肯うなずいた。こういう細かな気配りも、男性（？）エルフが女性として見えている要因でもあるのだろう。

「樹雷では皇家の樹を、それこそ姉妹、家族と考えていらっしゃる。それは西南様もそうなのですか？」

「それは……」

　西南はＺＩＮＶの事を言おうかどうしようか迷った。

「蒼蓮司令には詳くわしいお話はしておりますので」

「了りよう解かいです。……ＺＩＮＶは幼生固定され、何らかの処理をされているようなんです。その結果かどうかは分かりませんが、少々他の皇家の樹とは違う所があります。そもそも皇家の樹というのは戦いを嫌きらいます。人に限らず相手の死に敏びん感かんな所があるんです。もちろんそれは姉妹である皇家の樹に関してもです。ただＺＩＮＶにはそういう部分が希き薄はくで戦う事への躊ちゆう躇ちよがあまり感じられません」

「幼生固定されている理由はそれだとお聞きしましたが」

「ええ。調べた人の見解では、幼い精神は時としてもの凄すごく残ざん酷こくだと。人の子供もそういった部分がありますから、その為ための幼生固定なのではないかと」

　霧恋の瑞みず輝きにも若干そういう所が見られるので、理由の一つとしては間違いないだろう。

「ですがもともと皇家の樹は実に純じゆん粋すいで、穏やかで心優やさしい子達ばかりなんです。戦いをする事もありますが、本来の目的は抑よく止し力としての役割なんです」

「やはりただの戦いの道具にはしたくないのですね？」

「とはいえ戦うに充じゆう分ぶん以上の力を持っている事は理解していますし、俺も必要であればそれを行使してきました。ただしそれを無制限に使って、いえ、使わせていい訳ではないと感じています」

「花櫻の者達は自然との共感力が強い者達が多いのです。ですから下位とはいえ、皇家の樹と感応する者も多く、その存在に敬意を持っています。今回は特にそういう感応力の高いスタッフを厳選しております」

「私は特に同じ植物型生命体として、下位世代でもちゃんとした意志を感じられるし、その力がどういうものか分かっておる。カグヤ達も何となくじゃが、それを感じておるようじゃしの」

「花櫻以外の天騎乗りだって、多かれ少なかれ感じているとは思うけど……それでも相手の機甲騎を破壊する事は躊躇わないな。ただ実際、決けつ闘とうでは相手方を完全破壊するまでに至る事は滅めつ多たにないし、天騎という存在自体には砂樹の言う通り畏い敬けいの念はある。……だけど海かい賊ぞくには決闘を軽視し、機甲騎を完全な道具扱いする連中が多いのは確かだ。まあ一番高額な部品だから、そういう意味では大事にするがね」

「そう、ですか」

　一瞬、タラント基地で実験材料にされていた福とクローン達を思い出したが、直すぐさま頭を振ふってその記き憶おくを追い出した。

「でも、俺が関わるところではちゃんと扱って欲しいですね」

「ええ、それはもちろん。でも海賊の中には捕ほ縛ばくされた場合、自身が逃のがれる為だったり、相手に渡わたすのを惜おしんで自じ爆ばくさせてしまう者もいるわ。だから場合によっては敵の天騎を破壊しなければならない事もあります。そこのところは了りよう承しようしておいて下さい」

「そんな事が!?」

　ある意味、それは簾座に来て一番ショックな話だった。人の手に渡すのが惜しいから爆ばく破はなど、完全な物として見ているとしか思えない行動だ。

「こう聞くと樹雷が皇家の樹を、頑がんとして外に出さない理由がよく分かりますね」

「ただ私達には理解できますが、簾座では基本それが理解されません。ＺＩＮＶ様がそうであるように、恐らくこちらの樹達も何らかの処理がされていると思われます」

「思われる？」

「原初の樹は当然として、第四世代以後の樹も、どういう処理がされているかは具体的には公表されていないのです。決闘時の残ざん骸がいから推測すると、多少の補助的な機能を付加されている程度で、直接的な処理は見られない事は分かっていますが……あくまでそれは外見的な事でしかありませんし、コア部分に携たずさわるメーカーも複数有りますから、全すべてのユニットが同じとも限りません。そもそも天騎のユニットは最高度の軍事機密に指定されていますから、主要五家のトップにでもならない限り、それを知る事は出来ません」

　西南の視線は自然と玉ぎよく蓮れんへと向かった。

「残念ながら私はまだ仮の身ですから」

「ではメンテナンスはどうしているのです？」

「付属の維い持じ装置はこちらでメンテナンスが出来るけれど、メインのブラックボックス化されているコア部分は、何年かに一度、主要五家お抱かかえの専門メーカーにメンテナンスを依い頼らいしている」

「天騎のコアユニットの製造もそこが？」

「ああ。その五つのメーカーが独どく占せんしている」

「……だとすると海賊達の天騎はどういうルートで？」

「メーカー側の公式発表では、それぞれの社からの流出は有り得ない、です。ただ第十世代以下の樹に関しては、かなり規制は緩ゆるいので、通常エンジンと併へい用ようをされている可能性があるそうです」

「樹をブースターパーツとして使う技術の開発も進んでいますからね。それらは水騎以下の機甲騎に搭とう載さいする次世代型エンジンとして、少しずつ配備が始まっています。ただもうそうなると樹自体にどういう処理がされているかは……」

　蒼蓮はその美しい美び貌ぼうを歪ゆがめた。樹の事も問題だが、そこまで生産数が増えると、横流しのルートは見つけにくくなる。

「もう完全に物扱いだという事ですね」

「否定は出来ません」

（そもそも大先史文明って、どういう技術でＺＩＮＶの特性を抑え込んでいるんだ？　簾座にしてもそうだけれど、嫌いやな感じだ）

　ＺＩＮＶのユニットも簾座の天騎同様にブラックボックスとなって、無理矢理に破は壊かいすると中のＺＩＮＶにどういう危険が及およぶか分からない。その為に大先史文明時代にも手が付けられずに、その周りを覆おおって劣化の進行を抑おさえる処理しか出来なかった。

「そういやＺＩＮＶ様のユニットのメンテナンスはどうしてるんだ？　さすがにそのままじゃまずいだろう？」

「あちらでも迂う闊かつにいじれなかったので、外装を保護しただけのままです。恐らくＺＩＮＶ自身にシステムの維持をさせているのだろうという話です」

「どちらにしろ、ＺＩＮＶ様をこちらのメーカーにいじらせる訳にはいきませんね。もちろんその要よう請せいは上を通して再三来ていますが……」

　言葉を濁にごした感じから、かなり強い圧力がかかっているのだろう。もっともそれはＺＩＮＶの希少性と特異性を思えば当然の事だ。

「あの連中に渡したら、いろいろと理り屈くつを付けて、返さないだろうよ」

「ええ、分かっています」

　蒼蓮は深く頷うなずいて、そして西南に顔を向けた。

「こちらの状じよう況きようはお聞きになった通りです」

「正直、驚おどろきましたし、あまり気持ちのいい話でもありませんでしたが、事前に相談していただいた事には感謝します」

「ご決断いただくにはあまり時間はありませんが、それでも一晩お考え……」

「あっ、いえ。お引き受けします」

　悲ひ壮そうな面おも持もちの蒼蓮達に対し、西南はあっけらかんと即そく答とうした。

「えっ？」

「ＧＰ隊員は自分の好き嫌いで助ける人を区別しませんし、皇家の樹達がそういう使い方をされるのであれば、逆に俺が何かできないかと思うんです。だからぜひお手伝いさせて下さい」

　西南があっさりと引き受けたのは、瀬戸やアイリ、美み守かみ達からもそう言われたからだけでなく、やはり誰だれかの命令ではなく、自身の意志で参加する事を言った方が珀蓮達も気き兼がねしなくてもいいと思ったからだ。そしてもちろん皇家の樹を何とかしたいというのも動機の一つだ。

「感謝いたします、西南様」

　再び全員が跪ひざまずいたのには、少々閉口した西南だったが、それでもわだかまりはなくなった感があったので、少しホッとしていた。

「ではご参加いただけるとの事なので、報ほう酬しゆうの件に関してお話ししたいのですが」

「えっ？　報酬？」

　西南は意外な言葉にキョトンとした顔で蒼蓮を見た。

「当然、こちらでお仕事をされるのですから、報酬は出ますよ」

「一応、ＧＰに確かく認にんした所、俺は出張扱あつかいになっているそうなので、お給料は出ているのですが……」

「ですがこちらと銀河連盟とは提てい携けいをしている訳ではありませんので、あちらから支し払はらわれているお給料とは別扱いにするしかありません。西南様のどういう活動を任務扱いされているかは存じ上げませんが、こちらがお支払いする報酬が正規のものとなります。税務関係は簾座の法で処理されていますので問題はないと思いますが……」

　蒼蓮はそう言いつつ珀蓮の方を見た。

「そもそも簾座連合と銀河連盟との間に国交がありませんから、税務関係の法律がありません。ＧＰが西南様を出張扱いとされているのであれば、税務関係もこちらで処理をされていれば問題はないとしているのでしょう」

「ではそちらは状況が落ち着いてからという事で……。とにかく経理の者から急せかされているので早く決定したいのです」

　蒼蓮は困り顔で珀蓮達の方を見た。それを見て西南は林りん檎ごの顔を思い出した。

（こっちの世界でも経理関係者って、強いんだなぁ……）

「でもこれは意外な盲もう点てんでしたね。なにしろ西南様の給きゆう与よ関係は全部、霧恋様が管理されていましたから……」

　珀蓮達もちょっと意表を突つかれた様子だ。

「一応、手持ちもありますから、すぐに困る事はありませんでしたから」

「ダメですよ。こういう事はちゃんとしておかなければ、トラブルの元なんですから」

　キッと西南を見る蒼蓮の表情と雰ふん囲い気きは、どことなく霧恋に似ている。

「そ、そうですね」

　蒼蓮に睨にらまれ、西南は思わず姿勢を正した。そしてそれは珀蓮達も同様だ。

「確かに蒼蓮司令の言われるように、報酬は西南様にお渡しするしかないのですが、何しろ西南様の場合、確率の偏かたよりのせいで、いろいろと大金を持たせるのは危険だという理由もあってですね……」

「申し上げにくいのですが、金遣づかいの問題という訳ではなく？」

「主に詐さ欺ぎとかに遭あわないようにという配慮です。特に現在、西南様にはいろいろと有象無象が寄って来ますから」

「当たり屋や女性関係は特に……て感じかしらねえ？」

「どちらにしろ、西南様にはちゃんとしたマネージメント管理をする人間が必要ね」

「いつもはそれを霧恋様が管理されていましたが、私達の活動資金が、西南様の給与という形であれ、銀河連盟関係者である霧恋様に流れるのはまずいでしょうね。私達もこういう立場でなければ管理出来るのですが……」

「そうね……私達では誰が受け持っても、中立性が問題となりますし、変な利益誘ゆう導どうが疑われかねないわ。出来れば第三者的存在が好ましいですね」

「分かりました。それでしたら、レセプシーのサービスを利用しましょう。確か……」

　蒼蓮はレセプシーの業務内容書を起動した。

「……ああ、銀河連盟側のＭＭＤという金きん融ゆう組織と業務提てい携けいしているようですね」

「ＭＭＤ！」

「ご存じなのですか？　レセプシー内での活動に限定されますが、そちらから人材を派は遣けんして貰もらう事が可能ですので、任せてみるのはいかがでしょう？」

「ええ、それなら願ってもない事です」

　珀蓮はそう言いつつ、確認するように西南を見る。

　ＭＭＤはもともと哲てつ学がく士の資産管理組織だ。現在でも銀河連盟内で一番信しん頼らい度どの高い銀行であり、西南に異存などある筈はずも無い。

「ではその方向でお願いします。具体的な報酬金額についてはどうなっていますか？」

「実験部隊ですから、さほど多くは出せないのが現状です。基本は水位天騎操者と同じとなります」

　と、表示された数字が銀河連盟のレートへと変へん換かんされ、西南に提示された。それは西南のＧＰ隊員としての基本給の百倍程である。

「神騎のマスターにこの金額は大変心苦しいのですが……」

「いえ……あの……」

「西南様。こういうものは他の操者との兼ね合いもありますから、低すぎるのも問題になるのですよ」

　高すぎると言おうとした西南に気付いた珀蓮が、ソッと耳打ちをして来た。

「えっ？　そ、そうですか。でしたらそれで大だい丈じよう夫ぶです」

　西南は困こん惑わく気味に、蒼蓮に向かって頷いた。まあどれほど大金であろうとも、大して使い道など無い。殆ほとんど貯金に回る筈だ。

（ＭＭＤを通して収支報告を霧恋さんに届けて貰えば、気分も引き締しまるだろう）

　財さい布ふのひもを直接握にぎられなくても、怖こわい監かん視しの目があると思えば緊きん張ちよう感も保てる。

「ありがとうございます。ではこちらはレセプシーの管理部門へ委い託たくしますので、後で必要書類への記入と確認をお願いします。就労条件に関しても通常の天騎操者と同じとしております」

「西南様、そちらは既すでに銀河連盟ＧＰの就労規約と照らし合わせて、問題ないと確認しておりますが、何か疑問や不都合な事があるようでしたら遠えん慮りよなくご相談下さい」

「お手数をおかけします」

「それからこの実験部隊が正式稼か働どうする事となった際にはもう一度、条件面から全すべて見直して再契けい約やくとなりますので、その時にはもっと詳くわしく事前相談が出来ると思います。今回はこのような形となったことをお詫わびいたします」

「りょ、了りよう解かいです」

　かなり事後報告的な契けい約やく締てい結けつではあるが、条件が上方向に破格なので異存などない。一応の決着が付いたので、その場の空気が緩んだ。

「では今後の実務についてのお話をしましょう。砂樹艦かん長ちよう、お願いします」

　蒼蓮の言葉に頷いた砂樹はまずブリッジに張った結界を解除した。ここからは公的な記録が残る業務というわけだ。砂樹はそのまま艦長席へと移動し、西南達も後に続く。

「ではまず、旗艦ブリッジでの各員の配置じゃが、私の前左が西南様、右がカグヤ。前方の上級オペレーター席が珀蓮様達の席ゆえ、好きな位置に。西南様の席は生体認証で起動するものじゃが、第一階層までのアクセス権しかない。じゃが今回は航路指定のみじゃからそれで十分であろう？」

「ハハッ……助かります」

　守蛇怪では艦長などやらされたが、さすがに今回はそれはないようだ。西南が席に座ると、既に他の者達は着席して起動を済ませたようで、西南も急いで生体認証登録を行って起動させる。二度程登録ミスが起こったが、順調だ。

　ちなみに蒼蓮はここでは席がないので西南の横に立ったままだが、その様子が、家庭教師として来たスーツ姿の女教師のようだというのが、そこに居た全員の感想である。

「ではまず……」

　砂樹は艦船を映し出したモニターを起動した。そこには瞬櫻を中心として全部で十三の艦船があった。

「これが我が艦隊の最大展開した状態じゃ。この旗艦を中心に護ご衛えい艦二、決けつ闘とう用機甲騎を搭とう載さいした巡じゆん洋よう艦が二、駆く逐ちく艦四、偵てい察さつ遊ゆう撃げき艦、水種工作艦、物資輸送艦二の編制じゃ。とにかくこの艦隊のみで長期無寄港活動が可能となっておる」

「これでも守蛇怪に比べると心許ないわね」

「これでも、普ふ通つうの任務活動をする分には、地方の主力防衛艦隊が務まるクラスなのですがね」

「そう聞くと、いかに守蛇怪という船が化け物じみた規格外戦闘艦か、痛感しますね」

「とはいえ、最終決戦用に天騎と神騎があるのじゃから、中央の主力部隊並じゃぞ。難なん攻こう不ふ落らくといってもいい陣じん容ようなのじゃがの」

「拠きよ点てん防衛ではこちらの方が若干有利だけれど、我々の任務を考えると、守蛇怪にはとても敵かなわないわ。守蛇怪なら単艦で独立国家も可能だもの」

「そんな非常識な物と比べられてものぉ……」

　それが砂樹を始め、蒼蓮達の率直な感想だ。戦闘映像をいろいろと見てはいたが、分かり易い比ひ較かく対象があると現実味が湧わくのだ。

「瑞輝様の代わりはＺＩＮＶ様、守蛇怪の代わりをこの艦隊で行えば、すぐにどうという事はないでしょうね。少なくとも最悪の状況でも、撤てつ退たいする時間は稼かせげる筈よ」

　最悪、この部隊が全ぜん滅めつするような敵と遭そう遇ぐうしたとしても、西南と珀蓮達が無事ならば、部隊の再編は可能だ。

「そうならない事を祈いのるだけですね」

「基本的な戦闘方式は、戦闘艇ていや歩兵が人型兵器に置き換かわる感じで、銀河連盟との差はありません」

「スーパーロボット系より兵器系ロボットアニメって感じか……でも、問題は決闘決戦ってヤツですよね。それが一番よく分からないんですが？」

「そうじゃろうの。この決闘方式が生まれたのにはいくつもの説があるのじゃが、宇宙での無意味な消しよう耗もう戦を避さけるためとか、大先史文明時代からの名残なごり、後は原初の五騎きの存在が大きく影えい響きようされていると言われておる」

「砂樹……由来なんかどうでもいいだろ？　我々にとって機甲騎は名めい誉よの象しよう徴ちようだ。お互たがいの代表同士で最終的な決着を付ける。説明はそれだけで充じゆう分ぶんだ」

「この脳筋騎兵めが！　もう少し理論的な説明をせねば、他から来た人は納なつ得とく出来ないものなのじゃよ！」

「じゃあ、手早く終わらせてくれ。訓練もあるんでね」

　カグヤはそのままぞんざいに手を振ふった。

　ファンタジー的な存在が理論的というのもなかなか不思議なものだが、西南にとってはありがたい。

「戦いが最終的に決闘で決まるのなら、最初からそれで決着を付ければとも思いますが、何か理由が？」

「脳筋騎兵の言う通り、それが暗あん黙もくのルールだという事は確かじゃな。ただ始祖の五騎、第三世代の天騎、それとその次世代の天騎はそれ単体で、他の戦力を圧あつ倒とうする力があったのが一番大きな理由じゃな。それは他ならぬ西南様がＺＩＮＶ様と共に戦い、見せつけた事実じゃ」

「そう……ですね」

　守蛇怪一艦で、正確には瑞輝もいたが、ダイ・ダ・ルマーを降こう伏ふくさせた。ＺＩＮＶは大艦隊とダイダロスを圧倒してみせた。その力で戦せん況きようが一変するのなら、極論すれば、そういった戦力同士での勝ち負けが、そのままその戦場の勝敗となる。お互いがそれを認にん識しきするのであれば、決闘という形での決着も頷うなずける。

「もちろん今の天騎の主流クラスでも、操者次し第だいでは小規模艦隊を相手に出来る。そしてカグヤの言うたように、人型兵器は特別な存在。子供の頃ころから機甲騎乗りになるのが一番の夢で、軍以外でもそれに関かかわる仕事が一番人気じゃ。故ゆえに軽騎乗りから始まり、最上位の天騎に乗る騎兵は憧あこがれの頂点の存在、それはその艦隊の威い信しんそのものでもあり、本当に信しん仰こうに近い存在なのじゃ。だからその勝ち負けに皆みなが納得をする」

「何となく分かるような気がします」

　ＧＰでも海かい賊ぞく達との間には暗黙のルールが存在した。そこに必要が在れば敵同士であろうとルールは生まれる。その基本は弱肉強食だが、その根本は自己の生命を守り、維い持じする事だ。そこに不必要な『こだわり』を持つ事は、自身の身の安全が侵おかされる可能性を増やすだけなのだ。

「儀ぎ式しき化されたところもあるが、それでお互いが納得するのなら、意味はある。そもそも戦争は一度始めると終わらせるのが難しいからの。決闘というのはその戦いを終結させる機会とするには打って付けなのじゃ」

　海賊とのルールも決闘も、基本的には『憎ぞう悪お』という負の連れん鎖さのコントロールだ。それに早い段階で確実に決着をつけるための方法なのだ。瀬戸の『ジェノサイドダンス』もある意味、それと同じ考えだ。

「それで具体的には、どういう形で決闘に入るのですか？」

「その戦いの規模によって変わる。基本はその戦いを指揮する最高司令官が決め、天騎操者を指名する。じゃが、これはお互いの力関係もある故、それが逆転する事もある。もちろん決闘自体も相手のある事じゃから、申し込めばすぐに相手が受けるとも限らん。これも戦局によっていろいろじゃが、そこの判断を西南様に押し付けるような事にはならん故に、安心されよ」

「そうですよね。さすがに俺にはその判断は無理ですし」

　決闘ド素人しろうとの西南にそんな重要事を任せる事はさすがにない。とはいえいきなり守蛇怪艦かん長ちようを任された西南が警けい戒かいしたのも無理はない。アイリ達のような『悪ふざけ』を押し付けられないだけまともだ。

「駆かけ引きの面めん倒どうな大がかりな戦争は滅めつ多たにない故、一番多いのは対海賊との遭そう遇ぐう戦じゃが、これの場合はいきなり決闘となる事が多い。もちろん賭かける物は積み荷じゃ」

「最近では海賊も天騎を持つ場合があると聞きましたが、それが無い場合などはどうなるのですか？」

「ん？……ああ、そうじゃの。西南様はあちらから来たのじゃったな」

　こちらの当たり前の常識が西南には分からない。砂樹達もそうと知っていながら、説明不足に陥おちいっていた事を再確認した。

「こちらでは人型兵器が通常兵器、あちらなら戦闘機といった所かな？　海賊でも民間護衛でも最低クラスの軽騎は当たり前に持っているんだ」

「じゃあ軽騎同士、極きよく端たんな場合は天騎と軽騎の決闘も有り得るという事ですか？」

「相手が海賊とはいえ、そんな卑ひ怯きような真似まねはな」

　カグヤは苦く笑しよう顔で肩かたを竦すくめた。何やら複雑な思いがあるようだ。

「まあ、それも状じよう況きよう次第じゃ……たいていは相手のクラスに合わせた機甲騎で決闘を行う事が多い」

「ではＺＩＮＶと俺の出番は殆ほとんど無いと思っていいのですか？」

「相手次第……海賊が高位の天騎を持っておる時の用心じゃが、基本、西南様は海賊を引き寄せるのが一番の役割となる。通常の決闘はカグヤが行う故、出番は無いじゃろう」

「それを聞いて安心しました」

「いつまでもという訳には行かないだろうがな。何しろ我らの実験部隊の象徴はＺＩＮＶ様だ。それが全く決闘を行わないというのも体てい裁さいが悪い」

「……すぐに、ではないのですよね？」

「訓練と実戦経験は積んで貰もらうつもりだが、もしかしてあちらが指名する場合もあるからなぁ……」

「指名もありなんですか？」

「どうせ負けるなら、伝説の神騎と戦いたいっていう連中も居るってこった」

「なるほど……」

　高校野球の甲こう子し園えんとかで、負けが決まったチームがそれまで補欠で出番の無かった選手に記念打席をプレゼントするような感じだ。

「でも将来的に活動範はん囲いが広がり、守蛇怪を活動ベースに出来るようになれば、その判断を西南様がされるようになりますよ」

「ほ、本当に？」

「もし不安なのでしたら、状況を判断し交こう渉しようする軍師を雇やとうという方法もあります。判断といっても最終決定をするという意味ですから」

「実験部隊のままならばいざ知らず、正式稼か働どうになれば、こちらが嫌いやと言っても、監かん査さ役を送り込んで来るだろうさ」

「なるほど。ならそちらの判断は何とかなると考えても、決闘そのものは時間が掛かかりますね。ＺＩＮＶで一度戦闘は経験しましたが、あくまで対艦、四足歩行戦車が相手でしたし、そもそも対人戦闘の経験もそれ程ある訳ではありません」

　静せい竜りようの試合の時などは、一方的にボコられる前提だったし、タラント相手の時も逃にげ回るだけだった。そもそも決闘をする相手は素人ではなく、その地位を勝ち取ったベテランなので余計心許ない。

「決闘は基本が一対一に特化されたものであるからな。その不安はよく分かるよ。訓練するといっても一朝一夕には無理だし……とにかく一度私と手合わせをして、それで判断するとしよう」

「ふむ……あの戦闘映像が圧倒的じゃから、少し軽く考えていた所があるのやもな」

「海賊の場合、合体問題の方が厄やつ介かいかもしれませんね」

「合体、ですか？」

　蒼蓮の口から合体という言葉を聞くと、ちょっとドキドキする。それは珀蓮達も同様のようだ。

「合体、合体、合体、合体、合体、合体……」

「蒼蓮司令、合体問題とは聞かない言葉ですが？」

　思考のループに入りかけた珀蓮をぶん殴なぐりつつ、火煉は蒼蓮や砂樹の方を見た。

「これはここ最近、見られるようになったもので、珀蓮様達がご存じないのも無理はありませんね」

「それで合体問題とは何ですか？」

「西南様、本来決けつ闘とうというものは神聖な儀式じゃ。もしそこで掟おきて破りな行為をした者がいたら、警告を受け卑怯者の烙らく印いんを押おされて、敵味方双そう方ほうから攻こう撃げきを受ける事になる。もっともそれは建前でな……火か事じ場ば泥どろ棒ぼうのような真似をする奴やつはどこにでもおって、やはり海賊に多いのじゃ。最近は銀河連盟側から流れてくる者も多い故、どうしても作法が破られる傾けい向こうにある」

「決闘の作法も上位天騎クラスの数が増えた事もあって、少しずつ意味合いが変わってきているからな。しきたりを守る海賊も多いが、無法な振る舞まいをする者もいる。優勢な時は決闘無視、劣れつ勢せいになると決闘を言い出して、仲間を避ひ難なんさせる……しきたりをいいように使っているんだ。……んで、最近多いのが合体詐さ欺ぎというヤツだよ」

「詐欺、なんですか？」

「つまりさ、Ａという天騎を持つ海賊がいたとして、劣勢と見ると時間稼かせぎをしている間に『用心棒』と呼ばれる強力な天騎、或あるいは手練れの操者を呼んで、そいつの機甲騎をＡの合体パーツだという事にするのさ。酷ひどいのになると十五騎合体ってふざけた例もあったそうだ」

「十五って……そんな別騎体と簡単に合体なんて出来るんですか？　それに時間稼ぎといってもすぐに駆けつけて来られる訳でもないのでしょう？」

　最初からそういう設計ならいざ知らず、他者の機甲騎と簡単に合体など無理だ。そもそもどこで決闘が行われるか分からない状況で、応おう援えんに駆けつけるなど、上位超ちよう空間航行を使ってもなかなか難しい。

「量産タイプの天騎は共有の接合パーツ規格を持っているから、見み栄ばえはともかく可能なんだよ。用心棒の中には高価なＫＺＭのバイオ合金をふんだんに使って変形トランスフオーメーシヨンする奴もいる。維持に高エネルギーが必要だが、第九世代までなら十分に戦闘状態の維持は可能だからな。さすがに例の十五騎合体は、蛇へびみたいな感じになったそうだけど、一番の目的は、合体して強化する事より一番の手練れに操縦させる為だ。それと決闘はそれまでの戦闘の仕切り直しをするのに時間が掛かる。登場の演出も時間稼ぎには打って付けだ。そして用心棒の中には『魔ま法ほう』を使う奴もいるんだ」

「……へ？」

　それは実に間ま抜ぬけな声だった。だが西南がそんな声を出すに十分な衝しよう撃げきの内容だ。

「そういう反応も分かるよ。あちらではまずお目にかかれないだろうからね」

「……本当に？　魔法ってあの魔法ですか？」

「恐おそらく西南様がお考えになっているような魔法です。妖よう精せい達が私を眠ねむらせていた空間収納も魔法ですよ」

「ああ、確かに！」

　そこから現れた蒼蓮ショックで、すっかり忘れていた。

「あのケースで育成させている、魔樹と呼ばれる特とく殊しゆな植物が『魔素』を生成し放出していて、それを触しよく媒ばいとして魔法が発現する。用心棒はそれを使って、契けい約やくしている相手の持つポイント目掛けて瞬しゆん間かん移動して来るんだよ。もっとも宇宙には魔素がないから、使い切りの一方通行だがね」

「……魔法かぁ。それって皆みなさん使えるんですか？」

　西南のワクワクが止まらない。小さな子供のように目がキラキラと輝かがやいている。

「体内に魔素器官を持っておればの。じゃが大きな魔法を使える者は希少じゃし、そもそも魔法は科学技術や文明とは相あい性しようが悪くての。何故なぜか魔樹は文明圏けんと呼ばれる所では自然育成できないのじゃ。発達した文明圏のある場所ではまず見ないから、西南様が知らないのも無理はない。繁はん殖しよくする可能性があるとすれば初期文明圏までかの？」

「ああなるほど。初期文明圏との接せつ触しよくは禁止されていますものね。でも何故、上位文明圏では繁殖できないんですか？」

「魔素を触媒とした魔法自体が、何らかの文明システムだという説があるのです。ですから発達した高度な文明との摩ま擦さつを避さける機能があるのではないかという話です。異質な文明同士の接触は、不幸な結果になる可能性がありますからね。あと魔素には少し問題もあるんです」

「問題？」

「ここのように人工的な形なら繁殖は可能ですし、一度繁殖した場所に入植などで文明を持ち込んでも問題はありません。ただ魔樹はその惑わく星せいの生態系を劇的に変えてしまいますし、時として機器を侵しん食しよくしますから、移植は禁止されているのです」

「そうですか……ちょっと残念です」

　西南は心境が目に見える程、ガッカリして肩を落とした。

「でも西南様、それ以前に魔法って……科学技術でもっと簡単に同じ事をできるから、あまり需じゆ要ようはないんですよ」

「えっ？……ああ、確かに。魔法は高度に発達した科学技術と同じだって聞いた事がありますからね」

「火を発生させて水を生み、人の身体を癒いやす……魔法ではかなり高度なものでも、科学技術なら万ばん民みんが、もっと簡単にその恩おん恵けいを受けられるからの。じゃが例外もあって、科学技術より利便性の高い魔法もある故、ここで魔樹を育成しているのじゃ」

「瞬間移動なんかは凄すごそうですものね」

「超空間航行で何日もかかる所へも、一瞬で移動が可能じゃが、使える者はかなり希少で使うには魔素も大量に必要じゃ。それぞれにポイントも必要じゃから、どこへでも自由自在とはいかぬ……まあ話は逸それてしまったが、そういった感じで決闘を姑こ息そくな手段で汚けがす海かい賊ぞくも多いって事じゃよ」

　砂樹は吐はき捨てるように言い放つ。カグヤも仏頂面だ。

「操者が手て練だれとなる利は分かりますが、そもそも合体して強くなるんですか？　けっこう無理矢理そうですが……特に十五騎合体とか」

　魔法についていろいろと聞きたいが、魔素器官という物がなければ使えないのなら致いたし方かたない。後ろ髪がみを引かれつつも、西南は話を戻もどした。

「まあ十五騎合体は悪ふざけが過ぎたようだけれど、意外と強くなるんだよ。補助の複ふく腕わんやら装そう甲こう武装強化……決戦用天騎などは、事前にかなり情報収集されている場合が多いし、当然、戦闘中にもデータの収集は行われる。それがいきなり情報に無い武装や機能が出現し、パイロットの力量が変わるというのは結構、怖ろしい事なんだ。まあ軍の高位操者と天騎に通用するかどうかは怪あやしいけれど、技術というのは常に進歩するものだからね。油断は禁物だよ」

「なるほど。そう考えると意味は結構あるんですね。でも合体って燃えるシチュエーションなんですけれどね」

「それについては同感だが……私としては、姑息な真似をするクソッタレ共は神騎ＺＩＮＶ様の圧あつ倒とう的パワーで一いち撃げき粉ふん砕さいすると気持ちいいだろうとは思うよ」

　カグヤの様子に違い和わ感を覚えた西南はチラッと砂樹の方を見た。

「最近立て続けに合体詐欺の被ひ害がいに遭あっての。撃げき退たいは出来たが、結構苦戦して天騎に傷をつけられた上、逃げられて、恨うらみ骨こつ髄ずいなのじゃ」

「……ああ、なるほど」

「あいつ等ら今度見つけたら……」

　拳こぶしを握にぎりしめるカグヤの右みぎ腕うでの筋肉が目に見えて隆りゆう起きし、皮ひ膚ふの色も変わってくる。

「落ち付けカグヤ」

　砂樹が窘めても、カグヤの怒いかりはなかなか収まらない。

「すまんの。意外にも合体が結構カッコ良くて感動しておった分、余計にの」

「でも……樹雷の皇家の樹達は姉し妹まいで家族です。さすがに粉砕までは……」

「こちらがその気でも、機甲騎を自じ爆ばくさせる者達も居ると言うたろう？」

「……それはきつい話ですね」

「その状じよう況きようを良くするための戦いでもあるんだ。んじゃ、たるい座学はこれまでにして、訓練に移ろうか？　まずは西南殿がどれだけ戦えるかテストをしたいが、いいか？」

「珀蓮様達はシミュレーションによるオペレート能力の確かく認にんじゃの」

　カグヤと砂樹、二人の問いに西南達は無言で頷うなずいた。








６「妖よう精せい達の酒しゆ宴えんと後あとの祭まつり」









　約十時間後、蒼そう蓮れん司令官とカグヤ機き甲こう騎き部隊隊長と砂さ樹じゆ艦かん長ちようは、艦長室代わりにしている、ひときわ大きな熱帯植物園のような温室に集まっていた。

　部屋らしいものといえば、大きな葉っぱを編み込んで作った卓袱ちやぶ台だいと、陶とう器き製の大きな壺つぼが十ほど並んでいるだけだ。奥に泉があり、そこにも多くの徳利とつくりが沈しずんでいる。

　そもそもケースの中は温度も一定で、雨も降らないので、温室のようなものだ。

　夜時間なので天てん井じよう照明は消され、樹じゆ雷らいの物とは違ちがう、発光植物が室内灯代わりだ。その様子はまるでお伽とぎ話ばなしにある、『妖精の集会』といった感じだ。

「ああ、やはりここは落ち着きますね」

　少しラフな服で正座をしている蒼蓮は、淡あわい光に照らされ幻げん想そう的な雰ふん囲い気きだ。もちろん砂樹もカグヤもその雰囲気に溶とけ込んでいる。まるで女子会のような感じだが、どんなに儚はかなげで美しくとも蒼蓮は男性だ。

「今日はどのお酒からにするかの？　いきなり『オーガ殺し』とかどうじゃ？」

　ビキニ状態に表皮を変化させている砂樹は、おもむろに泉の中に手を突つっ込み、徳利の一つを取り出した。

「なんか大事な話があるんだろ？　強いのは止めておこう」

　カグヤは作さ務む衣えに似た服を着て、毛皮で作られた敷しき物ものに座っている。

「おやおや、いつもなら作戦前日でも飲むくせにの」

「飲まないとは言ってない。最初は適当な奴やつを頼たのむ」

「私も軽い物からお願いしますね」

「じゃあ、魔樹海産ハチミツ酒から行こうかの」

　砂樹は小さく肩かたを竦すくめて手にした徳利を泉に沈め、他の徳利を摑つかんで取り出す。したたる滴しずくをそのままに、コルクのような栓せんを抜ぬいて、磁器で出来た杯さかずきに中身を注いだ。少しとろみのある赤みがかった黄金こがね色の液体からは、甘い匂においが漂ただよって来る。

　それぞれがコップを持って見つめ合う。

「珀はく蓮れん様達があちらに行かれてから五年……まさかあんな大きな成果を持って帰き還かんされるとはの」

「本来なら百年、二百年単位をあちらで過ごす覚かく悟ごの計画でしたから、こちらの準備が大変でしたよ」

「まあそれも一応の成果は上がったし、西せい南な殿どのも戦いに賛同して下さったのだから、終わりよければ全すべて良し、じゃないか？」

「我らの戦いはこれからじゃがの」

「スタートラインに立てただけでも僥ぎよう倖こうですよ」

「ではこれからの戦いに、武神のご加護を願って……」

　そこまで話し、ちょっと杯を上げて乾かん杯ぱいとする。そして中身を一気に呷あおる者、少し口を付ける者と三者三様だ。

「ふう……でも、あの短期間で成果を上げたとなると、樹雷は間違いなく珀蓮様達の正体を最初から知っていたと考えるべきじゃな」

「短時間に皇族の部下に、と考えると都合が良すぎるのも確かだしな」

　樹雷という軍事大国の瀬せ戸とという要人の女官。そして重要人物である、西南付きに抜ばつ擢てきするなど普ふ通つうでは考えられない状況だ。

「仕組んだのはレセプシーの舞ま貴き妃ひじゃろうが、西南様をこちらにすんなり連れて来させたのは、樹雷の意図じゃろうの」

「それだけ西南様に期待しているのでしょうね。実際にあちらでは大きな戦果を上げられていますから」

「それで司令官殿、ここに皆を集めたのは何故じゃ？　その目で訓練を見て、報告も提出済みじゃろ？」

「珀蓮様達からも西南様についてはいろいろと聞かされていますが、銀河連盟と簾れん座ざ連合では状況も環かん境きようも違いますからね。作戦実行に変へん更こうはありませんが、少しでもデータを集めたいんです……ですからお二人の心証というものを直接確認しておこうと」

「西南様ご本人も危き惧ぐしておったように、こちらとあちらでは戦せん闘とうシステムがかなり違うからの」

「ええ。それと場合によっては、私を含ふくめ、お二方にもいろいろと個人的に動いていただく必要がありますからね」

「なら、事前にすり合わせくらいはしておくべきじゃろうな……。まずは珀蓮様達のオペレート能力には問題はない……というより、最高位の天位艦隊のトップオペレーターなんぞ足元にも及およばんかもしれん位じゃ」

「おいおい、そりゃいくら何でも大おお袈げ裟さじゃないか？」

「今日行った百五十通りの緊きん急きゆう状じよう況きようシミュレーションを完かん璧ぺきに最短記録でこなされた上、その不備を指し摘てき、その改善案と新規で千近い第一種プログラム、三千の第二種プログラムの提案までされたら、降参するしかないわ。試ためしにいくつかピックアップしてこちらのオペレーターにやらせてみたが、ギリギリ合格出来たのは一人しかおらんのじゃから泣けるぞ」

　ちなみに第一種は敵交戦時用、第二種は通常航行時トラブル用だ。

「うわ……マジか？」

「あのプログラムは全部拝見させていただきましたが、確かに凄まじい、というのが正直な感想ですね。とりあえず記録は封ふう印いんしていますので、迂う闊かつに他に漏もらさないで下さい」

「「ええっ!?」」

　カグヤと砂樹が驚きよう愕がくの眼まな差ざしで蒼蓮を睨にらみ付けた。記録封印と他言無用はそれがトップシークレット事じ項こうに該がい当とうするという事だ。

「今、どこにどういう形で報告するか思案中です。いっそ見なかった事に出来ればとも思いますよ。正直、西南様の能力よりも驚おどろいたくらいです」

「……それ程ほどのものなのか？」

「作戦立案や艦船の改良、戦略的に重要になりそうな要素が多いのです。もしあれを上に提出したら、恐おそらく直すぐさまＳランクトップシークレット扱あつかいになって、中央の天位士官クラスでないと閲えつ覧らん許可は下りないんじゃないでしょうか？」

「危ねぇ！　私じゃアウトじゃないか」

　カグヤの立場でそれを見てしまえば、場合によっては処しよ刑けいも有り得る。

「当事者達には箝かん口こう令れいが敷かれるでしょうけれど、不ふ可か抗こう力りよくですから他に漏らさない限りは、問題はありませんよ」

「珀蓮様達……樹雷で高度な訓練を受けたとは聞いておったが……」

「樹雷といえば、あちらでもトップの超ちよう大たい国こくで戦闘国家という事ですが……その水準の高さを思い知らされましたよ。あの方々でしたら、恐らく作戦立案のトップとか、艦隊司令も勤まると思いますよ」

　瀬戸の女官は樹雷の艦隊司令ランクの実力者だ。蒼蓮の指摘は正せい鵠こくを射ている。

「それだけ聞いても、こちらの脳筋トップで太刀打ち出来るか疑問じゃの。海かい賊ぞく討とう伐ばつしてあちらと交流でも始まったら、簡単に吞のみ込まれそうじゃ……まあ私としてはそれはそれで面おも白しろそうじゃがな」

「そもそもあちらには上位の皇家の樹きがあるからな。原初クラスがごろごろしてるって話なんだろう？　まっ、格が違うよ」

「吞み込まれるかどうかは、上が心配する事です。ただ、戦いそのものは変わると思いますよ。決けつ闘とうのようなやり方は、あちらでは受け入れられないでしょうからね」

「海賊連中をそのままにしていたら、どのみち変わらざるをえないだろうさ。もう既すでに決闘ってやり方そのものが崩くずれてきている」

　カグヤはシレッとした感じで酒を呷った。

「おや、これは意外じゃの。何が何でも反対！　ふざけんなっ！　って言うのかと思うておったが？」

「よほど私を戦せん闘とう狂きようの脳筋にしたいらしいな」

「違うのかえ？」

「古き良き時代……私らより上の世代はそう言うだろうけど、決闘自体が馴なれ合いのスポーツ化したところがあるのも事実だからな。そいつを海賊にいいように使われているんだから、考えもするさ。私は機甲騎って物自体が無くならない限り、そんなに目くじらはたてんよ」

「それこそ、非効率の代表みたいな物なんじゃがなぁ……」

「決闘に関しては珀蓮様達も同じような感想をお持ちでしたね。機甲騎に関しては心配はないと思いますよ。神騎ＺＩＮＶジンブ様の登場は、かなりインパクトがあったそうで、あちらの銀河アカデミーという技術開発の中心地でも、人型兵器の開発ブームが起こりつつあるとかで」

「へえ、そりゃどういう理り屈くつだ？　あっちの人間にとっては非効率の塊かたまりって揶や揄ゆされているんじゃなかったのか？」

「銀河アカデミーの人達は、変人の趣しゆ味み人の集まりらしいですからね。面白ければ非効率とかはどうでもいいって感じらしいです」

「変人の趣味人のぉ……そりゃ凄すごそうじゃな」

「例の守かみ蛇だ怪けを造った科学者も、そこ出身の有名人だそうですから、推おして知るべし、ですね」

「そりゃまた、マジどんな機甲騎が生まれるのやら……だが楽しみだ」

　一いつ瞬しゆん、カグヤと砂樹は顔を見合わせて無言となったが、すぐに恐きよう怖ふよりも興味が勝まさったようで、楽しげな笑えみを浮うかべた。だが、それを目の当たりにするのは、意外と近い将来だったのだ。

「珀蓮様達の能力に問題はないとなると、肝かん心じんの西南様はどうですか？」

「ん[image: ～][image: ～]まだ初手合わせ程度だからな。射しや撃げき、近接戦闘と、それなりにちゃんとした初期段階の訓練は受けている感じはあるな。だけど驚いたのは防ぼう御ぎよ面だ。とにかく危機に対する嗅きゆう覚かくは尋じん常じようじゃない。牽けん制せいには引ひっ掛かかるけれど、決めに行った攻こう撃げきはほぼ避よけられたし、喰らっても直撃は避けていたな。学習能力も高いから同じ攻撃は二度と喰くわない。それとけっこう追い詰つめてみたが、最後まで精神が崩れない……安定感は抜ばつ群ぐんだな」

「貴女あなたにしては随ずい分ぶん、高評価ですね」

「ただ本当に攻撃面は年ねん齢れい通りって感じだけれどな。そもそもちゃんとした戦闘訓練を始めたのは二年程前って話だから、そのままでは地騎クラス操者にも勝てないだろうよ。ただ負けるかというと、そういう図が見えないのが驚きだ。攻撃は最大の防御ともいうが、防御がある意味最大の攻撃となる場合もあるらしい」

「ずいぶんと歪いびつですね。防御面に優すぐれているのは確率の偏かたより故ゆえ、ですかね？」

「それが一番の要因だろうが、護身に関しては子供の頃ころから、いろいろと教えてくれた人が居たそうだ」

「そうなると……やはり銀河連盟の最大海賊ギルドを潰つぶせたのは、補助的要素が大きいという事じゃの」

「普通に考えればそうなるのでしょうね。でも西南様の一番の異能は確率の偏りによる、海賊との遭そう遇ぐう率の高さですから。戦闘技術そのものは重要ではありませんよ」

「あちらではそうなるじゃろうな。じゃが簾座の決闘はそうはいかんぞ。ＺＩＮＶ様の決闘はいつかは必要となるのじゃからな」

「あくまでも現段階では難しいって話だ。何といっても勝負勘かんは驚くほどいい……いや、危機に対する勘かん所どころかな？　しかもいくら追い詰めても追い詰めても、驚くほど冷静で揺ゆるがない……その点は私の知る達人連中に似た雰ふん囲い気きがあるよ……正直、ゾッとした」

　だがカグヤは少し不満げな様子だ。

「ゾッと、ですか？」

「蒼蓮が歪って言ったろ？　年齢と精神のアンバランスさが普通じゃない。ありゃ四六時中、命の危険の中に居た人間が持つモンだな」

「確率の偏りの数値が普通じゃないという事は聞いたが……それにしてもカグヤにそこまで言わせるとはの」

「砂樹さんの感想はいかがです？　精神のバランスを崩してしまう危険があるのか？　それとも……既に壊こわれているのでしょうか？」

　この場の空気にそぐわない程、蒼蓮の眼差しは真しん剣けんそのものだ。

「西南殿ほど確率の偏りが大きいと、まともに育たないという話だろ？」

「私のスキルには何も反応はない故、精神は安定していて実に穏おだやかという事じゃ。珀蓮様が仰おつしやるには、精神的な支えになっていた方達が居た事が大きいそうじゃが、カグヤの話を聞くと、一体どういう理屈かと思うの」

「ふむ……あの確率の偏りを持つ子供がいかにして健すこやかに成長したのか？　興味は尽つきませんが、精神的に安定していて、防御面ではカグヤさんのお墨すみ付つき……攻撃面をＺＩＮＶ様の戦闘データで補助すれば、相手次し第だいでは早い段階での決闘は可能という事ですね」

「ただそう聞くと、正直、迷うな」

　カグヤの表情は他の者達と比べてかなり暗い。戸と惑まどっているといった感じだ。

「随分、積極的に見えましたが、何か問題でも？」

「機甲騎乗り、特に天騎にまで到とう達たつした操者は皆みな、良いにつけ悪いにつけ、どこか歪……個性的とも言うが……。私もいろいろな操者を見て来たが、あんなに歪なままで、無理矢理に叩たたき上げられてしまった感じの人間は珍めずらしい。現状の私達が言える事ではないが、西南殿どのの能力に期待して、人材に器材にいろいろと押し付けて……何と言うか……」

「何となく分かりますよ。私の第一印象は、聞いていたよりもずいぶん子供なんだなという感じですから。いえ、業績と比べて、と言った方がいいでしょうね。それなのに、都合の良い部分だけに期待して……まるで部品でも扱っているようですよね」

「そう！　そんな感じなんだ。この世界では外見そのままの年齢じゃない事が多いけど、西南殿の場合はちゃんと外見相応だからな」

「ふむ。そこら辺はカグヤもやらかしておるが、特に、蒼蓮が近くにいる時などが顕けん著ちよじゃの」

「「は？」」

　蒼蓮とカグヤはその言葉に納なつ得とく出来ないかのように砂樹を見た。

「おいおい蒼蓮の誑たらしはいつもの事だが、私が何をしたってのさ!?」

「ちょうど西南様の視線の位置にあるのじゃよなぁ……そのご立派な果実が二つ」

「わっ！　私は背が高いから自然に……それに普ふ段だん他の連中と同じように接する感じで対応してただけだぞ！」

「カグヤは威い圧あつ感があるから、普ふ通つうの者はそれに萎い縮しゆくする。そもそも他の連中はそこまで近付かんじゃろ？　じゃが年若い新兵のようにでも思うておるのか、カグヤは西南様に無防備に接近し、西南様は威圧の方は何ともないが、カグヤのでかいのには反応しておる。いやいや、実に歪じゃの、クックック」

　西南は危険には慣れているが、性的なものは年相応なのだ。

「……マ、マジか？」

　カグヤは頰ほおを赤らめて胸を隠かくす。だが豊満な胸はそれでも隠しきれない程たわわだ。

「胸きよう鎧がい扱いされる脂し肪ぼうの塊に反応してくれるのじゃから、貴重な存在よな。これを機会に、もうちと女らしゅうしたらどうじゃ？」

「うっさい！　そっちはもう少し自重しろ。西南殿はまだ未成年なのに本能丸出しじゃないか。魔ま女じよ王殿に薪まきにされるぞ」
















「私のは生き物としての性さがじゃもん。それよりもっと問題はこちらの御ご仁じんじゃと思うのだがの」

「……まあ、な。それは同感」

　いまだに意味が分からずに首を傾かしげている蒼蓮にカグヤと砂樹は嘆たん息そくする。

「……とにかく話を戻もどすとだな。高い能力と物分かりの良さをいい事に、こちらでも同じ事を強要させられようとしているのが痛々しいって話だ。この実験部隊は正式な軍隊ではないが、それに準ずる組織だし、活動内容は軍と同じだ。任務となれば、人を一個の部品として扱あつかわなきゃならないが、決闘までとなると西南殿にかける負担が重過ぎる。こちらの勝手な都合で、もし万が一にでも精神を壊してしまったらと思うと……心配なんだ」

「「クスッ」」

「そりゃ決定が変わらないって事くらい私も知ってる！　だけどなぁ……」

「ああ、そういう意味で笑ったのではありませんよ。貴女のその眼差し……珀蓮様達が西南様を見る時のとよく似ていると思っただけです」

「……なるほど、落ちるのが早いの」

「何、二人だけで納得してるんだよ！　こっちは真ま面じ目めに悩なやんでるんだぞ！」

「バカにしてるとか、からかっている訳ではないぞ？　西南様の異能は、普通であればまともに育つ事すら難しい……にも拘かかわらず、異様な状態のまま高い能力を有し成長してしまった……」

「西南様の力は有益で、それを利用しようとする者達も多い……それこそ一個の部品としてね。ですが、カグヤさんのように、その偏った力をなんとかしてあげたいという人も多いのでしょう。珀蓮様達とお話ししていて感じたものと、カグヤさんのそれは本当によく似ています。なるほど、幼い頃より西南様のお側にいた方々は、皆そういう気持ちで接してこられたのですね」

「という事は……西南様は海賊だけでなく、その手の特とく殊しゆな女性も惹ひき寄せてしまうという事じゃの」

「特殊って……もしかして私の事か？」

　蒼蓮と砂樹の視線に気付いたカグヤは仏ぶつ頂ちよう面づらで睨にらみ返した。酔よいも進んだせいか、会話が女子会の恋こいバナ的になって来ている。

「そんなに睨むでない。悪い意味じゃないぞ。お主もなかなかに愛らしいって事じゃ」

「なんだよそれ？」

「つまり西南様の事を知って距きよ離りを置くか、さらに近付こうとするかの違ちがいですね」

「仕事だよ仕事！」

「今なら降りる事も可能ですよ。珀蓮様達も強要はしないと仰っていましたから」

「……でも、知ってしまったからなぁ。あんなのほっとけないだろ？」

「じゃから落ちるのが早いと言うたのじゃ。まあ何だかんだ言うても、カグヤはもともと面めん倒どう見みはいい方じゃからな。ただカグヤの場合は、新兵共じゃと怖こわがって近付いてこんからの。それを恐おそれん西南様は貴重な相手かもしれんぞ」

「落ちるって言い方が嫌いやらしいんだよ！　そういう任務なんだから当然だ！」

「親身になってくれるのであれば、それでいいと思いますよ」

「……そういう蒼蓮こそ降りようと思わないのか？　一番危険なのはお前だぞ」

「やり甲が斐いのある仕事を任されて光栄ですよ。砂樹さんはどうです？」

「珀蓮様達の指名を受けて見込まれた以上、最後まで付き合うつもりじゃ。近くで見ていて楽しそうじゃし、一度くらい味見もしたいからの」

「おい！　マジ燃やされないよう気を付けろよ。……ところで」

　カグヤは突とつ然ぜん不安顔で俯うつむいた。

「なあ……蒼蓮と砂樹の心証としては、私達と瞬しゆん櫻おう艦かん隊たいで守蛇怪の抜ぬけた穴を埋められると思うか？　西南殿を補ほ佐さする力が、こちらにあると思うか？」

　西南と珀蓮達はかなりの力を持っている事は間違いない。逆に自分達がそれに相応ふさわしいか不安になったのだ。

「正直、予想が難しいですね。ただ何があっても、西南様と珀蓮様達が逃にげられる時間は作れると思います」

「そう易やす々やすとやられるのも面白うないの。そうなるともう何人か欲ほしいが……例えば藍あい蓮れん様のような、な」

「ああ、私達にも個人的に動けってのはそういう意味か」

「ええ。軍に馴な染じまない人でも、これと見込んだ人なら構いません。軍の外にも、簾座中に幅はば広ひろく協力者が欲しいですね。とにかくまだまだ人材が欲しいです」

「おいおい、一体、何をやらかすつもりだ？」

　人材が欲しいのは当然だが、蒼蓮の求めている者達は、軍活動とは違う所にあると直感したカグヤは、少し慌あわてていた。

「銀河連盟での事を考えれば、戦せん闘とう規模も、それに類する政治的な事も大きくなりそうですから、地じ盤ばんを固めておく必要はあるかと思います」

　西南が関かかわると、状じよう況きようが劇的に変わるおそれがある。ダイ・ダ・ルマーのようなとんでもない敵との戦いがいきなり始まる可能性もある。そして圧力とも言える海かい賊ぞくの脅きよう威いが薄うすれれば、政治や経済も流動する。

「なるほどの。そういう人材という意味では、守蛇怪とあっちから来た人間が最有力候補なんじゃろう。何といっても経験の蓄ちく積せきと実績がある。珀蓮様達が自身より上と仰るのであれば間違いない。私達が足場となれば、こちらでも力を発揮してくれるじゃろう」

「そうですね。珀蓮様達が提出されたプログラムは、あちらで得た知識によるものもありますが、殆ほとんどが守蛇怪での作戦データを流用したものらしいですから」

「つまりあれは実際に守蛇怪が遭そう遇ぐうした事例、という事か？　一種戦闘が千、二種が三千じゃぞ」

「参考資料として、銀河連盟上層部が吸い上げた事例データで千件をゆうに超こえるそうですから」

「……眩暈めまいがしそうじゃの」

「おいおい、戦闘ってのはその時々で状況が違うけれど、それでも参考資料として残されるような事例って、十に一回程度あれば多い方だぞ」

「ダイ・ダ・ルマー戦、タラント基地戦を考えても、西南様の遭遇する戦闘は異質なものが多いですからね。戦闘形式こそ違え、西南様の実戦経験は私達より上、もしかして長老クラスに届くかもしれません」

　狭せまい地域での戦争ならいざ知らず、宇宙規模の場所での海賊との遭そう遇ぐう戦など、そうそう起こるものではない。簾座連合も安定してからの期間は長く、実戦経験が豊富と言えるのは統合大戦を経験した花か櫻おうの長命種の長老と呼ばれる者達だけだ。

「それは……う[image: ～][image: ～]ん」

　さすがにこの意見にはカグヤは考え込んでしまう。

「さすがに長老クラスというのは……信じられんの。守蛇怪のデータを直接検証できればいいのじゃがな」

「信じられないのも無理はありませんが、それでも西南様が配属された年ねん齢れいと実績を考えれば、戦闘経験数が尋じん常じようではないのは間違いありません」

「実戦参加がたった二年でじゃからな……そう考えると、あの歪いびつさもカグヤの感想も分かる気がするの」

「やはり、是ぜ非ひとも守蛇怪とこちらに来た人員が使えるようにしたいですね」

「フッ……花櫻での王権復活の為ためにもかの？」

「いまさらそんな面倒事を背負い込むつもりはありませんよ。あくまで我々の為に異国の地に連れてこられ、危険な戦いを始めようという彼の安全の為です」

「おや、蒼蓮も早々に落ちてしもうたという事かの？」

「落ちるって何ですか！　だいたい私は男ですよ」

「頰染めて愛らしい顔して何言っているのやら。聞いたぞ……どこかの貴族に性せい転てん換かん手術をされかかったとな」

　今まで弄られた仕返しとばかりに、カグヤはニンマリと、こっそり仕入れておいた、取って置きの秘密情報を繰くり出した。

「なっ、何故なぜそれを!?」

「何、本当かの!?　じゃがそれは確かにいい考えじゃな！」

　宇宙の技術であれば、完全な女性化が可能だ。それ以外にも分体として女性型の肉体を造ってコントロールも出来る。

「『俺の為に女になってくれ』……なんてな」

「どこがいい考えなんですかぁ!!」

　真っ赤になって怒おこる蒼蓮は実に可愛かわいらしい。それがカグヤと砂樹の嗜し虐ぎやく心しんを煽あおった。

「言い寄って来るのは男性ばかりで、女性からは友達感覚。この前、彼女が出来たって喜んでいたようじゃが、その後の進展は？」

　砂樹の問いに蒼蓮は悲ひ愴そう感タップリにガックリと肩かたを落とした。その姿にその場の空気が一転、重くなる。

「もしや、また……なのか？」

「別れる理由が『貴方あなたって男性って感じがしない』『私より女性らしい人とはね』と……とどめが『いいお嫁よめさんになってね』……です」

「「…………」」

　さすがのカグヤ達も、あまりにも気の毒でそれ以上何も言えなかった。興奮した気分も一気に冷めていた。

　　　　×　×　×

　長い無言の後、カグヤ達はようやく再起動した。

「なるほどのう……相手のコンプレックス、突つき刺さしまくりじゃった訳か」

「そうだよなぁ……蒼蓮って、友達ならいいけれど、恋こい人びとじゃきついからな」

「そりゃ見た目は女性っぽいという自覚はありますよ！　でもそれ以外はごく普ふ通つうの男なんですよ」

「その見た目が圧あつ倒とう的大火力の大戦力だからなぁ」

「しかも優ゆう雅がな所作と、家事が抜ばつ群ぐんにうまいのも問題じゃ。女以上に女らしい」

「女子力も圧倒的だな。蒼蓮と抱だき合うなんて考えたら、萎なえちゃいそうだ」

　言葉が進む内、慰なぐさめるどころか辛しんらつな言葉が出て来る。だが目の前の美女（男）を見るとそう言うしかないのだ。それどころかちょっと腹立たしいくらいだ。

「そんな事を言われても、見た目はどうしようもありませんし、所作は子供の頃ころから躾しつけられていますし、家事は独身なんですからやらなければなりませんし、私に一体どうしろと言うんです？」

「「性転換手術」」

「…………」

　そのあまりにも本人以外大絶賛な名案に、蒼蓮は言葉を失った。

「西南殿どのも満まん更ざらじゃない様子だったし、蒼蓮が西南殿を落とすのに一番適任かもな」

「元カノ殿も本気で言ったのじゃろうしの」

「…………」

「おっ、無言という事は、何やら蒼蓮も満更ではないご様子？」

「反論する気力がないだけです……とにかく西南様の扱あつかいには慎しん重ちようを要します。現段階では、今回珀蓮様が提出されたデータを上には報告しない事にします」

　蒼蓮は心を落ち着けるよう、強い果実酒を一気に呷あおった。

「ただ瞬櫻にはそのデータをフィードバックさせるべきですから、それは珀蓮様達にお任せしましょう。将来的には実験部隊の航海記録から知られる事になるでしょうけど、多少の時間は稼かせげます。守蛇怪の方達とも、何とか極ごく秘ひに接点を持てるよう考えてみます」

　とにかく蒼蓮は仕事に逃げ込んだ。そしてそれは話題を変えるにはいい方法だった。

「ふむ……そもそも上は、本気で海賊をなんとかしようと考えておるのじゃろうか？」

「珀蓮様達の計画を了りよう承しようしたのは、やる気があるからじゃないか？」

　性転換問題を忘れたかのようにカグヤ達も話に乗ってきた。

「問題として認識はしていても、個々に対処するだけで根本的に解決するまでは考えておらんように思うぞ」

「そもそも海賊討とう伐ばつには大変なお金が掛かかります。それこそ被ひ害がいに対する補償の方が安くつきますからね。今回の計画が了承されたのは、ひとえに予算が安いからですよ。それにこの計画がうまく行っても行かなくても、評議トップの方達には利がありますから」

「失敗して利があるのか？」

「神騎ＺＩＮＶ様が簾座にいらっしゃるという事実じゃろうな。それが少なくとも海賊ではなく、簾座側に味方している形なのじゃから、その時点で問題はないのじゃよ。うまく行けば良し、失敗しても珀蓮様達に責任をとらせる形で人ひと質じちにして、西南様を取り込もうとかいう感じかの。後はどこが主導権を取るかじゃが、せいぜい五家の順列が変わる程度で、五家制度が崩くずれる訳ではない。次期継けい承しよう者しや争いは激しくなるじゃろうが、五家の支配体制に揺ゆるぎはない、といったところかの」

「珀蓮様達は継承権を放ほう棄きされるおつもりだったようですが、心しん珠じゆ・玉ぎよく蓮れん様は次期国王に内定してしまいましたから、もちろん、だからこそ西南様の立場を安あん泰たいにする事が出来ますので、この際、受け入れていただくしかありませんね」

「それで他の方達が継承権を放棄したら、部下に見られるし、面倒な話じゃ。今いま頃ごろ、後継者争いの脳筋共は、手下共と一いつ緒しよにどうやって西南様を取り込むか、或あるいはＺＩＮＶ様を、どう自分達の物にするか考えておるじゃろうの」

「海賊だけでも頭が痛いのに。内の敵とも戦わなきゃならないなんて……あほらしい」

「珀蓮様達がレセプシーをベースに、花櫻の艦かん隊たいを持って来たのは、出来るだけその有象無象から距きよ離りを置く為ですからね。とにかく余計な綱つな引ひきは部外でして貰もらって、早期に海賊討伐の目め処どを付けたいのが本音ですよ。現段階で、珀蓮様達の発言権はＺＩＮＶ様に頼たよっている状態ですから」

「とはいえ西南殿自身は子供で庶しよ民みんだ。立場としては脆ぜい弱じやくだからな。それこそ力ずくで簡単に言う事を聞くと思っているのだろうさ」

「まったくもって愚おろかじゃの……ＺＩＮＶ様のマスターだという事を忘れ、余計な強きよう攻こう策さくに出るバカがいない事を願うだけじゃ。上とて世代間の力の格差がどれほどものか分かっておるじゃろうに」

「始祖の五騎きが前線から離はなれて長いですからね。結局、神聖視はしていても、今の人達の感覚では自身の地位を安定させる道具でしかありません」

「あの戦せん闘とう映像を見ても、そう思うのじゃろうか？」

「あくまで操者がコントロールしているという思考ですからね。搭とう乗じようさせなければどうとでもなるというのが、簾座でも常識になりつつあります」

　だがそれは意思のない下位世代でのみ通用する常識だ。第三世代以上であれば、天騎は皇家の樹きだけで稼か働どうが可能だ。ましてやＺＩＮＶは第一世代だ。

「……まあな。恥はずかしい話、私だって珀蓮様達から、上位皇家の樹の話を聞かされなきゃあ、そういう印象の方が強かったからな」

「こちら側の暗あん闘とうも頭の痛い問題じゃが、海かい賊ぞく側にも気を付けなければの。ＺＩＮＶ様の情報は当然として、西南様を中心とした討伐部隊の情報も当然、あちらにも流れているじゃろうからの」

「例の『ＨＩＭＩＫヒミコ』の御ご影えい騎士の問題もありますから」

「活動が本格的になって、そいつ等らが出て来る事態にでもなれば、西南殿に戦いをさせたくないと言ってもいられないからな」

「以前から噂うわさされていた『影かげのギルド』と呼ばれる組織の問題もあるぞ」

「簾座上層部だけでなく海賊にまで影えい響きよう力を持ってる組織か……以前から噂はあったが、実際にそんなのが存在するのか？」

「主要五家の同期間には、強い横の繫つながりがありますからね。そもそも珀蓮様達がそうでしょう？　かなり変則ですが、そこに妹の藍蓮も入っていますから」

「次期当主、或いはそれに付ふ随ずいする役職に就く為の、相そう互ご協力の会ね」

「珀蓮様達の場合は簾座の将来を憂うれう会、といったところじゃな」

　簾座連合にも規模は小さいが、アカデミーのような学校組織がある。これは簾座トップの関係を強め、次期人材を育成する為のものだ。そしてそこの同期、或いはそれに近い学年の者達には強い横の繫がりが出来るのである。

「その会派の中には、かなり強力な秘密結社を形成した例もあるからの。そのまま解散されずに地下ギルドを維い持じしておっても不思議はない」

「それが動き始めた可能性があるってか？　問題はそれが私らにとって敵か味方か、どちらになるかだな。それとＨＩＭＩＫとの関係も気になるな」

「ＨＩＭＩＫは間ま違ちがいなくＺＩＮＶ様を警けい戒かいしている筈はずです。あの組織は突とつ出しゆつした力を持つ者の存在を嫌きらっているようですから。もっともこれに関しては当初から予期されていた事態ですが、影のギルドがどう絡からんでくるかが……」

「こう敵味方入り乱れてくるようじゃ、人集めも迂う闊かつには出来ないぞ。まずは、私らが仲ちゆう介かい役で、守蛇怪とあちらの人員を引き込むのが先じゃないか？　下手をすれば簾座を売り渡わたす行こう為いだが、そうも言っていられないだろう？　西南殿と守蛇怪の人達が味方になってくれるなら、何とかなりそうだが？」

　西南も霧きり恋こ達も銀河連盟ではかなりのＶＩＰだ。銀河連盟の過度の介かい入にゆうを防ぎ、簾座の独立性を守れる筈と考えたのだ。

「それもそうじゃが、まずこのチームをちゃんと稼働できるようするのが先決じゃの。ＨＩＭＩＫと影の動きに関しては、当面、蒼蓮の仕事となるの」

「ええ。とりあえずはそういう動きもあるという事を頭に置いておいて下さい」

　三人の情報共有は出来たようで、それからは私的な雑談に終始したのだった。







「…………えっ？」

　翌朝、西南は自室の寝しん室しつで目を覚まし、かなりの混乱状態にあった。

「…………えっ？」

　西南が混乱状態にある原因は、西南にしがみついて寝ねている蒼蓮にあった。

（ここ……異世界じゃないよね？）

　そういう非科学的な考えも、目の前のエルフと西南の確率の偏かたよりならば可能性はある。一応、頰ほおをつねると痛みがある。という以前に伝わる体温がヤバイ状じよう況きようだ。

　いろいろなトラブルに巻き込まれがちな西南にとって、宇宙に上がって戸と惑まどう筆頭ブッ千切り状態は、何といっても女性関係だ。地球に居た頃には全く無かったラッキースケベ的トラブルは、西南にとっては未知との遭そう遇ぐうであり、対処の経験が少ない案件だ。そもそも根本的に有り得なかっただけに、経験値が殆ほとんどゼロ状態だ。

　近くに『猛もう犬けん注意』の霧恋がいれば、かなりの被害が事前に回かい避ひ出来るが、今は傍そばにいない状況だ。

　だからこそ、特にレセプシーに来てからは、いろいろな事にアンテナを張り、トラブルを回避しようと西南はかなり敏びん感かんになっていた。誰だれかが布ふ団とんに入って来るという行為に気付かない筈はないのだ。にも拘かかわらず、目を覚ましたら横に蒼蓮が眠ねむっているのだから戸惑うのも当然である。異世界云うん々ぬんは、ちょっとした逃とう避ひだ。

「……何故？」

　蒼蓮がかなり酒臭くさい事から、酔よって西南のベッドに入り込んで来た事は理解できる。だがそれはあくまで相手の行動の動機だ。何故こちら側がそれを見み逃のがしたのかが問題だ。

《賢けん者じやの石。どういう事だ？》

《彼女の反応は……》

《待て！　男の人なんだが》

　サラッと言ったとんでもない言葉を慌あわてて訂てい正せいする。ただ賢者の石すら蒼蓮を女性認にん定ていするのなら、自分の戸惑いも仕方のない事だと、ちょっと安あん堵どしたのも確かだが。

《了りよう解かい。彼女を男性と分類。彼女の反応は捕ほ捉そくが困難であり、一時、身体の異常による感知不能状態となり、回復した時には現在の状況に。しかし危険はないと判断》

《身体の異常って？》

　男性だと訂正したにも拘わらず、尚なおも彼女と呼こ称しようした事はあえて無視をした。

《確率の偏りによるエラーと判断。現段階での異常なし》

《……わかった。まあそれはそれとして……》

　賢者の石の言う通り、アイリ関係のような邪じや念ねんタップリの悪あく辣らつさは無さそうなので、眠っている間に何かをされる危険は無さそうだ。

（……そもそも、男の人だしな）

　賢者の石が、男性と訂正したにも拘らず尚も彼女と呼称した件は、凄すごく気になるが、現実としては同じベッドに同どう衾きんしていようとも、同性同士なので不ふ倫りん浮うわ気き問題にはあたらない。万が一にもここに霧恋が居たとしても、問題になる事はないし、そのような事実もない。

（……うん。大だい丈じよう夫ぶだ……そちらはきっと大丈夫だ）

　自身にそう言い聞かせつつ、まず同衾状態の件についてケリをつける。だがそれで問題の根本が解決された訳ではない。

（本当に男の人なんだよね？　出来れば男であるという、決定的物証があると気持ちも落ち着くんだけど……）

　伝わる体温と密着された身体からだ、何よりも見事な金きん髪ぱつで少し隠かくされた美び貌ぼうは、これほど至近距離で見ても溜ため息いきが出る程ほど儚はかなげで美しく、とても男性には見えない。昨日からずっと接してきて、どこにも男性と確信出来る部分が無いのだ。

　だからこそこの状態はチャンスでもあった。相手に悟さとられることなく堂々とガン見が出来るからだ。

（……マジデスカ？）

　男性ならば当然起こるであろう、時間経過により少し伸のびた髭ひげなども期待したが、目を皿のようにして見ても、それらしい跡あとすらない。まあせいぜい薄うすい金色の産うぶ毛げ程度だ。

　きめ細かく透すき通るような白い肌はだ。柔やわらかそうな唇くちびるに長いまつげなど、見れば見る程その美貌は雨あま音ねと玉蓮と比べても遜そん色しよくのない、どこか浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きだ。

　もちろん今ならば一発で判別できる、あのパオーンな特とく徴ちようを確かめる事は、さすがに同性同士でも躊躇ためらわれるし、寝ている間であろうとも、自分がされたらと思うと尚なお更さらだ。

（別の意味でダメージも大きそうだしな……。うん！　とにかく……逃にげよう）

　とりあえず男性である確証を得るには最終手段しかないが、その手段を採とるのが躊躇われるのなら、逃げの一手だ。

　だがソッと身体を離そうとすると、華きや奢しやな身体に似合わぬ、意外な力でしがみついていて離れられない。トラばさみの罠わなに掛かかったような気分だ。

「あの……もしもし？」

　仕方なく、思い切って声をかける。熟じゆく睡すいしている所を悪いが、緊きん急きゆう事態だ。

「す────」

　だが声をかけてみても起きる気配は見られず、視線を逸そらそうにも、その容姿に吸い寄せられるように視線を蒼蓮から動かす事が出来ない。ファンタジー憧あこがれのエルフが至近距離に、しかも浮世離れを超ちよう越えつした理想以上の姿で寝ているのだから仕方がない。

（男に言い寄られる事が多いと聞いていたけど……これほど綺き麗れいなら男でもいいと思うだろうなぁ……）

　雨音や玉蓮でかなり美女耐たい性せいのある筈の西南が、思わずそう思ってしまうのだから、他の人ではひとたまりもないだろう。ただ幸いな事に雨音の肉感的な色気、玉蓮の妖よう艶えんさといった性的欲望をかき立てる部分はあまり強くなく、その清せい楚そな美しさは絶景の風景にも似ている。それだけが唯ゆい一いつの救いだ。雨音と玉蓮が隣となりに寝ていてこういう状態だったら、襲おそいかからないよう自制する自信はない。

（でも……ケネスだったら迷わないんだろうなぁ）

　ケネスの持つコレクションの中に『男の娘こ』系のものがあったのは確認済みだし、本人から熱く語られた記き憶おくもある。

（まあ、あいつの場合、趣しゆ味みのストライクゾーンが広いからな……っといけない）

　いくら性的扇せん情じよう度どが低かろうが、長時間の接せつ触しよくは危険だ。そもそもこういう事を考えている段階で危険な領域に入っていると言える。

（よし！）

　こういう時の切り札、霧恋の怒おこった顔を思い出す。

（………………）

　だがその切り札も精せい彩さいを欠く感じだった。まあ何しろ相手が男なのだから、頭の中のバーチャル霧恋も苦く笑しよう顔だ。

（何もそこまでリアルに……）

　西南と霧恋の付き合いは家族以外では一番長い。記憶された霧恋には、確固たる性格が構築されていて、西南に都合良く動いてはくれないのだ。

（そうだ！　こういう時は福ふくだ）

　変な気分にならない、十八禁関係を考えてる時に思い出すと、罪悪感が半はん端ぱではないトップ。それに次点のアチャも参加させる。

《賢者の石。映像記録、福とアチャ》

《了解》

　ありがたい事に西南にインストールされた『賢者の石』はＮＢのように無意味に饒じよう舌ぜつではなく、必要最低限の事しか言わないし、必要がなければ黙だまったままだ。

　視覚にダイレクトに映し出された、福とアチャの無む垢くなまん丸お目々に見つめられ、さすがの動どう揺ようも収まってきた。

「……ううん」

　だが敵も然さる者引ひっ搔かく者、耳元で聞こえる小さな寝ね惚ぼけ声と顔に微かすかに当たる寝息はそんな西南の努力もあっさりと無力化してしまう。しかも肌の触ふれ合う感かん触しよくと体温攻こう撃げきもなかなかに破は壊かい力がある。

（こここここっ、この人、本当に男なんだろうなぁ!?　いや、残念に思ってるんじゃないぞ！　その方がありがたいんだけど！）

　このままでは、蒼蓮ならいいのではないか、そう思ってしまいそうだ。危険を感じた西南は、少し強ごう引いんではあるが無理矢理、蒼蓮の拘こう束そくを解こうとした。

「…………ぅん」

　と、その時。可愛かわいらしい覚かく醒せいの声と共に、蒼蓮がゆっくりと目を開いた。

（！！？）

　それはまさに天の岩戸が開いた瞬しゆん間かんだった。

　最初に会った時と同じ、吸い込まれるように美しい瞳ひとみは、天あま照てらす大神おおみかみの後光の如ごとく雅みやびに煌きらめき、深い森の中にある聖なる泉のようで神秘的でさえあった。しかも今回は超至近、しかもその人と一いつ緒しよの布団の中という異常事態で、西南の精神もいい加減疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。その中での奇き襲しゆう攻撃だからたまったものではない。それこそ魂たましいまでもが奪うばわれるかのような感じだった。

（ああああ……）

　ただ不幸中の幸いだった事は、その瞬間、緊張のあまり全身が硬こう直ちよくし、金かな縛しばり状態のようになった事だろう。でなければ反射的に抱だき付いてしまった筈はずだ。

「……ああっ！」

　状況に気付いた蒼蓮が慌てて起き上がり、毛布で身体を隠した。少し距きよ離りが離はなれた事で彼の呪じゆ縛ばくはグンと弱まったが、西南は心のどこかで、安堵するより残念だと思っていた。あの美と温ぬくもりが遠ざかるのが惜おしいと思ってしまったのだ。

「申し訳ありません！　私ったら……」

　オロオロする蒼蓮の声で、西南も徐じよ々じよに平静を取り戻もどしつつあったが、そこには更さらなる落とし穴が待っていた。

　何しろ胸むな元もとを隠し、頰を赤らめて恥はずかしそうに俯うつむく姿は、もう男がどうとかはどうでもいいと思ってしまいそうな破壊力だ。

　もちろん元王族だという事は聞いていたので、そんな仕草も、育ちが良いからとか、王族は男性といえどあまり肌を見せないのだろうから、という理由はある。だがそれら全すべてが魅み力りよくを倍化させる結果となっているのだ。

（ごめんなさい。降参です。謝りますから勘かん弁べんして下さい！）

　とにかくそういう事（？）なので、今の金縛り状態が非常にありがたかった。

「申し訳ありませんが、お風ふ呂ろをいただけないでしょうか？　このまま外に出る訳にもいきませんし……」

「ああ、そうですね。どうぞお気き遣づかいなく」

　西南があてがわれた部屋は宮きゆう殿でんでも一番良い部屋だ。お風呂はプールのようで、年中掛け流ながしのいつでも入れる状態なので、あえて準備の必要はない。どんなに残念であろうとも、金縛りで動けないうちにさっさと離れていただくに限る。

「では失礼します」

　蒼蓮はそのまま毛布を身体に巻いて、意外にもキッチリと折りたたんだ服を持って浴室のある方へと足早に向かった。

「……胸元で巻く必要は無いんじゃないか？」

　男ならせめて腰こし元もとで巻いてくれれば『ああ男なんだな』と思えるが、胸元に毛布を巻きつつ、頰ほおを赤らめられてしまうと、まるで事後のようである。

「……はあ。あれは勘かん違ちがいするなと言う方が無理だよ」

　ちょっと涙なみだぐみつつ愚ぐ痴ちる。金縛り状態はなかなか解けないものの、元げん凶きようが去った事で心の平静はゆっくりとだが回復しつつある。ただし精神は削けずられ、途と轍てつもなく衰すい弱じやくしている為ため、金縛りが解けてもすぐに動けそうもなかった。

　　　　×　×　×

　金縛りも解け、西南は大きく深呼吸をくり返し、徐々に動くようになった身体に活を入れ、急いでトイレへと向かった。まあ、そこで何があったのかは察して欲しい。

　トイレから出て来た西南は、洗面所に置かれていた冷蔵庫からスポーツドリンクとミネラルウォーターのボトルを一本ずつ、計二本を一気飲みした。

　緊張でカチガチになった身体を簡単な柔じゆう軟なん体操で調整しつつ、水分と適度なミネラル分補給で身体も元に戻りつつある。

「……やっぱりあれって、俺の服なんだよな？」

　ふとそこにあった巨きよ大だいなウォークインクローゼットの前で足を止めた。

　そこにはどうやって着るのか分からない、豪ごう華かな騎き士しの正装が、博物館で展示に使うようなケースに飾かざられている。

　馬ま子ごにも衣い装しようというが、それにも限度がある。それこそ宝たから塚づかの男役が着そうな派手な衣装は、どう考えても西南に似合う筈もなく、どんな罰ばつゲームだと叫さけび出したい程だ。

「……どちらにしろ、お風呂に入ってからだな」

　蒼蓮同どう衾きん事件のおかげで嫌いやな汗あせもいっぱいかいたし、お酒の移り香がもある。女性と接する機会が増えた西南は、身だしなみに気を付けるようになった、というより霧恋に躾しつけられたという方が正解だ。蒼蓮が普ふ通つうの男であれば気き兼がねなく入って行けるのだが、とにかくこれ以上神経をすり減らすのも、変な気分になるのも避さけたい。危険な場所には最初から近付かないのが鉄則だ。

「ちょっと涼すずむか」

　着ている寝ね間ま着きは室内ならそのままでも問題のない物なので、そのまま居間の方へ向かい、テラスに通じる窓を開けて外を眺ながめた。

「うわ……」

　少し肌はだ寒ざむい感じだが、火ほ照てった身体には丁度良く、何よりも外の空気は清せい涼りよう感があり、朝の清々しさを感じる。昨日は既すでに夜だったので見られなかったが、一番良い部屋から見える庭園の眺ちよう望ぼうは抜ばつ群ぐんだ。幾き何か学がく模様で左右対たい称しようの庭園は英国風で、かなり広こう範はん囲いに広がっている。少なくとも、強化された視覚でもどこに果てがあるか分からない程ほどである。

「樹木は銀河連盟の物と違いはあまりないんだな」

　それほど宇宙の植生について詳くわしい訳ではないが、形状にさほど差さ違いはない。そもそもこういった庭園に選ぶ樹きを珍ちん奇きな物にする筈もない。

「あっ、でもあちこちに設置されているケースの植物は、ちょっと違う感じだったな」

　魔ま樹じゆと呼ばれた木々は、バナナや椰や子しといった感じで、見慣れた幹ではなく、[image: 鱗]うろこの様な紋もん様ようの編み込まれた草といった、太古の熱帯植物群に似ている。色もかなり鮮あざやかなカラフルな物だった。

「魔素を生み出す木……か」

　魔法があると聞いた時は心躍おどったが、西南には使えないと分かった時には、かなりショックだった。

「魔法か……使ってみたかったな」

　科学技術で同じ事が遥はるかに簡単に再現出来ると聞いても、それでも魔法は憧あこがれだ。妖よう精せいやエルフといった、ファンタジーの住人を見たから余計にそう思う。宇宙、ＳＦの世界も憧れの世界であったが、ファンタジーの剣けんと魔法の世界にだって強い憧れがあるのだ。

「お風呂をありがとうございます。西南様もどうぞ、後の用意は私がしておきます」

　と、後ろから声をかけられ、振ふり向いた西南の前に、しっかりと身み支じ度たくを整えた蒼蓮が立っていた。湯上がりでほんのり上気した肌はだは薄うす桃もも色いろで、艶つやっぽい。もうどんな姿を見ても男とは思えない。蒼蓮と接した男性が勘違いをするというのも当然……いや、必然であろう。『初見殺し』などまだ表現としては甘い。

「えっ？　あっ、はい。お願いします」

　ちょっとボーッとなった西南は、そのまま反射的にそう言うと、後ろ髪がみ引かれる自身を追い立てるように風呂へと向かった。

　　　　×　×　×

「…………」

　広いお風呂は実に快適ではあったが、なかなかスッキリサッパリとは行かなかった。蒼蓮に再度乱された気分をリセットしようとしたものの、その内装はどう考えても嫌がらせとしか思えないものだった。

「……もうヤダ」

　何しろ浴場の柱や壁かべには、裸はだかのリアルで見み目め麗うるわしい女性達が動物や怪かい物ぶつと絡からんでいるという、実に艶なまめかしい石像群が彫り込まれていたのだ。

　もちろんその造形は素す晴ばらしく、芸術作品なのかもしれないが、それでもさんざん蒼蓮に精神を削られた後に、かなりリアルで扇せん情じよう的ポーズの裸ら婦ふ像に、芸術性を見み出いだすのは難しい。ただでさえ若い西南には目の毒だ。

　出来るだけ裸婦像の無い方を向き、さっさと身体からだを洗い、冷たい水で顔を洗って気持ちを引き締しめる。着き替がえは脱だつ衣い所じよに置かれているので、それに着替えて逃にげるように脱衣所から出て行く。

「広すぎて落ち着かない、って理由でも付けて、もっと普通の部屋に替えて貰もらおう」

　ベランダからの景色は気に入っていたが、やはり広くて豪華な部屋に、あのお風呂では気が安まらない。今朝は見当たらないが、見目麗しいメイドさん付きでは尚なお更さらだ。ケネスやラジャウ程に病やんではいないが、西南もメイドさんはちゃんと好きなのだ。

「それにしても、こういう時には自分は日本人だと痛感するな」

　樹雷や守蛇怪のお風呂の方が圧あつ倒とう的に広かったが、装そう飾しよくは落ち着いて枯かれた美がある。ここの過度な装飾に美を感じないのだ。

「そもそも、俺には普通のお風呂で十分だしな」

　大きなお風呂は気持ちいいが、それでも限度という物がある。

　この場所では、どう見ても六畳じよう間の結界は築けそうにない。どの家具も滅め茶ちや苦く茶ちや高そうで、移動させる時に破損でもさせたらと思うと手を出すのが怖ろしい。そもそもちょっとイスとかを引いたまま、少し他の場所に行って帰って来た時には、メイドさんに元の位置に戻されているので、結界構築は難しそうだ。

　外から持ち込もうにも、手て頃ごろな家具を買える所を知らないし、あの有能メイドさん達が許してくれそうにない。

「下手すりゃ異物として排はい除じよされるかもなぁ……」

　それでも風呂とトイレがまともならまだ我が慢まんも出来たかもしれない。実はトイレもいい加減凄すごい裸婦像があられもない姿で便器となっていて、先程はいろいろと有り難がたい……──────────────────────────────閑かん話わ休きゆう題だい。

　とにかく風呂もトイレも落ち着かない事この上ない。警護の問題とか何とかいろいろと言われそうだが、今回は己おのれの立場を利用してでも部屋の変へん更こうを断固主張したい。西南は確固たる決心と共に浴室から出たのである。

「西南様」

　だがその決心も、風呂から上がって居間に出た所で出で迎むかえてくれた蒼蓮によって、すっかり忘ぼう却きやくの彼方かなただ。

「そ、蒼蓮……さん？」

　蒼蓮はエプロン姿のままにこやかに西南を見つめていた。さすがにフリルの付いた可愛かわいらしいエプロンではないが、真っ白な布地の、ちょっと長めのエプロンドレスといったやつだ。

　──蒼蓮、怖ろしい娘こ（男）。

　その姿を見た西南は、一いつ瞬しゆんにして茹ゆでダコのように真っ赤になって固まった。

「朝食の用意をしましたが、朝はどうされています？」

「……え？　ええ、いただきます」

　そのエプロンは正直、ごつい男が着たら、ちょっと引くものだが、蒼蓮の場合はもの凄くよく似合う。マジ、綺き麗れいな奥様、というかそうとしか見えないぞ、ちくしょう！　といった感じである。

「そうですか、良かった。独身だと、朝が面めん倒どうだという人がいるのですが、朝こそちゃんとした食事を摂とらないと身体には良くありませんから」

　はにかむように笑えみを浮うかべ、居間にあるテーブルへと案内してくれる。

　後ろから見た姿は、さすがに女性のような、際きわだったヒョウタンのようなラインではないものの、エプロンドレスのシルエットが腰こしから下にボリュームがあり、男装の麗れい人じんといった感じだ。

　どんなに必死になってアラ探さがしをしても、圧倒的な美点で覆おおい隠かくされるのだから、無む駄だな努力だ。ドラム缶かんいっぱいのハチミツに一ひと粒つぶ塩を入れて念入りに攪かく拌はんし、塩味を感じろと言うに近い。

「私の作った物なので、お口に合うといいのですが」

　テーブルに載のせられている料理は、ありがたい事にご飯系だった。しかも少し離はなれた所からも匂におっていたが、カレーのようだ。

　さすがに味み噌そ汁しる、卵といった和風朝食ではないが、野菜がタップリ入ったものや、ささみのような肉入り、豆のようなものと、あっさり系のスープカレーだ。他にはヨーグルトのような飲み物、数種類の果物が並んでいて、そのしっかりとした料理はかなり本格的といった感じだ。

「いただきます」

　カレーの匂いを感じた途と端たん、食欲が一気に襲おそって来て、西南は堪たまらず肉入りカレーに手を伸のばしてご飯にかけた。

「……美味おいしい！」

　朝用だからかマイルドな感じのカレーだ。スープとして飲める位の濃こさだが、味はしっかりしていて、味噌汁かけご飯のようだ。ご飯は長ちよう粒りゆう種しゆで粘ねばり気は無く甘みも薄うすいが、カレーにはよく合うし、よく嚙かめば甘みもしっかり分かる。

「良かった。いっぱい食べて下さいね」

　嬉うれしそうな笑顔は麗うららかな春のお日様のようで、食欲を増してくれる。しかも料理の腕うでは、これだけで判断するのは何だが、霧恋や火か煉れんにも勝まさるとも劣おとらないものであるところが怖ろしい。

（うん……もうどうでもいいか）

　西南は抵てい抗こうを諦あきらめた。

　微笑ほほえむ美女（男）と美味な朝食。この素晴らしい幸せに浸ひたり堪たん能のうするだけだ。

（『後は野となれ山となれ』だ）

　運の悪い西南としては絶対持ってはならない考えだが、この時ばかりは思考する事を手放し、この幸せに浸る事にした。旨うまい食事とその真心尽づくしを、余計なアラ探しで台無しにしたくない。

　そもそも蒼蓮を無理に男として見ようとするから駄だ目めなのだ。だから視覚……いや五感の全すべてと事実（？）のギャップに混乱するのだ。

（蒼蓮さんを女性として認にん識しきしてしまえばいい）

　どちらにしろ蒼蓮とどうにかなろうという邪じや念ねんなど無いのだ。男性であるから、という気持ちがどこか西南側に隙すきを生み、必死でそう思い込もうとする気持ちが余計に混乱を生じさせているのだ。ならばその混乱の元凶である『男性である』という意識を無くし、普ふ通つうに見た目通りとしてしまえばいい。

（結けつ婚こんしてるし、浮うわ気きは駄目だもんな）

　そう考えれば、相手は見目麗しい憧れのエルフ。変な色いろ香かはない、見事な絶景のような清せい涼りような美の持ち主。純じゆん粋すいに彼女を見て眼福だと思えばいいのだ。

（ああ、なんか落ち着いてきた）

　口に詰つめ込んだカレーを、ヨーグルトに似た、というか味は殆ほとんどそのものの飲み物を一気に飲み干す。

「デザートもどうぞ」

　並んでいるフルーツ類は見た事のない物だが、南国系といった感じだ。食べやすいように切れ目が入っているので一口ずつ味見をして行く。

　真っ白でアイスクリームのような物。逆に真っ黒で、餡あん子こに似た感じの物は裏うら漉ごしして多少の砂糖を加え、パンにでも塗ぬればあんパンになりそうだ。黄色のフワッとしたスポンジ状の物は、それこそスポンジケーキのような食感で、イチゴのような酸味と甘みがある不思議な果物だ。

「面おも白しろいですね。俺の知る果物といった感じはないですね」

「お菓か子しみたいでしょう？　菓子の実と呼ばれている物です。実はそれ、全部魔ま樹じゆの実なんです」

「魔樹というと、あの魔法の？」

「魔樹は魔素を発生させるだけでなく、実に多様な植生を持っていて、いろいろと生活にも役立てられています。成長も早いですから、大たい抵ていの実は植えて半年足らずで収しゆう穫かくできるようになるんですよ」

「へえ……守蛇怪の居住区に植えられないかな？」

「ただ生態系に問題を起こしますから、隔かく離りした空間でないと難しいですよ」

「鷲羽わしゆうさんの話だと、亜あ空くう間かん内にいくらでも新しい空間を固定できるって話だけれど……どちらにしろまだ先の話だな」

　一つの空間を魔樹専用にしてもいいと、西南は真しん剣けんにそう思い始めていた。

「もしその時にはこちらの技術者とご相談下さい」

「朝食の準備といい、いろいろとすみません。王族の方とお聞きしていましたから、少し驚おどろきました」

「王族だったのは父の代で、それもかなり前ですから。私も家を出てからは一人暮らしをしていますから、家事も自分でやっています」

「ずいぶん料理がお上手ですね」

「……長く独り身ですので」

　蒼蓮は恥はずかしそうに俯うつむく。

「そ、そうですか」

　この美び貌ぼうと家事のうまさを考えると、女性と付き合ってもいろいろあるのだろう事は、恋れん愛あい関係に疎うとい西南でも察する事が出来る。

　気落ちしたように俯く蒼蓮に、どう声をかけたものか迷ったものの、どうする事も出来なかった。女性ならばその美貌と家事のうまさで、すぐにでもいい人が見つかるとも言えるが、男性では慰なぐさめどころか嫌いやみになる。

（困った。さすがに女性と認識したとしても、変な地じ雷らいを踏ふむ訳にはいかないしな。男にばかり声をかけられると聞いたけど……それも当然だよなぁ）

　人当たりが良く、世話好きな上、この美貌では、男と分かっていても心が揺ゆれるのは当然だ。

「……西南様には本当に申し訳ないと思っているのです」

「えっ？」

「海かい賊ぞく討とう伐ばつにご参加いただく件、かなり強ごう引いんに了りよう承しようしていただいた形ですので……もしご無理をなさっているのであれば、今からでも仰おつしやっていただければ、西南様お一人でしたら私の一存で何とか出来るかもしれません。王権は失いましたが、西南様と追って来られた方々をあちらに戻もどす伝つ手てくらいなら何とかなります。もちろん今すぐにとはお約束できませんが……。どうか遠えん慮りよなく、本当の気持ちを仰って下さい」

　蒼蓮の眼まな差ざしは真剣で、潤うるんでいる。

（ああ、なるほど）

　蒼蓮がここに来て、朝食の用意までしてくれた本当の理由は、余人を交えず、二人っきりで腹を割って話をする機会が欲ほしかったのだ。

「無理をしていないと言うと噓うそになりますが、そういう仕事を選んだのも事実です」

「しかし……」

　どういう流れで西南の布団で寝ねていたかは置いておくとして、本気で西南を心配して様子を見に来て、本心を聞き出そうとしてくれているのだろう。蒼蓮の愁うれいを含ふくんだ眼差しは実に儚はかなげだ。何とかしてあげたいという男心を実に刺し激げきする。

（これじゃあ、もし帰りたいと思ってても、帰るって言えないよな）

　というより帰りたくない。蒼蓮と離れたくないと思ってしまう、引力がある。正直言って、逆効果だ。

　珀蓮達は西南と行動を共にしてきた事で彼の力を知っているし、結果も見てきている。だから西南の助力を得る事を躊躇ためらわない。強制する事に対しては負い目を持っているだろうが、西南をこちらに連れて来た段階で、そこは割り切っている筈はずだ。

　しかし普通に考えてみれば、西南のようなまだ若い青年に、危険な任務を押し付ける事を躊躇う方が自然だ。しかし西南の実績と神騎ＺＩＮＶのマスターという事実のみを知っている人間に、それを察しろと言うのは無理な話だ。もちろんカグヤも砂樹も心配はしてくれているが、あくまでも任務を遂すい行こうするのが前提だ。二人の立場からすれば、そういう命令でもあるので仕方のない部分は大きい。だが蒼蓮はその特とく殊しゆ性に惑まどわされずに、西南の事を本気で心配してくれたのだ。

（皇家の樹きの事に関して、珀蓮さん達に忠告してくれたのも蒼蓮さんだったな）

　恐おそらく今後、その事実が一番、簾座の印象を悪くしてしまう可能性がある。それを察したのは蒼蓮ただ一人だ。

「俺は……故郷では運が悪くて、人からは避さけられてばかりでした。もちろん俺の事を助けてくれる人は大勢居ましたが、宇宙に上がって、俺を……俺の力が必要だって初めて言ってくれた人がいたんです」

「必要、と？」

「俺をいろいろと心配してくれる人達に、俺の方からは何もしてあげる事も出来ずに、迷めい惑わくをかけてばかりでした。だから俺の力が必要だって言葉には救われたんです。俺はここに居ていいんだって思えて嬉しかった。だからこの仕事を選んだんです」

「そうでしたか……」

「だから俺に出来る事があればお手伝いさせて下さい」

「それであれ程ほどの偉い業ぎようを……お強いのですね」

　その愁いを含んだ優やさしげな表情は女め神がみもかくや、だ。その温かな感じは、母のようでもあり、心こころ遣づかいは人として実に尊敬出来る。

「まあ……しぶといとはよく言われます。でも偉業と言われても、大勢の補ほ佐さと凄すごい装備を付けて貰もらっての結果ですから」

「そう、ですか……」

　カグヤは西南を部品と評したが、誰だれにでも務まるものではない事も事実だ。そこにかかる重圧と、そもそも確率の偏かたよりというマイナススキルを持ち、そこに至るまでの過か酷こくさを考えると、西南の言葉に頷うなずく事は出来ない。西南が必要とされる事にこそ価値を見み出いだしているのなら、もう何も言うまいと、蒼蓮は考えた。

「分かりました。そこまで仰って下さるのでしたら、是ぜ非ひもありません」

　蒼蓮は意を決したように立ち上がり、西南の前にやって来ると姿勢を正した。

「私達も西南様のお力となれるよう最大限の努力をいたします。ですからどうか、改めてご助力をお願いいたします」

　そして西南の前に跪ひざまずき、深々と頭を下げたのだ。

　西南は慌あわてて止めようとしたものの、その行こう為いそのものが蒼蓮の、『彼女』の誠意に水を差す事だと気付いた。西南は直すぐさま立ち上がり、蒼蓮に身体からだを向け、

「分かりました。俺の出来る限りを尽つくします」

　そう強く応こたえたのだった。この時蒼蓮は、西南にとって特別な『人』として位置付けられたのだった。

「ありがとう。感謝いたします」








７「猫ねこ妖よう精せい達のロンド」









「おはようございます、西せい南な様、蒼そう蓮れん司令官」

　いつもの賑にぎやかさとは違ちがう司令室に入った西南と蒼蓮を待っていたのは、一いつ斉せいに向けられる女性職員達の微笑ほほえみと、対照的な男性職員達の冷たい目だった。

「よっ！　さすがは元カノから『良いお嫁よめさん』呼ばわりされた男」

「もうこれは女性になるしかないの」

　カグヤと砂さ樹じゆもニヤニヤ顔で振ふり向いた。

「貴女あなた達、一体何を言って!?」

「かなり深酒しておったからの。寝ね坊ぼうしていたら、と思うて妖精共に起こしに行かせたのじゃ。メイド共は何やら気を利きかせて離はなれておったからの」

「あっ、だからっ！」

　砂樹のネタばらしに、蒼蓮は状じよう況きようを察したのか、真っ赤になった。と、その時、

「西南と蒼蓮が同じベッドで寝てた！」

「しっかり腕うでを組んでた！」

「西南と蒼蓮がお風ふ呂ろに入ってた！」

「蒼蓮の手作り朝食ゥ！」

「仲良くお話もしてた！」

　あの羽のあるお喋しやべり猫達が、あちらこちらで楽しげに吹ふい聴ちようしている声が聞こえて来たのである。

「ああああああああ、あの子達！」

「一いつ匹ぴきに知られると一いつ瞬しゆんで伝わるからのぉ。特にベース内の猫共にはリンクが出来ておるから、ベース全体に広がったと見てよいぞ」

　猫妖精達が言っている内容は間違ってはいないが、明らかに言葉足らずで勘かん違ちがいしやすい。まあ男同士だからさほど問題のない内容ではあるが、蒼蓮の反応が問題だった。

「ああ、あなた達、ダメですよ！　西南様にご迷惑が」

「蒼蓮がそれを助長しているって気が付いているのか？」

　カグヤの指し摘てき通り、頰ほおを赤らめて恥ずかしそうに言っているものだから、女性職員達はキャーと声を上げ、男性職員達の眉み間けんの皺しわはますます深くなっている。

（何か間違っているけど……ファンタジーの住人も女の人はあんな反応なんだ）

　女性職員の黄色い声は他の世界と何ら変わらない。もちろんその反応は困りものだが、男性職員の反応は明らかにおかしい。いや、気持ちは分かるが、間違っている。

（……とはいえ、あれを見せられちゃなぁ）

「ダメですってばぁ！」

　蒼蓮の反応は実に勘違いを盛せい大だいに誘ゆう発はつする物だ。だが彼女そうれんにとっては男同士、一いつ緒しよに寝て、風呂に入って、朝食を食べて話をする行為に何ら問題があるとは思っていないし、その通りだ。当然、その事に関しては言い訳をする必要を感じないのだが、妖精達のおしゃべりの話題にされる事を快く思わない人は多い。何しろ妖精等らが飽あきるまで噂うわさ話ばなしの大合唱となるのだから、慣れていないとかなり戸と惑まどうし、見たまま聞いたまま、言葉足らずで『印象に残る部分』だけ連呼されるのだから堪たまらない。だから止めようと必死なのだ。

「蒼蓮の態度次し第だいでは、どうって事のない話なのじゃがな……」

　男らしい口調と態度で軽く受け流せばいいのだが、やけに恥はずかしそうな感じが、更さらに状況を面めん倒どうにしている。

「とりあえずどうしたものかの？」

「分からん。だけど元カノの気持ちはよく分かるな」

　顔を真っ赤にして猫妖精達を追いかける姿そのものが、男性っぽくないのだ。それを見ているカグヤ達も困こん惑わく気味だ。

「そうじゃの……文句を言おうにも、相手が絶世の美女（？）で女子力も高レベルともなれば、何やら馬ば鹿からしゅうなるのも分かるというものじゃ」

　容よう姿し端たん麗れいで性格も良く、さらに家事がうまいという、ある意味女性の理想の姿を見せつけられては堪らない。いっそ女性側が仕事をし、蒼蓮が主夫となれればいいが、彼は仕事も有能だ。男にモテている有能美女彼氏に嫉しつ妬とするなど、何だかいろいろと馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるのも当然だ。

「私等みたいに、実害のないところで眺ながめているのが一番だな」

「おはようございます。まるで警報みたいな猫達ですね」

「ん？　おっと、西南殿どのは意外と冷静だな」

　無表情で近付く西南に、カグヤは意外といった感じで、手を上げ挨あい拶さつをする。

「今朝から驚おどろき通しで疲つかれました」

「クックック、そりゃ結構。まあ警報というのもあながち間違いじゃない。連中は同族同士で意識リンクスキルを持っていて、一匹が知った情報を瞬時に全員が共有出来る。伝言とか監かん視しには便利な連中だが、ああやって暴走するのが欠点だな」

「一匹でいれば、それなりに理性的なのじゃがのぉ……群れると不思議とバカっぽくなるんじゃよ」

「集団になると意識の統一が難しいからなぁ」

　老ろう若にやく男なん女によ、どの世代でもまとめ役のいない集団にはそんな所がある。無む秩ちつ序じよでダメな方に加速するものなのだ。

「西南殿は止めなくていいのか？」

「それより、もしかして夕べ、皆みなさんも蒼蓮さんと一緒に飲んでいましたか？」

「何っ、まだ臭におうかの？　もう！　何だかんだで、カグヤがバカ飲みするから臭いが移ったではないか！」

　砂樹は恥ずかしそうに、ニヤついているカグヤを蹴けった。

「私の身体は人とは違うから、酒精の分解物質は出ないのじゃ。故ゆえにこの臭いはカグヤのせいなのじゃ」

　酒精に酔ようのはいいが、酒臭くさいという状態は砂樹にとって恥ずかしい事なのだ。人を惑わし美しい姿に酔わせるドリアードにとって、自身がそうなる事は屈くつ辱じよくなのである。

「ところで隣となりにあんな美人が寝ねていた感想はどうじゃ？　襲おそってみたかの？」

「そんな事、しません！」

　キッパリと否定する。非常に危ない所まで行ったが、それは口に出さない。これ以上の燃料投下をして騒さわぎを拡大させるつもりはない。

「何じゃ、同どう衾きんすれば一発じゃと思うたが……」

「ほらみろ。玉ぎよく蓮れん様や追いかけて来た中の雨あま音ね・カウナックだっけ？　あのとんでもない美女と一緒だったんだから免めん疫えきはあるって言っただろ？」

「蒼蓮はあの方達とは違う、エンシェントエルフとしての美がある。それにいきなり梯子はしごを外すような真似まねは卑ひ怯きようじゃぞ。ぬしだとて楽しみにしておったじゃろうが」

「ああなるほど。あれはお二方の仕し業わざでしたか」

　砂樹とカグヤが小さなコインをやり取りしたところを見ると、賭かけをしていたのは間違いない。西南は小さく嘆たん息そくしつつジトッと睨にらんだ。

「まあまあ……そもそもの発ほつ端たんは西南殿の護衛をどうするかって事だったんだよ」

「俺の護衛ですか？」

「ここのスタッフはそれなりの人選はされているが、それでも五家の情報共有化の為ために他からの者達を受け入れざるを得ない。正直、その中に西南殿を監視し、場合によっては御おん身みを害する目的の者達もいる可能性がある。或あるいはそれを手引きするとかな。だから、常じよう駐ちゆうの護衛が必要だって話をしたんだが……」

「私なら眠ねむる必要はない故、うってつけじゃ、と言うたらカグヤが……」

「お前じゃ別の意味で西南殿の身が危険だ。ドリアードに男の常駐護衛を任せるなんて、家か畜ちくの管理にピットウルフを使うようなもんだ！」

「私はそこまで下等な種ではないぞ」

「いきなり手を出そうとして逃にげ出す羽目になったのは昨日の事だろ!?　マジ暖だん炉ろの薪まきにされるぞ」

「そこまで言うのならカグヤがすればいいじゃろが！」

「それ以前に私は女なんだが？」

「部下共と朝まで酒盛りをして雑魚ざこ寝して、何にもされない女じゃがの」

「……悪かったな」

　漫まん才ざいの様な軽口の応おう酬しゆうをしていたカグヤの口調がいきなり沈しずんだ。どうやら軽い地じ雷らいを踏ふんだらしいが、その加害者である砂樹はさっと西南の陰かげに逃げ込んだ。

「そんな事はありませんよ。気さくだって事ですから」

　性格は少し男らしいが、カグヤは十二分に魅み力りよく的な女性だ。今朝の蒼蓮と同じ状態で隣に寝ていたら、もっと慌あわてている事だろう。とはいえ西南に気の利いた言葉で慰なぐさめるスキルは無い。せいぜいがこのくらいだが、それなりに効果はあったようだ。

「……ま、まあ、そんな訳で。男の蒼蓮がいいんじゃないかって話になったんだ。あいつは魔ま法ほうも使えるし、護身術の達人でもあるしな」

　西南の表情に気付いたカグヤは、明るい口調で答えた。仕事、家事に続いて武道と、完かん璧ぺき美女、蒼蓮に新たなスキルが追加された瞬しゆん間かんだ。

「はあ、なるほど……」

　話と状況から察するに、蒼蓮、カグヤ、砂樹の酔っぱらい三人で盛り上がった結果なのだろう。だが西南の護衛の話で、専門家ではなく三人の中から選ぼうとしている段階で、かなり判断力が無くなっていると言わざるをえない。

「それで砂樹の睡すい魔まのスキルを使って、西南殿に気付かれずに蒼蓮をベッドに押し込んだんだよね」

「ああ、それでですか。とりあえず、原因は分かりました」

　賢けん者じやの石は確率の偏かたよりによるエラーだと判断したが、砂樹のスキルの力だったのだ。だがそれは西南の生体防ぼう御ぎよを突とつ破ぱされたという意味でもあり、少々複雑な気分だ。

「ところで西南様ぁ、蒼蓮と同衾した感想はどうなのじゃ？」

　砂樹はその場の空気が元に戻もどったのを察してか、西南にしな垂れかかりつつその陰から顔を出した。

「おい、おい……」

　一応、砂樹を止めようとはしているものの、カグヤも興きよう味み津しん々しんといった様子だ。悪戯いたずらっぽいニヤついた表情は雨音に似ている。

「……でもとりあえず、俺の感想を聞く前に、言い訳を考えた方がいいと思いますが」

「言い訳？……あっ！」

　カグヤは一瞬早く、そして砂樹もどうやら後ろからの殺気に気付いたようだ。

「砂樹殿とカグヤ殿。詳くわしい事情をお聞かせ願いましょうか」

　そう告げたのは、ちょっと前から司令室に姿を見せていた珀はく蓮れん達四人だ。特に火か煉れんと玉蓮の炎ほのおと氷のような対照的な殺気が凄すさまじい。そして砂樹は翠すい簾れんに逃げ道を塞ふさがれ、今度は逃げ切れなかったようだ。

　ちなみに珀蓮は怪あやしげな妄もう想そうのループに入り込んだままである。

　　　　×　×　×

「そうでしたか……」

　猫ねこ妖よう精せい共が撒まき散らした話を聞き、怒いかりですっ飛んで来た珀蓮達も、別室でカグヤ達の話を聞いてそれなりに納得はしたようだ。

「あの連中も、もう少し情報の精度が高ければ、いろいろと便利なんだけど……」

「妖精というのは悪戯者というのが性質じゃからの。まあ蒼蓮司令を西南様の護衛にというのは、酔っておったとはいえ、いささか悪ふざけが過ぎたの。まさかメイド共もそれに乗っかるとは思わなんだわ」

「とはいえそれを砂樹殿とカグヤ殿の悪ふざけと、簡単に断じる訳にも行かないわよ。霧きり恋こ様達も福ふくちゃん達もいない状態では、警護のレベルは明らかに落ちているもの」

「そうね……西南様の場合、やはり確率の偏りのせいで、死角になる場所や瞬間が出来てしまうのを避さけられないものね」

「護衛の厚みを増すというのであれば、蒼蓮司令はいい人選かもしれませんが……」

「別の問題が、ね」

　もし二十四時間終始護衛を付けるなら、最善は嫁よめとなった霧恋達と福ちゃんズだ。しかしそれが不可能な現在、一番の適任は蒼蓮という事になる。もちろん少し距きよ離りを置くのなら珀蓮達でも可能だ。

「気が付くと西南様が……」

「それはそれでなかなか……」

　何やら気が付くと一部女性陣じんが頰ほおを染めてひそひそ話を始めている。どうやらちょっと腐くさりかけてらっしゃるようだ。

「もう……あの子達は……」
















　ようやく騒ぎも落ち着いたのか、別室に入って来たのは今話題の中心の蒼蓮だ。だいぶ落ち着いてはいたものの、かなり猫妖精達に手こずったのだろう、上気して少し息が乱れている。それがまた艶つやっぽくて目の毒だ。玉蓮が対たい抗こうするかのように、ソッと西南に身体からだを寄せて来ている辺り、女性から見ても侮あなどれないと思うのだろう。またそれが女性陣の腐り具合に拍はく車しやをかける事になるのだが……。

（まあ……そんな事に気付くのも問題だよなぁ……）

　この腐ネタに対する察しの良さ、というよりそういった知識は明らかに海かいとケネス達の余計な影えい響きようの賜たま物ものだ。とりあえず西南に出来るのは気付かないふりと、もう一つの提案だった。そしてこれは問題解決の、一石二鳥の案でもある。

　　　　×　×　×

「宿舎の変へん更こうを、ですか？」

「正直、あそこはいろいろと落ち着きません」

　西南の目は真しん剣けんで、断固たる意志を持って珀蓮達を見つめていた。とにかくそれを絶対条件にする意気込みだ。

「確かに今までの環かん境きようと比べるとそうですが……」

「西南殿が使ってるのは本館なんだろ？　そりゃそういう気持ちも分かるよ。あそこはモロ成金趣しゆ味みのエロ親父おやじ嗜し好こうの館やかただからな」

「えっ？　そうなんですか、やっぱり？」

　それが簾れん座ざの風習かも知れないと、少し躊ちゆう躇ちよしていた西南にありがたい援えん護ご射しや撃げきだ。

「主要五家の祖となられた方々も元は庶しよ民みん出身じゃったからの。急に地位と名めい誉よ、財産を手にして舞まい上がっておったと聞く。ましてや娯ご楽らくの殿でん堂どうたるレセプシーに築いた、お遊びの為の館という事で、いろいろと悪ふざけをしたと言われておる。まあその後もいろいろと、な」

　つまりは超ちよう豪ごう華かなラブホテルの秘宝館状態という事だ。しかも創始者以外にも歴代の悪あく趣しゆ味み人がいろいろとやらかしたのだろう、そう聞くと西南の中で、凄すごく納なつ得とく出来る部分があった。

「もちろん、その中でも一番落ち着いた場所を選んだのですが……別館は落ち着いていますけれど、五家毎ごとに分かれていますので、迂う闊かつに使う訳にはいかないのです」

　面めん倒どうな話だが、これも使う家によって、いろいろな問題が発生するのだ。

「それまでの西南様の生活を考えると、確かにあそこは落ち着かないでしょうね」

「いっそ今後の事を考えて、旗き艦かん『瞬しゆん櫻おう』の中でもいいのですが」

　これこそが西南が提案したかった案だ。

「いえ、しかしかなり狭せまいですよ？　任務中は仕方がないですが、仮にも神しん騎き操者様に常住していただくには……」

「六畳じよう分もあれば充じゆう分ぶんですよ。衣い装しようにしても、必要な時以外は普ふ通つうの物にして貰もらえるとありがたいです。本当に」

　雨音の家でも、守かみ蛇だ怪け二号機の中でも、結局西南の居住スペースは六畳が基本だ。

「まあ、瞬櫻の天騎操者の居住スペースは、守蛇怪で西南様がお使いになっている、あの職員用ハウスよりも広いのは確かですが……」

「でも珀蓮。確かに瞬櫻なら、警護という点ではかなり楽になるわ」

　そもそも戦艦自体が一種の城であり、完結された世界だ。後は神騎操者としての対外的な扱あつかい、つまり世せ間けん体ていの問題であり、本人の意志を尊重するのであれば打って付けの場所ではある。

「……瞬櫻の中でなら、私達も今まで通り、西南様のお世話が可能ですよ」

　翠簾の一言がとどめだった。

「ああ！　なるほど」

　それまでいろいろと考え込んでいた珀蓮も、即そつ決けつだ。

　戦艦は閉へい鎖さ空間の上、天騎操者の居室は一いつ般ぱん乗組員とは隔かく離りされ、艦長、天位士官と同じ区画に置かれている為ため、そこに入れる人間は限られる。西南と珀蓮達が以前のように気安く接しても見られるおそれはない。

「天てん遊ゆう苑えんを借りる口実もあるから、西南様はあくまで本館宮きゆう殿でんに住んでいらっしゃる事にして、実質は瞬櫻で、という事にしましょう」

「そうじゃの。私とカグヤ、天位士官扱いとなる珀蓮様方が同時に傍そばにいても問題は無いという事じゃからな。そういう事であればもっと良い考えがある。瞬櫻の居住区はユニット化され、ブロック構造となっておる故、その配置を換かえれば一つの大きな居住スペースにする事が可能じゃ。そうなればかなり余よ裕ゆうじゃぞ」

「なるほど。緊きん急きゆう時や秘ひ密みつ裏りの会合にも便利そうですね……では私の居住スペースもそこに置きましょう。ブロック数に余裕はありますよね？」

「ああ。では早速調整をしよう」

　蒼蓮の問いに砂樹は大きく頷うなずいた。

　　　　×　×　×

「しかし、まさかここまでカスタマイズが可能だとは……」

「いいわね。雨音様のマンションのようで気に入ったわ」

　出来上がった居住スペースを見て蒼蓮は驚おどろき、珀蓮達はかなり満足気だ。

　そもそも天騎操者のブロックは、かなり細かな部屋割りの調整が可能だった。それを西南とカグヤの二人分と珀蓮達士官の四つ、艦長砂樹の部屋を加えて一つにしたおかげで、かなりの自由度があったのだ。それはとても戦艦の中とは思えない広さだ。

「気に入っていただけて何よりじゃ。まあ内装まで変えるのは、さすがに少し時間がかかるが、そもそも天騎操者の方々には少しでも快適に過ごしていただきたい故に、いろいろと配はい慮りよされておる。しかも複数人のユニットを結合させるのじゃから、共有出来る部分も多いし、かなり自由度は高くなる」

「ぶっちゃけワガママなのが多いからなぁ……普段はどんなに仲が良くても、個室は譲ゆずらないもんだしな」

「カグヤは天騎操者のくせにこだわらな過ぎじゃがの。本当にお主のブロックもこちらにくっつけてもよかったのかの？」

「ハハッ！　砂樹の部屋で飲んでるか、部下の所で飲んでるかの違ちがいだ。自室なんか、人を呼ぶのが面倒だから滅めつ多たに使わないからな」

　天騎操者の居住スペースは上級士官の区画にあり、部下、特に一般兵の立ち入りは制限されている。入室には少々面倒な手続きが必要なので、気軽に部下を呼べない。

「そうじゃった……大たい抵てい、魔ま樹じゆの温室で寝ねておったの。じゃが、そのおかげで蒼蓮司令用のスペースも確保出来たのは僥ぎよう倖こうじゃった」

　全員のブロックを連結して無む駄だなユニットを共用にした結果、かなりの空きスペースが出来たのだ。

「砂樹の部屋にしている、魔樹温室にも繫つなげられたのはちょっと驚きだがな」

「魔素器官を持つ者が多い、花か櫻おうの船ならではの機能じゃ。珀蓮様達もその方がよいのじゃろう？」

「ええ、それはそうですが……地球は初期文明なので、西南様が少し心配です」

「どういう事です？」

　西南は不思議そうに珀蓮の方を見た。

「それは問題ない。西南様は宇宙の文化に触ふれ、生体強化も行っておるのじゃろう？　その状態となって発はつ症しようした例は無い筈はずじゃ。魔素の濃のう度どもそれほど高くないからの」

「そう、ですね。ああ、西南様はお気になさらず。問題はありませんので」

「そうですか……分かりました」

　少々気にはなったが、疑問よりも、あの秘宝館から逃にげられた事の喜びが勝った。

「さて、思いがけず秘密裏の活動拠きよ点てんが出来たのじゃから、そろそろ本格稼か働どうに関しての計画を立てねば、委員会の連中も焦じれておることじゃろう？」

「ええ。もう一度状じよう況きようを整理し直して、お互たがいに情報を共有しましょう」

　　　　×　×　×

　新しく構築された西南達の居住区の、今後全員が集まる事になるであろう居間でお茶を飲みながら、西南達は会議を始めた。会議場という雰ふん囲い気きとは違い、プライベートな場での話し合いは、守蛇怪でおなじみのゆったりとした雰囲気で落ち着く。言い方は悪いが料りよう亭てい政治ならぬ居間政治だ。

「さて、この場所であればかなり突つっ込こんだ話を、時間を気にせずにする事が出来ます。蒼蓮司令、まずは昨日のテストの結果について詳くわしく聞いてから、今後の活動方向を決めたいのですが、よろしいですか？」

　銀河連盟であれば、西南の役割は航路設定だけだ。そもそも本来は[image: 囮]おとり役でしかなく、海かい賊ぞく捕ほ縛ばくや討とう伐ばつは任務外だ。しかし守蛇怪という高性能艦と、霧恋達という高レベルのオペレーター達のおかげで、予想以上の戦果を上げてしまっただけなのだ。その問題も議論し、修正し、全員で情報の共有が必要だった。

「珀蓮様達のオペレート能力に関しては問題はありません。それどころか、簾座艦隊を見み渡わたしても随ずい一いちと言っていいでしょう。ただ能力のバランスを考えるのであれば、交替要員をどうするかに尽つきると思います」

「そうですね。この問題こそ、霧恋様達にご協力いただけるのならすぐにでも解決出来るのですが……」

「それは言っても仕方のない事よ。そのための艦隊なのだから。とにかく私達四人で、やり繰くりするしかないわ。通常は一人、戦せん闘とう状況によって二人の交替制で、緊急時は加速空間で休息するしかないでしょうね」

「ここのオペレーターも決して悪くはないわ。瀬せ戸と様さま式の訓練をして、少しでも能力の底上げをすれば、補ほ佐さとして十分、使えると思うわ」

「そう仰おつしやっていただけると安あん堵どしますが、ただ任務外、私的な時間の問題もあります。確か珀蓮様の仰った、確率の偏かたよりを補正する能力者、ですか？　それを調べて、複数の補佐チームを結成出来ればいいのですが」

　西南の確率の偏りをプラス方向に修正する能力者がいれば、かなりの問題が解決する。それは少ない人員で運営する実験艦隊にとって喉のどから手が出る程ほど欲ほしい人材だ。

「それを鑑かん定てい出来るのは、銀河連盟でも数少ない哲てつ学がく士という方々ですから、これもすぐに解決という訳にはいきませんね」

「そうですか……では仕方ありません。ですが幸い、この瞬櫻を中心とした生活ならば、問題は少ないと思います。西南様がレセプシーへ遊びに行かれる場合は、あちらの護衛を付けていただくよう手配をしていますが、簾座宙域の惑わく星せい、コロニー等の施し設せつとなると少々ご不便をおかけする事となってしまいますが……」

　蒼蓮は実に申し訳なさそうに西南を見たが、西南の方はあっけらかんとしたものだ。

「俺の方は構いません。ここは十分広いですし、瞬櫻の中にも訓練する施設があるようですから、外へ出る用は無いと思います」

「いえ、あの……まだ西南様はお若いですし、いろいろと遊びたいとかあると思うのですが？」

　天騎操者は軍の中でも特別な存在だ。軍司令相応の贅ぜい沢たくが許され、プライベートの時間も十分にある。だから簾座の常識からするとこの状況はかなり窮きゆう屈くつを強しいている事になるのだ。

「いえ、俺にはあまりこれといった趣味もなくて……瞬櫻の中だけで十分ですので」

「は？」

　不思議そうな蒼蓮に珀蓮達はソッと近付き、西南が確率の偏りのせいで、同性の友人との付き合いも少なく、西南の治ち療りよう費や、あちこちに迷めい惑わくをかける補ほ償しよう等でお小こ遣づかいもゼロに近く、何かの趣しゆ味みを持つ事も難しかったという事を説明した。

「そ、それは……失礼しました。とはいえこのような場所に、ずっと閉じ込めておくような真似まねをする訳には……」

「それはお気き遣づかい無く。このような状況ですし、訓練の合間には勉強もしたいので」

「随ずい分ぶん、ストイックじゃの……」

　若い西南の枯かれっぷりに砂樹や蒼蓮達は少し驚いているようだが、確率の偏りを持つ西南にとって、訓練や勉強は生きる為に必要な術すべであり、地球ではその学業自体、修められない可能性があった為、それに携たずさわる事自体が楽しみでもある。ケネスやラジャウからはいつも驚かれていたが、仕事なり学業なりで人に必要とされ、人と交流が出来る事自体が嬉うれしいし楽しいのだから、ここに来たばかりで何も出来ずにいた時よりはよほど充じゆう実じつしているのだ。

　そして蒼蓮達の判断基準が通常の天騎操者の行動である事が、考え方に齟そ齬ごを生んでいる原因だ。

「ふむ。ではもし欲求不満があるようであれば、私が伽とぎを……」

「「燃やす」」

　それは火煉と玉蓮同時だ。

「うむ！　では残念じゃが、蒼蓮に任せよう」

「「「「それなら構いません」」」」

　今度は珀蓮達四人が同時だった。

「ちょっとぉ、みなさん!?」

　とまあ、蒼蓮がこの手の話題の落ち担当と決まった瞬しゆん間かんである。

　　　　×　×　×

「……では申し訳ありませんが、この態勢でしばらく活動をお願いいたします」

　いろいろな精神的ダメージがあったものの、蒼蓮は健けな気げにも毅き然ぜんとした表情でそこに居並ぶ者達の顔を見渡した。そしてこの議題に決着が付いたの見てようやく冷めたお茶をグイッと飲み干した。

「それでカグヤ殿どの、肝かん心じんの西南様の戦闘結果についてはどうなのですか？」

　珀蓮は火煉に視線を送り、蒼蓮のカップに新しいお茶を淹いれるよう促うながすと、話を引き継ついだ。

「筋は悪くありませんし、経験もかなりあるようですが、やはり決闘となると上位天騎相手では難しい、というのが我らの結論です」

「それはＺＩＮＶジンブ様の能力と戦闘データをもってしても、ですか？」

「天騎はいわば決闘戦特化の騎体とも言えるからの。それは操者も同じ傾けい向こうにある」

　もちろん部隊規模や作戦内容にもよるが、天騎は通常戦闘には出てこない場合が多く、万が一の戦死や怪け我が、疲ひ労ろうなどを防ぐ為ために、操者は決闘のみの専門となりがちだ。

「ええ。騎体の性能差でカバーするには難しいでしょう。通常の戦闘行こう為い……いっそ乱戦状態であれば十分な期待が出来ますが、決闘というのは試合と同じです。一対一で他に想定外となるような不確定の要素がありませんので、技量の差が明確に出てしまいます」

　乱戦と一対一の戦いは根本が違う。西南の戦いの基本は突とつ発ぱつ的な事への対処だ。それに子供の頃ころから正まさ木きの村で教えられてきた護身術の基本は樹じゆ雷らいの物であり、それは乱戦時にその威い力りよくを発揮するし、ＧＰの基本もそれだ。

「基本的には海かい賊ぞくを引き寄せる状況を生む為の要員となっていただく、あちらでのやり方を踏とう襲しゆうするのが無難……というより、それこそがかけがえのない貴重な能力ですから」

「では決闘はカグヤ殿の天騎『月つき夜よ』で、ですか……」

　珀蓮は小さく溜ため息いきを吐ついた。

「カグヤ殿の技量に問題はありませんが、相手が『ＨＩＭＩＫヒミコの御ご影えい騎士』第三世代武神となると……」

「！」

　珀蓮の言葉に、カグヤと砂樹が顔を顰しかめ、西南は驚おどろいたように珀蓮を見た。

「出て来る可能性が？……いえ、もちろんその可能性は考こう慮りよすべきですが、奴やつ等らの目標となるには少々、早過ぎませんか？」

「実は夕べ、玉蓮に磨ま玉ぎよく本星より私信が秘ひ密みつ裏りに入ったのです。何やら良くない動きがあるようなので気を付けるようにと……」

「磨玉の情報部、ですか？　失礼ながら、磨玉に情報が入るのなら、他の情報局にも入っている筈ですが？」

　磨玉は五家中で一番国力が小さい。意外と情報部は強力ではあるが、その活動範はん囲いはかなり狭せまいのだ。ただその分、変わった情じよう報ほう網もうを持つのが特とく徴ちようだ。

「魔ま女じよ王殿は次期当主じゃからの。本国からもたらされる情報のレベルも高い。もしかして他の五家情報局も察知しておるのかもしれんの」

「いえ、情報を伝えてきたのは……」

「私の知り合い、四し玉ぎよくからよ」

　珀蓮が言い淀よどんだ後を続けるように答えたのは玉蓮だ。

「先見の死……!?　いえ、失礼、あの四玉様からなのですか？」

　珍めずらしく蒼蓮も砂樹も血相を変え、玉蓮を恐おそれているような感じだ。

「珍しく目を覚ましてね。とにかく、警けい戒かいする必要があるでしょう」

　だが玉蓮は静かにそう言うと、お茶を口にしつつ目を閉じた。

「それにしてもＨＩＭＩＫというのは嫌いやな名前ですね。それって大先史文明以前にＺＩＮＶと戦った第二世代ロボットの名ですよ？　第三世代武神というのもそうです。こちらでの最上位は第三世代で、その樹達は既すでに……」

　西南は玉蓮の様子に疑問は感じたものの、その事に触ふれるのはまずいと思い、別の疑問を尋たずねた。その場の重い空気が無くなった事に安堵したかのように、だが直すぐさま気を引き締しめた珀蓮が西南の方を見た。

「それとは別の存在です……それが初めて姿を見せたのは、簾座連合創設とほぼ同時期でした。海賊でもなく、どこかの国のものでもない、自らを『ＨＩＭＩＫの御影騎き士し』と称しようする者達です」

「しかしＨＩＭＩＫはＺＩＮＶによって倒たおされたと、Ｄが言ってた筈はずですが？」

　その情報は珀蓮も共有していた筈だった。

「黙だまっていて申し訳ありません。それがＤ様の仰るＨＩＭＩＫと同一なのかは分かりませんし、そもそも相手の言葉のみなので、それが存在するか否いなかも不明なのです。しかし御影騎士と呼ばれる機き甲こう騎きは確かに存在し、かなり強力な上位クラスの天騎である事は間ま違ちがいありません。そしてその御影騎士には海賊達に、天騎クラスの機甲騎を供きよう与よしている容疑もあるのです」

「光こう鷹おう翼よくの問題さえなければ、私の月夜が後おくれを取る事などないのだがな」

　カグヤが悔くやしそうに腕うでを組む。それにより強調された胸はこの際置いておく。

「光鷹翼を持つのなら、第三世代で間違いはないのでは？」

「それも確認されてはいません。天騎の中にはかなり強力な特とく殊しゆシールドを、光鷹翼と称する者達もいます。実際、形状も枚数も同じにしていますので、ちゃんとしたセンサーデータで精査しなければ区別が付かないんです。残念ながら御影騎士のデータはあまり詳くわしいものが無く、光鷹翼もあくまで目もく撃げき証言でしかありません」

「真しん偽ぎは分からない、という事ですが……ところでカグヤさんの天騎は何世代目になるのですか？」

「第五世代だよ。残念ながら第四世代は、五家現当主か王太子の親衛隊長クラスでもなければ持てないから、これでも私のような者が持つには最上位クラスの天騎になる」

「そうですか……」

　第五世代では何柱集まろうとも光鷹翼は派生させられない。

「西南様が航路設定をすれば、海賊との連戦になる事も、御影騎士と遭そう遇ぐうする可能性も否定は出来ません。以前お話しした天騎とは御影騎士の事だったのですが……」

「そうなるとＺＩＮＶを出す必要があるという事ですか？」

「御影騎士の光鷹翼が偽にせであれば、問題はないのですが……。光鷹翼を破る策はありませんし、原初の五聖騎様が母樹になられて、対光鷹翼戦の研究はされていませんから」

「パワーもそうじゃが、光鷹翼という絶対防ぼう御ぎよが敵の強さの理由じゃからの」

「……もしかして光鷹翼の弱点って、知らないとか？」

「「「「ええっ!?」」」」

　声を発したのは西南以外の全員だ。

「そんなものがあるのですか？」

　蒼蓮はそう言いつつ珀蓮達を見たが、彼女達も慌あわてて首を横に振ふった。

「弱点といっても、銀河連盟側の戦闘方式だと、あまり弱点といった感じではないんですが、こちらでは使えるかも知れません」

「教えてくれる、のか？」

　光鷹翼の弱点という事は、ＺＩＮＶにも当て嵌はまる事だ。だからカグヤは躊ちゆう躇ちよしているのだ。

「三枚の光鷹翼で全方位をカバーすると、僅わずかに隙すき間まが出来るんです。ですから全方位からの高エネルギー攻こう撃げきを持続させてダメージを蓄ちく積せきさせるか、隙間をピンポイントで突つくとかの方法で戦えます。そういう意味では戦闘機での攻撃の方が怖こわいのですが、それでは皇家の船の高出力全方位攻撃には耐たえられませんし、通常のシールドもあります。それに皇家の船自体も小型で機動力が高いですから」

「なるほどな。確かに銀河連盟のような遠えん距きよ離り戦では弱点にはなりにくいな。だが機甲騎同士の接近戦なら可能性はある、という事か」

　カグヤの顔にも喜色が浮うかぶ。

「そう簡単ではないでしょうけれど、光明は見えましたね。何しろ海かい賊ぞくの討とう伐ばつが進まない一つの原因が御影騎士の存在なのです。奴等は組織だった海賊討伐の流れを嫌っているようで、それを必ずと言っていいほど邪じや魔ましてきます」

「その割には、その力を使って簾座支配を企たくらむ様子はないの。まるで今ある状態を維い持じするのが目的のような感じでね。『メイ・テイナー』維持する者とも呼ばれているわ」

「ふざけた話だ！」

　カグヤが一転、語気を荒あららげた。

「奴等がいなければ、海賊がここまで勢力を拡大する事はなかった。奴等はただ簾座を混こん沌とんとさせ、不安定にしているだけだ」

「我々が海賊討伐を目的としているのは確かですが、まだ実験艦かん隊たい段階です。すぐには襲おそっては来ないと思っていましたが……四玉殿から警告があった以上、警戒はするべきでしょう」

「カグヤの武装と訓練をしなくちゃの」

　とはいえ対たい抗こう策が見つかったせいか、蒼蓮達の表情は明るい。

「相手がＺＩＮＶ様を指名した時が問題ですがね」

「ああ、それがあった……」

「どちらにしろ、俺も覚かく悟ごが必要ですね……。そういえばこちらには大きな海賊ギルドはあるのでしょうか？」

　御影騎士も脅きよう威いだが、やはり敵は海賊だ。

「海賊に限らず、天騎操者はプライドが高い者が多いですから、独立心が旺おう盛せいで、誰だれかの下に立つ事を嫌きらいます。特に強力な天騎を持つ海賊はその傾向が強いですから、誰かがトップに君臨しているような形式ではないようです。さすがに相手によっては多少の協力態勢はあるようですが、集団での大規模な行動はないと考えていいと思います」

「つまりメイ・テイナーが海賊を分断させていると言っていい訳ですか？」

「どちらかというと先せん鋭えい化でしょうか。その分討伐を厄やつ介かいにしているとも言えます。基本的には銀河連盟の海賊達とも同じ形状です。いっそ纏まとまって国でも作ってくれた方がまだマシなのですが……」

　そうなれば国家同士、交こう渉しようも可能だ。確かに戦力的規模の脅威は高まるが、国という形で固まってくれた方が警戒するのも遥はるかに楽だ。

「決けつ闘とうをうまく利用されている部分もありますので、西南様のお力で首しゆ尾び良よく海賊を集められたとしても、決闘を申し込まれた段階で、他の海賊達には逃にげられる可能性があります」

　本来、決闘する事が決まった段階で関係者はその場に留まるのが流りゆう儀ぎだ。だが海賊達は簾座連合と違ちがい、組織系統が正式に登録されている訳ではない為、別組織だと言われればそれまでだ。もちろん決闘には双そう方ほうの同意が必要なので、ある程度の戦闘続行は可能だが、海賊側のコールを無視する事は面子に関わる。

「決闘云うん々ぬんと言い出される前に、大火力で殲せん滅めつするか、大戦力で包囲できれば、逃がさなくても済むのですが」

「実際には難しそうですね」

　それほどの好条件で戦闘に突とつ入にゆうするのは難しい。というより海賊側がある一定宙域に固まって、こちらが大戦力をもって強きよう襲しゆうでもしない限りは無理だ。そもそもそんな好条件自体が有り得ない。

「西南様のお力で海かい賊ぞくを集め、『ガイ・ヴォルグ』で相手の航行を不可能に出来れば一番良いのですが……」

「それには守蛇怪が必要ですからね」

　ＺＩＮＶの武器では破は壊かい力が大きいので精密射しや撃げきは難しい。いっそ殲滅する方が楽なくらいだ。しかしそれをしてしまえば海賊との交渉が出来なくなる。瀬戸のような強襲による次元震を使えればいいが、それには事前の情報収集が欠かせない。海賊の動向を察知出来る、強力な情報収集能力が必要だ。

「とにかく無い物ねだりをしても仕方がありません。現段階では一つずつ潰つぶしていく他はありません」

「決闘を受けないまま戦闘を続行した場合は？」

「海賊如ごときの挑ちよう戦せんから逃げたと分かれば、面子メンツに関かかわる。その天騎乗りは、間違いなく降格か、機甲騎自体に乗れなくなる事だってある」

「そうですか……いえ、そうなんでしょうね」

　ＧＰでいうのなら、海賊行こう為いに遭遇しつつ、見て見ぬふりをするのと同じだ。それが西南であれば、ＺＩＮＶの操者を譲ゆずるよう迫せまられるだろう。もちろんＺＩＮＶの意志もあるので、譲じよう渡とは出来ないが、面めん倒どうな事になるのは確かだ。

「それにしても、風習というものは厄介です。間違っていると分かっていても止める事が難しいですし、それを実行するには長い時間と多大な努力が必要です。それこそ機甲騎という物が無くなりでもしない限り、この状態は続くでしょう」

「もし海賊と遭遇して決闘になり、こちらが負けた場合、どうなるのですか？」

「討伐隊の我らじゃと、まず決闘に使った天騎が対象になるじゃろうの。たとえ大破していても、部品は高価じゃし、何よりもそれ自体が人ひと質じちのようなものじゃからの。連中が直して使うか、後で高額で買い戻もどす事となるじゃろう」

「操者が人質になる事はないのですか？」

「海賊が欲しい物は金品です。人質はいろいろと扱あつかいが面倒ですから」

「ククッ。特にプライドの高い天騎操者など、厄介この上なしじゃからの」

「その点、機甲騎は多少場所を取るだけだ。メシも食わない酒も飲まない、クソも不平も垂れないしな。ＺＩＮＶ様の場合はどうなるか、想像は難しいが、負けた時の事など考えても仕方なかろう？　要は負けなければいいんだ」

　カグヤは腕を組んで不満そうにフンッと鼻を鳴らした。

「我らの部隊は、海賊に負けた時点で、隊の存続にも関かかわるからの」

「西南様の危き惧ぐは分かりますが、そちらの交渉事は私達にお任せ下さい。ご参考までに申し上げますと、勝敗の情報そのものが価値を持ちます。さすがに海賊に負けたとあっては、お金を払はらってでも口止めをしたいと考える天騎操者は多いですし、それを抱かかえているのが貴族であれば尚なおの事、不ふ名めい誉よには敏びん感かんですから」

「でもそれではお金を取られ続ける事になりませんか？」

「口の軽い海賊は優先殲滅対象になりやすい。それこそどんな卑ひ怯きような手を使おうとも、口くち封ふうじをしようと考えるじゃろう。捜そう索さく、発見、討伐にどれほど費用がかかろうとも、それを厭いとわないと考える程ほど追い込む事はせん。善悪はともかく、こういう場合には信しん頼らい関係こそが、自身の身を護まもり、収益を確保出来るのじゃ」

「ただ最近問題となっているのは、掟おきて破りをする海賊ですね。本来、簾座でも積み荷を放ほう棄きすれば人への被ひ害がいは出さないという、銀河連盟側の海賊と同じような暗あん黙もくのルールがあります。しかし強力な天騎を手に入れた海賊の中には、その力に酔ようのでしょうか、決闘で勝ち、積み荷を奪うばった後で、相手を殲滅する者も増えてきました」

　物資の輸送隊は、それなりの護衛と武装をしているのが当たり前だ。戦力比が圧あつ倒とう的でもない限り、余計な欲を出して必死に抵てい抗こうされれば、思わぬ損害を出す事もある。だから放棄された積み荷だけで満足するが、相手を殲滅させるだけの強力な機甲騎を持てば、更さらなる欲を刺し激げきされ、相手の全すべてを奪おうとするのである。

「力を持っただけではなく、銀河連盟側から流れて来る海賊にも原因があるのでしょう。決闘の風習がなく、こちらの海賊と合流して勢力を増した事も関係があると思われます。とにかく被害がかなり増えつつあるようです」

「今の我らと同じ事かもしれぬな。いきなりの戦力上じよう昇しようでちぐはぐになっておるのじゃろう。結果、決闘による抑よく止し力が働かなくなっておるという事じゃ」

『死人に口なし』決闘はお互たがいの名誉を賭かけての戦いである以上、究極の自己申告。勝った側の気分次し第だいな部分がある。

「決闘という制度が、崩ほう壊かいしつつある感じですね。それでもこちらは決闘をしなければならないのですね？」

「そういう事ですね。ただまあ……実は、決闘の立会人のシステムは存在するのです。それが海賊相手でも成り立つのですが、大きな弊へい害がいがあって、あまり使われないんです」

「ああ、何だかありそうなシステムですね。でも弊害とは何です？」

「まず手続きに少々、時間が取られますし、公正さを出す為ために情報公開がされます。決闘の位置や賭ける積み荷の内容、勝敗等を知られるのが大きいですね。そこからいろいろな情報が推測出来ますから。個人の遺い恨こんなどの決闘の仲裁等には、比ひ較かく的てき利用される制度ですがその遺恨内容を知られたくない場合は利用を避さけますね」

「うわ……お役所仕事的だ」

　もう少しやりようがあるのではないかと思わなくもないが、仲裁の公平性という観点からすると情報の公開は避けられないのだろう。

「普ふ通つうの海賊相手ならば問題は起こらんよ。どんなに強力な天騎を持っていようとも、私の月夜なら負ける事はない。結局、問題なのは御影騎き士しだけだ」

「それと相まみえる可能性が高くなったのは頭の痛い話です」

「そうなると……俺自身も早く強くなるしかありませんね。艦隊の行動開始はどれくらいからですか？」

「修業はそれこそ十年、二十年単位の話ですから、すぐにどうこう出来るものではありませんよ」

　蒼蓮は少々困こん惑わく、というより呆あきれた感じだ。

「場合によっては加速空間での修業でも構いません」

「ああ、なるほど。そこまでしていただけるのは驚おどろきです。でも残念ですが、それだけの加速が行える施し設せつが用意出来ないのです」

「えっ？　でも……」

　疑問を投げかけるように、西南は慌あわてて珀蓮を見た。

「樹雷とアカデミーはやはり特別なのです。少なくともこちらではそのような恒こう久きゆう的訓練施設は無いんです。守蛇怪と瑞みず輝き様であれば可能ですが、それでも加速空間内での維い持じ管理や、西南様の訓練の為に同じ加速空間内に入る教員が必要です。西南様の覚悟の程は有り難いのですが、今日、明日からすぐ始められる物ではないんです」

「そ、そうですよね。確かに」

　守蛇怪と瑞輝、場合によっては銀河連盟から調達するにしても、その準備だけでかなりの時間が掛かかる。それに加速空間とはいえ無限に加速出来る訳ではないので、十年単位の修業ならやはり一年近く掛かるのだ。

「御影騎士対策に関してなのですが、カグヤさんをＺＩＮＶ様との戦闘に慣れさせる方が有効だと思うのです。少々危険ではありますが、やる価値はあるかと」

「ああ、それは私も考えていた。神騎ＺＩＮＶ様の力を間近に感じて、光鷹翼対策を実際に訓練出来るなら有り難がたい」

「そうですね。俺はＺＩＮＶの搭とう乗じよう時間は少なく、習熟しているとは言えませんから、その訓練にもなるのでありがたい話ですが、逆に危険ではありませんか」

「ＺＩＮＶ様からの攻こう撃げきをしなければいいのでは？」

「あっ、いえ……確率の偏かたよりに巻き込む事がありますから」

「ああ、そうね。それが厄やつ介かいだったわ」

「それがそんなに厄介なのか？」

　盛せい大だいに吐つかれた珀蓮達の溜ため息いきに、カグヤ達は不思議そうだ。だが西南の自じ爆ばく攻撃の恐おそろしさを知らない彼女達が訝いぶかしむのも無理はない。

「他者を巻き込んでの自じ滅めつ攻撃とでも言えばいいのか……。つまり西南様の確率の偏りで発生する災害に相手もろとも巻き込んでしまう事があるの。西南様はそういった突とつ発ぱつ的なトラブルには慣れていらっしゃるし、ＺＩＮＶ様なら耐たえられる。しかし相手は深刻なダメージを負うわ」

「……マジ？　だけど……」

　カグヤもその具体的なイメージが湧わかないようだ。結局、西南の確率の偏りをまだ目の前で見ていない彼女達にはピンと来ないのだ。

「機甲騎でそんな事に巻き込まれるとは思えませんが、何が起こるか分からないのが、西南様の確率の偏りですから」

「なるほど……じゃが、それも訓練としては有効なのではないかの？　それに月夜だって第五世代の天騎じゃ。致ち命めい傷しようさえ避けられれば何とかなるし、周りに救助態勢のある訓練だからこそ、やっておくべきじゃろうの」

「そうですね。とにかく万ばん全ぜんの態勢を敷しいておきましょう。カグヤさんにしろ西南様にしろ、貴重な経験だと思います。西南様、珀蓮様、それでよろしいか？」

「分かりました。やりましょう」

　西南と珀蓮達はお互い顔を見合わせて同意した。








８「神しん騎きと天騎」









　西せい南なとカグヤはさっそく機き甲こう騎きでの模も擬ぎ戦せん闘とうを行う事となった。

「ほお……これがＺＩＮＶジンブ様か」

　カグヤ達は初めて間近で見たＺＩＮＶの偉い容ように、圧倒されていた。

　天騎は決闘を行う為の機甲騎だ。その誉ほまれたる存在故に、凝こった意い匠しようの装そう飾しよくが施ほどこされ、芸術品とも呼ばれる騎体が多い。だがＺＩＮＶは地味で無骨で煌びやかさとは全くの無む縁えんだ。カグヤは最初にＺＩＮＶの戦闘映像を見た時、その凄すさまじい力に驚いたが、その地味さ故に、神騎と呼ばれるに相応ふさわしい騎体ではないとも感じていたのだ。

「……なんだ？」

　しかし間近で見たＺＩＮＶの灰色の外装は巨きよ石せき像ぞうのようで、逆に凄まじい存在感があり、下手に外装を飾かざるよりも神秘性が感じられる。それと同時にカグヤはちぐはぐな印象に戸と惑まどいを感じていた。

「……これが、上位、皇家の樹きですか……素す晴ばらしい。まるで世界樹のようです」

　機甲騎操者ではない蒼そう蓮れんは、エルフであるせいもあり、ＺＩＮＶから感じる優やさしさ、雄お々おしさを単純に好ましく思ったようだ。そしてその荘そう厳ごんさに思わず震ふるえる手を広げた姿は、まるで神に祈いのりを捧ささげる巫女みこのようだ。

「……クスッ、アハハハ」

　そして砂さ樹じゆはその神しん威いに圧倒され身体を硬こう直ちよくさせつつも、温かな波動を受け、その表情は穏おだやかで本人も知らず知らず笑えみ、そして涙なみだしていた。

「ＺＩＮＶ、お願いな」

　三者三様の反応を見つつ、西南が優しく話しかけるとＺＩＮＶは、それに呼応して呻うなりを上げ、西南が転送されて行く。

「ヴォオオ……」

「「「!?」」」

　蒼蓮達三人はそれまでの印象がガラリと変わった事に戸惑った。西南を転送し、体内に宿したＺＩＮＶから感じられるのは穏やかな優しい人懐っこい雰ふん囲い気きだ。

「……なるほど。西南様が優しい子達と表現した気持ちが理解出来ましたよ」

　蒼蓮達が想像していたイメージは、戦う為の猛たけ々だけしい神だ。しかし目の前のＺＩＮＶからは幼い子供の無む邪じや気きさが感じられたのだ。

（……随ずい分ぶん印象が変わるのだな）

　カグヤは天騎乗りであるが故ゆえに、蒼蓮と砂樹とは違ちがう部分に引っ掛かっていた。彼女がその時のＺＩＮＶから感じたのは、ご主人に甘える子犬といった印象だ。だがそう感じた瞬しゆん間かん、先さき程ほどのＺＩＮＶから受けたちぐはぐさが消えていた。

「だとすれば……月つき夜よから感じる、あの歪いびつさは何だ？」

　カグヤは自身の天騎、月夜から感じる歪さと同じものをＺＩＮＶからも感じていた。それをカグヤは機甲騎の存在の大きさ、その力故のものだと思っていた。だがＺＩＮＶを見て感じた印象が、その考えを変えるきっかけとなったのだ。そしてその歪さはＺＩＮＶのものよりも遥はるかに大きく、かつ不自然に思われた。

（私は……何に乗っているのだ？）

　もちろんカグヤは皇家の樹が、何らかの処理を受けている事は知っていたし、それが軍事目的である事から、ある程度人道的ではない技術であるとは予想していた。だがそもそも軍では、人を兵士として、一個の部品となるよう訓練する。それと同じだと考えていたのだ。

　だがＺＩＮＶから感じたものをひとことで言えば『愛らしい』だ。純じゆん粋すいな幼子のような愛らしさと、その行こう為いとはあまりに隔へだたりがあり、皇家の樹に対してされているであろう『処理』に対して、嫌けん悪お感すら覚えたのである。

　　　　×　×　×

「後はレセプシーの方々がお世話をして下さるそうですから、こちらはその間に、お目付役の方々と今後の予定を話して来ます」

「せっかくの世紀の瞬間だぜ。観みて行かないのか？」

「後でタップリとカグヤさんの解説付きで観させていただきますよ」

　蒼蓮と砂樹は珀はく蓮れん達と共に、艦かん隊たいの主だった者達と五家の監かん査さ達との打ち合わせへと向かい、カグヤはそのまま月夜のドック、といってもＺＩＮＶの隣となりにあるのだが、そちらへと向かう。そこではカグヤの部下達が月夜の調整を既すでに終えていた。

「姐あねさん、準備完かん了りようです！　セッティングを始めたいのですが」

「おう！」

　最古参の部下に手を上げ、カグヤはコクピットへと転移する。転送ゲートを出た目の前には美しく装飾された門と五段程の階段がある。その先にコクピットがあるのだが、それは小ぶりながら神社の奥の院神しん殿でんのようだ。ちゃんとした決闘であれば胸部装そう甲こうが開き、そこはもっと大きな神殿へと変わる。そして神殿へと向かう花道が設置され、正装したカグヤが巫女の如ごとく、コクピットへと向かう演出がある。

　だが今回はただの訓練だ。そんな面めん倒どうはせず、少しはしたないが全身のバネのような筋力でサッと段を飛ばしコクピット内へと飛び込み、神殿内部の玉座にどっかと腰こしを下ろした。

「リンク」

　と、凄まじい数のモニターが起動し、カグヤのパーソナルをスキャンし、調整が終わった項こう目もくから消えて行く。いつもであれば高こう揚ようする瞬間だが、先程のＺＩＮＶとの事で複雑な気分だ。もちろん月夜から感じる力強さは頼たのもしく思うし、彼女が戦う為ためのモノである事は承知している。だが己おのれのパートナーである彼女が、一体、何をされているのか考えざるを得なくなっていた。

『カグヤ様。本日は当サービスをご利用下さいましてありがとうございます』

「お前様方は本当に商売熱心だよねぇ」

　カグヤはその楽しそうな表情に気分を変えるように苦く笑しようし、モニターに映る顔見知りのレセプシースタッフへと意識を向けた。

『壊こわれましても、また持って来ますので、どうぞ思いっ切りやって下さい。救助班もスタンバイ完了しております』

　そう言われたのはレセプシーが簾れん座ざで使っている、機甲騎戦闘用の舞ぶ台たい衛星の事だ。月の半分ほどの大きさがあり、重力はあるものの戦闘によるものなのか、何らかの理由で惑わく星せいが破は砕さいされてあまり時間が経たっていないのか、かなり歪な形をしている。

『いい画を期待しています』

　人員と場所の提供を受ける対価として、訓練風景は記録され、後日、公表されても問題が無くなった時点で、レセプシーのプログラムになる予定だ。もちろんそれはカグヤ達の検討資料としても使われる。

「今回は訓練だからなぁ……まあ、追い追いにだな」

　当然、最初から画になるような全開戦闘などするつもりはない。見て価値のある戦いなど出来る筈はずもないが、ＺＩＮＶの映像はタラント戦の一部のみ、ごく僅わずかしかない。至近での撮さつ影えい映像だけでも十分価値はあるし、存在自体が伝説の、現在簾座でただ一騎の神騎クラスの機甲騎だ。逆にレセプシーなら、その存在に価値を付けたドキュメント的内容に仕上げられるだろう。

「さて、あまり西南殿をお待たせする訳にはいかないな」

　ＺＩＮＶは自身で全すべての調整を行えるが、月夜は、というより普ふ通つうの天騎はフリーメンテナンスではない。当然、出しゆつ撃げき前に整備と、装備の換かん装そうが必要となる。

「移動する」

　カグヤは月夜を輸送用のカーゴ船へと移動させると、そこには既にＺＩＮＶが搭とう載さいを終えていた。そのまま舞台衛星に行くと、外にいる大量の野や次じ馬うま艦船に見つかり大おお騒さわぎとなりそうなので、わざわざ隠かくしての移動だ。

『カグヤさんの月夜は綺き麗れいな騎体ですね』

　と、いきなりの西南の褒ほめ言葉に、カグヤは恥はずかしそうに頰ほおを赤らめた。月夜の事を考え、少し落ち込んだ気分も和らぐ。

「ありがとう。神騎の操者殿にそう言われると悪い気はしないな。本当は追加装甲は無い方が軽くていいのだが、一応念の為にな」

　カグヤの機甲騎『月夜』は彼女を模した感じの美しい女性型騎体だ。特とく徴ちようは二本の角で赤しやく銅どう色に金の装飾は、日本の鎧よろい武者といった感じで、身長はＺＩＮＶと同じ位だが、女性型という事もあり、少し華きや奢しやな感じがある。追加装甲は純白の和服のようで、冗じよう談だん抜ぬきで角つの隠かくしでもすれば、花はな嫁よめ衣い装しようといった雰囲気である。

　　　　×　×　×

「……まさに巴ともえ御ご前ぜんだな」

　カーゴ船に乗り込む月夜を見ながら西南は呟つぶやいた。

（実際にこちらで天騎を見たのは初めてだけど……なるほど。花道だの派手な衣装だのが似合いそうだよな）

　とにかくカグヤにも月夜にも華はながある。もちろん西南もその手の表おもて舞ぶ台たいに立つ機会はあるものの、圧あつ倒とう的に経験不足だし何よりも子供で容姿も地味だ。霧きり恋こ達からも、今後は華やかな場所に出る機会が多くなるので慣れた方がいいとは言われてるが、決闘前の過度な見世物的演出に関しては本気で異議を申し立てたい。

　というような事を考えている内に、カーゴ船は舞台衛星に到とう着ちやくした。

　　　　×　×　×

　舞台衛星でＺＩＮＶと月夜は対たい峙じした。

「さすがに訓練試合とはいえ、本番ともなると迫はく力りよくがあるな」

　対峙するからこそ分かる、ＺＩＮＶが内包する凄まじい圧力に、カグヤは一気に戦闘モードへと突とつ入にゆうした。

「ＺＩＮＶ様からの攻こう撃げきは無しとは言ったが、やはり少しは経験したい。武器無しの格闘でいいからやってみてくれないか？」

『分かりました』

　西南からは即そく答とうが返って来た。生身の模擬戦闘でもさんざんやって、西南はカグヤに掠かすりも出来なかったら了りよう承しようしたのだ。
















「では始めてくれ」

『了りよう解かい！』

　西南から応答があり、ＺＩＮＶが瞬間、月夜に突とつ進しんして来た。

「速いっ!?」

　予備動作無しに目の前までやって来たＺＩＮＶから繰くり出される左ストレートを、月夜はギリギリで避よけた。昨日の西南との模も擬ぎ戦せん闘とうを、機甲騎同士でやる形となったが、相手の威い圧あつも何もかもが桁けた違ちがいだ。

「ここまでっ！」

　ここまで違うものかと、カグヤは急いで感覚の軌き道どう修正を行う。とにかくＺＩＮＶのスピードとパワーが加味されただけで、西南の格闘能力が途と轍てつもなく底上げされている。ＺＩＮＶの蓄ちく積せきしているであろう戦闘データも加わり、その時点でカグヤに余よ裕ゆうはなく、彼女の持つ魔ま法ほうによる思考加速が自動起動した。

（少し舐なめていたな……だが）

　それでも、やはり操者の経験の差は大きく。カグヤは次し第だいにＺＩＮＶのスピードとパワーに慣れてきたところで、自身の意志で思考加速を打ち切った。

　　　　×　×　×

「ギリギリでいなされているのは変わらないか」

　西南から見れば、最初のカグヤの焦あせりなどは分からない。ただ生身の模擬戦闘と同じ状態が機甲騎同士でも繰り返されているだけだ。

　カグヤは砂樹に脳筋と言われているが、鬼人オーガとしての筋力を頼たよっただけのパワータイプではない。カグヤ本人に言わせれば、やはり女性である以上、男性鬼人より非力で、それは生体強化やパワーアシスト技術を使っても、さほど差は埋うまらない。だから彼女は相手の力を利用した、地球で言えば『柔じゆうよく剛ごうを制す』の戦い方に長じるしかなかったのだそうだ。

「やはり樹じゆ雷らいの戦闘術に似ているな」

　樹雷も障害物のある場所や、多対一での戦闘に特化している部分があり、そこで必要なのが体たい捌さばきであり、特に足捌きの技術が重要視される。カグヤの技術はそこまで洗練されてはいないが、そもそも西南が見て来た相手は樹雷皇族とそれに近い人間の、つまりトップクラスの達人技術だ。さすがにそれと比べるのは酷こくであり、だからといって未熟な西南に捉とらえられるほど柔やわではない。

「こうなると分かっていれば、というのは意味がないか」

　昔、天てん地ちと一いつ緒しよに彼の祖父、勝かつ仁ひとに護身術として基本のいくつかを習い、それは危機回かい避ひの時に凄すごく役立っている。ただそこから先は秘伝の部分もあり、また地球で生活するには必要のない、戦う技術であったため教えて貰もらえなかった。どちらにしろ西南に必要なのは『回避』と『逃にげ』の部分なので、それをより深く磨みがく為の判断であった。

　そしてそれはＧＰに入ってからも変わらずだ。そもそも他にも覚える事が多過ぎて、そこまで手が回らなかったし、海かい賊ぞく討とう伐ばつで必要だったのはやはり『回避』と『逃げ』だったのだ。

「ＺＩＮＶでならもう少し何とかなると思っていましたが……」

『いや、こちらも少々見誤っていた部分もある。早い段階で圧倒出来れば、通常クラスの天騎なら何とかなるかもしれないな』

「長引くとダメという事ですか？」

『乱戦の戦場なら問題はないが、やはり一対一となるとな。だが西南殿どのは防ぼう御ぎよは一流、もしかして達人の域にあるかもしれない。だから自身がされて困る事をしてみるのもいいかもな』

「今の俺では、そこへ持って行く技術がありません。それに動かすのに少しラグがある感じで……」

『それはこれからの訓練だな』

　技術の機械的底上げこそが機甲騎の利点だ。生身では出来ない動きも、機甲騎ならばプログラム次第で可能となる。もちろんそれに対応するには訓練が必要だし、西南はまだＺＩＮＶとマスター契けい約やくをして日が浅い。

『軽騎クラスでは操者の身体能力が性能を左右する。逆を言えば、軽騎を動かす為の基き礎そが重要となる。だからこそ機甲騎操者は上位の騎体に乗れるようになる段階で、機甲騎の操縦そのものが身体からだに叩たたき込まれている』

「では俺も軽騎からやった方がいいのですか？」

『その時間的余裕があれば、だがな。それよりもＺＩＮＶ様にある動きや攻撃のパターンプログラムを、いかにうまく組み合わせて使うかに注力した方がいい』

　戦闘技術など一朝一夕に身につけられる訳でもない。長い反復訓練と模擬戦闘をくり返し、体に叩き込み、刻み込むしかない。

「それでいいのでしょうか？」

　それは格闘ゲームと同じだ。簡単な命令、入力操作で複雑な動きをさせるのだ。それにより未熟な部分をカバーして戦うのである。だがそれでも訓練をしなければ、逆に戦い方が単調になり、戦い方の癖くせがすぐに看破されてしまう事になる。どちらにしろそれが使えるのは攻撃のみ。回避は西南の能力を阻そ害がいしかねない。

『ベストではないがベターと言うしかないな。正直、いつかはあちらに帰らねばならない人間に、あまり多くを求める事は出来ないという気持ちもある』

（ああ、なるほど）

　西南は簾座の海賊討伐の為ために呼ばれたのであって、こちらで機甲騎の操者となる為ではない。カグヤ達もさすがにダ・ルマーギルドのように、数年で問題が解決されるとは思っていないが、それでも西南はここに定住する訳ではない。

『それに実験艦かん隊たいの稼か働どうがうまく行けば、対御ご影えい騎き士し用に第四世代天騎だって招集が可能となる筈だ。戦力が整えば、西南殿が危険をおして戦う必要もなくなる』

　そもそも西南に海賊の問題解決の重荷を背負わせるつもりはない以上、本ほん腰ごしを入れて基礎から機甲騎操者として訓練をさせていいものか迷っているのだろう。ならばＺＩＮＶの性能頼りの使いかたも、時として是ぜとしなければならないと考えているのである。

「でもそれまでに遭そう遇ぐうしたり、相手方からの指名もあったりするのでしょう？」

『いまはまだ、それを心配するには早いぞ。それより、そちらの攻撃も何となく分かったから、そろそろ光こう鷹おう翼よくを見せてくれないか？』

「了解」

　正直、もう少し攻撃をしてみたかったが、そもそもこの訓練は、カグヤの為のものである事を思い出した西南は、意識を切り替かえ、ＺＩＮＶの持つ力を解放していった。

　　　　×　×　×

　模擬戦を終え、西南とカグヤは瞬しゆん櫻おうに帰き還かんした。

「なるほど。確かに光鷹翼には僅わずかな隙すき間まがあるのがよく分かったが、それでもそこに攻撃を通すのはかなり難儀だな」

　相手もただ突つっ立たっている訳ではない。一対一で全方位ガードをさせるにも策がいる。

「タラント基地戦では、全方位からの高エネルギー射しや撃げきを受けてやられかけました」

「そこは戦術担当とも要相談だな……それにしても、さすがは神騎、凄すさまじい威圧とスピードだ」

「生身の訓練の時と同じ結果でしたけれど……」

「そう見えるだけでこちらもギリギリだよ。ＺＩＮＶ様の武装も加われば、相手によっては十分戦いになる。もっとも上位天騎との決闘だと、勝てる確率は低いだろうな」

「やはり攻撃は素人しろうと同然という事ですね」

「……いや。今日実際に戦ってみて分かったが、ＺＩＮＶ様は弱いんだ」

「えっ？　でもＺＩＮＶは第一世代ですよ」

　それはかなり意外な言葉だった。西南はかなり戸と惑まどっている。

「いや、皇家の樹きとしての力の問題じゃない。騎体の性能と戦い方の問題だよ」

「それは、どういう事でしょう？」

「実は原初の五聖騎は現在で言えば、地騎クラスの性能しかなかったそうだ。そこから騎体に改良が加えられ、結果、現在の機甲騎が誕生した。だが大先史文明時代には機甲騎同士の戦いはあまりなかったんじゃないかと言われている。現にＺＩＮＶ様は明らかに広域戦闘用の騎体だ。つまり制圧戦用という事だ」

「接近戦には弱いという事ですか？」

「現在の機甲騎としてはな。装そう甲こうの修復機能があるが、ピンポイントの強度は低い。長ちよう距きよ離りの移動スピードは凄いが、格闘戦の反応速度は鈍にぶい。極きよく端たんな話、特筆すべき機能は光鷹翼だけなんだ。しかしそれも全域をカバー出来ないから完全じゃない。機甲騎同士の近接戦闘に特化し、発展してきたこちらの武器に対する耐たい性せいと防御が低いんだ。騎体としてのパワーも、トルクはあるがスピードと柔じゆう軟なん性が無い感じだな」

　つまり兵器としての使い方が根本的に違うという事だ。艦隊戦では無む双そうが出来るが、機甲騎相手では相あい性しようが悪いのだ。もちろん操者次第ではそれもカバー出来るが、西南の腕うででは難しい。

「光鷹翼は盾たてとしてピンポイント攻撃に対応は出来ますが？」

「もちろん西南殿の戦い方次第では、上位天騎クラスとも戦えない事はないが、光鷹翼は御影騎士も使えるんだぞ」

（相そう殺さいされる、か……）

　光鷹翼は光鷹翼で相殺できる。第一世代であろうとも発現できるのは三枚までだ。

「そうなれば自ずと結果は見える。まあこれに関しては、騎体を設計し直せばいいのだから、性能を大おお幅はばに向上させる事は意外と簡単だがな」

「以前、騎体を再生した力場プラントは、守かみ蛇だ怪けがいないと使えません」

「だとすれば、新しく設計し直して建造だな。とはいうものの、神騎なんて設計できる奴やつがいるかどうかだな。あのパワーを生かせる機構の設計ともなると、な」

　そもそも原初の五騎ですら第三世代だ。それを超こえる第一世代の力を十二分に発揮させられる騎体など想像もつかない。

「それが出来そうな知り合いに心当たりはありますが……」

　きっと守蛇怪を造った白はく眉び鷲羽わしゆうならば、まさにスーパーロボットと呼ぶに相応ふさわしい騎体を造れるに違いない。もっとも凄く嫌いやな予感がするので頼たのむには勇気がいる。だがアイリに頼むのは、別の嫌な予感がするので避けたい。

「それでも建造までとなると、すぐには無理だろう？　こちらも蒼蓮と相談して、伝つ手てを当たってみるがな」

「ダメ元ですが、連れん絡らくはしておきます」

　鷲羽とは賢けん者じやの石を介かいして、メールのやり取りは可能だ。直接通信はいろいろと問題もあるので出来ないよう制限が設けられている。

《賢者の石、鷲羽様に状じよう況きようを知らせておいてくれないか？》

《了りよう解かい》

　いつものように簡潔な応答だ。

《以前のＮＢのようなデバガメなのも問題だけど、これはこれで味気ない気がするのはどうなんだろうなぁ……》

《希望があればキャラクター変へん更こう可能》

《……いや、今のところはこのままでいいよ。鷲羽様からの返信があったらすぐに知らせてくれ》

《了解》

　とは言ったものの鷲羽も忙いそがしい身だし、気まぐれな性格なのでいつ返信が来るかなどは不明だ。場合によってはいきなり現物が送り付けられる可能性もある。

（まあ、今の急務はカグヤさんの御影騎士戦の対たい抗こう策だから、あまり考えても仕方ない。今は出来る事をするしかない……）

　その瞬しゆん間かん瞬間に出来る最大限を尽つくすのみ。もともと西南はそうやって生きた来た。

「最悪の事態となれば、ＺＩＮＶ様に月夜の騎体を使っていただくかな」

「そんな事をしていいのですか？」

　こちらの機甲騎に対する思い入れを考えると、少なくとも専用騎のユニットを他者に貸すなど有り得ないように感じる。

「前例が無い訳じゃないし、私はその手のプライドは無い方だからな」

「そういう状況にならないよう祈いのっていますよ」

　そもそも西南が操縦する事が一番の問題だ。ＺＩＮＶがよしとすれば、カグヤが月夜騎体のＺＩＮＶを操縦する方が圧あつ倒とう的にいい。

《ＺＩＮＶはカグヤさんが乗るのはどう思う？》

　興味を持った西南は、ちょっとＺＩＮＶに尋たずねてみた。

《マスター以外ハ嫌。デモマスターモ一緒ナラ、イイヨ》

《俺が乗っているのならいいなら、複座式か？》

　西南は直すぐさまその意志をカグヤに提案してみたが、彼女は複雑な笑えみを浮うかべた。

「ん[image: ～][image: ～][image: ～]……神騎ＺＩＮＶ様と戦いを共に出来るのは光栄だが……」

「複座の機甲騎はさすがにないですか？」

「偵てい察さつ用とか特別機なら聞いた事はあるがな。さすがに決闘騎で複座は……ああ、あったわ……色物系機甲騎でな」

「あっ、もしかして例の合体ですか！」

「意外と食い付くな……好きなのか？」

　満面の笑みの西南にカグヤは少し引き気味だ。

「故郷の創作映像では、合体系巨きよ大だいロボットは一大ジャンルですから」

「ふむ……西南殿どのに異論がないのなら、複座形式を考えてもいいな……うん！　月夜もコクピットコアの合体形式にするか」

　西南の気色が移ったのか、ＺＩＮＶに乗れるチャンスに惹ひかれたか、それとも冗じよう談だんに乗ったのか、カグヤも積極的になってきた。

「なるほど！　単座式と複座式を使い分けるんですね」

「その通りだ。多少改造に時間は掛かかるだろうが、月夜の設計者は暇ひま人じんだから依い頼らいをすればやってくれるだろうし、新しい騎体を造るよりははるかに時間は短いだろうからな」

　西南とカグヤがより解り合った瞬間だった。

「そう考えると燃えるな、合体」

「ええ合体は燃えますね」

「「ハッハッハ！」」

　この後、二人して燃え上がっていた話を、どこかで聞いていた猫ねこ妖よう精せい共の、言葉足らずの拡散により、二人は再び珀蓮達の厳しい追つい及きゆうを受けるのであった。







　所用で執しつ事じのマーシと共に守蛇怪のドックに出かけていた霧恋は、少しボーッとした感じで新しい事務所に帰って来た。

「ったく。この忙しい時に、どこ行ってたんだよ？」

　事務所の準備に追われていた雨あま音ねは少し不満げだが、実際に作業をしているのはマーシの部下達だ。事務所といっても霧恋達が使うのだから、一等地の中心にある高級ホテルのワンフロアの貸し切りだ。霧恋達が定宿にしている瀬せ戸とのホテルよりはランクが落ちるが、警備もしっかりしているし、一流のホテルの風格もある。内装は木造のどっしりした感じの、樹雷に似た様式で、霧恋が気に入って借りた物件だ。

「なんだか大きな荷物が届いたと聞きましたが、どこからだったのですか？」

　エルマは各種機器の調整をしながら、モニターに視線を向けたままだ。

「荷物ぅ？　もしかして既すでにどこかの金持ちからのプレゼントだったりして」

「そんな訳無いでしょう。樹雷から……瑞みず輝きちゃんの外装パーツ、みたいなものよ」

「そんな物を送って来られるんだったら、こっちの事を何とかして欲しいもんだよな」

「そういえば瑞輝ちゃんって、ユニットのみだったわね。今後の為ために少しは着き飾かざれ、という感じかしら？」

「なるほど。これから顔を売って行くにあたり、霧恋さんも樹雷皇族として皇家の船を見せる時もあるでしょうしね」

「晴れ着を送って来る祖父じいちゃん祖母ばあちゃんか？」

「ま、まあ……そんなところよ。それより準備の方は？」

　霧恋はさっさとこの話題を止めたいようで、エルマのモニターを覗のぞき込んだ。

「もう稼か働どうは出来ますよ。後はマーシさんの部下の方に任せればＯＫです」

「任せきりでごめんなさいね。それより今日もパーティーの予定が入っているわよ」

「んじゃ、本日も厚あつ化げ粧しようして着飾って出かけますかね」

　　　　×　×　×

　霧恋達はパーティー参加に事務所開設と、積極的に活動をしていた。特に簾座連合有力者がレセプシー内で催もよおすパーティーには、顔を繫つなぐ為にもまめに出席し、その数はここ数日で三十を超える。幸いな事に、対ダイ・ダ・ルマー戦の守蛇怪はライブ放送で、タラント基地惑わく星せいでのＺＩＮＶ戦記録映像も、どこから手に入れたのかレセプシーで流されていたので、どこのパーティーでも大歓かん迎げいされた。一番に西南の知名度にあやかった形だが、霧恋達の素す性じようも皆みなの興味を引くに十分なものだった。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]もったいない」

　どうでもいい世間話に飽あきてさっさと逃にげ出して来た美み希きは、盛せい大だいに愚ぐ痴ちりつつ、あまり手の付けられない料理を見ていた。主しゆ催さい者しや側の興味は霧恋や雨音達なので、知名度皆かい無むの美希が一人で抜ぬけ出しても問題はない。

　ただ料理のテーブルに逃げて来たのは、世間話に飽きたのだけが理由ではなく、Ｄがカレーにへばり付いたままなので、そのお目付役としてだ。こんな場所で誘ゆう拐かいとかは無いと思いたいが、変な口約束をさせられたりすると面めん倒どうだ。マーシとその部下達数名がお付きとしてやって来てはいるが、パーティー会場内には入れず、控ひかえ室に待機しているので誰だれかが監かん視しする必要がある。

「まあ上流階級のパーティーというものは、どこもそんな感じですよ」

　美希達が気になったのか、霧恋達の会話の輪から抜け出したキルシェもこちらへやって来た。さすがに霧恋達と比べれば知名度や格、交こう渉しよう相手の重要度としては低いので、一通りの挨あい拶さつが終わればお役やく御ご免めんという訳だが、同じくお役御免となった若い貴族や大だい企き業ぎよう子息のスケベ共が、摘つまみ食ぐいでもしようと近寄って来るので油断は出来ない。

「情報屋に払はらうお金は、まあ分かるわよ。でもね……」

「その情報料を値切ろうとした美希さんなら、この状況は許せないでしょうね」

　霧恋は舞ま貴き妃ひから紹しよう介かいされた情報屋だけでなく、レセプシーに滞たい在ざい中の銀河連盟の有力者や、瀬戸関係で知り合った各国のスパイ関係者に高いお金を払い、短期間で簾座側の膨ぼう大だいな人間の情報を集めていた。その額は一部を聞いただけで、それこそ湯水の如ごとくという金額だ。もちろん雨音達も、カウナック関連の企き業ぎよう、バルタ王国と海かい賊ぞく関連、メルマスなどの宗教関連にマーシの裏ルートと、それぞれの伝手を最大限に利用したのは言うまでもない。

「私だって情報に値打ちがあるって知っているわよ。でもそれとこれとは別だわよ」

「美希さんのお金で開いたパーティーではないのですから」

「それとこれとは別なのよ！　もったいない！」

　さすがにパーティーで使った料理を再利用などレセプシーの沽こ券けんに関わる。もちろん資源として、肥料やエネルギーとしての再利用はされるのでエコである事は間ま違ちがいない。ただ料理人が精せい魂こん込こめて作った料理を無む駄だにする行こう為いが許せないのだ。

「……まあ、確かに」

「情報料だって同じだけどね。連中の顔ぶれを見たら、それだけの価値があるかどうかは疑問だもの」

　それまで三十回を超えるパーティーに出席し、脂あぶらぎったヒヒ親父や海うみ千せん山やま千せんの商人、海賊達とすら会談をしてきたが、美希にはどうもピンと来る者がいない。

「アカデミーを基準に考えるのは……あそこは銀河連盟でもトップクラスの奇き人じん変人の集まりですからね。哲てつ学がく士、白眉鷲羽様、柾まさ木きアイリ様、樹雷の鬼おに姫ひめ、瀬戸様に九く羅ら密みつ美み守かみ様と、そうそうたるメンバーと同じ様な人間がそう居る訳はないですから」

「まあ、そうなんだけどさ。ああ、それとクソッタレ代表だったタラントを近くで見ていたから麻ま痺ひしちゃってるのかも」

「クソッタレ、ですか……確かに」

　タラントの記き憶おくをそう言い切ってしまえるのも凄すごい話だ。朱しゆに交わったからなのか、あるいは元々の資質か、美希もちょっと変わっているのは間違いない。

「必要なのは、どれほどの影えい響きよう力を持っていて、こちらの役に立つかどうかですから」

「……貴女も意外と黒いわね。さすが元芸能人」

　まあ類友というやつか、シレッと言うキルシェの言葉に、美希が顔をしかめる番だ。

「対価がお金ならまだマシですよ」

　キルシェが見る先には、霧恋に自分の息子を紹介する商人の姿があった。

「さすがに霧恋さんはモテモテね」

「樹雷皇族。そして第二世代の皇家の樹をパートナーとしていますからね」

「それ以前に、人妻相手に何しようってんだか」

　結けつ婚こんが成立していないとはいえ、それはあくまで法的な手続き上の問題だ。各種イケメン揃ぞろいで、肌はだの露ろ出しゆつした服装。それが何を目的としているか、ミジンコでも分かりそうな格好である。

「万が一、愛人にでも……或あるいは一夜の関係でも、という所でしょう」

「ククッ、霧恋さんって、そういうのが一番有り得ない相手よね。万が一そういう事があったとしても、気が早いにも程があるわよ」

　ケルベロスのあだ名はダテではない。そもそもその程度の貞てい操そう観念で、西南の妻筆頭は務まらないし、瀬戸達が認めるはずもない。あっという間に月つき湖こに取って代わられる。もちろん長い夫婦の形の変化はあるが、それはまだまだ先の話だ。

「守蛇怪を売って欲しいという申し出もあるようです」

　福ふくがまだ幼い以上、霧恋は守蛇怪関係の窓口代表でもある。一応、雨音、リョーコ、ネージュの四人が管理者という形となり、四人全員の同意が必要という事にしているが、美希達が福のサブコントロールである事は当然、極秘だ。

「かっ、守蛇怪を？　だけどそんな物が買えると本気で思っているのかしら？」

　美希の疑問は当然だ。守蛇怪は西南のパートナーであり、人格を持つ存在だ。だがそれ以前に、守蛇怪は白眉鷲羽の最高傑けつ作さくといわれる魎りよう皇おう鬼きの同型艦かんである。皇家の樹きと同等以上に戦える戦せん闘とう力、そこに使われている技術は非公開の超ちよう高度技術の塊かたまりであり、それらが全すべて公開されるのは何千年、下手をすればそれ以上かかると噂うわさされている。現に鷲羽がアカデミー創設時に持っていた技術で、いまだに公開されないものは数多い。

「哲学士、鷲羽様の情報の少ない簾座ならではの無知でしょう。そもそも技術公開してパテント化をして、もし売りに出されたら、総額でいったいいくらになるか……」

「皇家の船と同等に戦える船なんて、売りに出されはしないと思うけど……仮にそうなったとしても、グレードは大おお幅はばに落とした簡易バージョンになるのでしょうね。それでも買えるとしたら大国クラス……どんな大だい富ふ豪ごうだって、そう簡単に持てる物では無いわよ」

　単純な戦闘力でいえば、ダイ・ダ・ルマーと海賊艦隊を第二世代皇家の船と共にではあるが無力化したのだから、かなりの大艦隊を個人所有するに等しい。

「それでも庶しよ民みんの一個人が所有しているのですから、どこか甘く見ているという感じですね。それどころか、戦闘映像の流出自体が、鷲羽様の宣伝だと思われているフシもありますから」

　西南の海賊討とう伐ばつに供きよう与よすれば大量の戦闘データも取れるし、性能のデモンストレーションにもピッタリだ。美希達は知らないが、実際、銀河連盟内でもその手の噂から、以前より引き合いはあったのだ。

「さすがにおかしいと感じて、レンタルをという話をする人も居ます。直接、白眉鷲羽様と交渉がしたいので、紹介して欲しいとの要よう請せいもあるとか」

「どちらにしろ、ずいぶんふっかけて来ているわね。銀河連盟内でも最高位の戦力に対して、その対価がどれくらいになるか分かっているのかしら？」

　それ以前に、鷲羽と直接取引をさせろなど、彼女を知る銀河連盟の重じゆう鎮ちん達であれば、卒そつ倒とうしそうな無む謀ぼうさだ。

「こちらが簾座に地じ盤ばんを作りたがっている事に感づいていますから、足元を見ているつもりなのでしょう。もっとも霧恋さん達に、うまくあしらわれているようですけど」

　キルシェの視線の先では、霧恋の軽い威い圧あつですごすごと退散して行く男だん娼しようまがいのイケメン達が見える。或いは雨音の美び貌ぼうに言葉を失う者も然しかりだ。

「ふ[image: ～][image: ～]ん。つまり使える人間の選せん抜ばつ中って訳ね。そこら辺はあの瀬戸様に仕込まれている以上、いいように毟むしられる事はないでしょうね」

「霧恋さん達であれば、他にも提供できる物はいろいろとありますから」

　銀河連盟側には大きな伝手がある。樹雷、世せ二に我わ、アカデミー、それだけでもいろいろな物品や技術の提供も可能だ。守蛇怪だの皇家の樹だのと、あまり欲張ると大事な商機を失い、他の者達に後おくれをとる事となるのを知る人間も多い。

「まあ守蛇怪も皇家の樹も、実際にレンタルも譲じよう渡とも出来ないしね」

　ただ、仕事の依い頼らいを受ける事は可能だ。それをきっかけに守蛇怪や霧恋達が簾座内で活動が出来るようになるのであれば、それをする価値はある。

「人寄せの広こう告こく塔とうのようなものですからね。ただあちらではあまり見かけなかった人種がこちらにはいますから、それが気になる所です」

「ああ、何となく分かるわ」

　パーティーの中には、霧恋達を嫌いやらしい目つきで値ね踏ぶみしている者達があちこちに散見された。一様に着飾り、取り巻きを連れた不ふ遜そんな態度の男達だ。

「特権階級、いわゆる貴族って連中ね。世二我にも樹雷にも残っているけれど、あちらはちょっと特とく殊しゆだしねぇ……」

　樹雷は皇族皇眷けん族ぞく共に、質しつ実じつ剛ごう健けんを宗むねとし現樹雷皇は民間、しかも初期文明の女性を第一皇おう妃ひとしている。世二我はＧＰの母体となった事もあり、一いつ般ぱん人への融ゆう和わが進み、貴族という形は薄うすれている。どちらにしろ両方のトップの性格と方針が色いろ濃こく出ている為ため、特権階級意識というモノが希き薄はくで、男女同権が当たり前となっている。

「こちらに興味を持っているのに、自分達から挨拶はしたくないって雰ふん囲い気きだわ。用があればそちらから来いって感じかな？」

「霧恋さん達も主だった所へは挨拶をして、押さえるところは押さえてあります。最近になって見かけるようになっている所は……」

「プライドだけ高い典型か……でも、そういった連中も地位だけはあるから、無視は厄やつ介かいな事にならない？　この手の連中は人に嫌がらせをするのが本業みたいな感じでしょう？」

「とはいえ、さすがに全てという訳にもいきませんし、そういう所に限って要求する物も大きいですから。その手の人達のパーティーは意図的に避さけていましたが、ここ何件かで散見されるようになりました」

「気になって見に来たって事？」

「見るからに下したっ端ぱですけどね」

　つまり必要ないと判断された事にすら気付かず、大物ぶって自分からは動かずに、下っ端の偵てい察さつを送り込んで来ているのだ。

「見事な道どう化けね。銀河連盟の特権階級さん達は、その点フットワークは軽かったわね。気さくで変な人達ばかりだったけど」

「あちらにも似た人達は多いですよ。ただアカデミーには近寄らないだけです」

　アカデミーは完全実力主義の場所だ。家いえ柄がらなどにはカケラの価値もなく、そんなものをひけらかす連中は蛇だ蝎かつのごとく嫌きらわれ、無視され、時として叩たたき潰つぶされる。何だかんだいいつつアカデミートップには『猛もう犬けん注意』『嚙かむ犬がいます』の武ぶ闘とう派はが多いのだ。

「でもこちらでは、それが大きな力を持っていますから厄介です」

「珀蓮さん達を見ていると、信じられないけれど、あの人達もこちらでは変人の部類なのかもね。まあそれを考えると、霧恋さん達がしようとしている事が少しは分かるかな」

「高い調査費用も、必要な人選、地じ雷らいを避ける為なら安いですよ」

「そうね。まあ簾座で動けるようになるまでの辛しん抱ぼうね。そうなれば……」

　その為の秘密兵器も、霧恋の所に届いた事をしっかり守蛇怪を通して確認済みだ。霧恋は戸と惑まどい、隠かくしているが、美希にはお見通しだ。だてにタラント基地で『ファントム』と呼ばれていた訳ではない。

「クスッ」

　彼女はソッと小さく酷こく薄はくな笑えみを浮うかべた。

「さあ、そろそろＤも満腹のようだから、あの子の話を聞きたそうにしている人達の所に連行しましょうか」

「霧恋さん達だけに任せる訳にも行きませんしね」

　ここでの目的は人脈を広げる事だ。商売には関係しなくとも、大先史文明の生きた証人であるＤの知識は、目的を得るには、それこそ『いい話のネタ』なのだ。

　美希とキルシェはＤの両りよう脇わきをガッシリと摑つかむと、捕つかまった宇宙人の如ごとく、そのまま人の輪の中に引き摺ずって行ったのであった。








９「急変・早過ぎる遭そう遇ぐう」









「では西せい南な様、座標指定を」

　砂さ樹じゆの命令で、西南はいつも通りに、自身で嫌な予感のする座標を入力した。

「座標リンクしました！　十秒後に全ぜん艦かん超ちよう空間航行へと移行します」

　艦船に関する簾れん座ざのテクノロジーは銀河連盟より劣おとるものの、それでも日常的に恒こう星せい間航行を行うのに不都合は無いし、移動スピードにもさほどの差さ違いはない。さすがに守かみ蛇だ怪けと比べるのは酷こくだが、結局、艦船の技術の後おくれは、主な戦闘が艦船同士か機き甲こう騎きかという違ちがいによるものであり、そういう意味ではＺＩＮＶジンブの模も擬ぎ戦せん闘とうで発覚した、近接戦闘と遠えん距きよ離り戦闘のどちらに重点を置いているかの違いなのだ。だからもし銀河連盟の軍と簾座の軍が戦った場合、いかに近付けさせないか、或いは懐ふところに潜もぐり込むかが勝敗の分かれ目になる。それこそＺＩＮＶがタラント艦隊相手に無む双そうした時がまさにそれにあたる。

「全艦超空間航行に入りました。ジャンプアウトは三十分後です」

「全艦、第一種戦闘警けい戒かいを崩くずすでないぞ」

　西南の能力が本当であれば、ジャンプアウト後、戦闘状態になる可能性が高い。艦隊の全すべてが緊きん張ちように包まれ、息苦しい程だ。そしてそれは状じよう況きように慣れている筈はずの西南も珀はく蓮れん達も同じだ。

「十、九、八、七……」

　緊張の雰囲気の中、ジャンプアウトのカウントが始まり、軽い衝しよう撃げきと共に艦隊は通常空間へと現出した。

「各艦、全宙域監かん視し！」

「反応有り！　艦かん影えい照合、三艦とも該がい当とう無し、エネルギー質量比からすると間違いなく戦闘用改造艦です！」

　翠すい簾れんの報告に瞬しゆん櫻おうブリッジがざわついた。

「マジか！」

　カグヤが声を上げ、珀蓮達は西南の異能がここでも通用すると知り安あん堵どする。

　簾座内でも正規使用されている艦かん艇ていは、全てが艦影登録を行っている。そもそもどこかのドックで改造を受けた段階で、スキャン登録は行われるので、該当がない艦艇は違い法ほう艦として見なされる。ましてやそれが戦闘用改造艦となると、海かい賊ぞくと見て間違いない。

「Ｓクラス全コード信号にも反応無し！　海賊艦と断定！」

　もちろん国家レベルの非合法活動艦である可能性はあるが、瞬櫻クラスの艦に登録される友軍識別コードに反応が無ければ、海賊と断定してもいい。

「全艦第一種戦せん闘とう配備！　軽騎スクランブルじゃ！」

　軽騎は歩兵クラス、八メートル以下の機甲騎を指す。自力の短距離ジャンプが可能だがスクランブルの場合は、短距離ジャンプカタパルトで射出し、時間を短縮する。

　砂樹の命令が出た次の瞬しゆん間かん、第一種警けい戒かい態勢だった各艦からは軽騎が射出され、ピンポイントで海賊艦の至近へと現出して捕ほ捉そくする。近接戦主体の簾座ならではの戦い方だ。

「軽騎隊、各艦に攻こう撃げきを開始しました」

「よし！　こちらも短距離ジャンプじゃ」

「警告！　敵てき艦至近に重量震！　何者かがジャンプアウトして来ます！」

「戦闘中止、離り脱だつさせい！」

　オペレーターの警告に砂樹は即そく座ざに反応した。

「エネルギー質量比、軍艦です！　震しん動どう紋もん該がい当とう有り！　火か泉せん王国軍カシュルーナ天位男だん爵しやく艦『火か魚ぎよ』と思われます！」

「火泉の軍艦じゃと？」

「火魚より入電！　『戦闘を中止されたし』……上意命令です！」

「海賊艦を再包囲！　逃にげる素そ振ぶりを見せたらエンジンを破は壊かいせい！」

　砂樹はそう命令すると直すぐさま火魚へのラインを開いた。

『その艦は当方が追っていた目標である。速やかに戦闘行こう為いを中止し、当方に引き渡わたしをしていただきたい』

　褐かつ色しよくの肌はだ。黒に近い赤毛をオールバックにし、カイゼル髭ひげの精せい悍かんな中年男性が眼光鋭するどくモニターに映し出されている。いかにも軍人貴族といった感じだ。

「カシュルーナ男爵殿どの、その海賊艦はこちらで捕捉したものじゃ。優先権は我々にある。ご説明を願えるかの？」

「一いち火か・炎えん鎖さ・火泉閣下の特務である！　不服がお有りなら決闘も承ろう。名高き神騎ＺＩＮＶ様と戦うのも一興！　フハハハ！」

　それは次期当主候補の名だ。口出し出来ない火か煉れんの表情が歪ゆがむ。

「海賊より降こう伏ふくの通信！　カシュルーナ男爵に投降するとの事です」

「……了りよう解かいじゃ。では引き渡しの手続きを」

　海賊達が降伏の意思を示したのであれば、これ以上の話し合いは時間の無む駄だだ。海賊達の武装解除を確認後、砂樹はカシュルーナ天位男爵の要よう請せいに応じ、手続きはものの数秒で終わった。

「こちらが見つけた獲え物ものなのに、礼の一つもないとはな」

「海賊を見つけたという事実があればよい。こちらはあくまで試験航行中なのじゃから、面めん倒どうな手間が省けたと思えばいい。西南様、そういう事じゃから勘かん弁べんしてくれ」

「いえ、俺は気にしていません。砂樹さんの言う通りですから」

「感謝する。では軽騎隊が帰き還かん次し第だい、次のジャンプじゃ」

　ここでの仕事はもう終えた。時間を無駄にする余よ裕ゆうはない。西南は直ぐさま次のジャンプの為の座標指定を行ったのである。







「ふう……」

　航海日誌の写しを眺ながめながら、蒼そう蓮れんは冴さえない表情で大きな溜ため息いきを吐ついて向かいに座る砂樹を見た。日誌にはこの一ひと月つきの間に西南の航路設定で遭遇した、数々の艦船の詳くわしいデータが記されている。

「海賊との遭遇は最初の一度だけ……。後は未遭遇か、簾座連合所属の艦船ばかりとは、一体……」

　もちろん守蛇怪での[image: 囮]おとり捜そう査さでも、毎回海賊と遭遇していた訳ではない。確率としては三割程度だ。とはいえ一ヶ月でたった一度というのは明らかに少ない。

「珀蓮様達も首を傾かしげておったの。じゃが一番落ち込んでおるのは西南様じゃ」

「一番必要とされていた能力がこの有様ですから……心中は察しますよ」

「蒼蓮司令への風当たりもさぞ強かろう？」

　瞬櫻艦隊が西南を使って海賊の摘てき発はつを行う事はかなり知られている。つまり遭遇した艦は海賊のレッテルを貼はられるに近い扱あつかいを受けたとご立腹なのだ。

「私はそういう役割ですから、お気になさらず。それより西南様は？」

「カグヤと訓練しておる」

「本当に熱心な方ですね。ちょっとした合間でも訓練をされているのでしょう？」

「とにかく新兵や若いのが嫌いやがる、地味な基き礎そや反復練習を欠かさぬ上、防ぼう御ぎよ面は既すでに達人級じゃ。カグヤも五年と経たぬ内に、一流の操者になれるじゃろうと言うておる」

「才ではなく積み重ねで強くなるタイプですか。どのような状況でもどんな相手でも、安定した力を発揮出来るのはいいですね。ならば新設計のＺＩＮＶ様の騎体もオーソドックスな物の方がよさそうですね」

「そんな先の心配よりも目の前の問題じゃ。このままでは計画そのものが頓とん挫ざしてしまうのではないか？」

「そもそも西南様が銀河連盟で海賊を引き寄せていた事自体、どういう理り屈くつなのか分かっていませんからね。いわばオカルト。魔ま素そよりも不思議な力ですよ。結論を出すには早過ぎます。それよりも海賊ではありませんでしたが、艦船との遭遇率は凄すごいですね。定期航路上であればともかく、航路から外れた場所ばかりなのに、この遭遇率……正直、かなり異常ですよ」

「そうじゃの。珀蓮様方もデータをいろいろと解かい析せきしておるが、遭遇した艦船に共通点は見出せておらんらしい」

「騎き珀はく、火泉、翠すい霊れい、磨ま玉ぎよく、花か櫻おう。貴族軍艦隊に民間商船と、実に多種多様、バラバラですからね」

「海賊との繫つながりが全く無いかというと、貴族も商人もどこか脛すねに傷を持つのが常じゃからの……その裏を調べるのは至難じゃろうが、何らかの結果が出なければ、の」

「まだたった一ヶ月ですから、もっとデータを収集しましょう」

「よいのか？　また苦情が増えるやもしれんぞ」

「珀蓮様方からも構わないとのお言葉はいただいております。それに……!?」

「なっ！　何じゃこの揺ゆれはっ!?」

　僅わずかな揺れではあったが、蒼蓮と砂樹は血相を変え立ち上がった。

　何しろ惑わく星せい規模艦レセプシーは完全な人工惑星だ。当然、地じ震しんなど起こる要素など無いし、娯ご楽らく惑星であるため、人が不快に思う状態を最小限に抑おさえるよう造られている。そもそもそのような危険のある宙域など航行する筈も無い。そのレセプシーが揺れるなど、かなりの異常事態なのだ。

『蒼蓮様！』

　と、緊きん急きゆう通信のモニターが起動し、そこに映っていたのは血相を変えたレセプシーの総支配人エクシトの姿だった。

　　　　×　×　×

　──エクシトが珀蓮に通信を送って来る少し前。

「貴き公こう等ら、どういうつもりなのですかな!?」

　エクシトは、レセプシーの巨きよ大だいな中央コントロールブリッジのレセプシー総艦かん長ちようの隣となりに立ち、大型のメインモニターを睨にらみ付けていた。ドーム球場程ほどの広さのブリッジにいるオペレーター全員が、慌あわてて各部所へ指令を送っている。

「レセプシーは不ふ可か侵しんなる存在。貴公達とてそれを知らぬ筈はありますまい？」

『モチロンダ。ダガ我々ノ目的モ知ッテイルノデアレバ、コノヨウナ状況モ予見シテイタノデハナイノカネ？』

　加工された音声のみだが、威い厳げんのある口調だ。それはモニターに映る七騎きの機甲騎、その中央に鎮ちん座ざする大型機甲騎からのものだ。

「不可侵協定を破ってまでも……ですかな？」

『勘かん違ちがイハ困ルナ。我々ハ、レセプシーニハ手ハ出サンガ、ソノ周リヲウロツイテイル羽虫共ハ、ソチラノ客デハアルマイ？』

　レセプシーに併へい走そうする形で西南詣もうでに出で遅おくれ、予約のキャンセル待ちの順番待ちをしている特権階級達が何重にもレセプシーを取り巻いていた。その者達は予約が確定していない為ために、レセプシーとは関係のない存在。しかもレセプシーの保護宙域からも外れているので、彼等と戦闘状態に入ろうともレセプシーはそれに介かい入にゆう出来ない。

「だがその方々を人ひと質じちに、こちらのお客様に手出しをしようとしているのであれば、看過する事は出来ませんぞ」

『ソレヲドウ判断スルカハ、彼かノ者ノ一存ダ。モチロンソレヲ取リ次グカドウカハ、ソチラノ判断ダガネ』

　　　　×　×　×

「ＨＩＭＩＫヒミコとの決闘、ですって!?」

　瞬櫻ブリッジに集まった珀蓮達は、エクシトの説明と、モニターに映っている七騎の機甲騎を見て啞あ然ぜんとしていた。

「ＨＩＭＩＫの御ご影えい騎士自体、現在確かく認にんされた物が三騎種。じゃが外装偽ぎ装そうで複数騎が存在しているよう見せているのではないかという噂うわさもあった位なんじゃぞ。そのＨＩＭＩＫに至っては誰だれも見た事もない、連中の自じ称しようのみの存在じゃったのに……」

「騎き影えい照合。三騎は確認されたデータと八十％の一いつ致ち、ＨＩＭＩＫの御影騎士と断定して間違いありません」

「つまりそれぞれが別々の存在である事が認定され、さらに四騎が存在していたという事ですか。始祖の五騎を超こえる戦力を一つの組織が持っているなんて……本当に第三世代機甲騎なのですか？」

「エネルギー質量比から判断してその可能性は高いわ。未確認四騎の内三騎は御影騎士クラスのようだけれど、中央の大型機甲騎は、それを上回る力を持っています」

「ジャンプアウト時のエネルギー質量比を考えますと、水み鏡かがみ様と同レベル……確定ではありませんが、第二世代の可能性が高いわね」

「つまりあの中央の機甲騎がＨＩＭＩＫという訳ですか……なるほど、ならば複数の第三世代機甲騎を持っているのも頷うなずけますね」

「第二世代の親木があれば、第三世代を生み出す事も可能じゃからの。それにしても厄やつ介かいな事態じゃが、図はからずも西南様の力の証明にはなったようじゃの、ククッ」

「笑っている場合か？　いきなりボスキャラが登場したようなもんだぞ」

「銀河連盟ではいきなり海かい賊ぞくギルドの基地母ぼ艦かんとの遭そう遇ぐうもありましたし、このような状じよう況きようも覚かく悟ごはしていましたが……」

「四し玉ぎよく様の予知通りになってしまったの」

「恐おそらく、彼等にとっても西南様とＺＩＮＶ様の存在は……いえ、私達の活動は、想像以上に無視出来ないものだったのでしょう。とはいえ、いきなり詰つみに近い状態にされてしまったのは確かですね……珀蓮様！」

　ここでどういう判断を下すかは珀蓮達の政治判断次第だ。だが時間はない。

「確かに、蒼蓮司令の言うように『詰み』状態ですね」

　考え込む珀蓮達を見ながら、西南はモニターに映る機甲騎軍団を見つめた。

《ＺＩＮＶ……あの子達と話は出来ないの？》

《……ダメ、ダメ。アノ子達ノ声、聞コエナイ。アソコニ居ルノ、モウアノ子達ジャナクナッテイルノ》

　それは悲痛な叫さけび声であった。

《あの子達じゃない？　どういう事？》

《モウ……モウ……心ガミエナイ。死ンデイルノト同ジ》

《死んでいる!?　どういう事？》

《ワカラナイ。デモモウアノ子達ジャナイノ。ＨＩＭＩＫハ……壊サレタ。ワタシト同ジ……壊サレテ……ワタシガ壊シチャッタ……》

《ＺＩＮＶ？　ＺＩＮＶ!?》

《……ダカラ……ダカラ、ゴメンネ、終ワラセナクチャ》

　そのままＺＩＮＶは意識を閉じた。

（終わらせる？　戦うという事？）

　西南は意識を珀蓮達に向けた。かなり判断を迷っている様子が窺うかがえる。

（エクシトさんは自身で判断しろって言ってたよな）

　決けつ闘とうを受けるかどうかは西南の意志次第だ。だが珀蓮が西南にそれを尋たずねないという事は、何かに迷っているのだろう。西南とて数年とはいえ珀蓮達と行動を共にし、瀬せ戸とやアイリ達と接し、高度な判断が必要な状況、その過程と結果はいくつも経験して来た。

（珀蓮さん達ならどう考える？）

　間違いないのは、西南を決闘に出すか否いなかで迷っている事だ。

（俺が勝てるかどうかか？　いやそれならまずはカグヤさんに相談する筈はずだ）

　実戦に一番詳くわしいのはカグヤであり、西南と訓練をして来た彼女が西南の実力を一番理解している。

（客観的に判断出来るのはカグヤさんだ。なのに相談する様子もないとすると、それ以前の事で悩なやんでいるのか？）

　そうなると決闘を受けなかった時の事だ。

（そもそもレセプシーに居る俺に手を出せないから、外の人達を人質にしたんだ。俺が出て行かなければ外の人達が……）

　そう考えると何となく道筋が見えて来たような気がした。

（ああ、蒼蓮さんが『詰み』だと言った意味は、決闘を受けなければどのみち、実験部隊そのものの価値が無くなるって事か）

　そもそも西南は海かい賊ぞく討とう伐ばつの為に呼ばれた。そして実験部隊の設立の意味はその有用性を証明する事だ。そして第一世代、神騎ＺＩＮＶは簾座にとって絶対的存在なのだ。

（外の人間から見れば、この決闘はこちらに有利と見られるんだ。ましてや決闘はこちらの人達にとっては神聖な儀ぎ式しきのようなものだ。それなのにこの状態で逃にげれば、全すべての信用を失うんだ。そしてそれは珀蓮さん達が俺をここまで連れて来た意味そのものを無くすって事だ。そしてその上で珀蓮さん達が悩んでいるという事は……）

　その先の結論に至った時、西南は一歩前に出た。それは西南の口から言うべき事だと確信して、

「珀蓮さん。決闘を受けます」

　そうハッキリと口にしたのだ。

　　　　×　×　×

「西南様が決闘を受けられるのですか!?」

　エクシトから報告を受けた舞ま貴き妃ひは、珍めずらしく表情を引き攣らせた。

『予想は外れたな』

「西南様に何を吹ふき込んだのです？」

『そろそろご自身で考え判断すべき、そう申し上げただけだ。こちらとしてもここまでの事態は予想していなかった』

「霧きり恋こ様達への通達はして下さったのですか？」

『もちろんだ。私としてもこれ以上の混乱は望んではいない。今いま頃ごろは宿舎に戻もどられている頃ころだろう……だがはたしてそれで抑えられるものかは分からんがね。まあこれも我々からすれば、良いイベントというものだな』

「分かりました。霧恋様方への説明は私が……それにしても、これも西南様のお力という事でしょうか……」

『そういう事なのだろうな。驚おどろきを通り越こして感心する。これは何としてでも生き残っていただいて、舞ま八やとの子を……お前はどうする？』

「将来的には是ぜ非ひ、お相手いただきたいですね」

　サッと頭を切り換かえた舞貴妃の表情には笑えみが浮うかんでいた。

『……では、かの者と神騎様二柱に相応ふさわしく盛り上げなければならないな』

「ええ、これこそまさに世紀の対決ですもの」

　似たもの夫婦とでも言うべきか、二人は悪い笑みを浮かべて頷いた。

　　　　×　×　×

「じょっ、冗じよう談だんじゃないわよ！　妖よう怪かいおばさん！」

　真っ先に舞貴妃に嚙かみ付いたのは美み希きだった。

　宿舎に全員が帰宅した後、舞貴妃から状況を説明された霧恋達の反応は大きく二分されていた。霧恋達は意外と冷静で、美希とキルシェは戸と惑まどいだ。

「珀蓮様達も私も、直前まで西南様と皆みな様さまに銀河連盟に帰き還かんしていただく算段をしていたのですが……」

「この状況はどう見ても詰み、ですものね」

「何でそんなにのほほんとしていられるのよっ！　西南君があいつ等と決闘なのよ！　負ければＺＩＮＶと西南君はあちらの捕ほ虜りよになるか、最悪死ぬ事だってあるのよ！」

　美希は冷静な霧恋に苛いら立だちを隠かくさない。

「まあ落ち付けって。西南の方からやるって言い出したんだろ？」

　雨あま音ねは美希を羽は交がい締じめにすると舞貴妃に尋ねた。

「はい。その通りです」

「なっ！　なんでそんな事を!?」

「この状態で迎げい撃げきしても、あれが第三世代、第二世代の大型人型兵器、こっちじゃ機甲騎っていうんだっけ？　それだとすれば、まず外の艦隊は全ぜん滅めつだ。いまいちピンと来ないようだけれど、あそこに七隻せきの皇家の船がいるようなものなのよ」

「あっ……」

　その事実で少し冷静になったのか、美希は暴れるのを止めた。

「あそこにいるのが簾座の特権階級者なら、それを見捨てるってのはいろいろとまずいだろ？　そもそも珀蓮達が西南をここに連れて来たのは海賊討伐の為だ。銀河連盟でならその力を疑う者なんかいないが、詳しい情報のない簾座の連中は懐かい疑ぎ的だろうさ。だから珀蓮達は実験部隊扱あつかいなんだよ」

「だけどＺＩＮＶ様は違ちがいます。簾座にとってあの方は頂点に位置する機甲騎です」

「決闘という決着手段は、この詰みの状況において、まさに『渡わたりに船』でしょうね。そして決闘がこちらの人間にとっての一種、聖戦のようなものであるのなら、それを受けない西南ちゃんは……」

「臆おく病びよう者もの、ＺＩＮＶ様のマスターであるからこそ、なおさら失望されるでしょう」

「西南様の求心力が失われた時点で、珀蓮さん達の実験部隊は瓦が解かいでしょうね。それにレセプシーにだって簾座の特権階級者達が大勢来ているのよ」

「あっ!?　もしかして西南君に危害が？」

　状況に気付いた美希は回答を求めるように舞貴妃を睨にらみ付ける。

「レセプシーではそのような私し刑けい行こう為いを許してはいませんが、西南様の場合、絶対ではありません。それに皆様にも飛び火する可能性があります」

「西南の存在意義が無くなれば、ここに留める意味も無いからな。珀蓮達が西南を逃がす算段をしていたとすると、決闘をさせないよう諦あきらめてくれたって事だ」

　簾座の未来と西南の身の安全、それを天てん秤びんにかけて西南の方を選んだという事だ。

「無理矢理巻き込んだ割には、ずいぶんと諦めがいい……ああ、霧恋さんの言う『詰み』というのはそういう意味ね」

　頭に血の上った美希も少しは冷静に物事を判断出来るようになった。冷静にさえなれば美希も頭の回転は速い。

「皆様方だけであれば、この状況でも逆転可能ですから、ね」

　美希がすぐに状況を理解出来なかったのは、危機感が薄うすいからだ。守蛇怪は樹じゆ雷らいに侵しん入にゆうしてやりたい放題した魎りよう皇おう鬼きの同型艦かん。第一世代並の能力がある。瑞みず輝きは第二世代。それだけでも、たとえ七艦の皇家の船相手でも互ご角かくに戦える。しかもそこにＺＩＮＶが加わり、守蛇怪の十八番おはこであるリンク能力を使えば、どれだけの力を発揮するか想像もつかない。下手をすれば七隻の皇家の船相手であろうとも、ダイ・ダ・ルマー戦の再現が可能だ。

「でもあの連中って海賊みたいなものなのでしょう？　それがこんな事をして簾座を本気にさせてしまうんじゃないの？　自殺願望でもあるのかしら？」

　普ふ通つうに考えれば皇家の樹きといえど、銀河連盟そのものを敵に回すのはかなりリスキーだ。樹雷という国家の下支えがあればこそなのだ。たとえ皇家の船と同じ力を持つ七騎きの機甲騎であとうとも、簾座連合そのものを相手にするのはかなり分が悪い。

「しかしそれも簾座が完全な一枚岩であればこそですが」

「日和ひより見みする連中が多いって事？」

「第三世代機甲騎が六騎、第二世代が一騎……そんな相手を殲せん滅めつしようとするなら、簾座連合全体であたらなければならないでしょう。各おの々おのの連合体で対処するには戦力が大き過ぎます」

「タラントと同じだな。あれだって西南がいなきゃ、討伐は難しかったからな。まあダイダロスが皇家の船になったようなもんだから、もっと質たちは悪いけどな」

　本ほん拠きよの分からない、遊撃する高火力で高機動力の戦力を捕ほ捉そく殲せん滅めつするのには途と轍てつもない労力と大戦力、それを維い持じする資金と資材と人材が必要だ。だからこそ簾座連合全体の連れん携けいが必要となる。

「だから西南様の存在は『破格』なんです。だからこそ瀬戸様達は守蛇怪と私達、それと瑞輝ちゃんを付けたのですから」

　海賊索さく敵てき捕捉の異能を持つ西南に、戦力と人的補ほ佐さ。単騎でどんな相手でも撃破可能な力を惜おしげもなく与あたえる動機となったのは、一番厄やつ介かいな部分を埋うめる事の出来る、その異能があればこそだ。

「つまり現在、人質にとられているのは、あの艦隊だけでなく、簾座連合そのものなんですね？」

　それまで黙だまっていたキルシェもようやく納なつ得とくしたかのように頷うなずいた。

「ああっもうっ！　そんな状じよう況きようで西南君が逃げる訳が無いわよね……。それでＤ、もしかしてあれの事を知っているの？」

　美希の言葉で全員の視線が、呆ぼう然ぜんとしたままモニターを見つめるＤに向けられた。いつも無口なＤだが、あの機甲騎部隊を見てから明らかに様子がおかしい。

「Ｄ？」

「……そんな……なぜあれが」

　いつもは感情の乱れなど見せないＤが恐きよう怖ふや戸惑いを顕あらわにしている。

「Ｄ様。あの機甲騎ＨＩＭＩＫの事をご存じなのですか？」

「ＨＩＭＩＫ……あれはＺＩＮＶに倒たおされた筈なのに。完全に消しよう滅めつした筈なのに」

「じゃあ、あそこにいるのは何なんだ？　別の騎体か？」

「でもあれは確かにＨＩＭＩＫ……大先史文明始まりの星。地球でＺＩＮＶと一かず樹きさんが完全に消滅させたのに……何故なぜ？」

「なあ……前々から話を聞いててちょっと気になってるんだが、それって数億年前に地球って名の星で、世界の分化並行化が起こったって時の話だよな？　その後、ＺＩＮＶが元の一つの世界に修復させたって」

「えっ？……あっ、はい。修復といっても、並列化の要素を排はい除じよし、後は時空が自然回復をしようとしたのを、少し改変した程度ですが」

　Ｄは雨音に肩かたを揺ゆすられ、ようやくモニターから視線を外した。

「つまり改変前には二つの世界が並行して存在していたのなら、ＺＩＮＶが消滅させたってのは、片方の世界のＨＩＭＩＫって事だろ？」

「……ああっ！」

　Ｄはその問いに愕がく然ぜんとなって雨音にしがみついた。その手は真っ白になるくらい握にぎりしめられ全身が小刻みに震ふるえている。

「じゃあもう一つの世界のＨＩＭＩＫはどうなったんだ？　一つの世界になった時に対ついになる存在が消滅した物ってのはどうなるんだ？」

「そこの調査はされなかったの？」

「いえ……いいえ！　真さな田だ博士が調べた結果、何も異常が無かったので、ＺＩＮＶが改変して安定させたと考えられていました……でも、まさか」

「……となると、ＨＩＭＩＫが第二世代の皇家の樹であるのなら、その改変に影えい響きようを受けなかったか、レジストしたか……鷲羽わしゆう様かアイリ様に聞ければいいのだけれど、どちらにしろ目の前にＨＩＭＩＫという名の、第二世代と同等の力を持つモノがいるとなると、存在が消滅していなかった可能性はあるわね」

「だとすれば少なくとも過去に一度戦った相手という事よね？　でも相手はその時の記き憶おくがないと考えれば、少しは有利なんじゃない？」

「戦せん闘とうデータはＺＩＮＶに残っている筈はずですが……統合時に二つの記憶が同時に存在していました」

「つまり、消滅したＨＩＭＩＫの記録があるかもしれない、という事？」

「だいたい勝ったといっても、それは前の条件下での話だろ？　本物か偽にせ物ものかは分からないとしても、ＺＩＮＶと戦う為ために出て来た以上、それなりの対策はしているだろうさ」

「ああ、じれったい！　何とか出来ないの!?」

　美希はそこらに当たり散らすように地じ団だん駄だを踏ふむ。だがそれは全員同じ気持ちだ。

「決闘という形をとった以上、一対一の戦いに介かい入にゆうは許されません。珀蓮様側には決闘のスペシャリストがいらっしゃいますから、お任せするしかありません」

「他人ひと事ごとだと思って、この妖怪おばさん……」

「言っておくけど、守蛇怪はレセプシーから出られないんだからな」

「クッ！」

　冷静な舞貴妃を嚙み付かんばかりに睨み付ける美希だが、雨音の決定的な突つっ込こみに唇くちびるを嚙み締しめる事しかできなかった。

　　　　×　×　×

「まさかこんな因いん縁ねんがあったなんて……歴史の生き証人としても破格な話ですよ」

　蒼蓮と珀蓮達はＺＩＮＶからのデータ提供を受け、太古の戦闘映像を解かい析せきしつつ興奮したように声を震わせた。

　実験部隊崩ほう壊かいという致ち命めい的トラブルとも言える状態ではあるが、神騎ＺＩＮＶと謎なぞの機甲騎ＨＩＭＩＫの秘められた戦いの歴史は、太古の神話にも匹ひつ敵てきするものであり、数億年前という途と方ほうもない考古学的価値のあるお宝映像だ。それこそ天地創造、極きよく端たんな例で言えばビッグバンの実際の映像を見せられているに等しい。

「レセプシーなどは、それこそ金に糸目を付けずに欲ほしがるじゃろうの」

　ＺＩＮＶのデータバンクは大先史文明の記録でもある。その価値は天文学的数字となるだろう。

「ＺＩＮＶ様に敵のデータが少しでもあるのが救いだが、外装そう甲こうにはかなり手を入れられているようだ。操者の練度も違うし、武装もかなり変えられているだろうな……まあ、それでも形状から判断すると、遠えん距きよ離り戦闘特化、大火力で圧おしてくるのは間ま違ちがいない」

　外観からその機能を予測するというのは銀河連盟にもある技術だが、簾座では決闘戦用機甲騎の性能判断技術が特に発達していた。

「ただ騎体規模と出力を考えますと、現在までに確認された武装の殆ほとんどが内蔵武器と出来るのが厄介ですね。長距離だけでなく短距離戦用の武装も搭とう載さいされているでしょう。ただ接近格闘戦はあまり考えられてはいないと思います。もちろん外装パージをして、という可能性はありますが、そうなると逆にＺＩＮＶ様には勝てないでしょうから確率的には低いと思われます」

「とはいえ銀河連盟でのＺＩＮＶ様の戦闘データを手に入れている可能性はあるだろうから、安易に近接戦闘を仕し掛かけるべきではないだろうな。まずは中距離戦闘でデータを集めつつ様子見だ」

「カグヤの武装をいくつか使えるようにしておいたのが不幸中の幸いじゃの。ＺＩＮＶ様に月つき夜よとそれ以外の機甲騎の決闘戦データをインプットすれば、一方的という事はあるまい。それに長距離戦闘特化の機甲騎であれば、艦船戦闘に近いともいえるからの。悪い事ばかりではない」

「……でも。今いま更さらですが、本当によろしかったのですか？」

「ええ。命の危険はいつも唐とう突とつですから」

　西南がまだ学生の身分であれば、それこそ身体からだを張ってでも止めただろう。だがＧＰアカデミーを卒業し、多くの戦闘経験を経た西南はまだ若いながら一人前の男だ。その決意を珀蓮達は止める事が出来なかった。

「……承知いたしました。御ご武ぶ運うんを」

　そこに居た全員が西南に深々と礼をし、見送った。

　　　　×　×　×

『何という幸運！　何という至福！　本日この場にお集まりの皆みな様さまは宇宙開かい闢びやく以来の大スペクタクル！　宇宙創生にも等しい、世紀の瞬しゆん間かんに立ち会う事となりました！』

　目の前で展開されつつあるのは、まるでアメフトのスーパーボウルの開会式のようだ。色とりどり煌きらびやかな立体映像による演出。多重音声による解説。レセプシー全体が歓かん声せいで揺れているようだ。

「全く！　こちらは命いのち懸がけだというのに、お祭り騒さわぎをするなんて、ふざけているとしか思えないわ」

「決闘は多かれ少なかれそういうものなのですよ」

「はんっ！　レセプシーにとってはさぞや良い見世物なんでしょうね」

「否定はしませんわ」

　このお祭り騒ぎの雰ふん囲い気きのせいか、冷静な舞貴妃に、突っかかる美希。その様子は親子漫まん才ざいのようにも見えてくるから不思議だ。

『天騎を超こえ、始祖の五聖騎すらをも超える神騎！　伝説にのみ語られてきたあの大先史文明の創造守護神ＺＩＮＶ！　そしてこれもまた噂うわさでしか語られなかった謎の集団、始祖の五聖騎と同等の力を持つといわれた『ＨＩＭＩＫ』の御影騎士！　現在まで確かく認にんされたのは三騎、一説では一騎のみと噂された御影騎士が何と六騎！　そしてさらにその御影騎士を従わせる頂点ＨＩＭＩＫが今日ここに顕けん現げんしたぁ！』

　アナウンサーのそれは血管が切れるのではないかというくらいの、渾こん身しんの叫さけびだった。中ちゆう継けいされる人やレセプシーの周りを飛び交かう宇宙船は、自身の置かれた状況などどうでもいいくらいに祝しゆく砲ほうや舞ぶ台たい演出用のレーザー光によるエフェクトが乱れ飛び、機甲騎部隊は編隊飛行などをして盛り上がっている。

　決戦兵器である天騎もかなりの数が姿を現し、まるで自らの頂点である神騎ＺＩＮＶを称たたえ、迎むかえているかのようだ。

「凄すごいわね」

「この二大神騎の決闘ともなれば、放っておいてもこのような大おお騒さわぎになります。それだけこの決闘は簾座連合全すべての注目を浴び、その結果は大きな影響を持つ事でしょう」

「例えば珀蓮達の実験艦かん隊たいについて……とかですか？」

「霧恋様達の身分についてもですわ」

「それって……」

「うまく事が運べば、一気に簾座での身分が保障され、西南様との行動も可能となるでしょう」

「負ければ厳しい事になるという事ね」

　霧恋はそう呟つぶやくように言うと居間で観戦している雨音達を見回した。そこには福ふくとアチャの姿はない。

「あの子達は？」

「寝ねているわ。情報も完全に遮しや断だんしているから、明日の朝までグッスリでしょう」

「そう……」

　その処置は万が一の状況を警けい戒かいしての事だ。

（無事に終わって）

　これ以上霧恋達の出来る事はない。ただ西南の勝利を祈いのるのみだ。

　　　　×　×　×

　西南はＺＩＮＶのコクピットに乗り込み、決闘開始の合図を待っていた。

「…………」

　初めての決闘。そして実戦。だが西南に緊きん張ちようは見られない。何しろ彼は百ひやく戦せん錬れん磨ま。戦闘方式は違ちがえど、その実戦経験はベテランのそれを上回るものだ。

　トラブルはいつも唐突だが、今日は短いながらも事前に準備が出来たし、現時点でのベストの状態を作る事が出来ている。後は自身の能力を出し切るだけだ。

「……あそこへ出て行くのか」

　そんな西南にとって唯ゆい一いつの気がかりは、ド派手な舞台演出の中を出て行く事だった。

「静せい竜りよう先生ならこの雰囲気にも動じないんだろうなぁ」

　以前、静竜と決闘した時もそうだったが、西南はこういう雰囲気には恐おそらく一生慣れる事はないだろうと考えていた。

「いけないな」

　これもまた余計な雑念だ。イベントはまだ少し続きそうなので、西南は敵であるＨＩＭＩＫの方に目をやった。

「嫌いやな感じだな。ＺＩＮＶはもう壊こわれているとか言っていたけれど、確かに皇家の樹きの感じがないな」

　もちろん今まで皇家の樹と敵対する形で対する事など無かった。初めて瀬戸の水鏡と遭そう遇ぐうした時のジェノサイドダンスを見た時でさえ、そこに感じたのは『無む邪じや気き』であった。そして実際に目の前で会えば、皇家の樹はビックリするほど純じゆん粋すいで人ひと懐なつっこさがある。だが目の前のＨＩＭＩＫから感じるモノはそれとは全く違う『違い和わ感』だ。

「……んん!?　なんだ？　なんなんだ？」

　唐突に『焦しよう点てん』が合ったように、ＨＩＭＩＫの本質が見えたような気がした。そこから怒ど濤とうのように流れ込んで来るモノは『無』だ。いや『虚きよ無む』と言った方が正解のように感じる。それはこれまで西南を見み舞まったトラブルそのもの。悪意とか害意といった感情すらない、ただの死に直結する現象がそのまま具現化したような、そんな感じだ。

「！！！！！！！！！！」

　いきなり全身が総毛立つような悪お寒かんに襲おそわれる。

『…………』

　無言でこちらに対たい峙じするＨＩＭＩＫからは、感じ慣れた死の感覚。一気に西南の危機感知の本能が全開となる。

　西南は宇宙に上がってから弱くなっていた。

　何も持たなかった、持てなかった西南にとって唯一の財産は己おのれのみだった。生きてきた世界も狭せまいものだった。自宅近辺と正まさ木きの村のみだ。だが宇宙に上がって多くのモノを手に入れた。多くの守りたい者を、記憶を、思い出を手に入れた。

　──だからこそ、目の前の虚無が怖こわくなったのだ。

　手に入れたものはあまりに大きく、待たざるモノが持ってしまった故ゆえに、それを無くすのが怖ろしくなったのだ。

　何かを守ろうとする、守るべき者を持つ者は強い。それは間違いではないが、西南が身近に感じてきた『それ』に対たい抗こうするには、あまりにも脆ぜい弱じやくで邪じや魔まな感情なのだ。いや、生まれて今まで何も持たないまま、それに対抗してきた西南の経験則では、多くのモノを抱かかえたまま、その虚無には対抗出来ない。経験不足なのである。

（…………）

　巨きよ大だいな力と護りとなるＺＩＮＶさえ、使い慣れない今の状態では邪魔に感じた。いくらＺＩＮＶの感応速度が速いとはいえ、操縦するには僅わずかなライムラグがある。そういう意味では、静竜との決けつ闘とうのように生身同士での戦いの方が遥はるかにマシに思える。もちろん持たされた武器類も邪魔でしかない。




　──煩わずらわしい！　煩わしい！　煩わしい！　煩わしい！　何もかもが煩わしい！

　──邪魔だ！　邪魔だ！　邪魔だ！　邪魔だ！　邪魔だ！　何もかもが邪魔だ！




　集中。いや削そぎ落とすといった方が正解だ。レセプシーにいる珀蓮達や霧恋達の存在も頭から消す。それこそ自身の身も心もだ。子供の頃ころを、あの時のいろいろなものに餓うえていた頃の感覚が蘇よみがえってくる。本当なら思い出したくもない飢き餓が感だ。




　──……ああ、何も聞こえない。何も無い。




　あれ程ほど騒そう々ぞうしいイベントの音も、色とりどりの光も全てが消え、完全な無音と無色の世界が西南の周りを包み込む。それはまるで無の世界だ。ただ存在が確認出来るのは目の前のＨＩＭＩＫ、虚無だけだ。




　──なるほど。




　この時点で西南はＺＩＮＶの戸と惑まどいが理解出来た。あそこにいるのはまさに虚無だ。意志もなく意図もなく、虚無へ帰きする特異点と化した何かだ。存在そのものを食い尽つくそうとする現象そのものだ。

　この時点でようやくそこに潜ひそむ意志のようなものを感じたような気がしたのだが、西南はそれ以上に、その意志に戸惑いを感じていた。それはタラントに感じたものとも違う、気持ち悪さだった。

　それを感じた瞬間から目の前のそれが、耐たえられない程腹立たしい。




　──……だめだ、ダメだ、駄だ目めだ！　駄目だ！　駄目だ！　駄目だ！　駄目だ！




　決闘の前イベントは続いているものの、西南はその場にいる事に耐えられなくなりつつあった。ともすれば西南の無心を搔かき乱し、不安を刺し激げきする余計な観客達の雑念が更さらに苛いら立だたせる。




　──消えろ！　消えてしまえっ！




「ヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!」

「ギャキャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン!!」

　ＺＩＮＶ、ＨＩＭＩＫ。二柱の神騎の号ごう砲ほうが宇宙を震しん撼かんさせ轟とどろいたのは同時だった。

　愚おろかしい人間の欲望を、愚かしい座興を一いつ喝かつするように吼ほえ、一いつ瞬しゆんにして二騎の神騎はその場から消えたのである。

　　　　×　×　×

「……ミャウ!?」

　霧恋達の宿舎別室で寝ていた福は、いきなり目を覚まして起き上がった。隣となりにはアチャが寄り添そうように寝ていたが、熟じゆく睡すいしたままだ。

「ミャウ？」

　部屋には他に誰だれもいないが、少し離はなれた居間に大勢の知った気配があり、隣には仲の良いアチャも寝ている。普ふ段だんであればすぐに安心して眠ねむりに就つくのだが、福は凄すさまじい喪そう失しつ感かんに混乱していた。が、すぐにその原因が西南との絆きずなが切れた事だと気付いた。

「ミャウ！　ミャウ！」

　福は不ふ安あんに駆かられつつ、直すぐさま自身の本体である守蛇怪にアクセスをして西南を捜そうとし、戦い始めたＺＩＮＶに気付いた。

　　　　×　×　×

「何が起こった!?」

　レセプシー中央管制室では、いや、ＺＩＮＶの決闘を見ていた全ての者達が唐とう突とつな出来事に驚おどろいていた。その中でも決闘のレセプションを取り仕切っていたエクシト達が一番慌あわてていた。

「ＺＩＮＶ様、ＨＩＭＩＫ両神騎がいきなり戦せん闘とう状態に入ったと思われます！」

「予測では瞬間移動後、約一光年先で戦闘が開始された可能性が一番高く、中ちゆう継けい艇てい、予備を含ふくめ全機出ました」

「……交戦地点を特定！　予想地点と一いつ致ちしました」

　オペレーター達は戸惑いを見せずに素す早ばやく己の職務を果たしている。

「映像は!?」

「その宙域の戦闘時に放出されているエネルギーが大き過ぎて、放出したカメラプローブが全すべて消しよう滅めつ！　中継コントロール艇が最接近した映像は十分後となります！」

「クッ！　上位皇家の樹同士がぶつかるとこうなるのか。レセプシーの方も状じよう況きようを摑つかみかねていると考えれば致いたし方なし、だな」

　最後の方のエクシトの呟きは殆ほとんど独り言のようだ。

「こちらの状況は？」

「お客様方の苦情問い合わせは多いですが、問題はありません」

　一大イベント中、盛り上げている最中にいきなりの戦闘突とつ入にゆうだ。決闘の作法破りに憤いきどおる者達が多いのも当然だが、レセプシーとしてはそのハプニングも、一種の演出だ。しかもそれが両神騎同時であるのなら、エクシト達には計り知れない何かがあったと考えるのが妥だ当とうだ。
















「伝説の神騎同士の戦いですから……人の思おも惑わく通りには行かないものでしょう」







　その戦場は原始宇宙の如ごとく、エネルギーの奔ほん流りゆう渦うず巻まく灼しやく熱ねつの地じ獄ごくと化していた。

　ＨＩＭＩＫから発射される長ちよう距きよ離り攻こう撃げきは、それこそゲリラ豪ごう雨うの如く、高収束されたものにも拘かかわらず、その射出量の多さに、その宙域中が高エネルギーが拡散されない状況となっていた。それはかなり離れた場所であろうとも、レセプシーの極地撮さつ影えい用の高シールドカメラプローブが瞬間的に蒸発してしまう程凄まじく苛か烈れつだ。

「…………」

　西南は極度に集中し、うめき声一つ発しないままで回かい避ひと攻撃をせわしなく行っているが、それはベテランパイロットですら難しい神かみ業わざともいえる領域だった。西南の経験とＺＩＮＶが蓄ちく積せきし、さらに事前にカグヤ達がインプットしたデータ。そして全てのしがらみを排はい除じよした純粋な危機回避本能のなせる業だ。

　ＨＩＭＩＫの操者と話したい事、尋たずねたい事は多かったが、既すでに相手側を解ろうとする気さえ失うせ、ただ自身を害する現象でしかない。そしてそれは相手方も同じようだ。

　手数はＨＩＭＩＫの方が圧あつ倒とう的に多いが、近接での戦闘力はＺＩＮＶが圧倒的に上だ。もちろんその空間を破は壊かいし尽くすつもりなら、遠距離であろうと第一世代のＺＩＮＶが凌りよう駕がする。だがそれではレセプシーや近くの星、銀河すら簡単に巻き込み、ＨＩＭＩＫを倒たおすまでにはどれほどの宙域が消滅するか分からない。

　そもそも空間を破壊してしまえば、それで生み出される歪ゆがみでＺＩＮＶとて無事でいられる保証はない。ある意味、神騎の真の力を発揮した場合には、今の戦いですら局地的、近接戦闘と同じなのである。

　第一世代と第二世代。差は桁けた違ちがいだが力が出し尽くせないからこそ、拮きつ抗こうせざるを得ない。最悪は空間や局所次元を破壊する事だが、もう一つ前の段階にエネルギーのジャンプ現象というものがある。これは放射拡散されず超ちよう高圧と化したエネルギー自身が、超空間ジャンプを起こしてしまう現象だ。

　しかも純じゆん粋すいなエネルギーである為ため、上位超空間を通り通常空間に現出し、本来であれば光速で拡散するエネルギーが、短時間で銀河域レベルで甚じん大だいな被ひ害がいを与あたえるのだ。

（いつ仕し掛かけて来る？）

　光こう鷹おう翼よくを派生させられない月夜には使えない為、カグヤには黙だまっていたが、皇家の樹同士の戦いにおいて、相手にダメージを与える方法は光鷹翼の相殺により、その完全防ぼう御ぎよの盾たてを打ち消し、高火力で攻撃する方法が一番有効なのだ。

（多分、ＨＩＭＩＫの操者もそれを狙ねらって来る筈はず）

　光鷹翼は三枚。それを全部相殺するか、それ以下かは、それこそ相手の手の読み合いとなる。特に機甲騎同士の戦いとなれば、騎体の特とく徴ちように合わせて変わる。

　そして最初のＨＩＭＩＫが狙った、全域をガード出来ない弱点を利用しての、全方位からの弾だん幕まくを張る、『下手な鉄てつ砲ぽうも数』作戦だが、これは高機動のＺＩＮＶならば躱かわすのはさほど難しくはない。特にＺＩＮＶの近接戦闘を警けい戒かいしての遠距離攻撃ならば、尚なおのこと躱すのは容易たやすい。後はその場に高エネルギーを充じゆう満まんさせ、徐じよ々じよに騎体を損傷させる方法だが、これはＺＩＮＶをその場に釘くぎ付づけに出来なければ共倒れになる可能性が高い。何よりＺＩＮＶ、ＨＩＭＩＫ共に騎体の修復能力もあり、破壊する程のエネルギーともなれば、確実に大規模な空間破壊を引き起こし、自身をも滅めつする事になる。

（これからが本番だ）

　ＨＩＭＩＫが弾幕数を抑おさえ、確実に当てられる可能性を高める為に接近して来る。それはＺＩＮＶが一度でも攻撃をかいくぐれば、一瞬で格闘戦に持ち込める距離だ。つまりお互たがいに決定打を求めての読み合いの始まりだ。だが現段階では遠距離戦闘に特化したＨＩＭＩＫに主導権があるのは間違いない。

（さすがに圧力が凄すごい！）

　中近距離だからこそ使える多種多様な武装。誘ゆう導どう弾だんや反射弾、亜あ空くう間かんを使い全方位からの、西南では理解の追いつかない変則的な攻撃が襲おそいかかって来る。しかもその一発一発がカグヤから提供された決闘用天騎達のデータにある、必殺技わざ、最終奥おう義ぎとも言える攻撃ばかりだ。普ふ通つうであればエネルギーチャージに時間がかかるが、第二世代の力を使い、それらをまるで機き関かん銃じゆうのように無造作に撃うち込んで来るのである。

　一発でもまともに喰らえば致ち命めい傷しようとなる攻撃ばかりだが、防御に関して西南は達人級とのカグヤのお墨すみ付つきだ。回避と光鷹翼、通常のシールドと合わせつつ全てをはね除のける。

（……おかしい。何故なぜ光鷹翼を相そう殺さいしない）

　西南の鉄てつ壁ぺきの防御も、光鷹翼が三枚揃そろっているからこそだ。もちろん光鷹翼相殺は諸もろ刃はの剣つるぎだが、ほぼ一方的な攻撃が出来ている今こそがチャンスの筈だ。

（相殺出来る事を知らない？　いや、そんな筈はない！）

　希望的観測は命を危険に晒さらす。ならば何かを狙っていると考えるのが妥当だが、それでもＺＩＮＶの勝機は接近戦だ。

（……そこ！）

　僅わずかな攻撃パターンの隙すきを突つき、ＺＩＮＶはＨＩＭＩＫに接近した、が、その瞬間。

（まずい！）

　その時、とんでもない悪お寒かんが西南を襲った。

　と次の瞬間、ＨＩＭＩＫから目に見えない、だが凄まじいエネルギーが放射され、ＺＩＮＶは反射的にそれを光鷹翼でガード。

（ダメだ！）

　そう思う間もなく、そのエネルギーが光鷹翼に触ふれ、凄まじい光が光鷹翼を透とう過かしてＺＩＮＶを包み込んだのである。

　　　　×　×　×

『どういう事よ!?　この決闘はそちらが仕切ってるんでしょ？』

　美希は険しい表情で舞貴妃に嚙かみ付いていた。

　急きゆう遽きよ、中央管制センターに戻もどった舞貴妃の前には、美希を始め霧恋達や珀蓮の映ったモニターがズラリと勢せい揃ぞろいして並んでいた。

「申し上げましたように、こちらのカメラは全て破損。中継艇もギリギリの位置にいますが、ＺＩＮＶ様の様子を見るのには時間がかかるのです」

『もうっ！　守蛇怪だったらもっと簡単に近付けるの……に!?』

　その時、レセプシーをＨＩＭＩＫ以上の震しん動どうが襲った。

『ミギャ！　ミャギャオォォォォォ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ン!!』

　その凄まじい声は震動となってレセプシーに広がる。その声は怒いかりとも悲しみともとれる悲痛なものだ。

「守蛇怪が起動！　装そう甲こうシールドを破壊して外へ！」

「ＨＩＭＩＫの御影騎き士し四騎がいきなり瞬間移動を！　感知圏けん外がい……いえ、重量反応からの推測ですが、目標は決闘宙域です！」

　二人のオペレーターの声はほぼ同時だ。これは明らかに決闘宙域で何かが起こった事を意味する。

「残った二騎の御影騎士、守蛇怪と交戦に入りました！」

　　　　×　×　×

「ミャアアアアアアアアアアン！　ミャアアアアア!!」

「福ちゃん！」

　福とアチャの寝ねている寝しん室しつに駆け込んで来た霧恋達は、半はん狂きよう乱らんで泣き叫さけぶ福に駆け寄った。アチャは訳が分からず隣でオロオロとしている。何とか落ち着かせようとはしているものの、福の剣けん幕まくに圧されている感じだ。

「西南君に何かあったのね？」

『霧恋様、そちらで一体何が!?』

「福ちゃんが何かを感じて守蛇怪を操作しているの。西南ちゃんに何かあったのかもしれないわ！」

『守蛇怪は現在、レセプシー外で御影騎士二騎と交戦中です。急いで帰投させないとまずい事になります！』

「だめだ！　この状況で戦闘を止めたら敵に撃破されるか捕ほ獲かくされかねない！」

　遅おくれて飛び込んで来た雨音が怒ど鳴なる。守蛇怪は超高度な技術の塊かたまりだ。破は片へん一つでも価値が高いのだ。

「守蛇怪が押さえ込まれています！」

　リョーコが寝室に起動させたモニターには、二騎の御影騎士が光鷹翼で守蛇怪を押さえ込んでいる映像が映っていた。そして本来、御影騎士に人ひと質じちとなっていた筈の艦かん隊たいの一部からも、漁夫の利を狙ったのか、或あるいは御影騎士の仲間なのか、多くの機甲騎が守蛇怪に群がって来ていた。

「ええぃ！　どうせあの二騎って敵なんでしょ！　強ごう引いんに押し通す！」

「ちょっと美希……」

「しゃあない、やっちまえ！　私が許す！」

　制止しようとした霧恋を雨音が止める。間かん髪はつを容いれずに美希だけでなく、キルシェとＤも福にリンクをした。

『ミャアアアアアウォウォギャアアアァァァァン!!』

　と、その勢いを得たせいなのか、押さえ込まれた守蛇怪が高速で回転を始めた。

「まさかガイ・ヴォルグ!?」

　だが霧恋の予想に反し、守蛇怪の姿は歪み漆しつ黒こくの円えん盤ばん状へと変化した。そしてそれ以上に不思議な事には、守蛇怪を押さえ込んでいた御影騎士達の光鷹翼から眩まばゆい光の輪が伸のび、それは御影騎士二騎と他の機甲騎を巻き込み、あっさりとしかもズタズタに騎体を切り裂さいたのである。

「なっ!?　何をしたの？」

「知らない！　何となくよ！」

　霧恋の問いに煩わずらわしい、といった感じで美希はぞんざいに叫んだ。

「それより西南だ!?」

　雨音の言葉に反応したのか、守蛇怪がジャンプしたのは同時だ。

「……ＨＩＭＩＫ！」

　まだ凄すさまじい残留エネルギーが拡散出来ずに残っている空間にジャンプアウトした守蛇怪が探知出来たのは、半身が無くなっているＨＩＭＩＫと一騎の御影騎士だけだった。

「ミャア！　ミャア[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ン！」

「ＺＩＮＶは!?　冗じよう談だんですよね？」

「あいつに聞けばいい事よ！」

　だがＨＩＭＩＫと御影騎士は守蛇怪の接近を感知し、いち早く緊きん急きゆうジャンプをして逃にげ去ったのであった。

「クッソォ、逃がした！」

『皆みなさん、急いで守蛇怪を帰き還かんさせて下さい。御影騎士二騎と多くの天騎を撃破した守蛇怪に手を出そうとするものは居ません。今なら何とかなります』

　悔くやしそうに歯は嚙がみする美希の目の前に舞貴妃のモニターが起動する。

「西南君がまだ見つかってないわ！」

「ダメよ、美希さん！　遠えん隔かく操縦のままではこれ以上の調査は無理でしょう？　スキャンプローブを残して帰投させて」

「…………」

　美希やキルシェ達はジッと霧恋を睨にらみ付けていたが、そのまま視線をまだモニターを見ながら泣いている福に移した。

「ミャア！　ミャアァァ！」

「……福ちゃん」

　立ち尽つくす美希達を搔かき分け、霧恋は福に近寄るとそっと優しく抱だき上げた。

「西南ちゃんは大だい丈じよう夫ぶ。今までだって何度も危険な目に遭あって、それでも切り抜ぬけてきたわ。福ちゃんがタラントに捕つかまった時でも、ちゃんと助けに来てくれたでしょう？」

「ミャア……」

　福の目からはポロポロと涙なみだがこぼれ、霧恋は優やさしくそれを拭ぬぐった。

「だから今度はみんなで西南ちゃんを捜しに行きましょう。みんなで力を合わせて、西南ちゃんを捜すの。だから今は我が慢まんして」

「ミャア？」

「大丈夫。きっと無事でいてくれるわ。西南ちゃんにはＺＩＮＶも付いているわ。だから……ね？」

　霧恋は静かにベッドに座り込むアチャに福を抱いたまま近付いた。アチャは霧恋の視線に気付いて、そっと福の頭を撫なでた。

「……ミャア」

　福は自分をジッと見つめる霧恋や、アチャの手の温もり。周りの仲間達の視線にようやく安心したのか、小さく肯うなずいたのだった。

　　　　×　×　×

「ここに全員集めていいのですか？」

「事ここに至っては、形なり振ふり構ってはいられません」

　舞貴妃の私し邸ていに霧恋達、そして珀蓮達が集まり結けつ婚こん式以来、久々に一同が会した。守蛇怪を強引に帰還させた、というより御影騎士二騎と多くの天騎を一いつ瞬しゆんで切り裂いた力に恐おそれ、手を出せなかったというのが正解だが、それから三十分後の招集だ。

　少し蒼蓮達の存在に驚おどろいていたようだったが、西南の安否の方が気になり、すぐに彼女達から視線を外していた。

「珀蓮様方は気付いておられるでしょうが、状じよう況きようはかなり切せつ迫ぱくしております。西南様の事は当然として、霧恋様、珀蓮様方の状況もでございます」

　舞貴妃の真しん剣けんな表情に全員が頷うなずいた。

「まず、こちらで記録された戦せん闘とうデータが纏まとまりましたのでご覧下さい」

　ＺＩＮＶとＨＩＭＩＫが瞬間移動してからの映像は、さすがに高エネルギーの影えい響きようで若干不鮮せん明めいながらも充じゆう分ぶん判別が可能なものだった。

「これが原初の五聖騎を上回る上位機甲騎、神騎の本当の力か……訓練とは比ひ較かくにならない、凄まじいものだな」

　特に決闘と機甲騎に詳くわしいカグヤはかなりショックを受けているようだ。

「こちらが持たせた武装など、豆まめ鉄でつ砲ぽうのようなものじゃの」

「それにしても西南様もよく躱かわしますね。さすがカグヤさんが太たい鼓こ判ばんを押すだけの事はあります……凄すごい」

「いや……訓練の時なんか比較にならない。このＺＩＮＶ様、いや、西南殿どのの回かい避ひ能力にまともに攻こう撃げきを当てられる気がしない。それどころか簾座中を見み渡わたしても、有効打を与あたえられる操者を思いつけない」

「私もそう思います……」

「問題はここからです」

　溜ため息いきを吐つく蒼蓮を遮さえぎったのは舞貴妃だ。全員がモニターの光景に更さらに集中する。

「えっ!?」

　ＨＩＭＩＫからの攻撃が一瞬止やみ、次の瞬間、ＺＩＮＶの光鷹翼の内側に凄まじい光が発生したのだ。そして凄まじい光と映像障害が収まった後には、半はん壊かいしたＨＩＭＩＫ以外に、ＺＩＮＶの姿はなかったのである。

「そんな、まさか!?」

「いえ、破壊されたにしては残存エネルギーも空間の歪ひずみも少なすぎます。ジャンプで避ひ難なんされたようです」

「一体あの瞬間に何が!?」

「直前の映像のエネルギー分布図がこれです」

　映像が巻き戻もどされ、問題の場所に加工されたエネルギー分布が重なる。

「これって!?」

「ええ、先さき程ほど守蛇怪が御影騎士を撃破した攻撃によく似ています。恐らく同質のものでしょうね」

　一瞬攻撃の止んだＨＩＭＩＫの前方から黒い塊のような物が射出され、それがＺＩＮＶの光鷹翼に触ふれた途と端たん、その反対側に強力な光の筋がＺＩＮＶに向かって行く様子が表示されていたのだ。

「これは、ＰＫＷ！　そんなモノを何故なぜＨＩＭＩＫが!?」

　霧恋はこの現象について、皇族となった段階で瀬戸のデータバンクから知識を得ていたのだ。だが当然、珀蓮達はそこにアクセスする権限を持たない。そしてもう一人、血相を変えているのは美希だ。

「霧恋様、この兵器をご存じなのですか？」

「……魎皇鬼襲しゆう来らい以前、一度だけ皇家の船が撃げき沈ちんさせられる事件があったの。旧シャンクギルドの秘密兵器。光鷹翼を透とう過かし、ダメージを与える波動よ」

「そんな物が……!?　でも確かにそうだとすれば何故そんな物を……一体どういう接点があったのか……」

「ドクタークレー……」

　首を傾かしげる霧恋達の中で、そう呟つぶやいたのは美希だ。顔は真っ青で今にも倒たおれるのではないかと思うくらいに震ふるえている。

「ああ、そうか！　タラント基地にはこのデータが秘ひ匿とくされていたんだったわね」

　それを美希が取引に使った事は、聞き取り調査で判明していた。

「私が……あんな取引に応じなければ」

「それはあくまで一つの可能性に過ぎないわ。そもそも開発したのは旧シャンクギルド。樹雷がその時に徹てつ底てい的に現物から資料から廃はい棄きしたにも拘かかわらず、タラントはその技術データを保有していたわ。とすれば、他にもそれを所有していた者が居たとしてもおかしくないわ」

「でも……」

「たとえそうだとしても、美希さんの身を守る為ためだったのだから……それに状況から考えても西南ちゃんは無事よ」

「美希様。ＨＩＭＩＫは勝ち名乗りを上げていません。ならば決着がついていないと考えるべきでしょうね。御影騎き士しの動きから考えても、それは間ま違ちがいありません」

「もしクレーが提供したのであれば、それはそれであの謎なぞの連中の正体を探る手がかりでもあるわ。今は後こう悔かいするよりも、西南ちゃんの安否よ」

　厳しくも優しい霧恋の言葉に、美希は無言で頷いた。

「そして映像が回復した時は、この状態か……」

　映像がクリアーになり、そこに見えていたのは半壊したＨＩＭＩＫだ。

「この間に何が起こったかを検証しなければいけないわね。こちらのデータはいただけますか？」

「ええ」

「珀蓮達もお願い」

　ここからは霧恋達の本領発揮だ。レセプシーから提供されたデータに守蛇怪が採取したデータを合わせ、瑞輝にある霧恋のシステムで解かい析せきを始めた。そして結果が出たのはほんの数分後だ。

「……何とまあ、ＰＫＷの攻撃を、あの至近で躱したの!?」

　その映像はほぼクリアーで細かな部分まで確かく認にん出来るものだった。

「霧恋様……後でご相談が」

　その映像解析技術を目にした舞貴妃が緊急時にも拘らず、映像解析技術と映像を買い取りたいと交こう渉しようを始めたくらいに高精度だ。

「躱したけれど……辛かろうじて、という感じね。恐らく西南の事だから、何かあると察していたのでしょうね」

「そういうカンは鋭するどいもの……そして光鷹翼を相そう殺さい」

　ＺＩＮＶとＨＩＭＩＫの光鷹翼が一つだけ消え、その瞬間、ＺＩＮＶがカウンター攻撃を仕し掛かけている。

「西南の仕掛けか？」

「ええ、ＺＩＮＶが重力弾だんを撃うち込んでいるところを見ると間違いないでしょうね。そしてすぐに緊急ジャンプ……離り脱だつしたのね」

「でも何でジャンプしたの？　このまま畳たたみ掛かければ……」

「娘むすめ御ごよ、恐らく御影騎士が来るのを察知したのじゃろうな。あのまま戦えば、四騎の増ぞう援えんに囲まれたやもしれん」

「だがまだ決闘の途と中ちゆうだぞ？　この時点でＨＩＭＩＫ側の反則負けだ」

「それこそ『死人に口なし』なのでしょう。中ちゆう継けい艦かんごと消しよう滅めつでもさせるつもりだったのかも知れません。どちらにしろ西南様が退たい避ひし、守蛇怪が来て有う耶や無む耶やになりましたが」

「それよりもＺＩＮＶ様がジャンプする直前に、ＨＩＭＩＫから何か射出されているのが気になるわね」

「個体弾っぽいところを見ると、間違いなくあれだ。守蛇怪一号機でさんざんお世話になったヤツだな」

　雨音はウンザリした顔で言い、霧恋や珀蓮達までもが顔を顰しかめた。

「じゃあ、西南君は！」

「この時点では無事だったという事ね。でも御影騎士三騎が追つい跡せきして行った以上、かなり危険な状態だわ」

「じゃあ急いで……！」

「珀蓮、後はそちらに任せるわ。今動けるのは貴女あなた達だけだから」

　立ち上がろうとした美希を霧恋が制し、珀蓮達に視線を向けた。自身の状況を思い出した美希はドスンッと乱暴に椅い子すに座った。

「了りよう解かいしました。貴女達もお願い」

　珀蓮達は蒼蓮達を伴ともない、直すぐさま舞貴妃の許もとを辞した。それを見送りながら霧恋達は大きく息を吐いた。

「珀蓮様達もこれから大変になりますね」

「そうね。それも問題ですが、私達はどうなるのでしょう？」

「現在、簾座連合より守蛇怪の即そく時じ引き渡わたし要求が来ています。理由は諸もろ々もろ、宙域侵しん犯ぱんをしての戦せん闘とう行こう為い。重罪犯指定されています。非公式で銀河連盟にも謝罪と賠ばい償しよう請せい求きゆうがされているでしょうね」

「守蛇怪だけですか？」

「霧恋様達はここから出ていませんから。とはいえ、あれだけの力を目の前で示した以上は、色々な形で接せつ触しよくがあるでしょう。正直、私共でお守り出来るか保証は……」

「残念ではありますが、それは無理となりました」

　そこへ入って来たのは硬かたい表情をしたエクシトだ。それを見た舞貴妃は、状況を察していたのか、諦あきらめたように大きく溜息を吐いた。

「私達を引き渡すのですか？　ここは治外法権の場ではないのですか？」

　霧恋は毅き然ぜんとエクシトを見つめた。他の者達も同様に睨にらみ付けている。

「あくまでもお客様として、ここの法をお守りいただく範はん囲い内で、でございますよ。残念ながら皆みな様さまは少々そこから逸いつ脱だつしてしまわれたようで」

「あなた。それは理事会の決定ですか？」

　舞貴妃はエクシトと霧恋の間に立ち、二人のにらみ合いを遮る。興奮状態の霧恋達を必要以上に警けい戒かいさせ、万が一爆ばく発はつでもされたら事だ。ついさっき二騎の御影騎士と多数の天騎が切り刻まれたばかりなのだ。

「仮だがね。調査会がレセプシーで開かれる事となったが、私に出来るのはそこまでだったよ」

　簾座主導の調査会が、簾座で開かれれば、一方的な状じよう況きように追い込まれる。レセプシーから出た瞬しゆん間かんに、拘こう束そくされたも同然だ。だがレセプシーでそれが行われるのなら、霧恋達の身み柄がらはひとまず安全だ。

「ではこちらの弁明は聞いていただけるのですね？」

「銀河連盟との兼かね合いもございますれば、さすがに欠席裁判のような真似まねをしては反発が大きいですからね。ただどういう決定が下されるかは保証の限りではありません。何しろレセプシーは簾座宙域に居ますので」

「銀河連盟側の代表は？　それと弁護士をご紹しよう介かいいただけませんか？」

　こちらでの法をよく知らなければ冤えん罪ざいの可能性もある。もちろん簾座の宙域で違い法ほうに戦闘を起こしたのは事実だが、緊きん急きゆう事態であったのも事実だ。

「銀河連盟との交流はありませんので、私共がその役目となります。弁護士の方は、珀蓮様方にもこの件はお知らせしておりますので、そちらとご相談下さい。とりあえず皆様の身柄はここで監かん視し付きとなりますがご了りよう承しようを」

「分かりました」

　霧恋は表情を緩ゆるめつつも、エクシトを見み据すえたままだ。

「ああ、そうそう。時には簾座の流りゆう儀ぎに従うのも、いいかもしれませんよ」

　エクシトはそう言うとその場を辞したのだった。
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「……危なかった。それにＺＩＮＶジンブが気付いてくれなかったら、御ご影えい騎士達に捕つかまっていたな」

　ＨＩＭＩＫヒミコにカウンターを入れられた事と、御影騎士がジャンプして来るのを事前に察した事で、何とか危機を脱だつした西せい南なは、戦闘の緊きん張ちよう感から解放されＺＩＮＶのコクピットで大きく深呼吸をした。

《レセプシーガ知ラセテクレタ》

「そうか？　それよりＺＩＮＶは大だい丈じよう夫ぶかい？」

《ウン。デモ騎体ハモウ使エナイヨ。守かみ蛇だ怪けガ一いつ緒しよジャナイカラ、ココマデ壊レチャウト直セナイ……ゴメンネ》

　ＺＩＮＶの下半身はほぼ吹ふき飛び、左ひだり腕うでも損傷が激しく、そちらの武器は全部使用不能だが、右腕と一部武器は健在だ。

「こうして無事だったんだからいいんだ。こちらこそこんな事になってごめんね」

《ＺＩＮＶハ戦ウ為ためニ生マレタ存在。ダカラ気ニシナイデ》

「……そうか。とにかくこれからの事を考えよう」

　ＺＩＮＶの言葉は太古の技術者によって歪ゆがめられた故ゆえのものだ。兵器として扱あつかわれ、何らかの処理を受け、それが当たり前となっている。西南はそれ以上何も言えなかった。

「とにかくこの状況をなんとかしなきゃ」

　ジャンプして離脱には成功したが、ＨＩＭＩＫに付けられたマーカーペイント弾によって超空間航行が阻そ害がいされていた。もちろん第一世代の力があればさほどの障害でもないが、同時に位置を特定されてしまう為に、一度通常空間へと戻もどって処理を行う必要がある。

　そもそも皇家の樹きでなければ、ここまで破は壊かいされた状態では超ちよう空間航行など出来ない。それを考えればまだまだ幸運だ。

「それにしてもまたこれかぁ……」

　守蛇怪一号機でさんざんマーカーペイント弾に苦労させられた思い出はかなりのトラウマだ。少し憂ゆう鬱うつな気分になるが、まだ危機を脱した訳ではないので直ぐさま気持ちを切り替かえ、通常空間へとジャンプアウトした。

《所属不明艦。艦かん影えいカラスルト海かい賊ぞくダヨ》

　と、そこにはあの嫌いやな臭しゆう気きと共に、なじみの光景が広がっていた。

「実験艦隊では全然遭そう遇ぐう出来なかったのに……こんな時に」

　こんな時だからこその確率の偏かたよりだ。西南がガックリとうな垂れたのも一瞬、こちらに発はつ砲ぽうして来る海賊艦前方に向け重力弾を撃ち込み、一瞬にして全艦爆散する。

「ごめん。手加減が出来ない」

　ＺＩＮＶの武装は全すべてが高威い力りよく。そして加減の利ききそうな武装は破損している。

　海賊艦の消滅を確かく認にんした西南は、外装に付着したマーカーを除去する為にＺＩＮＶの体を爆ばく破は排はい除じよし、シールドを張る。排除したパーツは、爆散した海賊艦から広がったエネルギーに巻き込まれて半分消滅しつつ飛んで行く。これで武装も何も無い、最低限の生命維い持じの為のコクピット周りのユニットを残すのみとなった。

　これが手加減出来なかった理由の一つ、そしてもう一つは……、

《重力震。何カガ来ルヨ》

「やっぱり来たか。急いでジャンプするよ」

　海賊艦に使った重力弾と爆発の余波でジャンプ跡あとの解かい析せきは難しい。ＺＩＮＶの排除パーツも鑑かん定てい不能か、時間が掛かるだろう。

　第一世代の皇家の樹があれば、ユニットのみでも宇宙の移動は可能だ。しかしコクピットのみではまともな戦闘は不可能だ。通常の相手ならば皇家の樹の力で完全シールドも可能だが、相手は第三世代だ。戦うには武装のない第一世代ではオーバーキルも甚はなはだしい。今度こそ空間を破壊してしまうだろう。とにかく逃にげ切る事が重要だ。

「これであいつ等らも追っては来られない筈はず……とはいえこちらも長期の宇宙航行は無理だからな」

　まずは居住可能惑わく星せいを見つける必要がある。そして幸いにも西南にはその惑星に心当たりがあったのだ。

　──あの娘こがいてくれれば。

　それは蒼そう蓮れんの言葉だった。

「妹さんが辺境惑星に蟄ちつ居きよ状態だって言ってたよな」

　辺境の惑星ならば追っ手を撒まくには不適当といえる。だが蒼蓮から話を聞く限り、彼の妹は珀はく蓮れん達とも知り合いのようだし、うまく接触出来ればいろいろと助けてくれるかもしれないと考えたのだ。

「賢けん者じやの石なら、鷲羽わしゆうさん経由で霧きり恋こさん達とも連れん絡らくは取れるだろうけど……」

　霧恋達も守蛇怪も動けないとなると連絡するのは危険だ。そもそもレセプシーに来てから未いまだに鷲羽からの返信はない。連絡を取るには不確実だし、知らせた事で霧恋達が万が一、無理でもすれば取り返しのつかない事になるかもしれない。そもそも不慣れな簾れん座ざで行動を起こせば、西南の居所を敵に知られるおそれもある。恐らく監視されているであろう珀蓮達も同様だ。

「どちらにしろ、ある程度ほとぼりが冷めるまで隠かくれているしかない」

　とにかく西南は御影騎き士し達に捕まり、決けつ闘とうに負ける訳にはいかないのだ。

　あのＨＩＭＩＫと御影騎士の組織が、どれほど簾座に勢力を持っているか分からない以上、迂う闊かつに行動しては連中に先手をとられる危険がある。銀河連盟圏けん内ないであればいざ知らず、何の後ろ盾だてもない状態であれば、迂闊な行動は厳禁だ。

「簾座の事を知らない以上、助けになる人が居てくれなければ……」

　何も知らない世界で敵に見つからずに行動するには、信用出来る案内人が必要だ。そうでなくとも西南はいろいろな意味で目立つ存在だ。それにユニット状態になってしまったＺＩＮＶの問題もある。

「蒼蓮さんの妹さんと会えれば……とりあえずは、まず無事に到とう着ちやくしてからの話だな。賢者の石、状況は？」

《目標惑星、アバリュムへの航路算定は終了しています。敵の追つい跡せきをかわす為に、再度のジャンプで至近まで移動後、状況を確認する予定》

「了解……。ＺＩＮＶ少し休むから、後はお願いするね」

　西南はコクピットのシートを変形させ、ようやく緊きん張ちようを解いた。そして直すぐさま眠ねむりに落ちたのであった。







《目標地点到着。覚かく醒せい処理を実行》

　賢者の石は西南自身にインストールされている為、西南の生体をコントロールする事が可能だ。もちろん西南の意志に反するような行動を起こさせる事は出来ないが、意識の無い時に身を守る程度の動きは可能だ。

「……ん？　ああ、到着したのか」

　西南は一瞬の内に完全覚醒した。

《目標惑星アバリュム……》

　西南の第二の脳とも言える賢者の石と西南の脳がアクセスし、データは一瞬にして西南の知識として引き出される。

「随ずい分ぶん、辺境の惑星なんだな。宇宙港は一カ所、軍港と共用……定期便は週に一便？……まあ、地球型惑星なら、生きて行くには充じゆう分ぶんか。ただここから出て行くのには苦労しそうだな」

　外との交流が少ないという事は、かなり手続きが面めん倒どうだという事だ。金銭もそうだし、搭とう乗じようする為の資格、身分証明も必要だろう。ただ身を隠すにはうってつけだ。

「問題はどこにどう降りるか、だな」

《直接、宇宙港のある大陸への侵しん入にゆうは、発見される可能性が高く、身分証明の入手も難しいと思われます。ですがそれ以外の大陸には科学文明の反応がありません》

「未開の大陸って事？」

　惑星の映像では目立つ大きな大陸は四つ。その一つは緑がやや少なく、目立つ大きな砂さ漠ばくがあり、それ以外の大陸や島は驚おどろく程ほど緑が濃こい。極きよつ冠かんは氷で覆おおわれているものの、その面積はかなり小さい。

《人の大規模な集落と文明らしき状じよう況きようを確認。植生は目標大陸とは異なり、魔ま樹じゆで覆われています。魔法文明の可能性あり》

「魔法文明か……」

《魔法文明は初期文明クラスで、密入国するのは容易と判断》

「なら、一度そこを経由して目的地に行くのが無難か……でも、問題はアバリュムの防空レベルだけど……」

《慣性航行で接近。衛星軌き道どう上のデブリに紛まぎれ、大気圏けん突とつ入にゆうがベストと判断》

「侵入は問題ないという事か。じゃあ着陸ポイントをそちらで選定、実行は任せる」

《了解》

　西南が探知ギリギリまでジャンプし、慣性航行で近付いてデブリを装よそおい、無人地域の湖へと着水したのは、それから三日後の深夜だった。




「うっ、うぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　早朝まで待機し、外気に西南の生体を侵おかすような有毒なガスも細さい菌きんも検出されなかった為、西南は非常用ハッチをを開けた。そこから入り込んで来た、植物特有の匂においの混じった濃のう厚こうな空気を思いっ切り吸い、伸のびをすると生き返った気分だ。

「ＺＩＮＶ、打ち合わせ通り、お前はここに隠れていてくれ」

《ウン……早ク迎むかエニ来テネ》

　寂さびしそうな声に西南の気持ちも揺ゆらぐが、ＺＩＮＶのユニットはそれ程大きくはないものの、それでも一メートル程の金属ユニットだ。持ち運ぶには結構な重量だし、何よりそんな物を持っていては目立つ。

「ああ分かっているよ。ごめんな」

　西南はＺＩＮＶのユニットを優やさしく撫なでると、慣れた手つきでサバイバルキットを取り出し、水面にゴムボートを浮うかべる。それは空気を抜ぬけば耐たい熱ねつ防寒のマントにも出来る優すぐれものだ。オールは杖つえにも武器にもなる。もちろん全て安全に使えるかは念入りに事前確認を済ませている。

　周囲に危険はないか確認し、直ぐさま岸に向かって漕こぎ出し、充分離はなれた段階でコクピットユニットは湖に沈ちん下かして行く。幸い湖はかなり深いようで、水の透とう明めい度どは高いがユニットが目立つ事はない。

「急がなきゃ」

　ＺＩＮＶの広域センサーはその殆ほとんどが外装をパージした時に無くなっており、あるのは最低限、宇宙航行に必要な物だけだ。それらは地上の調査向きではなく、そもそもこの魔樹のジャングルでは何故なぜかそのセンサーもあまり役には立たない。

「魔素ってやつのせいかな？」

　蒼蓮達の話ではそもそも魔素と科学文明の相あい性しようは悪いのだと聞いた。ならば魔素がセンサーを阻害させている可能性は高い。それでもごく簡単な温度センサー類は使用可能なので、このジャングルにかなりの動物が住んでいる事が分かっている。ただ宇宙から降りて来たＺＩＮＶのユニットを警けい戒かいしてか、水辺にも拘かかわらず、動物の姿は見られなかった。

　西南の武器はレーザー銃じゆうと金属製の鉈なたやナイフ、斧おの、オールだ。主武器であるレーザー銃は剣けんとしても使えるが、そもそもこの魔樹の大陸には少なくとも衛星軌道上からは、そのようなエネルギー反応は探知出来なかったので、人里に着いた時には隠すか、最悪放ほう棄きする必要がある。

「サバイバル訓練はみっちりとやったし、この服は簡易の鎧よろいにもなるからな」

　タラント基地での経験もあり、このような未開の惑星でのサバイバル訓練は専門家に付いてそれなりの時間をかけていた。現地で狩かりを行い、衣食住を得る方法も学んだ。生体強化された身体からだは防ぼう御ぎよ機能も高く、寄生虫や虫の類たぐいにやられる事はない。念の為ために塗と布ふ式のナノマシンガードも塗ぬっている。そして何よりも心強いのは賢者の石だ。

「魔樹のデータは貰もらってるんだよな？」

《食用毒性の鑑定は可能》

「なら、何とかなるかな？」

《緊きん急きゆう！　予測以上にセンサーの探知能力が阻そ害がいされています。念の為にレーザー銃の発射確認を》

「え？　ああ、了解」

　西南はレーザー銃を構えると、猛もう獣じゆうが潜ひそむ危険のありそうな対岸の茂しげみに向けて発射した。水みず際ぎわに近い土手を狙ねらい、火災を起こさないよう注意もした。

「ええっ!?　拡散した？」

　発射されたレーザーがまるで霧きりのような可視光となり拡散したのだ。しかも狙った先には着ちやく弾だんした痕あともない。

《レーザーの有効射程は最大出力で十メートルと確認。拡散したエネルギーが火災を起こす可能性がありますので、森の中での使用は危険》

「まずいな。じゃあ、武器に出来るのはオールと金属製の刃は物ものだけか」

　これでも一いつ般ぱん的なサバイバルグッズにしては揃そろっている方だ。コマチとの遭そう遇ぐうや、タラント惑星での経験が随分役に立っている。それと西南が地球生まれである事も、幸いしている。飛び道具がない為、鳥や動物を食料にするのが少々難しくなったのは事実だが、罠わなの作り方は知っているし、生体強化した西南なら投とう擲てき具ぐを使った槍やりを作れば、五十メートル位ならば有効打を与あたえる事は可能だ。もちろん当たるかどうかは練習次し第だいだが。

「マジに剣と魔法の、って感じだな」

　不ふ謹きん慎しんながらちょっとこの冒ぼう険けんにワクワクしている。

《人里と思われる場所はここより二百キロ。生体強化された身体で三日の予測》

「三日か……さすがにあまり人里に近いと、人に見られる可能性があったものな」

　侵入に気付かれないギリギリがこの距きよ離りだったのだ。だが普ふ通つうの人間であればこのジャングルの中で二百キロを走破するにはもっと掛かかる。西南の肉体はいろいろな意味で、ちょっとしたチートなのである。

　岸に着いた西南は辺りを窺うかがいつつ、ボートの空気を抜いた。素材はかなり薄うす手でで、シーツ程度の厚みとなった。表面はグリーン系の地味めな迷めい彩さい柄がらなので、魔樹の森にはピッタリだ。もちろん下の衣い装しようも表面色を地味なものへと変化させてある。

「ここへ戻もどるのは大だい丈じよう夫ぶだよな？」

　センサーが使えない事を不安視した西南は念を押した。

《地形データ表示》

「……うん。大丈夫そうだな」

　視覚に直接表示された地表データと位置情報を見て西南は頷うなずき、ボートをマント代わりにオールを杖にして歩き出した。

　　　　×　×　×

「……なんだ!?」

　歩き始めて三時間程経たった時、西南は急に自身の身体に違い和わ感を覚えた。それは風邪かぜの初期症しよう状じようにも似ていた。

「賢けん者じやの石、どうなっている!?」

　体内型ＮＢは健康チェックもかなりの精度で行えるのが利点だ。本来であれば西南が違和感を覚えるより前に警告がされる筈はずなのだ。

《体内に毒物、細菌反応無し。体温の上じよう昇しようを感知。現段階での原因特定不可》

　いつもは抑よく揚ようのない話し方をする賢者の石が、少し焦あせっているようにも思え、西南の不安を煽る。

「……くっ！」

《体温上昇、脈みやく拍はく、呼吸が乱れています。一時休息を提案……》

　とその時、西南の耳に微かすかな草を踏ふみつける音が聞こえた。

「何か居る！」

　サッと杖にしたオールを構え、警戒する西南が見た方向には、木々の間に僅わずかに人ひと影かげのような物が動いていた。西南は更さらに警戒を強め、ゆっくりとしゃがみ込んだ。距離にすれば五十メートル程あるので、迷めい彩さいのマントを纏まとい動かなければ見つからない筈だ。

（こんなところに子供が？）

　人影は複数で、手に何かを持ち明らかに二足歩行をしていたが、その背せ丈たけからは推定ではあるが子供のようだった。だが人里からはまだ遠く、明らかに不自然だ。

（ゴ……ブリン!?）

　茂みから姿を現したのはそう形容するしかない生き物だった。ギョロ目で鼻が大きく耳は尖とがり、餓が鬼きのような身体つき。ただかなり個体差があり、全く体毛が無い個体から長毛の個体、体型も猿さるのようなものまで、かなり個性的だ。もっとも犬や猫ねこのように同種でもその形状や体毛に差がある事を考えれば、充じゆう分ぶんにゴブリンというカテゴリー内には入ると思われた。

（一いつ緒しよに行動している以上は、仲間なんだろうけど……）

　木や骨素材ではあるが、明らかに加工された武器を持っていることから、それなりの知能はありそうだ。しかし、ある一いつ匹ぴきが帽ぼう子しのように頭に載のせているのは、間ま違ちがいなく人の頭骨だ。まあどう贔屓ひいき目めに見ても、友好が結べるような感じではない。

（蒼蓮さん達に会ってなければ、頭が混乱しそうだ）

　エルフ、オーガ、ドリアード、猫ねこ妖よう精せいに人魚等のファンタジーの住人を見た以上、ゴブリンが存在していてもおかしくはない。だが実験部隊にはゴブリンらしき者が居なかったので、警戒するに越こした事はない。ただ知的生物である為、出来るだけこちらから攻こう撃げきする事は避さけたいところだ。

（ちゃんとここでは人権があるとか、絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆで保護されている可能性とかだってあるし、危害を加えたばかりに仲間を呼ばれて、というのもな……）

　それよりも問題はどんどん酷ひどくなる寒気だった。しかも何やらノイズのような幻げん聴ちようまで聞こえて来ていた。

（まだ原因は分からないのか？　かなりまずそうなんだけど）

《原因不明。毒物ウィルス未検出。身体機能も正常。予想される可能性は魔ま素そ》

（魔素!?）

《安全な場所の確保を優先する事を推すい奨しよう》

（何か分かったら教えてくれ）

　ゴブリンが遠ざかるまで待ち、西南は移動を再開した。かなり熱が上がったらしく、少し頭が朦もう朧ろうとするものの、生体強化の恩おん恵けいか、足取りに不安はない。だが運の悪い西南がそのまますんなりと逃にげられる筈も無く、或あるいは熱のせいでいつもより注意力が散さん漫まんになっていたのか、

「ギィギャギャ！」

　先程の群れには見つからなかったものの、茂みに潜んで休んでいたらしいゴブリン達と鉢はち合あわせしてしまったのである。当然、直すぐさま五匹ひきのゴブリン達は明らかな敵意を見せて西南に向かって襲おそいかかって来た。

「クッ！」

　西南は一気に全力で走り出した。生体強化された足はかなりのスピードが出せるが、密林の中、濃こい茂みに足を取られて思うようには速度が上げられない。もちろんそれでもゴブリン達よりもはるかにスピードはある。

「グギェギェ！　グギャッ！」

「ギュギャギャッ！　ガゴッ！」

　ゴブリン達は大きな声で叫さけびながら追って来ている。それは明らかに言葉のような規則性のあるものだ。

《警告。意図的な誘ゆう導どう、及および仲間と連れん携けいされている可能性大》

「そんな感じだよな……」

　獲え物ものを罠に追い込み連携する。かなり高等な生物である事は間違いない。だからこそ西南は現段階で、相手を力ちから尽ずくで排はい除じよしていいのかを迷っていた。海かい賊ぞく相手に戦ってきた経験から、人型を相手にする忌き避ひ感は少ないし、必要があれば排除する事は出来る。だが今後の事を考えると迂う闊かつな行動は躊躇ためらわれた。

「ギャギャッ！」

　予想通り、待ち伏ぶせをしていたゴブリンが西南に飛びかかって来るが、西南はその腕うでを摑つかみ、力任せに後方に接近して来たゴブリン達に投げつける。そしてその結果を見ずに走り出す。

　次に飛び掛かって来たゴブリンをオールで突つく。体格はせいぜい小学校高学年程度なので、取り囲まれて集たかられない限りそれ程ほど危険は無さそうだが、油断は禁物だ。特に足元には注意を払はらいつつ逃げる。

「ギャギャギャィイィ！」

（ゴブリンのテリトリーにでも入ったのか？）

　あちらこちらからゴブリンの甲かん高だかい叫び声が聞こえて来ている。そして次々と西南に襲いかかって来るゴブリンに、だんだん手加減をするのが難しくなり、ついに反射的に振ふったオールの先が、ゴブリンの頭部に嫌いやな音と手て応ごたえと共に食い込んだ。

「ギャウ！」

　悲鳴と共に倒たおれ込んだゴブリンをそのままに逃とう走そうする西南は、後方から聞こえて来た声に背筋が寒くなった。それは明らかに断だん末まつ魔まの悲鳴であり、その原因は西南の打撃ではなく、行動を共にしていた筈の仲間のゴブリンにあったからだ。

《対象ゴブリン。攻撃排はい除じよを推奨》

（仕方ないな）

　嫌な咀そ嚼しやく音を聞かなかった事にしようと、意識を前方にと移す。近付く葉は擦ずれの音からゴブリンの包ほう囲い網もうからは脱だつしつつあるようだが、まだ振り切った訳ではない。

「!?」

　と、その時、前方から嫌な気配と共に、大きなモノが移動して来る音を察知した。茂しげみをかき分ける音から、それはかなりの巨きよ体たいであるようだ。

「ヴモォォォォウォ!!」

　茂みから叫び声を上げながら飛び出して来たのは、ゴブリンを凌りよう駕がする、二メートルを超こえる、一見ゴリラに似た体たい軀くの生物だ。だが顔はイノシシに似ていて太い牙きばが二本、そして太い腕と、手には三本の蹄ひづめのような物が確かく認にん出来た。間違いなくそれが主武器なのだろう、その丸太のような腕を振り上げ、西南に向かって突とつ進しんして来る。

「クッ！」

　その攻撃をまともに喰らえば、間違いなく頭など軽く吹ふき飛ばされそうな威い力りよくを秘ひめている。西南は走る勢いに緩かん急きゆうを付け、フェイントを交えてそのまま相手の懐ふところに潜もぐり込む。そして長い毛を摑んで背負い、ゴブリン達の方へと投げ飛ばした。短い期間だったが、カグヤとの訓練が生かされた感じだ。

　相手の勢いと西南の力がうまくかみ合い、その巨体は思ったよりも軽々と宙を舞まい、ゴブリン達の方へと突っ込んで行く。

「グギャゥオオ！」

　ボウリングのピンの如ごとく、ゴブリン達を撥はね飛ばしつつも、直ぐさま体勢を立て直したそいつは、西南を一いつ瞬しゆん警けい戒かいする素そ振ぶりを見せたが、直ぐさま倒れたゴブリンに食らいついた。そして茂みにいた他の個体も、西南を無視してゴブリン達に襲いかかったのだ。

《ゴブリンの方が弱いと判断した可能性大。緊きん急きゆう待たい避ひを推奨》

　もちろん賢者の石の忠告を受ける前に、西南はその場を離り脱だつしていた。

（イノシシのような顔の二足歩行……あれ、きっとオークだよな）

　後方のジャングルからは、オークであろう魔物が獲物となるゴブリンを蹂じゆう躙りんする音が響ひびいていたが、幸いな事にこちらを追う様子はなかった。

　それ以後も、ゴブリンの小さな群れと三み度たび遭そう遇ぐうし、その内一度はオークの乱入を受けたが、やはりすぐに西南を危険と察したのか、直ぐさまゴブリンへと目標を切り替かえた。その他にも二足歩行の中型犬のような魔物も見かけたが、幸い西南の姿を見て直ぐさま逃げ去り、襲ってくる事はなかった。その魔物は逃げる時は四つ足だったので、確かな事は不明だが、西南はそれをコボルトと判断した。

（ゴブリン、オーク、コボルトか……）

　戦せん闘とうに関しては、もう手加減はしていない。相手に見つかり、逃げ切れない場合には倒してその場に放置しておけば、いい[image: 囮]おとりになってくれる。捕つかまれば西南がエサにされるのであれば躊躇はしていられない。

（……やっぱり俺が引き寄せるのかな？）

　ゴブリンは匂においにも敏びん感かんなようで、少し離はなれていても風の方向次し第だいでは、迷彩のマントもあまり有効とはいえない。だがそれにしても遭遇率が高過ぎた。

《高確率でその可能性あり》

（やっぱりなぁ……でもこのままだとまずいな……今のところは何とか対処可能なものばかりだからいいようなものの）

　一番厄やつ介かいそうなのはオークだが、それらはゴブリンを獲物にしているらしく、どちらかというと西南が引き寄せたゴブリン目当てのようで、西南に襲いかかって来る事は殆ほとんど無かった。もちろんあくまで比ひ較かく対象として、ゴブリンの方が捕とらえ易やすいと判断しているようなので油断は出来ない。そもそもこのジャングルにもっと上位の魔物が居ないという保証は無いのだ。

（そろそろ野宿の用意をしなきゃ）

　時刻は夕方の少し前といった感じだ。生体強化した身体でなければ、ロクに動く事すら出来なかったであろう程に熱は高い。幸い魔樹のジャングルには水や果物といった物が豊富で、こまめな水分補給が可能なのが幸運といえた。だがそれでも敵に追われ、密林の中を走りつつ移動した為ため、疲ひ労ろうはかなり蓄ちく積せきしている。

「登れそうな木は……」

　手て頃ごろな巨木の枝にワイヤーをかけ、登高器をセットしてハンモックをぶら下げ、そこら辺にあった草を揉もみながら汁しるを土と混ぜ、それを塗ぬりつけ臭においを魔樹のジャングルと同化させる。どこまで効果があるかは分からないが、念のためだ。そして中に入ると、そのままワイヤーを伝わり上じよう昇しようさせ、太い枝に釣つり下がる形で寝ねるのだ。

　ハンモックには組み立て式のパイプがあり、人一人が横になるスペースが確保されている。感じとしてはぶら下がったストレッチャーといったところだ。完全な袋ふくろ状じようになっているので害虫の侵しん入にゆうも無いし、防ぼう弾だん防ぼう刃じんの繊せん維いで出来ているので多少の攻撃でもビクともしない。もちろん投石などの衝しよう撃げきはある程度伝わるが、いきなりの致ち命めい傷しようを負う危険は少ない筈はずだ。

　とにかくこの魔樹のジャングルで夜に行動するのは命取り、ましてや高熱のある状態では、少しでも休まないといくら生体強化しているとはいえ体力が保もたない。健常であれば不ふ眠みん不ふ休きゆうでの踏とう破はを試みてもいいが、確率の偏かたよりで魔物を引き寄せ、万が一にでも人里にまで引き寄せるのも問題だ。

　初めて宇宙に出て、海賊の大集団に追いかけ回された時のように、魔物を引き連れて運良く瀬せ戸とのような、それを一いち網もう打だ尽じんに出来る戦力と出会える可能性は少ない。そもそもそんな危険人物を人里に迎むかえ入れてくれるかも怪あやしい。

（小さな群れのゴブリンを間引きしつつ、それを[image: 囮]にするしかないな）

　無用な接せつ触しよくを避さけるのが一番だが、それが望めないようであれば、各個撃げき破はして行くしかない。うまくゴブリンが警けい戒かいして近付かなくなるようであれば良し、逆にオークにエサを与あたえる事になり、引き寄せる結果となる可能性もあるが、オークは明らかにゴブリンの上位種であり捕ほ食しよく者と考えれば個体数は少ない筈だし、エサに満足すれば必要以上には襲っては来ないだろう。

（食べ物を溜ため込む習性がない事を祈いのるだけだな）

《その危険性は無いと判断》

（そうだな。このジャングルの感じだと、年中、温暖で食べ物も多そうだしな）

　そもそも食料の蓄積は食べ物の無い時期の為のものだ。それに溜め込もうにも、この温度では長持ちしないとなると、その不安は杞き憂ゆうだろう。干物などの加工品を作るまでの知能も無さそうだ。

（……ゴブリンの干物なんてやだな）

　と、開きの丸干しを想像しそうになり、慌あわてて頭を振って作業に集中する。

（食べ物を溜め込む事はないにしろ、遭遇率が高いのは問題だよな）

　地上から十二メートル程のところにハンモックを釣り上げると、木々の枝で良い具合に隠かくれている。横になったまま急いで食事を摂とると少し身体が落ち着いた感じがする。

（賢けん者じやの石、発熱の原因の特定は？）

《毒物やウィルスは未検出。肉体の異常は高熱と体内に蓄積したエネルギーが運動量以上に消費されている事が原因である可能性大。対策として食事は倍量摂せつ取しゆを推すい奨しよう》

（となると、少しでもジャングルで食べ物を集めた方がいいな）

　非常食はサプリメント状態の物を合わせれば十日分はあるが、倍量を摂取するのであれば五日分となる。水分を多めに摂る必要もあるので、やはり発見しやすく、調理無しで食べられる果物等が適切だ。

（砂さ漠ばくとか荒こう野やでなくて良かったな。ああ、でもそちらなら魔物の遭遇率は低いのか）

《目標地点への移動状じよう況きようは順調。あと二日で文明圏けんへの到とう着ちやく予定》

（分かった）

　西南は賢者の石の勧すすめにより、もう一食分を食べると眠ねむろうと目を閉じた。




【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

　それは雨降り音のような、ノイズのような音だ。

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

　西南に発熱が起こり始めた時からずっと、耳鳴りのように聞こえているものだ。静かにして横になるとそれがよく聞こえる。

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

（それにしても熱い）

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

（身体からだの中が熱い。まるで熱々の餅もちを飲み込んで、それが食道で止まっているかのような感じだ）

　そこから熱いものが血管や神経を通して全身に伝わっているような、そんな気持ち悪さに、西南は耐たえていた。だが状況のストレスも手伝って、やけに煩わずらわしくカンに障る。

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

　もちろん耳を塞ふさごうとノイズは聞こえる。

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

《体力温存のため、睡すい眠みん誘ゆう導どう》

　賢者の石の力で、西南はスッと寝ね息いきを立て始めた。




　翌日の早朝。西南は賢者の石によって目を覚ました。

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

（この耳鳴りは相変わらずか。身体の状況は？）

《状況は前日と変わらず。睡眠中三度、ゴブリンらしき接近、通過音を感知。他に異常なし》

（了りよう解かい。食事をしたら出発だ）

　二食分を腹に詰つめ、夕べとは逆の手順で地上に降り、荷物をまとめる。

（熱は高いけれど、ちゃんと食欲があるのはありがたいな。それとこの服、こんな時には特にありがたさが身に染みる）

　そもそも簡易宇宙服である高機能服はガスや毒虫などからも肌はだを護まもり、汗あせや垢あか、尿にようすら分解浄じよう化かして飲料水に変えてくれる。貯たまった水の量からかなり寝ね汗あせをかいたようだ。そこにスポーツドリンクの濃縮薬液を入れれば水分補給用としても使える。

　地形図から方向と進行経路を再度確認し、出発する。魔ま樹じゆのジャングルでの行動と魔物の対処。そして体調との折り合いは、昨日一日で一応の状況には慣れたし、行動する上での限界も把は握あくした。

（そういう意味では生体強化とこの装備は、まさにチートだな）

　ファンタジーの世界でのちょっとしたサバイバル。西南はこの状況ですら少し楽しいと感じている。

（とはいえ油断は禁物だ）

　西南は気を引き締しめ直すと辺りを警戒しつつ歩き出した。

　　　　×　×　×

（俺が引き寄せている可能性があるとはいえ、ゴブリンってこんなに密集しているものなのか？）

　出発して六時間程ほど、これまで遭遇したゴブリンは百匹ぴき近い。もちろんジャングルの中は食べ物も豊富で、小動物も結構な頻ひん度どで見かけるので、大量のゴブリンの生活を支える事は可能だ。しかしそれでも数が多すぎる感じだ。

（もしかしてどこかに大きな集落でもあるのか？）

《ゴブリンの生態データ不足により断定は不可》

（賢者の石、俺の体調に変化は？）

《毒物、ウィルスの反応無し。高熱による肉体へのダメージ確かく認にんされません。疲労による稼か働どう効率五パーセント低下。食事による補ほ充じゆうを推奨》

（とりあえず行動に支障は無いって事だけでも幸運か）

　朝起きてから西南は、見つけた果物で水分とカロリーをこまめに摂取してきたが、空腹を感じる頻度が結構多い。高熱の原因となっている胸の部分の違い和わ感の要因が、かなりのカロリー消費をしているようだ。そしてそれは加速度的に増えている感じだ。

（とにかく早く人里に行って医者に診みて貰もらった方がいいな。魔素が原因なら、この病気も分かる筈だ）

　西南は奇き襲しゆうを避ける為に、大木を背に太い根っこに腰こしを下ろす。そして急いで食事を詰め込む。

（味気ないサプリメントも、吸収率という観点から見るとありがたいな）

　とにかく食べ物を摂るよりも、身体が楽になる感じが早い。ただサプリメントは緊きん急きゆう時用としてある程度は温存し、余よ裕ゆうがある場合はできるだけ採取した果物で水分とエネルギーを補給する。もちろん果物の美味は、この状況によるストレス解消にもなるので一石二鳥だ。少し休息をとりつつ周囲の気配や物音に注意を向ける。

　もともと聴ちよう覚かくが生体強化で鋭えい敏びんになり、集中すればエコーロケーションも可能だったところにこのサバイバル状態だ。その能力は一気に強化され、今なら目を閉じても動く事が可能な位だ。とはいえさすがに夜間の移動をしようという気にはならないが……。

（……ん？）

　その時、遠くから突とつ如じよ凄すさまじい動物の叫さけび声と、ゴブリンらしき群れの悲鳴が聞こえて来た。

（……まずい!?）

　西南の危機感知がこれまでで最大級の危険を告げた。意識を集中させると、ゴブリンの悲鳴は四方八方に散らばっていたが、未確認の動物が西南が居る方向へと逃にげるゴブリンの後を追いかけてきているようだ。

（かなりでかいぞ！　ここらの生態系の頂点かも）

　その捕食者はオークなどよりも遥はるかに巨きよ体たいでゴブリンを鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、その豪ごう腕わんを振ふり回して傷を負わせて行っているようだ。恐おそらくその巨体故、エサとなるゴブリンを大量に必要としているのだろう。一匹ずつ仕留めて捕食する手間をかけるより、逃げるスピードさえ奪うばえば後でゆっくり仕留める事が出来る。そしてそいつは軽い一撫なでで致命傷を負わせる力があるのだ。

　捕食者とゴブリンはちょうど大木と反対側にいる。うまくすればそのまま気付かれずに済む筈はずだったが、ゴブリン達の逃げるスピードが速かった事と、捕食者が思った以上に空腹だったのか、更さらなる獲え物ものを求め、こちらに接近して来たのだ。

（最初に気付いた時点でそこから逃げ出せば、もしかして逃げ切れたのか？）

《目標スピードから、後方より襲おそわれた可能性大》

　どちらにしろもう遅おそい。ゴブリンの群れはあと数秒の内にここまで達する距きよ離りだ。だがゴブリン達が大木に達しようとした時、思いもかけない事態が発生した。

「チッ！」

　西南は思わず毒づいてしまう。何とゴブリン達が大木を盾たてとしようとしたのか、西南の居る方へと回り込んで来て、鉢はち合あわせしてしまったのだ。

「ギュウウギャガギャギャッ！」

　そこに居た西南に驚おどろき、足が止まってしまったゴブリン達を追い、その捕食者は西南の前に姿を現した。

「ギャゥオオ！　ガォオオオオオオオオオ！」

　それはアフリカ象ほどの体たい軀くを持つ魔物だ。虎とらのような縞しまのある身体と猿さるのような顔、シッポはチラッと見えた感じでは[image: 鱗]うろこが生えている。昔話の鵺ぬえのようなキメラ生物だ。その巨体から間ま違ちがいなくここら辺一帯の主的存在であろうが、それでも西南を見てゴブリン達同様に一いつ瞬しゆん戸と惑まどったようで、威い嚇かくの為ために咆えた。
















「！」

　西南は反射的にそいつの目に、レーザーを最大レベルで撃うち込んだ。両目を潰つぶそうとしたものの、当たったのは右目のみ。左はキメラが苦痛で顔を背そむけた為に僅わずかに外した。しかし西南が逃げ出す一瞬の隙すきは出来た。

「ギャオオオオオオオオオオオオオオン！」

　凄すさまじい怒いかりの咆ほう哮こうと共にキメラが前足を振り下ろした時には、西南はそこには居なかった。ただ逃げ遅おくれた十匹近いゴブリンがその爪つめと打だ撃げきの餌え食じきとなっただけだ。

「ギャガオオオッ！」

　次に上がった叫びはキメラの咆哮ではなく、痛みによる悲鳴だ。それは西南によって後ろ足の腱けんが切り裂さかれた事が原因だ。西南はただその場から逃げたのではなく、大木を盾に一周し、キメラの後方に回り込んだのだ。

「クッ！」

　キメラが振り向きざまに前足を西南に向けて振った時には、そこに彼の姿は既すでになかった。その苛立ちをまだその場に瀕ひん死しで転がるゴブリンにぶつけるように、大口を開けて嚙かみ付くと、そのまま咀そ嚼しやくをしつつ辺りを見回す。

（何だあいつ、普ふ通つうじゃないぞ……）

　背中からの殺意を感じつつ西南は全速で逃げていた。最初の段階でわざわざ回り込んで後ろ足の腱を切ったのは、そのままでは逃げ切れないと判断したからだ。後ろ足にダメージを与あたえられれば、少なくともキメラのスピードは落ち、うまく行けばゴブリンだけで諦あきらめてくれるかと期待しての事だ。

「ギャオォオオオ！」

　それが獲物に翻ほん弄ろうされた捕ほ食しよく者、絶対王者の怒りなのか、或あるいは西南がもの凄すごく美味おいしそうに思えるのか、はたまた西南の確率の偏かたよりによるものかは分からないが、とにかくキメラが西南を見み逃のがす気は無いようだ。

（どうする。どうする？）

　普通であれば初撃で両目を潰せていた。次撃で両後ろ足の腱を切断して機動力を奪えた筈だった。だが現実はこうして追いかけられて命の危機に晒さらされている。

（ゴブリンやオークを何とか出来ているって油断した）

　だが最大の誤算はキメラの反射速度の速さと肉体の強きよう[image: 靭]じんさだ。あの巨体を動かしているのだから、かなりの筋力を持っているのは理解出来るが、それでも通常では有り得ない反射速度と筋力だ。そして肉体の強[image: 靭]さも普通ではなかった。生体強化した西南の力と、それに耐たえうるだけの強度を持った鉈なたで、しかも相手が油断して棒立ち、そして西南の体勢も良い状態でようやく腱の部分を切断したのみなのだから驚きよう愕がくするしかない。恐らくもう片方の後ろ足に二撃目を入れられたとしても、不完全な体勢では、毛皮と強[image: 靭]な皮ひ膚ふ、ワイヤーのような腱を切断する事は出来なかっただろう。

（どちらにしろ隙を突つきつつ、少しずつダメージを与えて行くしかないか）

　巨きよ木ぼくを小さな斧おので倒たおそうというのに近いが、ジャングルには障害物も多い、小回りの利く西南なら、樹を盾にしつつ攻こう撃げきをすれば何とかなると思っていた。しかし……。

「ギャエェェェンン！」

　後方より、西南に向け甲かん高だかい悲鳴のような、爆ばく発はつ的な圧力を持ったキメラの咆哮が襲いかかった。

「ガハッ！」

　西南の服と背負ったリュック、茂しげみや木々が圧力を分散させていなければ、生体強化した身体であろうとも内ない臓ぞう破は裂れつ、良くて気絶していたかもしれない、それ程の爆発的な震しん動どうが西南を襲ったのだ。

　細い木々はへし折れ、巨木の幹の表面が剝はがれ吹ふき飛ぶ程の圧力咆哮に、西南の意識は一瞬真っ白になり、走る勢いのまま倒れ込んでしまった。

「ガギャオォォン！」

　吹き飛ばされ倒れ込んだ西南を、大口を開けて喰くい殺そうとしたキメラの顔は、受けた屈くつ辱じよくを晴らせるとでも思ったのか、愉ゆ悦えつの表情を浮うかべていた。だが西南は朦もう朧ろうとなる意識を繫つなげ、素す早ばやい動作で持っていたレーザー銃じゆうからバッテリーを抜ぬき、キメラの開けた大口を目め掛がけて投げつけた。

　バシィイッ！　凄まじい閃せん光こうと同時に空気や肉の焼ける異い臭しゆうがし、突とつ撃げきしてきたキメラは意識を失いかけ、その勢いのまま前ぜん肢しの力が抜け、地面に倒れ込みつつ、西南のすぐ横の木に激突した。

「グルルルル……」

　ふらつきながらも顔を起こしたキメラは、まだ焦しよう点てんの定まらない目と嗅きゆう覚かくで西南を捜している。足あし腰こしには力が入らないのか、身体を起こす事は出来ないでいるようだが、西南も似たようなものだ。キメラは脳神経にかなりのダメージを負ったようだが、それでも致ち命めい傷しようではないと西南は感じていた。

「……！」

　と、無理矢理にでも身体を起こした西南は、キメラの反対ではなく、右斜ななめ方向へとよろめきながら歩き出した。

「ガルル！」

　その音と気配に西南の位置に気付いたキメラは頭を振り、それを大木に叩たたき付け無理矢理に身体を起こした。呼吸を整える内にキメラの目の焦点が定まり、身体にも力が入り出したようだ。ゆっくりと西南の後を追うように歩き出し、そしてダメージが抜けたのを確認した瞬間、西南に向かって走り出した。

「加勢するが、いいか？」

　西南にそう話しかけたのは茂みから姿を現した、小こ柄がらだがガッシリした体格のドワーフの男だ。

「お願いします」

　西南はそのまま奥に見える大木の陰かげまで行くと、そのまま力が抜けたように座り込んでしまう。気を抜くと気絶しそうになるのを必死で意識を保つ。まだキメラから逃げ切れた訳ではないからだ。

「……トラップホール！」

　ドワーフが何やら短い文言の後にそう言うと地面に大きな穴が空き、キメラの上半身が落ち込んだ。そこから出ようと藻も搔がくが、後ろ足の腱が切れかかっているせいか、なかなかそこから抜けられないようだ。

　ザザザッと茂みを搔かき分ける音と共に、五名の武装した男女がドワーフを中心に隊形を組みキメラと対たい峙じした。

「ブラッドランスを！」

「いきなりかい!?」

「ラーダクのチームが来てからでも……」

「急げっ！」

「了りよう解かい！」

　ドワーフの合図で次々と二メートル程の槍やりが腰のバッグから引き出される。どう考えても物理的に入るはずのない大きさだ。

「喰らえ！　我が必殺、ランスショット！」

　一番に槍を突き刺さしたのは一番年の若い青年だ。

「下らん軽口は急所に当ててから吐ぬかせっ！」

　青年を窘たしなめるとドワーフは、怒りに咆哮しつつ無理矢理穴から這はい出そうとするキメラの胸の部分を、青年より遥かに深く刺し貫つらぬいた。そして他の者達も次々に槍を投とう擲てき、それらも深々とキメラに突き刺さった。

「グギャアアアアアアアッ!!」

　痛みと怒りでキメラは咆えたものの、身体からだに先さき程ほどまでの力はない。

「散開！　牽けん制せいしつつ距離を置け！　ヤツの死の咆哮シヨツクカノンに気を付けろ！」

　五人は二手に分かれて木立を盾にしつつ、弓や剣けん、そして杖つえから何かを発射しながら、穴から[image: 這]い出たキメラを翻弄している。

（……あれは、魔ま法ほうか？）

　西南は木の陰から朦朧とする意識と戦いつつ、杖から発射される雷らい球きゆうを興味深く見つめていた。すると茂みを搔き分け、もう五人の人間が接近し同じく槍を投擲、同じく少し距離を置きつつ牽制を始めた。

「随ずい分ぶん急いでるな！　何があった？」

「既に半死状態だった」

「なるほど。こっちの半チクの槍が刺さったからおかしいと思ったが。誰だれがやった？」

「あっちの陰でへばってる。一人だ」

「一人!?　おいおい……まあ、そいつはこれが終わってからだな」

　警けい戒かいしつつ情報交こう換かんした二人は再び距離を置き、キメラを警戒している。

「ッグギャオオオオオオオオオ！」

　ブラッドランスと呼ばれた槍を刺したまま、キメラは攻撃対象を絞しぼり込めずに苛いら立だっているが、その足取りは徐じよ々じよに弱くなり、だんだん千鳥足となって行く。そして目に力が失せ、ついにその巨きよ体たいを地に伏ふせ動かなくなったのである。

「ヘヘッ！　ラージキメラってのはこの程度か」

　先程ドワーフに窘められた青年が場ば違ちがいな歓かん声せいを上げているが、他の者達は油断無く観察している。

（本当に剣と魔法の世界だな）

　彼かれ等らの出いで立ちは革や金属の鎧よろい、持っている武器は剣と弓、槍、杖。そしてドワーフや獣じゆう人じん、エルフらしき者と、このジャングルに立つ姿はまさにファンタジーそのものだ。レセプシーで出会った蒼蓮達に感じた違い和わ感は全く無い。まさにこの舞ぶ台たいに溶とけ込み、映画でも観ているような感じだ。

「よし、もう大だい丈じよう夫ぶだ。こいつは大地に還かえって行った」

　それがキメラの死の確かく認にんだったのだろう。ドワーフがそう言うと全員の、というよりあの軽けい薄はくそうな青年以外の緊きん張ちようも解けた。そしてその様子を見た西南も、ついに意識を手放したのである。







「右目の破は壊かいに左後方腱けん切断、口の中にも損傷があるな。傷から見るに雷撃かな？　そうなると脳にも損傷があったと見るべきだな」

「死の咆哮を使った痕こん跡せきもあったぜ。破壊された跡あとからすると、かなりの出力だったみたいだ。んでその先にはゴブリン共を襲おそった形けい跡せきもあった。おかげでちょっとした小こ遣づかい程度にはなったぜ」

　男は大きな葉っぱに包んだ血の付いたものを見せた。

「他にそいつの仲間らしき連中は居たか？」

「いや。痕跡はそいつ一人。後はゴブリンのものだけだ」

「となると……そいつがラージキメラを半死状態にしたと見て間違いないな」

「ねえバリガルさん。こいつ空くう賊ぞくじゃねえッスか？　この服や装備……絶対、間違いねえッスよ」

　青年は西南の服やリュックを物色していた。こっそり携けい帯たい食しよくを食べているのを、バリガルと呼ばれたドワーフは軽く蹴け飛とばして制止する。

「ギルドタグもないし、身分証明もないとなると……その可能性は高いわね」

「そうでショ？　ショ？」

　エルフらしき女性に同意され、青年は嬉うれしそうに頷うなずくと、物色していたリュックからいろいろと自分のバッグに詰つめ込み始めた。時折ソッと自分のポケットに分別しているが、あまりに挙動不ふ審しんな為ため、他の者からはバレバレだ。

「だとしたら、警務騎き士し団に引き渡わたさにゃならないが……」

「いや……違うな」

　と、西南に近付き、様子を見ていたバリガルと呼ばれたドワーフは自信ありげに否定した。

「俺っちの完かん璧ぺきな推理が間違ってるっていうんッスか？」

「こいつが魔素風邪かぜにかかってるからだよ、名めい探たん偵てい」

「魔素風邪だって!?」

　急に全員の表情が緩ゆるみ、警戒度が少し下がった感じだ。

「宇宙の文明に触ふれた連中は、魔素風邪にはかからんからな。かかったとしても五歳以下の子供だ。だがこいつはどう見ても成人したてってところだからな」

「し、しかしッスね」

　青年は尚なおも食い下がる。

「フン！　どうせこいつが空賊なら、分け前が増えるとか思ってるんだろ？」

「えっ!?　そんな事は……」

「なるほどな。状じよう況きようから見りゃこいつの取り分は少なく見積もっても三割程だ。それが無いとなると……」

「ラージキメラなんて普ふ通つうなら四チーム掛がかりの獲え物ものだからな」

　男達は得心いったかのようにニヤニヤと青年を見つめた。悪戯いたずらした子供を見ているような感じである。

「ご、誤解ッスよ。俺っちはただ……」

「フン！　どちらにしろ半人前のテメエにゃ関係ない話だがな」

「ちょっと待って下さいよ！　俺っち一いち番ばん槍やりだったんッスよ！　あのラージキメラに俺っちの必殺のブラッドランスがブスッと刺さったんッスよ」

「名探偵殿どのが空賊の冤えん罪ざいを押っ付けようとしたその子のおかげで、あれが半死状態で身動きが取れなかったからよ。そもそもあんな早い段階であんたが一番槍なんて無理に決まってるでしょ。オークに二番槍がせいぜいのくせにね」

「俺っちは実戦で実力を発揮する男なんッスよ」

「その実戦で実力を発揮するキチャ様よ。お前さんのブラッドランスだ」

「えっ、ちょっと!?」

　放ほうり投げられたブラッドランスを慌あわてて受け取った青年は、腑ふに落ちないといった表情をした。

「……な、何でこんなに軽いんッスか？　一番槍で、タップリと血が……。ああっ！　俺のブラッドランスから魔ま液えき晶しよう抜ぬいたッスね!?」

「アホ。ブラッドランスの起動を忘れていたんだよ」

「へっ？」

「……プッ！　ギャハハハハハ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　堪こらえきれずに一人が噴ふき出すと、連れん鎖さ的に一同が腹を抱かかえて転げ回り出す。マヌケ顔で啞あ然ぜんとする青年を見て、笑いは更さらに激しさを増した。

「さすがは実戦で実力を発揮する男！　ラージキメラ程度じゃ物足りないってか？」

「そ、そんなぁ……」

「まあ、しばらくは見習い卒業はお預けだ。摘つまみ食ぐいした分は目をつぶってやるが、漁った荷物は全部返しておけ。手て癖くせの悪いヤツとは誰もパーティーは組まねえぞ」

　キチャと呼ばれた青年は慌ててリュックに荷物を戻もどす。ポケットに入れた分は誤ご魔ま化かそうとしたが、エルフ女性にポケットを叩はたかれ、バリガルに頭を殴なぐられ、渋しぶ々しぶリュックに戻した。

「んで、そいつはどうするんだ？」

「俺が預かる。分配は三・七だ。名探偵以外に異議のあるヤツはいるか？」

「まあ、三割減でも怪け我がはないし、普通よりゃ実入りはでかいからな、文句はねえよ」

　そこに居る者達はキチャを除いて満足そうに頷いた。








11「ファンタジー・ファンタジー」









【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

　意識を失ったにも拘かかわらず、西せい南なにはあのノイズのような音が聞こえていた。

《どういう事だ？》

　身体はピクリとも、指一本動かせないし、外の音も聞こえない。五感の全すべてが無くなったような、純じゆん粋すいな思考のみの状態だ。

《なあ、賢けん者じやの石、この状況が何か分かるか？》

《状況不明。類るい似じした事例はアストラルリンク》

《アストラルリンク？　誰とリンクしてるんだ？》

《不明》

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

《なあ賢者の石……お前って無口だよね。前のＮＢは必要以上にうるさかったけれど、お前は必要以上の事は何も言わないよな》

《…………》

《いや……もちろん俺がそう希望したんだけれど、ものには限度というか……》

《…………》

《お願いですから普通に反応して下さい。この状態だと結構辛つらいです》

《了りよう解かいしました。これより通常会話モードへと移行します》

《それで、この状況がアストラルリンクに似ているって事ですけど、誰だれとリンクしているんでしょうか？》

《断定は出来ませんが、可能性の高い相手は魔素です》

《魔素って、そんなモノが意志を持っているって事？》

《このノイズには言葉と同じ規則性が見られます》

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

《……そう言われると、そんな感じもあるけれど。魔素って魔法を使う時の触しよく媒ばいみたいなものじゃないの？》

《考えられる可能性は、魔素が生活支し援えんの為に生み出された結界型システムであるという事です。地球で言えば電気です。電線網もうの端たん末まつにアクセスすれば、いろいろな電子機器や家電が使えます。もちろん解かい釈しやくを拡大すれば、宇宙そのものもそうであると言えます》

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊】

《……もしかして、何か俺に伝えたい事でもあるのかな？》

《可能性はあります》

《何を言っているのか分かる？》

《このノイズと私の翻ほん訳やく機能とのリンクが出来ませんので、現在まで分かった内容は殆ほとんどありません》

《リンクが出来ない？》

《こちらの文明との相性、不ふ可か侵しん機能によるものと推察します。しかしもしかしたら西南さんの言葉には反応する可能性があります。聞いてみてはいかがでしょうか？》

《俺が聞くって……何を言っているのか教えてくれ、こちらの言葉に翻訳してくれとでも言えばいいのか？》

　それは冗じよう談だん半分の言葉だった。

【＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊素は＊強い＊＊イメ＊＊＊具現＊＊】

《なっ、なんだ？》

【＊＊魔素は強いイメージによって具現化する】

　そのノイズが突とつ如じよ意味をなし始めたのである。

【魔素の可能性は無限だ】

【魔素は万ま素そだ。どのようなものにでも変化する】

【魔素に聞け】

【魔素は全てを記き憶おくする】

【変われ。より強く。より賢かしこく】

【おのれの種を増やせ。大地に。星に。宇宙に満ちよ。我が子達よ楽園を築くのだ】

　言葉が意味をなした瞬しゆん間かん、西南とのアストラルリンクは切れたのか、それとも説明を終えて使命を果たしたのか、言葉は聞こえなくなり、西南の意識は肉体同様、闇やみの中に沈しずんで行ったのであった。

《……やはり西南さんを介かいすれば、会話の疎そ通つうは可能でしたか……？》

　賢者の石は何かと話を始めたが、相手の声も何も聞こえない状況では、賢者の石の独り言とも思えた。

《……ミディエター？》

《……なるほど》

《……私の使命とも合がつ致ちするという事ですか？》

《……確かに、興味を持つでしょう。しかしよろしいので？》

《……了解》

《……？　ええっ!?》

《………………なるほど。そういう事でしたら、是ぜ非ひもありませんね。西南さんの了りよう承しようが無いのは残念ですが、古来、そういう形での成り立ちもあります……了解》

《……データを授受……解かい析せき……了解》

《アクセスを遮しや断だん。プログラム構成を変成》

《……経由……ポイント確かく認にん。アクセス……消去確認》

《エンゲージ……確認。異常なし……全過程を終しゆう了りようします》

　そして賢者の石の声もノイズも消え、絶対的な静せい寂じやくがその場を支配したのである。







「……あっ。病院じゃないんだ」

　西南が目を覚まして感じたのは、親しみ慣れた白い天てん井じようでもなければ、清潔な布ふ団とんや消毒液の臭においでもない。ちょっと獣けもの臭しゆうのする毛皮の布団と石の天井、そして……、

「おう！　やっと目ェ覚ましたか。随ずい分ぶん寝ね坊ぼうだなぁ、ガハハハハ！」

　髭ひげモジャのバリガルと呼ばれていたドワーフの破顔だった。

「……おはようございます。助けていただいてありがとうございます」

　西南はヨロヨロと身体を起こして頭を下げた。

「おいおい……寝ね坊ぼ助すけのくせに、随ずい分ぶん寝起きのいい小こ僧ぞうだな。普ふ通つうはいろいろと取り乱すものだがな」

「大おお怪け我がして知らない所で目を覚ますのには慣れてますので」

「そんなのに慣れてるってのはどうなんだ？　それとも見た目通りの年ねん齢れいじゃねえって事かい？」

「今年で十七に……ああ、申し遅おくれました。俺……」

　うっかりフルネームを言おうとした西南は、一いつ瞬しゆん呼吸を整えた。

「俺、セイナといいます。貴方あなたはバリガルさんでよろしいですか？」

「ほお、なかなかどうして。ラージキメラを半死にして、くたばるまでちゃんと意識を保たせてたってのはダテじゃないな。とはいえ十七っていえばまだまだ小僧だな」

「まあ、普通より子供っぽく見えるのは確かですが……」

　西南が反論めいた事を言ったのは、子供扱あつかいされる事が嫌いやだったのではなく、珍めずらしかったからだ。これまで西南に任される仕事は、どう考えても青年ともいえない人間がするような内容ではなかったからである。

「もう大人だと言いたいのか？　まっ、確かに寝起きに髭モジャの親父顔より、美人のエルフにでも起こされる方が嬉うれしい年ではあるか、ガハハハッ！」

「ハハハハ……目が醒さめて超ちよう美人の男性エルフが横に寝ねていられても困りますが」

「なんだそりゃ？　っと、長話をしている場合じゃなかったな」

　バリガルはそう言うと、どこから出したのかどでかい寸ずん胴どう鍋なべをベッドの傍そばにあった机にドンッと置いた。音からしてかなりの分量だ。そしてそこから別の容器に何かをよそい始める。

「とにかく腹が減ってるだろ？　随ずい分ぶん、我が慢まん強づええみたいだが、まだ警けい戒かいしてるのか？」

　バリガルが差し出したのは、両手持ちの中くらいの鍋にタップリと入れられた具ぐ沢だく山さんのシチューだった。それは四人家族がオカズにするに充じゆう分ぶんの量だ。

「とにかく食え。遠えん慮りよはいらん」

「でもこの量はさすがに……」

　確かに空腹ではあるが、いきなり食事というのも躊躇ためらわれた。怪け我がをして目を覚ました後の定番からは逸いつ脱だつしている。だがその匂いを嗅かいだ瞬間、西南はそれに飛びつきたい衝しよう動どうに駆かられた。それは砂さ漠ばくで何日も迷い、死の直前にようやくオアシスを見つけたような感じだ。

「多分、これでも足りない筈はずだぞ？」

「え？……ええっ!?」

　手て渡わたされた木製のスプーンを手にした西南は、目覚めて初めて目にする、自身の骨と皮状態の、まるでミイラのような手を見て驚おどろいた。

「なっ、何だ!?」

　今までいろいろな怪我をして長期入院も経験したが、これ程ほど衰すい弱じやくした記憶は無い。だがその手を目にした事が、西南の生存本能と食欲に火を付けた。

「い、いただきます」

　そう言ったのはもう無意識の反射だ。だが勢いのままかき込む事はせず、鍋のシチューを最大限の自制心をもって、ゆっくりと口にした。味はかなりの美味だ。そして口中に含ふくんだスープがそのままカラカラの身体に染み込むような感じがした。

　これ程までに身体が水分とエネルギーを欲ほつしているのかと、驚きよう愕がくするのと同時に途と轍てつもない餓うえが襲おそって来る。だが最初は具ではなくスープを嚙かむように、いきなり胃に入れないように留意した。とにかく長い間絶食状態でいきなり胃に食べ物を入れれば命に関かかわる。

「やれやれ……大した自制心だな。だが小僧の内臓も強化されているから、普通に食って大だい丈じよう夫ぶだぞ」

「強化？」

「小僧がかかっていたのは、通つう称しよう、魔素風邪かぜ。高熱が出る事からそう言われているが、実際は魔素器官が形成される時の発熱だ」

「これは!?」

　バリガルが中空モニターのような鏡を、西南の前に形成した。そこに移っている西南の顔は骸がい骨こつのような容よう貌ぼうだ。見えていた手の様子から想像していたものの、それはかなりショッキングな姿だ。

「魔素器官は体内のエネルギーで形成される。しかも小僧はあれから二十日も寝てた。目が醒めたのは、食わなきゃ死ぬ状態にまでなったからだ。それと魔素器官は全身を強化する働きもするから、絶食後だろうとかなり無茶食いしても大丈夫だ」

「…………」

　とはいえ、それを鵜う吞のみにするのも躊躇われた西南は、よく嚙みつつ慎しん重ちように食べて行ったが、それは極限の飢き餓が状態の西南にとってある意味地じ獄ごくのような苦行だった。




《胃腸の状態は良好よ。思いっ切り食べても大丈夫よ》




「ん？　どうした？」

　いきなり食べるのを止めた西南をバリガルは訝いぶかしげに見つめた。

「あっ、いえ……どうやら言われた通り、普通に食べて大丈夫そうですね」

「そうか。まあ、慎重なのは悪い事じゃねえがな」

《賢けん者じやの石なのか？……なんか、ちょっと話し方が変わった感じだけど……それに声が、その声って……》

《詳くわしい話は後でゆっくりと出来るわ。それよりもまだ魔素器官は成長中なのだから、今は体力の回復に努めなさい》

　賢者の石の変化に戸と惑まどいつつも、西南は食べるスピードを上げた。それはもう流し込むといった表現がピッタリだ。食べた端はしからエネルギーに変わっているような快感を覚える。

　みるみるうちに中鍋が空になり、おかわりをする。そしてもう二杯はい分食べた所で胃が限界に達したので食べるのを止めたが、西南の飢餓感はまだまだ解消されていない。

「二時間程すればまた腹も減る。さて……魔素風邪は魔素のある場所に住む者達全すべてがかかる、一種の風土病だ。もちろん一度かかって魔素器官が形成されれば、二度とかかる事はない。だが小僧の場合はちょっと特とく殊しゆでな」

「何か問題でもあるんですか？」

「普通の人間は魔素熱にかかっても三日、長くても一週間だが、小僧は出会った時から二十日間。いまだに熱が引かんという事は、まだ魔素器官が成長しているという事だ」

「えっ？　それってまずい事なんですか？」

「そもそも魔素器官というのは、魔素を溜ため込み様々な魔素変へん換かん、つまり魔法を使う為ための器官だ。それが発達するという事は、強い魔法を使える可能性があるという事だ。もちろんそれ自体には問題なぞ無いが……」

「強い力というのは、いろいろな危険を伴ともなう……という事ですか？」

　確率の偏かたよりという力に翻ほん弄ろうされてきた西南は、バリガルの言う意味に何となく察しが付いた。強い力はいろいろなものを引きつける。善も悪もだ。

「まあ大昔程には酷ひどくはないが……ああ、止やめだ止め！　面めん倒どうな話は後だ後っ！」

　バリガルは大おお袈げ裟さな身み振ぶりで手を振り、それまでの表情から一転、起き抜ぬけに見たような破顔を見せた。

「それよりも、だ！　腹が落ち着いたのなら、小僧が来た世界がどういうものかを見るのもいいもんだぞ。ガハハハ[image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　バリガルはそう言って豪ごう快かいに笑い始め、まるで指揮者のように手を振り上げた。

「えっ!?」

　と、西南のベッドが浮うかび上がり、大きな窓の所まで空中浮ふ遊ゆうして移動する。宇宙の技術であれば何という事もないものだが、この石と木の古いヨーロッパ風建物と家具の部屋では凄すごく不思議な感じだ。

　バタン！　カーテンが自動で開き、窓が大きく開け放たれ、光と共に外の光景が西南の目に飛び込んで来る。

「……うわ！　うわっ！」

　それは最初に宇宙に上がり、アカデミーの巨きよ大だいな建物を見た時と同じ感動だった。

　空想の中でしか見られなかった、西南には手の届かなかった……想像でしかそこへ行く事が許されなかった世界が、今、目の前に広がっているのだ。

　手を伸のばせば、足で歩けば届くそこに。

「どうだ、いいもんだろう？」

　窓から入り込んでくる風が西南の頰ほおに触れ、触しよつ覚かくと嗅きゆう覚かく、視覚を刺し激げきし、そこが現実のものだと実感させてくれる。

「……ええ、綺き麗れいです。本当に」

　石と煉れん瓦がで出来た古都の建物。

　乗馬でもするかのように翼よく竜りゆうに人が乗って飛び交かい。

　通りには甲かつ冑ちゆうや様々な衣い装しようを着た亜あ人じん種達が行き交う。

　まるで中世にでもタイムスリップしたような感覚。

　地球で見たファンタジー映画さながらの世界、絵画のような光景がそこに広がっていたのである。








【天地無用！ＧＸＰ　第十五巻・了りよう】










あとがき









　注：今回のあとがき劇場も、本文の読後に読む事をおすすめいたします。
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あとがき劇場　その12






（エルフだぁあああああああああああああああっっっ！）

　霧きり恋こは心の中で絶ぜつ叫きようを上げた。それは西せい南なよりももっと大きな歓かん喜きの心の声だった。

　西南がいきなり決けつ闘とうし、そのまま行方ゆくえ不明。そして守かみ蛇だ怪けがレセプシー内から飛び出して、敵の御ご影えい騎き士しごと簾れん座ざの機甲騎をみじん切りにしてしまうという緊きん急きゆう事態が起き、舞ま貴き妃ひは急きゆう遽きよ、霧恋達や珀はく蓮れん達関係者を、早急にかつ秘ひ密みつ裏りに話をする為に自身の私し邸ていに集めた。その時に、初対面である蒼そう蓮れん、カグヤ、砂さ樹じゆが紹しよう介かいされたのだ。

　勘かん違ちがいされやすいが、霧恋は今まで『趣しゆ味み・西南』一筋で生きてきた訳ではない。それなりに普ふ通つうの少女として生活し、僅わずかながら普通の趣味も持っていたのだ。

　母子家庭ダイは知らん！であった為、仕事を持つ月つき湖この補ほ佐さ的に、霧恋も早くから家事を行っていた。それが高じて、料理や手芸は彼女の趣味ともなっていたが、それ以外に読書も彼女の趣味だった。

　家はさほど困こん窮きゆうしてはいなかったが、それでも霧恋が利用したのは、もっぱら学校や近くの図書館だ。そして特にお気に入りのジャンルが『ファンタジー』だったのだ。

　それは正まさ木きの村という場所の閉へい塞そく感と、西南という存在からの逃とう避ひであったのかもしれないが、霧恋はその異世界にのめり込んだのだ。そして成人の儀ぎをきっかけに、ファンタジーとは異質のサイエンス・ノンフィクションの世界へと行く事になったのだが、それでも樹じゆ雷らいという星は、霧恋のファンタジー好きを刺激するに充じゆう分ぶんな場所だった。だが唯ゆい一いつ残念だったのは、そこにファンタジーの住人がいない事だった。

（エルフ！　オーガ！　ドリアード！）

　だが今ここに、その憧あこがれのファンタジーの住人が、霧恋のイメージそのままに目の前に存在しているのだ。もちろん一番の懸け念ねんは西南の安否だが、それがなければ我を忘れ、子供のように目を輝かがやかせ、彼女達に突とつ進しんしたのは確実である。

「凄いな彼女……あれが、こちらの候補かな？」

　無言のまま耐たえる霧恋に雨あま音ねが囁ささやきかけた。見ると雨音達も蒼蓮の美しさに見入っているようだ。そしてもちろん雨音の言う候補とは『西南の嫁よめ』候補である。

「そう……ね」

「……ちなみに彼女は男性です」

「「「「えっ!?」」」」

　いつの間にそこに居たのか、翠すい簾れんが小声で囁き、全員が目を剝むいて蒼蓮を凝ぎよう視しした。

「あれが……男、だと」

　翠簾が彼女と呼こ称しようした事には雨音以下、誰だれも疑問を挟はさまない。ただ蒼蓮の儚はかなげな美しさに心こころ奪うばわれ、男である事実に驚きよう愕がくし、その証しよう拠こを探そうと必死だった。

「だがもし彼女が男で、彼女が西南の嫁候補とすると……」

　雨音もあくまで呼称は彼女だ。雨音のカンすら欺あざむくとは恐るべし、である。

　そうして彼女達が何を妄もう想そうしたかは知らないが、出された結論は……、

（（（（……それもいいかも））））

　霧恋を含ふくめ、雨音達もちょっと腐くさりかけた瞬しゆん間かんであった。

　　　　×　×　×

「……こ、怖こわかったです。本当に怖かった」

　西南の一応の生存が確かく認にんされ、捜そう索さくの為に舞貴妃の私邸を辞した蒼蓮は、呟つぶやくように言葉を吐はいた。

「時折こちらを睨にらんでいた方が、西南様の奥方様筆頭の霧恋様ですよね？」

「うむ……。あの魔ま女じよ王殿どの並み、いやそれ以上の迫はく力りよくじゃったの。本気で殺されるかと思うたわ。あの視線を直視しただけで死ねるぞ。もしや魔眼持ちか？」

「おおおおっ襲おそわれたら、マジ逃にげる自信がないぞ！　ああああっ、あの方って樹雷の姫ひめさんなんだよな？　人型をした幼生ドラゴンの化け身しんとかじゃないよな？」

　蒼蓮と砂樹だけでなく戦士でもあるカグヤも身体からだが恐きよう怖ふで震ふるえている。しかもあのカグヤが勝ち負けではなく、最初から逃げる前提だ。

「西南様を攫さらった挙げ句にこの不始末じゃ。恨うらまれるのは当然じゃが……それにしても珀蓮様達が神経質になっておったのも頷うなずける。薪まきどころか、木こっ端ぱにされそうじゃ」

「とにかく全力で西南様の行方を捜さがしますよ！」

　ああ、何という不幸であろうか。霧恋の立ち居い振ふる舞まいから、彼女が凄すさまじい力を内包しているのを察知したのは、他でもない霧恋のファンタジー愛だった。浮かれた霧恋が力の隠いん蔽ぺいをし損そこなった事が察知された理由だ。

　もちろん蒼蓮達も一ひと角かどの人物であるので、他者の力の値ね踏ぶみには長たけているが、だからこそ霧恋の力のポテンシャルを見み抜ぬく結果ともなったのだ。

　この不幸な行き違いは、蒼蓮達に恐怖のトラウマを与あたえてしまった。そしてそれが勘違いである事が判明するのは、もう少しだけ先の事だが、それでも霧恋への恐怖が無くなる事は、終ついぞなかったのである。








終わり
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　第二部の始まりです。

　さすがに完全新作だった為、なかなかに難産でした。しかし問題はイラストの方、新キャラ新舞ぶ台たい、新メカと新しくデザインが必要な物ばかりで、こちらも難産そうです。

　あとがきを書いている時点ではイラストは出来ていませんから、ここからも未知の世界です。




　よく語られる、作者の思おも惑わくを超こえて動き出すキャラ。今回は蒼蓮が勝手に動き出してしまったヤツ、トップです。困った妹、藍あい蓮れんに振ふり回され、他の女性キャラのフォロー役、縁えんの下の力持ち、同性として西南のお友達役兼けん話し相手のつもりだったのですが……何でこうなった？

　第二が西南＆ＺＩＮＶジンブでしょうか？　ＨＩＭＩＫヒミコとの決闘前に、延々恥はずかしい過度な演出の晒さらし者ものになって、西南が羞しゆう恥ちでのたうち回る筈はずだったのですが、いきなりのボスキャラ（？）との戦いに、突とつ入にゆうしてしまいました。

　そして第三が、異世界……ではなく魔素が満ちる初期文明惑わく星せいでの冒ぼう険けんです。これも本当は違う惑星で、ＺＩＮＶのユニットを持って逃げ回る筈だったのです。魔法については出す予定はあったのですが、魔女王、玉ぎよく蓮れんの磨ま玉ぎよく本星での筈が、前まえ倒だおしになってしまいました。これは冒ぼう頭とうの藍蓮のせいです。

　こうしてみると蒼蓮、藍蓮のエルフ姉妹きようだい……姉妹きようだいです。兄妹ではありません。誤植ではありません！　性格的には姉し弟ていですが。とにかくあの姉妹に振り回された感じです。でもやっぱエルフっすよね。エルフ。




　次回からは惑星『アバリュム』での剣けんと魔法、異世界物語となります。

　魔素とは何なのか？

　賢けん者じやの石がどうなってしまったのか？

　もちろん残された霧恋達もいろいろと活動を始めます。特にあとがき劇場で怪あやしげな性せい癖へき、もとい……趣味が暴ばく露ろされた霧恋は大活かつ躍やくをしてくれる予定です。
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